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このドキュメントの使用法

■ 概要 – Oracle Solaris OS システム管理者を対象として、Oracle VM Server for SPARC
3.4 ソフトウェアのインストール、構成、および使用に関する詳細情報と手順につ
いて説明します。

■ 対象読者 – SPARC サーバー上の仮想化を管理するシステム管理者
■ 必要な知識 – これらのサーバーのシステム管理者は、UNIX システムおよび Oracle

Solaris オペレーティングシステム (Oracle Solaris OS) の実践的な知識を持っている
必要があります。

製品ドキュメントライブラリ

この製品および関連製品のドキュメントとリソースは http://www.oracle.com/
technetwork/documentation/vm-sparc-194287.html で入手可能です。

フィードバック

このドキュメントに関するフィードバックを http://www.oracle.com/goto/
docfeedback からお聞かせください。
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 1 ♦  ♦  ♦        第    1    章 

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアの概
要

この章では、Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアの概要を紹介します。

Oracle VM Server for SPARC は、Oracle SPARC T シリーズサーバー、SPARC M シリー
ズサーバー、SPARC S シリーズサーバー、および Fujitsu M10 プラットフォームに効
率性の高い、エンタープライズクラスの仮想化機能を提供します。Oracle VM Server
for SPARC ソフトウェアを使用すると、最大で 128 台の仮想サーバーを単一のシス
テム上に作成できます。これは論理ドメインと呼ばれます。こうした構成により、
SPARC T シリーズサーバー、SPARC M シリーズサーバー、SPARC S シリーズサー
バー、および Fujitsu M10 プラットフォーム と Oracle Solaris OS が提供する大規模なス
レッドを活用できるようになります。
この章では、次の項目について説明します。

■ 20 ページの「Oracle VM Server for SPARC と Oracle Solaris OS のバージョンに
ついて」

■ 20 ページの「ハイパーバイザと Logical Domains」
■ 22 ページの「Logical Domains Manager」
■ 26 ページの「Oracle VM Server for SPARC 管理情報ベース」
■ 26 ページの「Oracle VM Server for SPARC のトラブルシューティング」

注記 - この本で説明されている機能は、『Oracle VM Server for SPARC 3.4 インストー
ルガイド』に記載されているすべてのサポートされるシステムソフトウェアおよび
ハードウェアプラットフォームで使用できます。ただし、一部の機能は、サポートさ
れているシステムソフトウェアおよびハードウェアプラットフォームのサブセット上
でしか使用できません。このような例外については、『Oracle VM Server for SPARC
3.4リリースノート』 の 「このリリースの最新情報」および What's New in Oracle VM
Server for SPARC Software (http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/
vm/documentation/sparc-whatsnew-330281.html) を参照してください。
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Oracle VM Server for SPARC と Oracle Solaris OS のバージョンについて

Oracle VM Server for SPARC と Oracle Solaris OS のバー
ジョンについて

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアを使用するには、Oracle Solaris OS の特定の
バージョンが使用され、必要なソフトウェアパッチが適用され、特定のバージョンの
システムファームウェアが存在することが必要です。詳細は、『Oracle VM Server for
SPARC 3.4 インストールガイド』 の 「完全に認定された Oracle Solaris OS バージョ
ン」を参照してください。

ゲストドメインで動作するバージョンの Oracle Solaris OS は、primary ドメインで動
作する Oracle Solaris OS バージョンから独立しています。そのため、primary ドメ
インで Oracle Solaris 11 OS を実行している場合でも、ゲストドメインでは引き続き
Oracle Solaris 10 OS を実行できます。

注記 - Oracle Solaris 10 OS は、primary ドメインでサポートされなくなりました。ゲス
トドメインでは Oracle Solaris 10 OS を引き続き実行できます。

ハイパーバイザと Logical Domains

このセクションでは、論理ドメインをサポートしているSPARCハイパーバイザの概要
を説明します。

SPARC ハイパーバイザは、小さなファームウェア層で、オペレーティングシステムを
記述できる安定した仮想化マシンアーキテクチャーを提供します。ハイパーバイザを
使用する SPARC サーバーでは、論理オペレーティングシステムの動作をハイパーバ
イザが制御できるようにするためのハードウェア機能が用意されています。

論理ドメインは、リソースの個別の論理グループで構成される仮想マシンです。論理
ドメインは、単一のコンピュータシステム内で独自のオペレーティングシステムおよ
び ID を持っています。各論理ドメインは、サーバーの電源の再投入を実行する必要
なしに、作成、削除、再構成、およびリブートを単独で行うことができます。異なる
論理ドメインでさまざまなアプリケーションソフトウェアを実行できます。また、パ
フォーマンスおよび安全性の目的から、これらを独立した状態にしておくことができ
ます。
各論理ドメインは、ハイパーバイザがそのドメインに対して利用可能にしたサー
バーリソースに対してのみ、監視および対話が許可されています。Logical Domains
Manager により、制御ドメイン経由でハイパーバイザが行う動作を指定できます。つ
まり、ハイパーバイザは、サーバーのリソースをパーティションに分割し、限定的な
サブセットを複数のオペレーティングシステム環境に提供します。このパーティショ
ンの分割と提供は、論理ドメインを作成する場合の基本的なメカニズムです。次の図
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ハイパーバイザと Logical Domains

に、2 つの論理ドメインをサポートするハイパーバイザを示します。また、Oracle VM
Server for SPARC の機能を構成する次の層についても示します。

■ ユーザー/サービス (アプリケーション)
■ カーネル (オペレーティングシステム)
■ ファームウェア (ハイパーバイザ)
■ ハードウェア (CPU、メモリー、I/O など)

図   1 2 つのドメインをサポートするハイパーバイザ

特定の SPARC ハイパーバイザがサポートする各論理ドメインの数と機能は、サー
バーによって異なります。ハイパーバイザは、サーバー全体の CPU、メモリー、およ
び I/O リソースのサブセットを特定の論理ドメインに割り当てることができます。こ
の機能により、それぞれが独自の論理ドメイン内にある複数のオペレーティングシス
テムを同時にサポートすることができます。リソースは、任意に細分化して個々の論
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Logical Domains Manager

路ドメイン間で再配置できます。たとえば、CPU は CPU スレッド単位で論理ドメイ
ンに割り当てることができます。
各論理ドメインは、次のような独自のリソースを使用して、完全に独立したマシンと
して管理できます。

■ カーネル、パッチ、およびチューニングパラメータ
■ ユーザーアカウントおよび管理者
■ ディスク
■ ネットワークインタフェース、MAC アドレス、および IP アドレス

各論理ドメインは、サーバーの電源再投入を実行しなくても、互いに独立して停止、
起動、およびリブートできます。

ハイパーバイザソフトウェアは、論理ドメイン間の分離を維持する役割を果たしま
す。ハイパーバイザソフトウェアは、論理ドメインが相互に通信できるように論理ド
メインチャネル (LDC) も提供します。LDC を使用することで、ドメインはネットワー
クサービスやディスクサービスなどのサービスを相互に提供できます。

サービスプロセッサ (SP) はシステムコントローラ (SC) とも呼ばれ、物理マシンのモ
ニタリングと実行を行いますが、論理ドメインの管理は行いません。Logical Domains
Manager が、論理ドメインの管理を行います。

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアの管理には、ldm コマンドに加えて、Oracle
VM Manager も使用できるようになりました。

Oracle VM Manager は、Oracle VM 環境を管理する際に使用可能な Web ベースのユー
ザーインタフェースです。このユーザーインタフェースの以前のバージョンでは
Oracle VM Server x86 ソフトウェアしか管理されませんでしたが、Oracle VM Manager
3.2 および Oracle VM Server for SPARC 3.0 以降のバージョンでは、Oracle VM Server
for SPARC ソフトウェアも管理できます。Oracle VM Manager の詳細は、Oracle VM
Documentation (http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.
html) を参照してください。

Logical Domains Manager

Logical Domains Manager は、論理ドメインの作成と管理、および論理ドメインの物
理リソースへのマッピングに使用されます。サーバーで実行できる Logical Domains
Manager は 1 つだけです。
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Logical Domains Manager

ドメインの役割

論理ドメインはすべて同じですが、論理ドメインに対して指定する役割に基づいてそ
れぞれ区別できます。論理ドメインが実行できる役割は、次のとおりです。

■ 制御ドメイン。Logical Domains Manager がこのドメインで実行されることで、他の
ドメインを作成して管理し、仮想リソースを他のドメインに割り当てることができ
ます。制御ドメインは、サーバーごとに 1 つだけ存在できます。制御ドメインは、
Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアをインストールするときに最初に作成さ
れるドメインです。制御ドメインには、primary という名前が付けられます。

■ サービスドメイン。サービスドメインは、仮想スイッチ、仮想コンソール端末集配
信装置、仮想ディスクサーバーなどの仮想デバイスサービスをほかのドメインへ提
供します。複数のサービスドメインを保持でき、どのドメインもサービスドメイン
として構成できます。

■ I/O ドメイン。I/O ドメインは、PCI EXPRESS (PCIe) コントローラのネットワーク
カードなどの物理 I/O デバイスに直接アクセスできます。I/O ドメインは、次を所
有できます。
■ PCIe ルートコンプレックス。
■ PCIe スロット、または直接 I/O (DIO) 機能を使用することによるオンボー

ド PCIe デバイス。143 ページの「Creating an I/O Domain by Assigning PCIe
Endpoint Devices」を参照してください。

■ PCIe SR-IOV 仮想機能。第8章「PCIe SR-IOV 仮想機能の使用による I/O ドメイ
ンの作成」を参照してください。

I/O ドメインは、I/O ドメインがサービスドメインとしても使用される場合に、仮
想デバイスの形式でほかのドメインと物理 I/O デバイスを共有できます。

■ ルートドメイン。ルートドメインには PCIe ルートコンプレックスが割り当てられ
ています。このドメインは PCIe ファブリックを所有し、ファブリックのエラー処
理など、ファブリックに関連するすべてのサービスを提供します。ルートドメイン
は I/O ドメインでもあり、物理 I/O デバイスを所有し、それらに直接アクセスでき
ます。
保持できるルートドメインの数は、プラットフォームアーキテクチャーによって決
まります。たとえば、8 ソケットの Oracle SPARC T5-8 サーバーを使用している場
合は、最大 16 のルートドメインを保持できます。
デフォルトのルートドメインは、primary ドメインです。primary 以外のドメイ
ンを使用して、ルートドメインとして機能させることができます。

■ ゲストドメイン。ゲストドメインは I/O を行わないドメインで、1 つ以上のサービ
スドメインにより提供される仮想デバイスサービスを使用します。ゲストドメイ
ンは、物理 I/O デバイスを持っておらず、仮想ディスクや仮想ネットワークインタ
フェースなどの仮想 I/O デバイスのみを持ちます。

まだ Oracle VM Server for SPARC が構成されていない既存のシステムに、Logical
Domains Manager をインストールできます。この場合、OS の現在のインスタンスが
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制御ドメインになります。また、システムは 1 つのドメインである、制御ドメインに
よってのみ構成されます。制御ドメインを構成したあと、ドメインを追加してアプリ
ケーションを制御ドメインから新しいドメインに移動することによって、システム全
体をもっとも効率的に利用できるように、アプリケーションの負荷をほかのドメイン
間で分散できます。

コマンド行インタフェース
Logical Domains Manager は、コマンド行インタフェース (Command-Line Interface、
CLI) を使用して論理ドメインの作成と構成を行います。CLI には、単一のコマンド
ldm があり、これは複数のサブコマンドを備えています。ldm(1M) のマニュアルペー
ジを参照してください。

Logical Domains Manager CLI を使用するには、Logical Domains Manager デーモン ldmd
が実行されている必要があります。

仮想入出力

Oracle VM Server for SPARC 環境では、システムで最大 128 個 (Fujitsu M10 サーバー で
最大 256 個) のドメインを構成できます。一部のサーバー、特に単一プロセッサと一
部のデュアルプロセッサシステムでは、I/O バスおよび物理 I/O スロットの数に制限が
あります。そのため、これらのシステムのすべてのドメインに対して、物理ディスク
およびネットワークデバイスへの排他的なアクセスを提供できるとは限りません。物
理デバイスへのアクセスを提供するため、ドメインに PCIe バスやエンドポイントデバ
イスを割り当てることができます。この解決方法は、すべてのドメインにデバイスへ
の排他的なアクセスを提供するには不十分です。直接アクセス可能な物理 I/O デバイ
ス数の制限には、仮想 I/O モデルの実装により対処できます。第6章「I/O ドメインの
構成」を参照してください。

物理 I/O アクセスを行わない論理ドメインは、サービスドメインと通信する仮想 I/O
デバイスを使用して構成されます。サービスドメインは、仮想デバイスサービスを
実行して、物理デバイスまたはその機能にアクセスを提供します。このようなクラ
イアントサーバーモデルで、仮想 I/O デバイスは、論理ドメインチャネル (LDC) と呼
ばれるドメイン間通信チャネルを使用して、相互に、またはサービスの対象と通信し
ます。仮想化 I/O 機能には、仮想ネットワーク、ストレージ、およびコンソールのサ
ポートが含まれています。

仮想ネットワーク

Oracle VM Server for SPARC は、仮想ネットワークデバイスと仮想ネットワークスイッ
チデバイスを使用して、仮想ネットワークを実装します。仮想ネットワーク (vnet) デ
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バイスは、Ethernet デバイスをエミュレートし、ポイントツーポイントチャネルを使
用してシステム内のほかの vnet デバイスと通信します。仮想スイッチ (vsw) デバイス
は、主に仮想ネットワークのすべての受信パケットおよび送信パケットのマルチプレ
クサとして機能します。vsw デバイスは、サービスドメインの物理ネットワークアダ
プタに直接接続し、仮想ネットワークの代わりにパケットを送受信します。vsw デバ
イスは、単純なレイヤー 2 スイッチとしても機能し、システム内で vsw デバイスに接
続された vnet デバイス間でパケットをスイッチします。

仮想ストレージ

仮想ストレージインフラストラクチャーは、クライアントサーバーモデルを使用し
て、論理ドメインに直接割り当てられていないブロックレベルのストレージに論理ド
メインがアクセスできるようにします。このモデルは、次のコンポーネントを使用し
ます。

■ ブロック型デバイスインタフェースをエクスポートする仮想ディスククライアント
(vdc)

■ 仮想ディスクサービス (vds)は、仮想ディスククライアントの代わりにディスク要
求を処理し、サービスドメインに存在するバックエンドのストレージへ発行します

クライアントドメインでは仮想ディスクは通常のディスクとして認識されますが、ほ
とんどのディスク操作は仮想ディスクサービスに転送され、サービスドメインで処理
されます。

仮想コンソール

Oracle VM Server for SPARC 環境では、primary ドメインからのコンソール I/O はサー
ビスプロセッサに送信されます。ほかのすべてのドメインからのコンソール I/O は、
仮想コンソール端末集配信装置 (vcc) を実行しているサービスドメインにリダイレク
トされます。通常、vcc を実行するドメインは、primary ドメインです。仮想コン
ソール端末集配信装置サービスは、すべてのドメインのコンソールトラフィックの
端末集配信装置として機能します。また、仮想ネットワーク端末サーバーデーモン
(vntsd) とのインタフェースを提供し、UNIX ソケットを使用して各コンソールへのア
クセスを提供します。

リソースの構成

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアを実行するシステムは、仮想 CPU、仮想 I/O
デバイス、暗号化ユニット、メモリーなどのリソースを構成できます。一部のリソー
スは実行中のドメインで動的に構成可能ですが、他のリソースは停止中のドメインで
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構成する必要があります。制御ドメインでリソースを動的に構成できない場合は、ま
ず遅延再構成を開始する必要があります。遅延再構成は、制御ドメインのリブートが
完了するまで構成処理を延期します。詳細については、321 ページの「リソースの
再構成」を参照してください。

持続的な構成

ldm コマンドを使用して、論理ドメインの現在の構成をサービスプロセッサに格納
できます。構成の追加、使用する構成の指定、構成の削除、および構成の表示を行
うことができます。詳細については、ldm(1M) のマニュアルページを参照してくだ
さい。386 ページの「サービスプロセッサでの Oracle VM Server for SPARC の使
用」で説明するように、SP からブートするように構成を指定することもできます。

構成の管理については、363 ページの「ドメイン構成の管理」を参照してくださ
い。

Oracle VM Server for SPARC 管理情報ベース

Oracle VM Server for SPARC 管理情報ベース (Management Information Base、MIB) を使
用すると、サードパーティーのシステム管理アプリケーションによるドメインのリ
モートモニタリングと、簡易ネットワーク管理プロトコル (SNMP) による論理ドメイ
ン (ドメイン) の起動および停止が可能になります。詳細は、『Oracle VM Server for
SPARC 3.4 管理情報ベースユーザーズガイド』を参照してください。

Oracle VM Server for SPARC のトラブルシューティング

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアの特定の問題に関する情報は、次の資料から
入手できます。

■ 『Oracle VM Server for SPARC 3.4リリースノート』 の 「既知の問題」
■ Information Center: Overview of Oracle VM Server for SPARC (LDoms) (Doc ID

1589473.2) (https://mosemp.us.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?
_afrLoop=227880986952919&id=1589473.2&_afrWindowMode=0&_adf.ctrl-
state=wu098o5r6_96)
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 2 ♦  ♦  ♦        第    2    章 

Oracle VM Server for SPARC のセキュリティー

この章では、Oracle VM Server for SPARC システムで有効にできるいくつかのセキュリ
ティー機能について説明します。
この章では、次の項目について説明します。

■ 27 ページの「権利の使用による論理ドメインの管理の委任」
■ 31 ページの「ベリファイドブートの使用」

注記 - このマニュアルの例は、スーパーユーザーが実行していることを示していま
す。ただし、代わりにプロファイルを使用すれば、ユーザーが管理タスクを実行する
ためのより詳細なアクセス権を取得できるようになります。

権利の使用による論理ドメインの管理の委任

Logical Domains Manager パッケージは、2 つの定義済みの権利プロファイルを、ロー
カルの権利構成に追加します。これらの権利プロファイルは、特権のないユーザーに
管理特権を委任します。

■ LDoms Management プロファイルは、ユーザーにすべての ldm サブコマンドの使用
を許可します。

■ LDoms Review プロファイルは、ユーザーにすべてのリスト関連の ldm サブコマン
ドの使用を許可します。

これらの権利プロファイルは、ユーザー、またはその後ユーザーに割り当てられる役
割に、直接割り当てることができます。これらのプロファイルのいずれかがユーザー
に直接割り当てられている場合、ドメインを管理するために ldm コマンドを正常に
使用するには、pfexec コマンド、または pfbash または pfksh などのプロファイル
シェルを使用する必要があります。役割または権利プロファイルのどちらを使用する
かは、使用している権利構成に基づいて決定します。『System Administration Guide:
Security Services』または『Securing Users and Processes in Oracle Solaris 11.3』を参照し
てください。
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権利プロファイルをユーザーに割り当てる方法

ユーザー、承認、権利プロファイル、および役割は、次の方法で構成できます。

■ ファイルを使用してシステム上でローカルで構成する
■ LDAP などのネームサービスで一元的に構成する

Logical Domains Manager をインストールすると、必要な権利プロファイルがローカ
ルファイルに追加されます。ネームサービスでプロファイルおよび役割を構成す
るには、『System Administration Guide: Naming and Directory Services (DNS, NIS, and
LDAP)』を参照してください。Logical Domains Manager パッケージによって提供され
る承認および実行属性の概要は、30 ページの「Logical Domains Manager プロファ
イルの内容」を参照してください。この章の例はすべて、権利構成がローカルファイ
ルを使用すると仮定しています。

権利プロファイルと役割の使用

注意 - usermod および rolemod コマンドを使用して承認、権利プロファイル、または
役割を追加する際は、注意してください。

■ Oracle Solaris 11 OS の場合は、追加する承認ごとにプラス記号 (+) を使用して値を
追加します。
たとえば、usermod -A +auth username コマンドは、rolemod コマンドと同様
に、auth 承認を username ユーザーに付与します。

■ Oracle Solaris 10 OS の場合、usermod または rolemod コマンドは既存の値を置き
換えます。
値を置き換える代わりに追加するには、既存の値と新しい値のコンマ区切りのリス
トを指定します。

ユーザー権利プロファイルの管理

次の手順は、ローカルファイルを使用してシステム上のユーザー権利プロファイル
を管理する方法を示しています。ネームサービスでユーザープロファイルを管理す
るには、『System Administration Guide: Naming and Directory Services (DNS, NIS, and
LDAP)』を参照してください。

権利プロファイルをユーザーに割り当てる方法

LDoms Management プロファイルが直接割り当てられているユーザーは、セキュリ
ティー属性を指定して ldm コマンドを実行するために、プロファイルシェルを起動
する必要があります。詳細は、『System Administration Guide: Security Services』また
は『Securing Users and Processes in Oracle Solaris 11.3』を参照してください。
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役割を作成し、ユーザーにその役割を割り当てる方法

1. 管理者になります。
Oracle Solaris 11.3 については、『Securing Users and Processes in Oracle Solaris 11.3』 の
第 1 章, 「About Using Rights to Control Users and Processes」を参照してください。

2. 管理プロファイルをローカルユーザーアカウントに割り当てます。
LDoms Review プロファイルまたは LDoms Management プロファイルのいずれかを
ユーザーアカウントに割り当てることができます。

# usermod -P "profile-name" username

次のコマンドは、LDoms Management プロファイルをユーザー sam に割り当てます。

# usermod -P "LDoms Management" sam

ユーザーへの役割の割り当て

次の手順は、ローカルファイルを使用して役割を作成し、ユーザーに割り当てる方
法を示しています。ネームサービスで役割を管理するには、『System Administration
Guide: Naming and Directory Services (DNS, NIS, and LDAP)』を参照してください。

この手順を使用する利点は、特定の役割が割り当てられたユーザーだけがその役割に
なれることです。役割にパスワードが割り当てられている場合は、その役割になると
きにパスワードが必要です。次の 2 つのセキュリティー階層は、パスワードを保有す
るユーザーが、割り当てられていない役割になることを防止します。

役割を作成し、ユーザーにその役割を割り当てる方法

1. 管理者になります。
Oracle Solaris 11.3 については、『Securing Users and Processes in Oracle Solaris 11.3』 の
第 1 章, 「About Using Rights to Control Users and Processes」を参照してください。

2. 役割を作成します。
# roleadd -P "profile-name" role-name

3. 役割にパスワードを割り当てます。
新しいパスワードを指定し、確認するようにプロンプトが表示されます。

# passwd role-name

4. ユーザーに役割を割り当てます。
# useradd -R role-name username

5. ユーザーにパスワードを割り当てます。
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役割を作成し、ユーザーにその役割を割り当てる方法

新しいパスワードを指定し、確認するようにプロンプトが表示されます。

# passwd username

6. 必要に応じてそのユーザーになり、パスワードを入力します。
# su username

7. ユーザーが割り当てられた役割にアクセスできることを確認します。
$ id
uid=nn(username) gid=nn(group-name)
$ roles
role-name

8. 必要に応じてその役割になり、パスワードを入力します。
$ su role-name

9. ユーザーがその役割になったことを確認します。
$ id
uid=nn(role-name) gid=nn(group-name)

例   1 役割の作成とユーザーへの割り当て

次の例では、ldm_read の役割を作成し、その役割を user_1 ユーザーに割り当てて
user_1 ユーザーになり、ldm_read の役割を引き受けます。

# roleadd -P "LDoms Review" ldm_read
# passwd ldm_read
New Password:
Re-enter new Password:
passwd: password successfully changed for ldm_read
# useradd -R ldm_read user_1
# passwd user_1
New Password:
Re-enter new Password:
passwd: password successfully changed for user_1
# su user_1
Password:
$ id
uid=95555(user_1) gid=10(staff)
$ roles
ldm_read
$ su ldm_read
Password:
$ id
uid=99667(ldm_read) gid=14(sysadmin)

Logical Domains Manager プロファイルの内容

Logical Domains Manager パッケージは、次の権利プロファイルを、ローカルの権利プ
ロファイル記述データベースに追加します。

30 Oracle VM Server for SPARC 3.4 管理ガイド • 2016 年 8 月



ベリファイドブートの使用

LDoms Power Mgmt Observability:::View LDoms Power Consumption:auths=solaris.ldoms.ldmpower
LDoms Review:::Review LDoms configuration:profiles=LDoms Power Mgmt Observability;
auths=solaris.ldoms.read
LDoms Management:::Manage LDoms domains:profiles=LDoms Power Mgmt Observability;
auths=solaris.ldoms.*

Logical Domains Manager パッケージは、LDoms Management プロファイルおよび
LDoms Power Mgmt Observability プロファイルに関連付けられている次の実行属性
も、ローカルの実行プロファイルデータベースに追加します。

LDoms Management:suser:cmd:::/usr/sbin/ldm:privs=file_dac_read,file_dac_search
LDoms Power Mgmt Observability:suser:cmd:::/usr/sbin/ldmpower:privs=file_dac_search

ldm サブコマンドと、そのコマンドの実行に必要な対応するユーザー承認を次の表に
示します。

表 1 ldm サブコマンドおよびユーザー承認

ldm サブコマンド† ユーザー承認

add-* solaris.ldoms.write

bind-domain solaris.ldoms.write

list solaris.ldoms.read

list-* solaris.ldoms.read

panic-domain solaris.ldoms.write

remove-* solaris.ldoms.write

set-* solaris.ldoms.write

start-domain solaris.ldoms.write

stop-domain solaris.ldoms.write

unbind-domain solaris.ldoms.write

†追加、表示、削除、または設定できるすべてのリソースを指します。

ベリファイドブートの使用

Logical Domains Manager は Oracle Solaris OS ベリファイドブートテクノロジを使用し
て、ブート時にカーネルモジュールのデジタル署名を確認します。ベリファイドブー
トポリシーが有効になっていないかぎり、署名の検証が暗黙的に発生します。boot-
policy の値に応じて、カーネルモジュールが Oracle Solaris リリース証明書ファイル
を使用して署名されていないか破損している場合は、ゲストドメインがブートできな
い可能性があります。

ldm add-domain コマンドまたは ldm set-domain コマンドを使用して、boot-
policy および module-policy プロパティーの値を指定します。ldm(1M) マニュアル
ページを参照してください。
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ベリファイドブートの使用

この機能を使用するには、使用しているシステムで少なくとも次のバージョンのシス
テムファームウェアおよびオペレーティングシステムが実行されている必要がありま
す。

■ システムファームウェア – Oracle SPARC サーバーの場合はバージョン 9.5.0、
SPARC S7 シリーズサーバーの場合はリリースされたバージョン、Fujitsu M10 サー
バー の場合は XCP 2280

■ オペレーティングシステム – Oracle Solaris 11.2 OS

注記 - デフォルトでは、3.4 より前の Oracle VM Server for SPARC バージョンを使用
して作成されたドメインは boot-policy=warning を設定します。この設定により、
カーネルモジュールが署名されていないか破損している場合は、Oracle VM Server for
SPARC の更新後のドメインのブート時に、警告メッセージが発行されます。
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サービスおよび制御ドメインの設定

この章では、デフォルトのサービスおよび制御ドメインの設定に必要な手順について
説明します。
この章では、次の項目について説明します。

■ 33 ページの「出力メッセージ」
■ 34 ページの「デフォルトのサービスの作成」
■ 35 ページの「制御ドメインの初期構成」
■ 38 ページの「ドメインを使用するためのリブート」
■ 38 ページの「Oracle Solaris 10 サービスドメインとその他のドメインの間の

ネットワークの有効化」
■ 39 ページの「仮想ネットワーク端末サーバーデーモンの有効化」
■ 40 ページの「ILOM 相互接続が有効になっていることの確認」

出力メッセージ

制御ドメインでリソースを動的に構成できない場合は、まず遅延再構成を開始するこ
とをお勧めします。遅延再構成は、制御ドメインのリブートが完了するまで構成処理
を延期します。

primary ドメインで遅延再構成を開始すると、次のメッセージが表示されます。

Initiating a delayed reconfiguration operation on the primary domain.
All configuration changes for other domains are disabled until the
primary domain reboots, at which time the new configuration for the
primary domain also takes effect.

primary ドメインをリブートするまで、その後の各操作のあとに次の通知を受け取り
ます。

Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.
Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.
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デフォルトのサービスの作成

デフォルトのサービスの作成

次の仮想デバイスサービスを作成し、制御ドメインをサービスドメインとして使用し
てほかのドメインの仮想デバイスを作成する必要があります。

■ vcc – 仮想コンソール端末集配信装置サービス
■ vds – 仮想ディスクサーバー
■ vsw – 仮想スイッチサービス

デフォルトのサービスを作成する方法
1. 仮想ネットワーク端末サーバーデーモン (vntsd) が使用する仮想コンソール端末集配

信装置 (vcc) サービスを、すべての論理ドメインコンソールの端末集配信装置として
作成します。
たとえば、次のコマンドを使用して、ポートの範囲が 5000 - 5100 の仮想コンソール端
末集配信装置サービス (primary-vcc0) を、制御ドメイン (primary) に追加します。

primary# ldm add-vcc port-range=5000-5100 primary-vcc0 primary

2. 論理ドメインに仮想ディスクをインポートできるように、仮想ディスクサーバー
(vds) を作成します。
たとえば、次のコマンドを使用して、仮想ディスクサーバー (primary-vds0) を制御
ドメイン (primary) に追加します。

primary# ldm add-vds primary-vds0 primary

3. 論理ドメインの仮想ネットワーク (vnet) デバイス間でネットワークを有効にするに
は、仮想スイッチサービス (vsw) を作成します。
各論理ドメインが仮想スイッチを使用して外部と通信する必要がある場合は、GLDv3
準拠のネットワークアダプタを仮想スイッチに割り当てます。

ゲストドメインのネットワークに使用するネットワークデバイス上に仮想スイッチ
サービス (primary-vsw0) を追加します。

primary# ldm add-vsw net-dev=network-device vsw-service primary

たとえば、次のコマンドを使用して、ネットワークデバイス net0 の仮想スイッチ
サービス (primary-vsw0) を、制御ドメイン (primary) に追加します。

primary# ldm add-vsw net-dev=net0 primary-vsw0 primary

ldm list-netdev -b コマンドを使用すると、仮想スイッチで使用できるバックエン
ドのネットワークデバイスを判定できます。238 ページの「仮想スイッチ」を参照
してください。
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制御ドメインの初期構成

net-dev プロパティーの値は、ldm set-vsw コマンドを使用すると、直接更新できま
す。

4. list-services サブコマンドを使用して、サービスが作成されたことを確認します。
次のように出力されるはずです。

primary# ldm list-services primary
VDS
    NAME             VOLUME         OPTIONS          DEVICE
    primary-vds0
 
VCC
    NAME             PORT-RANGE
    primary-vcc0     5000-5100
 
VSW
    NAME             MAC               NET-DEV   DEVICE     MODE
    primary-vsw0     02:04:4f:fb:9f:0d net0      switch@0   prog,promisc

制御ドメインの初期構成

最初に、すべてのシステムリソースが制御ドメインに割り当てられます。その他の論
理ドメインを作成できるように、一部のリソースを解放する必要があります。

制御ドメインの構成

制御ドメインを構成する方法

この手順には、制御ドメイン用に設定するリソースの例も含まれています。ここで示
す数値は単なる例であり、使用される値が制御ドメインに適していない場合がありま
す。

ドメインのサイズ設定の推奨事項については、Oracle VM Server for SPARC Best
Practices (http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/ovmsparc-
best-practices-2334546.pdf) を参照してください。

1. 仮想 CPU を制御ドメインに割り当てます。
制御ドメインを含むサービスドメインには、ゲストドメインに対する仮想ディスクや
仮想ネットワークの I/O 操作を実行するための CPU およびメモリーリソースが必要で
す。割り当てる CPU およびメモリーリソースの量はゲストドメインのワークロードに
応じて異なります。
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制御ドメインを構成する方法

たとえば、次のコマンドでは 2 つの CPU コア (16 の仮想 CPU スレッド) が制御ドメイ
ン primary に割り当てられます。仮想 CPU スレッドの残りの部分はゲストドメイン
で使用できます。
primary# ldm set-core 2 primary

実際の CPU の割り当ては、アプリケーションの要件に基づいて動的に変更できます。
制御ドメインの CPU 使用率を判定するには、ldm list コマンドを使用します。制御
ドメインの CPU 使用率が高い場合は、ldm add-core および ldm set-core コマンド
を使用して、サービスドメインに CPU リソースを追加します。

2. 制御ドメインに暗号化デバイスが必要かどうかを判断します。
暗号化デバイス (MAU) があるのは、UltraSPARC T2、UltraSPARC T2 Plus、および
SPARC T3 プラットフォームのみです。SPARC T4 システムや Fujitsu M10 サーバー な
どの新しいプラットフォームでは、すでに暗号化アクセラレーションが提供されてい
るので、これらのプラットフォームに暗号化アクセラレータを割り当てる必要はあり
ません。
以前のバージョンのプロセッサのいずれかを使用している場合、制御ドメイン内の各
CPU コア全体に対して 1 つの暗号化ユニットを割り当てます。
次の例では、2 つの暗号化リソースが制御ドメイン primary に割り当てられます。
primary# ldm set-crypto 2 primary

3. 制御ドメインの遅延再構成を開始します。
primary# ldm start-reconf primary

4. メモリーを制御ドメインに割り当てます。
たとえば、次のコマンドでは、16G バイトのメモリーが制御ドメイン primary に割り
当てられます。この設定により、残りのメモリーをゲストドメインで使用できるよう
になります。
primary# ldm set-memory 16G primary

5. ドメイン構成をサービスプロセッサ (SP) に保存します。
たとえば、次のコマンドを使用して initial という名前の構成を追加します。
primary# ldm add-config initial

6. 次回のリブート時に構成が使用できる状態であることを確認します。
primary# ldm list-config
factory-default
initial [current]

この ldm list-config コマンドは、電源再投入の実行後に initial 構成セットが使
用されることを示します。

7. 制御ドメインをリブートして、再構成の変更を有効にします。
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CPU およびメモリーリソースを制御ドメインの factory-default 初期構成から縮小する方法

CPU およびメモリーリソースを制御ドメインの
factory-default 初期構成から縮小

CPU DR を使用すると、制御ドメインのコア数を factory-default 初期構成から減ら
すことができます。ただし、制御ドメインのメモリーを減らすには、メモリー DR で
はなく遅延再構成を使用する必要があります。

factory-default 構成では、制御ドメインがホストシステムのメモリーをすべて所有
します。アクティブなドメインは、要求されたメモリーのすべてを追加すること、ま
たはより一般的には放棄することが保証されていないため、この目的にメモリー DR
機能は適していません。むしろ、そのドメインで実行されている OS が、要求を最大
限に満たすことを試みます。さらに、メモリーの削除操作には長い時間が必要な場
合があります。これらの問題は、制御ドメインのメモリーを最初に減らすときのよう
に、大量のメモリー操作が関与する場合にはさらに悪化します。

注記 - Oracle Solaris OS が ZFS ファイルシステムにインストールされると、存在して
いる物理メモリー量に基づいて、スワップ領域とダンプ領域が ZFS ルートプール内
に ZFS ボリュームとして自動的にサイズ設定され、作成されます。ドメインのメモ
リー割り当てを変更した場合、これらのボリュームの推奨サイズが変更される可能
性があります。制御ドメインのメモリーの縮小後に必要とされる量よりも、割り当
て量が大きい場合があります。スワップ領域の推奨事項については、『Managing File
Systems in Oracle Solaris 11.3』 の 「Planning for Swap Space」を参照してください。
ディスク領域を開放する前に、オプションでスワップおよびダンプ領域を変更できま
す。『Managing ZFS File Systems in Oracle Solaris 11.3』 の 「Managing ZFS Swap and
Dump Devices」を参照してください。

CPU およびメモリーリソースを制御ドメインの factory-
default 初期構成から縮小する方法

この手順は、CPU およびメモリーリソースを制御ドメインの factory-default 初期
構成から縮小する方法を示しています。まず CPU DR を使用してコア数を減らし、次
に、メモリー量を減らす前に、遅延再構成を開始します。

例の値は、ldmd デーモンを実行して移行を実行するために十分な量のリソースがあ
る、小さい制御ドメインの CPU およびメモリーサイズに対応しています。ただし、追
加の目的で制御ドメインを使用する場合は、必要に応じて、より多くの数のコアやメ
モリー量を制御ドメインに割り当てることができます。

1. factory-default 構成をブートします。

2. 制御ドメインを構成します。
35 ページの「制御ドメインを構成する方法」を参照してください。
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ドメインを使用するためのリブート

ドメインを使用するためのリブート

構成の変更を有効にして、ほかの論理ドメインで使用できるようにリソースを解放す
るには、制御ドメインをリブートする必要があります。

リブートする方法
制御ドメインを停止してリブートします。
primary# shutdown -y -g0 -i6

注記 - リブートまたは電源再投入のいずれかによって、新しい構成がインスタンス化
されます。サービスプロセッサ (SP) に保存されている構成が実際にブートされるの
は、電源再投入後のみで、その際に list-config の出力に反映されます。

Oracle Solaris 10 サービスドメインとその他のドメインの間の
ネットワークの有効化

デフォルトでは、システム内の Oracle Solaris 10 サービスドメインとその他のドメイ
ンの間のネットワークは無効になっています。Oracle Solaris 10 OS ではネットワーク
がデフォルトでは有効になっていないため、仮想スイッチデバイスをネットワークデ
バイスとして構成することによってネットワークを有効にする必要があります。仮想
スイッチは、基本となる物理デバイス (この例では nxge0) に代わりプライマリインタ
フェースとして構成するか、ドメインの追加のネットワークインタフェースとして構
成することができます。

ゲストドメインは、対応するネットワークバックエンドデバイスが同じ仮想 LAN ま
たは仮想ネットワーク内に構成されているかぎり、Oracle Solaris 10 サービスドメイン
と自動的に通信できます。

仮想スイッチをプライマリインタフェースとして構成
する方法

注記 - 次の手順は、ドメインへのネットワーク接続が一時的に中断される可能性があ
るため、Oracle Solaris 10 サービスドメインのコンソールから実行してください。
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仮想ネットワーク端末サーバーデーモンの有効化

必要に応じて、物理ネットワークデバイスと同様に仮想スイッチを構成できま
す。この場合、手順 2 で記載されているように仮想スイッチを作成します。手順
3 はスキップして物理デバイスの削除をしません。そのあと、仮想スイッチは、
静的 IP アドレスまたは動的 IP アドレスを使用して構成する必要があります。
動的 IP アドレスは DHCP サーバーから取得できます。この場合の詳細および例
は、256 ページの「NAT およびルーティング用の仮想スイッチおよびサービスドメ
インの構成」を参照してください。

1. すべてのインタフェースのアドレス指定情報を出力します。

# ifconfig -a

2. 仮想スイッチネットワークインタフェースを構成します。

# ifconfig vsw0 plumb

3. 仮想スイッチ (net-dev) に割り当てられたデバイスの物理インタフェースを削除しま
す。

# ifconfig nxge0 down unplumb

4. 物理ネットワークデバイス (nxge0) を仮想スイッチデバイス (vsw0) に移行するには、
次のいずれかの操作を実行します。

■ ネットワークが静的 IP アドレスを使用して構成されている場合は、仮想スイッチ
に対して nxge0 の IP アドレスとネットマスクを再利用します。

# ifconfig vsw0 IP-of-nxge0 netmask netmask-of-nxge0 broadcast + up

■ ネットワークが DHCP を使用して構成されている場合は、仮想スイッチに対して
DHCP を有効にします。

# ifconfig vsw0 dhcp start

5. 必要な構成ファイルに修正を加えて、この変更内容を確定します。

# mv /etc/hostname.nxge0 /etc/hostname.vsw0
# mv /etc/dhcp.nxge0 /etc/dhcp.vsw0

仮想ネットワーク端末サーバーデーモンの有効化

各論理ドメインの仮想コンソールにアクセスするには、仮想ネットワーク端末サー
バーデーモン (vntsd) を有効にする必要があります。このデーモンの使用法の詳細
は、vntsd(1M) マニュアルページを参照してください。
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仮想ネットワーク端末サーバーデーモンを有効にする方法

仮想ネットワーク端末サーバーデーモンを有効にする
方法

注記 - vntsd を有効化する前に、必ず制御ドメイン上にデフォルトのサービス
vconscon (vcc) を作成しておいてください。詳細は、34 ページの「デフォルトの
サービスの作成」 を参照してください。

1. 仮想ネットワーク端末サーバーデーモン vntsd を有効にします。
primary# svcadm enable vntsd

2. vntsd デーモンが有効であることを確認します。
primary# svcs vntsd
STATE          STIME    FMRI
online         Oct_08   svc:/ldoms/vntsd:default

ILOM 相互接続が有効になっていることの確認

ILOM 相互接続は ldmd デーモンと SPARC T7 シリーズサーバー、SPARC M7 シリー
ズサーバー、および SPARC S7 シリーズサーバー上のサービスプロセッサ (SP) の間
の通信に必要であるため、無効にしてはいけません。詳細は、ilomconfig(1M) のマ
ニュアルページを参照してください。

注記 - その他の SPARC T シリーズサーバー、SPARC M5、および SPARC M6 サーバー
では、ILOM 相互接続を無効にすることは避けてください。ただし、そうした場合で
も ldmd デーモンは SP と通信できます。

ldm コマンドを使用して SPARC T7 シリーズサーバー、SPARC M7 シリーズ
サーバー、および SPARC S7 シリーズサーバー上のドメイン構成を管理しよう
として、SP との通信中のエラーのために失敗した場合は、ILOM 相互接続の
状態をチェックし、必要に応じて ilomconfig-interconnect サービスを再度
有効にします。40 ページの「ILOM 相互接続構成を確認する方法」および
41 ページの「ILOM 相互接続サービスを再度有効にする方法」を参照してくださ
い。

ILOM 相互接続構成を確認する方法

1. ilomconfig-interconnect サービスが有効になっていることを確認します。
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ILOM 相互接続サービスを再度有効にする方法

primary# svcs ilomconfig-interconnect
STATE          STIME    FMRI
online          9:53:28 svc:/network/ilomconfig-interconnect:default

2. ILOM 相互接続が正しく構成されていることを確認します。
正しい構成では、「State」の値として enabled が表示され、「Host Interconnect IP
Address」値として none ではなく、IP アドレスが表示されます。

primary# ilomconfig list interconnect
Interconnect
============
State: enabled
Type: USB Ethernet
SP Interconnect IP Address: 169.254.182.76
Host Interconnect IP Address: 169.254.182.77
Interconnect Netmask: 255.255.255.0
SP Interconnect MAC Address: 02:21:28:57:47:16
Host Interconnect MAC Address: 02:21:28:57:47:17

3. ldmd デーモンが SP と通信できることを確認します。
primary# ldm list-spconfig

ILOM 相互接続サービスを再度有効にする方法

ilomconfig-interconnect サービスはデフォルトで有効です。このサービスを手動
で再度有効にする必要がある場合は、この手順を使用します。

1. ILOM 相互接続サービスを有効にします。
primary# svcadm enable ilomconfig-interconnect

2. ilomconfig-interconnect サービスが有効になっていることを確認します。
primary# svcs ilomconfig-interconnect
STATE          STIME    FMRI
online          9:53:28 svc:/network/ilomconfig-interconnect:default

3. ILOM 相互接続が正しく構成されていることを確認します。
正しい構成では、「State」の値として enabled が表示され、「Host Interconnect IP
Address」値として none ではなく、IP アドレスが表示されます。

primary# ilomconfig list interconnect
Interconnect
============
State: enabled
Type: USB Ethernet
SP Interconnect IP Address: 169.254.182.76
Host Interconnect IP Address: 169.254.182.77
Interconnect Netmask: 255.255.255.0
SP Interconnect MAC Address: 02:21:28:57:47:16
Host Interconnect MAC Address: 02:21:28:57:47:17
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ILOM 相互接続サービスを再度有効にする方法

4. ldmd デーモンが SP と通信できることを確認します。
primary# ldm list-spconfig
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 4 ♦  ♦  ♦        第    4    章 

ゲストドメインの設定

この章では、ゲストドメインの設定に必要な手順について説明します。
この章では、次の項目について説明します。

■ 43 ページの「ゲストドメインの作成と起動」
■ 46 ページの「ゲストドメインへの Oracle Solaris OS のインストール」

ゲストドメインの作成と起動

ゲストドメインでは、sun4v プラットフォームとハイパーバイザによって提供される
仮想デバイスの両方と互換性のあるオペレーティングシステムを実行する必要があり
ます。現時点では、Oracle Solaris 10 11/06 OS 以降を実行する必要があります。Oracle
Solaris 10 1/13 OS を実行すると、すべての Oracle VM Server for SPARC 3.4 機能を使用
できます。必要になる可能性がある特定のパッチについては、『Oracle VM Server for
SPARC 3.4 インストールガイド』を参照してください。デフォルトのサービスを作成
し、制御ドメインからリソースを再度割り当てたら、ゲストドメインを作成して起動
できます。

注記 - 1024 個を超える CPU が割り当てられている、または物理 CPU ID が 1024 以上
であるゲストドメインは、Oracle Solaris 10 OS を実行できません。Oracle Solaris 10 OS
を実行するために、CPU DR を使用して CPU または CPU ID の数を 1024 未満に減ら
すことはできません。

ゲストドメインを作成および起動する方法
1. 論理ドメインを作成します。

次のコマンドを使用して ldg1 という名前のゲストドメインを作成します。
primary# ldm add-domain ldg1

2. CPU をゲストドメインに追加します。
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ゲストドメインを作成および起動する方法

次のいずれかの手順を実行します。

■ 仮想 CPU を追加します。
次のコマンドを使用して 8 つの仮想 CPU をゲストドメイン ldg1 に追加します。

primary# ldm add-vcpu 8 ldg1

■ コア全体を追加します。
次のコマンドを使用して 2 つのコア全体をゲストドメイン ldg1 に追加します。

primary# ldm add-core 2 ldg1

3. メモリーをゲストドメインに追加します。
次のコマンドを使用して 2G バイトのメモリーをゲストドメイン ldg1 に追加します。

primary# ldm add-memory 2G ldg1

4. 仮想ネットワークデバイスをゲストドメインに追加します。
次のコマンドを使用して、次のように指定した仮想ネットワークデバイスをゲストド
メイン ldg1 に追加します。

primary# ldm add-vnet vnet1 primary-vsw0 ldg1

ここでは:

■ vnet1 は、後続の set-vnet または remove-vnet サブコマンドで参照するために
この仮想ネットワークデバイスのインスタンスに割り当てられる、論理ドメインで
一意のインタフェース名です。

■ primary-vsw0 は、接続する既存のネットワークサービス (仮想スイッチ) の名前で
す。

注記 - 手順 5 および 6 は、仮想ディスクサーバーデバイス (vdsdev) を primary ドメイ
ンに、および仮想ディスク (vdisk) をゲストドメインに追加するための簡略化された
方法です。ZFS ボリュームおよびファイルシステムを仮想ディスクとして使用する方
法については、186 ページの「ZFS ボリュームを 1 つのスライスディスクとしてエ
クスポートする方法」および199 ページの「仮想ディスクと ZFS の使用」を参照し
てください。

5. 仮想ディスクサーバーによってゲストドメインに仮想ディスクとしてエクスポートさ
れるデバイスを指定します。
物理ディスク、ディスクスライス、ボリューム、またはファイルをブロック型デバイ
スとしてエクスポートできます。物理ディスクとファイルの例を次に示します。

■ 物理ディスクの例。この例では、次の指定で物理ディスクを追加します。

primary# ldm add-vdsdev /dev/dsk/c2t1d0s2 vol1@primary-vds0
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ここでは:
■ /dev/dsk/c2t1d0s2 は、実際の物理デバイスのパス名です。デバイスを追加す

る場合、パス名にはデバイス名を組み合わせる必要があります。
■ vol1 は、仮想ディスクサーバーに追加するデバイスに指定する必要がある一意

の名前です。ボリューム名は、この仮想ディスクサーバーによってクライアン
トにエクスポートされ追加されるため、ボリューム名はこの仮想ディスクサー
バーのインスタンスに対して一意である必要があります。デバイスを追加する
場合、ボリューム名には実際のデバイスのパス名を組み合わせる必要がありま
す。

■ primary-vds0 は、このデバイスを追加する仮想ディスクサーバーの名前で
す。

■ ファイルの例。この例では、ファイルをブロック型デバイスとしてエクスポートし
ます。

primary# ldm add-vdsdev backend vol1@primary-vds0

ここでは:
■ backend は、ブロック型デバイスとしてエクスポートされる実際のファイルの

パス名です。デバイスを追加する場合、このバックエンドにデバイス名を組み
合わせる必要があります。

■ vol1 は、仮想ディスクサーバーに追加するデバイスに指定する必要がある一意
の名前です。ボリューム名は、この仮想ディスクサーバーによってクライアン
トにエクスポートされ追加されるため、ボリューム名はこの仮想ディスクサー
バーのインスタンスに対して一意である必要があります。デバイスを追加する
場合、ボリューム名には実際のデバイスのパス名を組み合わせる必要がありま
す。

■ primary-vds0 は、このデバイスを追加する仮想ディスクサーバーの名前で
す。

6. 仮想ディスクをゲストドメインに追加します。
次の例では、仮想ディスクをゲストドメイン ldg1 に追加します。

primary# ldm add-vdisk vdisk1 vol1@primary-vds0 ldg1

ここでは:

■ vdisk1 は、仮想ディスクの名前です。
■ vol1 は、接続する既存のボリュームの名前です。
■ primary-vds0 は、接続する既存の仮想ディスクサーバーの名前です。
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注記 - 仮想ディスクは、さまざまな種類の物理デバイス、ボリューム、またはファイ
ルに関連付けられた総称的なブロック型デバイスです。仮想ディスクは SCSI ディス
クと同義ではありません。そのため、ディスクラベル内のターゲット ID は除外され
ます。論理ドメインの仮想ディスクの形式は、cNdNsN です。cN は仮想コントロー
ラ、dN は仮想ディスク番号、および sN はスライスを示します。

7. ゲストドメインの auto-boot? および boot-device 変数を設定します。

注記 - boot-device プロパティー値を設定するときは、仮想ディスクの名前に大文字
が含まれている場合でも、小文字のみを使用してください。

次のコマンド例では、ゲストドメイン ldg1 の auto-boot? を true に設定します。
primary# ldm set-var auto-boot\?=true ldg1

次のコマンド例では、ゲストドメイン ldg1 の boot-device を vdisk1 に設定しま
す。
primary# ldm set-var boot-device=vdisk1 ldg1

8. ゲストドメイン ldg1 にリソースをバインドし、ドメインを一覧表示してリソースが
バインドされていることを確認します。
primary# ldm bind-domain ldg1
primary# ldm list-domain ldg1
NAME          STATE    FLAGS  CONS   VCPU MEMORY   UTIL  UPTIME
ldg1          bound    -----  5000   8    2G

9. ゲストドメインのコンソールのポートを見つけるために、前述の list-domain サブコ
マンドの出力を調べます。
CONS という見出しの下で、論理ドメインゲスト 1 (ldg1) のコンソール出力がポート
5000 にバインドされていることがわかります。

10. 制御ドメインにログインし、ローカルホストのコンソールポートに直接接続すること
によって、別の端末からゲストドメインのコンソールに接続します。
$ ssh hostname.domain-name
$ telnet localhost 5000

11. ゲストドメイン ldg1 を起動します。
primary# ldm start-domain ldg1

ゲストドメインへの Oracle Solaris OS のインストール
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ゲストドメインへの Oracle Solaris OS のインストール

このセクションでは、ゲストドメインに Oracle Solaris OS をインストールできる、い
くつかの異なる方法について説明します。

注意 - Oracle Solaris OS のインストール中に仮想コンソールの接続を解除しないでくだ
さい。

 

Oracle Solaris 11 ドメインの場合は、DefaultFixed ネットワーク構成プロファイル
(NCP) を使用します。このプロファイルは、インストール中またはインストール後に
有効にできます。

Oracle Solaris 11 のインストール中に、「手動」ネットワーク構成を選択しま
す。Oracle Solaris 11 のインストール後に、netadm list コマンドを使用し
て、DefaultFixed NCP が有効になっていることを確認してください。『Configuring
and Managing Network Components in Oracle Solaris 11.3』の第 2、3、5、および 6 章を参
照してください。

メモリーサイズの要件

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアでは、ドメインを作成するときのメモリー
サイズの制限はありません。メモリーサイズの要件は、ゲストオペレーティングシ
ステム特有のものです。Oracle VM Server for SPARC の機能によっては、現在のメモ
リー容量が推奨サイズより少ないと動作しない場合があります。Oracle Solaris 10 OS
の推奨されるメモリー要件と最小メモリー要件については、『Oracle Solaris 10 1/13
Installation Guide: Planning for Installation and Upgrade』 の 「System Requirements and
Recommendations」を参照してください。Oracle Solaris 11 OS の推奨されるメモリー
要件と最小メモリー要件については、『Oracle Solaris 11 Release Notes』、『Oracle
Solaris 11.1 Release Notes』、『Oracle Solaris 11.2 Release Notes』、および『Oracle
Solaris 11.3 Release Notes』を参照してください。

OpenBoot PROM には、ドメインの最小サイズの制限があります。現在、制限値は
12M バイトです。このサイズより小さいドメインが存在すると、Logical Domains
Manager はそのドメインのサイズを自動的に 12M バイトに引き上げます。Fujitsu M10
サーバー の最小サイズ制限は 256M バイトです。メモリーサイズの要件については、
使用しているシステムファームウェアのリリースノートを参照してください。

メモリー動的再構成 (Dynamic Reconfiguration、DR) 機能では、操作に関与す
るメモリーのアドレスとサイズが 256M バイト単位であることが要求されま
す。341 ページの「メモリー配置」を参照してください。
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DVD からゲストドメインに Oracle Solaris OS をインストールする方法

DVD からゲストドメインに Oracle Solaris OS をイ
ンストールする方法

1. DVD ドライブに Oracle Solaris 10 OS または Oracle Solaris 11 OS DVD を挿入し
ます。

2. primary ドメインでボリューム管理デーモン vold(1M) を停止します。

primary# svcadm disable volfs

3. ゲストドメイン (ldg1) を停止し、バインドを解除します。

primary# ldm stop ldg1
primary# ldm unbind ldg1

4. セカンダリボリュームおよび仮想ディスクとして、DVD-ROM メディアに DVD を追
加します。
次の例では、c0t0d0s2 を Oracle Solaris メディアを格納している DVD ドライ
ブ、dvd_vol@primary-vds0 をセカンダリボリューム、vdisk_cd_media を仮想ディ
スクとして使用します。

primary# ldm add-vdsdev options=ro /dev/dsk/c0t0d0s2 dvd_vol@primary-vds0
primary# ldm add-vdisk vdisk_cd_media dvd_vol@primary-vds0 ldg1

5. DVD がセカンダリボリュームおよび仮想ディスクとして追加されていることを確認し
ます。

primary# ldm list-bindings
NAME             STATE    FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME 
primary          active   -n-cv   SP      8     8G       0.2%  22h 45m
...
VDS 
   NAME             VOLUME         OPTIONS          DEVICE
   primary-vds0     vol1                            /dev/dsk/c2t1d0s2
   dvd_vol                                          /dev/dsk/c0t0d0s2
....
------------------------------------------------------------------------------
NAME             STATE    FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
ldg1             inactive -----           60    6G
...
DISK
   NAME             VOLUME                      TOUT DEVICE  SERVER
   vdisk1           vol1@primary-vds0
   vdisk_cd_media   dvd_vol@primary-vds0
....

6. ゲストドメイン (ldg1) をバインドし、起動します。

primary# ldm bind ldg1
primary# ldm start ldg1
LDom ldg1 started
primary# telnet localhost 5000
Trying 127.0.0.1...
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Oracle Solaris ISO ファイルからゲストドメインに Oracle Solaris OS をインストールする方法

Connected to localhost.
Escape character is '^]'.
 
Connecting to console "ldg1" in group "ldg1" ....
Press ~? for control options ..

7. クライアント OpenBoot PROM でデバイス別名を表示します。
この例で、Oracle Solaris DVD の vdisk_cd_media および Oracle Solaris OS をインス
トール可能な仮想ディスクの vdisk1 のデバイス別名を確認してください。

ok devalias
vdisk_cd_media  /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@1
vdisk1          /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0
vnet1           /virtual-devices@100/channel-devices@200/network@0
virtual-console /virtual-devices/console@1
name            aliases

8. ゲストドメインのコンソールで、スライス f の vdisk_cd_media (disk@1) からブート
します。

ok boot vdisk_cd_media:f
Boot device: /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@1:f  File and args: -s
SunOS Release 5.10 Version Generic_139555-08 64-bit
Copyright (c), 1983-2010, Oracle and/or its affiliates.  All rights reserved.

9. 引き続き Oracle Solaris OS のインストールに従います。

Oracle Solaris ISO ファイルからゲストドメインに
Oracle Solaris OS をインストールする方法

1. ゲストドメイン (ldg1) を停止し、バインドを解除します。

primary# ldm stop ldg1
primary# ldm unbind ldg1

2. セカンダリボリュームおよび仮想ディスクとして、Oracle Solaris ISO ファイルを追
加します。
次の例では、solarisdvd.iso を Oracle Solaris ISO ファイル、iso_vol@primary-
vds0 をセカンダリボリューム、vdisk_iso を仮想ディスクとして使用します。

primary# ldm add-vdsdev /export/solarisdvd.iso  iso_vol@primary-vds0
primary# ldm add-vdisk vdisk_iso iso_vol@primary-vds0 ldg1

3. Oracle Solaris ISO ファイルがセカンダリボリュームおよび仮想ディスクとして追加
されていることを確認します。

primary# ldm list-bindings
NAME             STATE    FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME 
primary          active   -n-cv   SP      8     8G       0.2%  22h 45m
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...
VDS 
   NAME             VOLUME         OPTIONS          DEVICE
   primary-vds0     vol1                            /dev/dsk/c2t1d0s2
   iso_vol                                          /export/solarisdvd.iso
....
------------------------------------------------------------------------------
NAME             STATE    FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
ldg1             inactive -----           60    6G
...
DISK
   NAME       VOLUME               TOUT ID DEVICE  SERVER  MPGROUP
   vdisk1     vol1@primary-vds0
   vdisk_iso  iso_vol@primary-vds0
....

4. ゲストドメイン (ldg1) をバインドし、起動します。

primary# ldm bind ldg1
primary# ldm start ldg1
LDom ldg1 started
primary# telnet localhost 5000
Trying 127.0.0.1...
Connected to localhost.
Escape character is '^]'.
 
Connecting to console "ldg1" in group "ldg1" ....
Press ~? for control options ..

5. クライアント OpenBoot PROM でデバイス別名を表示します。
この例で、vdisk_iso (Oracle Solaris ISO イメージ) および vdisk_install (ディスク
領域) のデバイス別名を確認してください。

ok devalias
vdisk_iso       /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@1
vdisk1          /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0
vnet1           /virtual-devices@100/channel-devices@200/network@0
virtual-console /virtual-devices/console@1
name            aliases

6. ゲストドメインのコンソールで、スライス f の vdisk_iso (disk@1) からブートしま
す。

ok boot vdisk_iso:f
Boot device: /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@1:f  File and args: -s
SunOS Release 5.10 Version Generic_139555-08 64-bit
Copyright (c) 1983-2010, Oracle and/or its affiliates.  All rights reserved.

7. 引き続き Oracle Solaris OS のインストールに従います。

50 Oracle VM Server for SPARC 3.4 管理ガイド • 2016 年 8 月



Oracle Solaris 10 ゲストドメインで Oracle Solaris JumpStart 機能を使用する方法

Oracle Solaris 10 ゲストドメインで Oracle Solaris
JumpStart 機能を使用する方法

注記 - Oracle Solaris JumpStart 機能は Oracle Solaris 10 OS でのみ利用可能です。『Oracle
Solaris 10 1/13 Installation Guide: JumpStart Installations』を参照してください。

Oracle Solaris 11 OS の自動インストールを実行するには、Automated Installer (AI) 機能
を使用できます。『Transitioning From Oracle Solaris 10 to Oracle Solaris 11.3』を参照し
てください。

JumpStart プロファイルを変更して、ゲストドメインの異なるディスクデバイス名の
形式を反映するようにします。
論理ドメインの仮想ディスクデバイス名は、物理ディスクデバイス名とは異なり
ます。仮想ディスクデバイス名には、ターゲット ID (tN) は含まれません。通常の
cNtNdNsN 形式の代わりに、仮想ディスクデバイス名は cNdNsN という形式になりま
す。 cN は仮想コントローラ、dN は仮想ディスク番号、sN はスライス番号を示しま
す。

注記 - フルディスクまたは 1 つのスライスディスクとして、仮想ディスクを表示でき
ます。複数のパーティションを指定する通常の JumpStart プロファイルを使用して、
フルディスクに Oracle Solaris OS をインストールできます。1 つのスライスディスクに
は、ディスク全体を使用する s0 という 1 つのパーティションのみがあります。1 つの
ディスクに Oracle Solaris OS をインストールするには、ディスク全体を使用する 1 つ
のパーティション (/) を含むプロファイルを使用する必要があります。スワップなど
のほかのパーティションは定義できません。フルディスクと 1 つのスライスディスク
の詳細については、177 ページの「仮想ディスクの表示」を参照してください。

■ UFS ルートファイルシステムをインストールする JumpStart プロファイル
『Oracle Solaris 10 1/13 Installation Guide: JumpStart Installations』を参照してくださ
い。

通常の UFS プロファイル
filesys c1t1d0s0 free /
filesys c1t1d0s1 2048 swap
filesys c1t1d0s5 120 /spare1
filesys c1t1d0s6 120 /spare2

フルディスクにドメインをインストールする実際の UFS プロファイル
filesys c0d0s0 free /
filesys c0d0s1 2048 swap
filesys c0d0s5 120 /spare1
filesys c0d0s6 120 /spare2

1 つのスライスディスクにドメインをインストールする実際の UFS プロファイル
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Oracle Solaris 10 ゲストドメインで Oracle Solaris JumpStart 機能を使用する方法

filesys c0d0s0 free /

■ ZFS ルートファイルシステムをインストールする JumpStart プロファイル
『Oracle Solaris 10 1/13 Installation Guide: JumpStart Installations』 の 第 9 章,
「Installing a ZFS Root Pool With JumpStart」を参照してください。

通常の ZFS プロファイル

pool rpool auto 2G 2G c1t1d0s0

ドメインをインストールする実際の ZFS プロファイル

pool rpool auto 2G 2G c0d0s0
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 5 ♦  ♦  ♦        第    5    章 

ドメインコンソールの使用

この章では、Oracle VM Server for SPARC システムで有効にできるドメインコンソール
機能について説明します。
この章では、次の項目について説明します。

■ 53 ページの「権利の使用によるドメインコンソールへのアクセスの制御」
■ 59 ページの「ドメインコンソールのロギングの使用」
■ 60 ページの「ネットワークを介したゲストコンソールへの接続」
■ 61 ページの「コンソールグループの使用」

注記 - このマニュアルの例は、スーパーユーザーが実行していることを示していま
す。ただし、代わりにプロファイルを使用すれば、ユーザーが管理タスクを実行する
ためのより詳細なアクセス権を取得できるようになります。

権利の使用によるドメインコンソールへのアクセスの制御

デフォルトでは、すべてのユーザーがすべてのドメインコンソールにアクセスでき
ます。ドメインコンソールへのアクセスを制御するには、承認チェックを行うよう
に vntsd デーモンを構成します。vntsd デーモンは、vntsd/authorization とい
う名前のサービス管理機能 (SMF) プロパティーを提供します。このプロパティーを
構成すると、ドメインコンソールまたはコンソールグループ用にユーザーおよび役
割の承認チェックを有効にできます。承認チェックを有効にするには、svccfg コ
マンドを使用して、このプロパティーの値を true に設定します。このオプション
が有効な場合、vntsd は、localhost のみで接続を待機して受け入れます。vntsd/
authorization が有効な場合、listen_addr プロパティーに代替 IP アドレスを指定
していても、vntsd は代替 IP アドレスを無視し、引き続き localhost のみで待機し
ます。
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役割を使用してすべてのドメインコンソールへのアクセスを制御する方法

注意 - localhost 以外のホストを使用するには、vntsd サービスを構成しないでくだ
さい。

localhost 以外のホストを指定すると、制御ドメインからゲストドメインコンソール
への接続が制限されなくなります。ゲストドメインへのリモート接続に telnet コマ
ンドを使用する場合は、平文のログイン認証がネットワーク上に渡されます。

デフォルトで、すべてのゲストコンソールへのアクセスの承認はローカルの承認記述
データベースにあります。

solaris.vntsd.consoles:::Access All LDoms Guest Consoles::

usermod コマンドを使用して、ローカルファイル上のユーザーまたは役割に必要
な承認を割り当てます。このコマンドは、指定のドメインコンソールまたはコン
ソールグループへのアクセスに、必要な承認を持つユーザーまたは役割のみを許可
します。ネームサービスでユーザーまたは役割に承認を割り当てるには、『System
Administration Guide: Naming and Directory Services (DNS, NIS, and LDAP)』を参照して
ください。
すべてのドメインコンソールまたは 1 つのドメインコンソールへのアクセスを制御で
きます。

■ すべてのドメインコンソールへのアクセスを制御するには、54 ページの「役
割を使用してすべてのドメインコンソールへのアクセスを制御する方法」およ
び56 ページの「権利プロファイルを使用してすべてのドメインコンソールへの
アクセスを制御する方法」を参照してください。

■ 1 つのドメインコンソールへのアクセスを制御するには、57 ページの「役
割を使用して 1 つのコンソールへのアクセスを制御する方法」およ
び58 ページの「権利プロファイルを使用して 1 つのコンソールへのアクセスを
制御する方法」を参照してください。

役割を使用してすべてのドメインコンソールへのアク
セスを制御する方法

1. コンソールの承認チェックを有効にして、ドメインコンソールへのアクセスを制限し
ます。
primary# svccfg -s vntsd setprop vntsd/authorization = true
primary# svcadm refresh vntsd
primary# svcadm restart vntsd

2. solaris.vntsd.consoles 承認を持つ役割を作成し、それによってすべてのドメイン
コンソールへのアクセスを許可します。
primary# roleadd -A solaris.vntsd.consoles role-name
primary# passwd role-name
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役割を使用してすべてのドメインコンソールへのアクセスを制御する方法

3. ユーザーに新しい役割を割り当てます。
primary# usermod -R role-name username

例   2 役割の使用によるすべてのドメインコンソールへのアクセスの制御

最初に、コンソールの承認チェックを有効にして、すべてのドメインコンソールへの
アクセスを制限します。

primary# svccfg -s vntsd setprop vntsd/authorization = true
primary# svcadm refresh vntsd
primary# svcadm restart vntsd
primary# ldm ls
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
primary          active     -n-cv-  UART    8     16G      0.2%  47m
ldg1             active     -n--v-  5000    2     1G       0.1%  17h 50m
ldg2             active     -t----  5001    4     2G        25%  11s

次の例は、solaris.vntsd.consoles 承認を持つ all_cons 役割を作成し、それに
よってすべてのドメインコンソールへのアクセスを許可する方法を示しています。

primary# roleadd -A solaris.vntsd.consoles all_cons
primary# passwd all_cons
New Password:
Re-enter new Password:
passwd: password successfully changed for all_cons

このコマンドは、sam ユーザーに all_cons 役割を割り当てます。

primary# usermod -R all_cons sam

ユーザー sam は、all_cons 役割になり、すべてのコンソールにアクセスできます。
たとえば、次のように表示されます。

$ id
uid=700299(sam) gid=1(other)
$ su all_cons
Password:
$ telnet localhost 5000
Trying 0.0.0.0...
Connected to 0.
Escape character is '^]'.

Connecting to console "ldg1" in group "ldg1" ....
Press ~? for control options ..

$ telnet localhost 5001
Trying 0.0.0.0...
Connected to 0.
Escape character is '^]'.

Connecting to console "ldg2" in group "ldg2" ....
Press ~? for control options ..

この例は、承認されていないユーザー dana がドメインコンソールへのアクセスを試
みたときに何が起きるかを示しています。

$ id
uid=702048(dana) gid=1(other)
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権利プロファイルを使用してすべてのドメインコンソールへのアクセスを制御する方法

$ telnet localhost 5000
Trying 0.0.0.0...
Connected to 0.
Escape character is '^]'.
Connection to 0 closed by foreign host.

権利プロファイルを使用してすべてのドメインコン
ソールへのアクセスを制御する方法

1. コンソールの承認チェックを有効にして、ドメインコンソールへのアクセスを制限し
ます。
primary# svccfg -s vntsd setprop vntsd/authorization = true
primary# svcadm refresh vntsd
primary# svcadm restart vntsd

2. solaris.vntsd.consoles 承認を持つ権利プロファイルを作成します。
profiles コマンドを使用して、新しいプロファイルを作成します。

primary# profiles -p "LDoms Consoles" \
'set desc="Access LDoms Consoles"; set auths=solaris.vntsd.consoles'

3. 権利プロファイルをユーザーに割り当てます。
primary# usermod -P +"LDoms Consoles" username

4. ユーザーとしてドメインコンソールに接続します。
$ telnet localhost 5000

例   3 権利プロファイルの使用によるすべてのドメインコンソールへのアクセスの制御

次の例は、権利プロファイルを使用してすべてのドメインコンソールへのアクセス
を制御する方法を示しています。profiles コマンドを使用して、solaris.vntsd.
consoles 承認を持つ権利プロファイルを権利プロファイル記述データベース内に作
成します。

primary# profiles -p "LDoms Consoles" \
'set desc="Access LDoms Consoles"; set auths=solaris.vntsd.consoles'

権利プロファイルをユーザーに割り当てます。

primary# usermod -P +"LDoms Consoles" sam

次のコマンドは、ユーザーが sam であり、All、Basic Solaris User、および
LDoms Consoles 権利プロファイルが有効であることを確認する方法を示していま
す。telnet コマンドは、ldg1 ドメインコンソールにアクセスする方法を示します。

$ id
uid=702048(sam) gid=1(other)
$ profiles
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役割を使用して 1 つのコンソールへのアクセスを制御する方法

All
Basic Solaris User
LDoms Consoles
$ telnet localhost 5000
Trying 0.0.0.0...
Connected to 0.
Escape character is '^]'.

Connecting to console "ldg1" in group "ldg1" ....
Press ~? for control options ..

役割を使用して 1 つのコンソールへのアクセスを制
御する方法

1. コンソールの承認チェックを有効にして、ドメインコンソールへのアクセスを制限し
ます。
primary# svccfg -s vntsd setprop vntsd/authorization = true
primary# svcadm refresh vntsd
primary# svcadm restart vntsd

2. 単一のドメインに対する承認を承認記述データベースに追加します。
承認名は、ドメインの名前から派生し、solaris.vntsd.console-domain の形式にな
ります。

solaris.vntsd.console-domain:::Access domain Console::

3. ドメインのコンソールへのアクセスのみを許可する、新しい承認を持つ役割を作成し
ます。
primary# roleadd -A solaris.vntsd.console-domain role-name
primary# passwd role-name
New Password:
Re-enter new Password:
passwd: password successfully changed for role-name

4. role-name 役割をユーザーに割り当てます。
primary# usermod -R role-name username

例   4 1 つのドメインコンソールへのアクセス

この例は、ユーザー terry が ldg1cons 役割になり、ldg1 ドメインコンソールにアク
セスする方法を示しています。

まず、単一のドメイン ldg1 に対する承認を承認記述データベースに追加します。

solaris.vntsd.console-ldg1:::Access ldg1 Console::

次に、ドメインのコンソールへのアクセスのみを許可する、新しい承認を持つ役割を
作成します。
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権利プロファイルを使用して 1 つのコンソールへのアクセスを制御する方法

primary# roleadd -A solaris.vntsd.console-ldg1 ldg1cons
primary# passwd ldg1cons
New Password:
Re-enter new Password:
passwd: password successfully changed for ldg1cons

ldg1cons 役割をユーザー terry に割り当てて、ldg1cons 役割になり、ドメインコン
ソールにアクセスします。

primary# usermod -R ldg1cons terry
primary# su terry
Password:
$ id
uid=700300(terry) gid=1(other)
$ su ldg1cons
Password:
$ id
uid=700303(ldg1cons) gid=1(other)
$ telnet localhost 5000
Trying 0.0.0.0...
Escape character is '^]'.

Connecting to console "ldg1" in group "ldg1" ....
Press ~? for control options ..

次の例は、ユーザー terry が ldg2 ドメインコンソールにアクセスできないことを示
しています。

$ telnet localhost 5001
Trying 0.0.0.0...
Connected to 0.
Escape character is '^]'.
Connection to 0 closed by foreign host.

権利プロファイルを使用して 1 つのコンソールへの
アクセスを制御する方法

1. コンソールの承認チェックを有効にして、ドメインコンソールへのアクセスを制限し
ます。
primary# svccfg -s vntsd setprop vntsd/authorization = true
primary# svcadm refresh vntsd
primary# svcadm restart vntsd

2. 単一のドメインに対する承認を承認記述データベースに追加します。
次の例のエントリは、ドメインコンソールに対する承認を追加します。

solaris.vntsd.console-domain:::Access domain Console::

3. 特定のドメインコンソールにアクセスするための承認を持つ権利プロファイルを作成
します。
profiles コマンドを使用して、新しいプロファイルを作成します。
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ドメインコンソールのロギングの使用

primary# profiles -p "domain Console" \
'set desc="Access domain Console";
set auths=solaris.vntsd.console-domain'

4. 権利プロファイルを割り当てます。
primary# usermod -P +"domain Console" username

ドメインコンソールのロギングの使用
Oracle VM Server for SPARC 環境では、primary ドメインからのコンソール I/O はサー
ビスプロセッサ (SP) に送信されます。ほかのすべてのドメインからのコンソール I/O
は、仮想コンソール端末集配信装置 (vcc) を実行するサービスドメインにリダイレク
トされます。サービスドメインが Oracle Solaris 11 OS を実行する場合、ゲストドメイ
ンのコンソール出力をファイルに記録できます。

サービスドメインは、論理ドメインのコンソールロギングをサポートします。サービ
スドメインは Oracle Solaris 11 OS を実行する必要がありますが、ログの対象となって
いるゲストドメインは Oracle Solaris 10 OS と Oracle Solaris 11 OS のどちらを実行して
もかまいません。

ドメインコンソールログは、vcc サービスを提供するサービスドメイン上の /var/
log/vntsd/domain/console-log というファイルに保存されます。コンソールログ
ファイルは logadm コマンドを使用して交替することができます。logadm(1M) および
logadm.conf(4) のマニュアルページを参照してください。

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアでは、各論理ドメインのコンソールロギング
を選択的に有効化および無効化できます。コンソールロギングはデフォルトで有効で
す。

コンソールロギングを有効または無効にする方法
ドメインが同じコンソールグループに属している場合でも、個々の論理ドメインのコ
ンソールロギングを有効化または無効化する必要があります。

1. ドメインの現在のコンソール設定をリストします。
primary# ldm list -o console domain

2. ドメインを停止し、バインドを解除します。
ドメインは、コンソール設定を変更する前に、アクティブではなくバインドされてい
ない状態である必要があります。
primary# ldm stop domain
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ネットワークを介したゲストコンソールへの接続

primary# ldm unbind domain

3. コンソールロギングを有効または無効にします。

■ コンソールロギングを有効にするには。
primary# ldm set-vcons log=on domain

■ コンソールロギングを無効にするには。
primary# ldm set-vcons log=off domain

ドメインコンソールのロギングに関するサービスドメ
インの要件
Oracle Solaris 11.1 より古い OS バージョンを実行するサービスドメインに接続されて
いるドメインは、ログに記録することはできません。

注記 - ドメインのコンソールロギングを有効化した場合でも、ドメインの仮想コン
ソールは、必要なサポートがサービスドメインで使用可能でない場合は記録されませ
ん。

ネットワークを介したゲストコンソールへの接続

vntsd(1M) の SMF マニフェストで listen_addr プロパティーが制御ドメインの IP ア
ドレスに設定されている場合は、ネットワークを介してゲストコンソールに接続でき
ます。たとえば、次のように表示されます。
$ telnet hostname 5001

注記 - コンソールへのネットワークアクセスを有効にすることには、セキュリティー
上の問題があります。すべてのユーザーがコンソールに接続できるようになるため、
デフォルトではこの設定は無効になっています。

サービス管理機能マニフェストは、サービスが記述された XML ファイルです。SMF
マニフェストの作成の詳細については、Oracle Solaris 10 システム管理者ドキュメント
(http://download.oracle.com/docs/cd/E18752_01/index.html)を参照してくださ
い。

注記 - コンソールを使用してゲストドメインの英語版以外の OS にアクセスするには、
コンソールの端末が、その OS が必要とするロケールになっている必要があります。
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コンソールグループの使用

コンソールグループの使用

仮想ネットワーク端末サーバーデーモン (vntsd) により、1 つの TCP ポートを使用し
て複数のドメインコンソールにアクセスできます。Logical Domains Manager は、ドメ
インの作成時に、そのドメインのコンソール用の新しいデフォルトグループを作成す
ることにより、各コンソールに一意の TCP ポートを割り当てます。TCP ポートは、コ
ンソール自体ではなくコンソールグループに割り当てられます。コンソールは、set-
vcons サブコマンドを使用して既存のグループにバインドできます。

複数のコンソールを 1 つのグループにまとめる方法

1. ドメインのコンソールを 1 つのグループにバインドします。
次の例では、3 つの異なるドメイン (ldg1、ldg2、ldg3) のコンソールを同じコンソー
ルグループ (group1) にバインドします。

primary# ldm set-vcons group=group1 service=primary-vcc0 ldg1
primary# ldm set-vcons group=group1 service=primary-vcc0 ldg2
primary# ldm set-vcons group=group1 service=primary-vcc0 ldg3

2. 関連付けられた TCP ポート (この例ではポート 5000 の localhost) に接続します。
# telnet localhost 5000
primary-vnts-group1: h, l, c{id}, n{name}, q:

いずれかのドメインコンソールの選択を求めるプロンプトが表示されます。

3. l (list) を選択して、グループ内のドメインを一覧表示します。
primary-vnts-group1: h, l, c{id}, n{name}, q: l
DOMAIN ID           DOMAIN NAME                   DOMAIN STATE
0                   ldg1                          online
1                   ldg2                          online
2                   ldg3                          online

注記 - コンソールを別のグループまたは vcc インスタンスに再度割り当てるには、ド
メインがバインドされていない状態、つまり、アクティブでない状態である必要があ
ります。SMF を構成および使用して vntsd を管理する方法、およびコンソールグルー
プの使用方法の詳細は、vntsd(1M) のマニュアルページを参照してください。
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I/O ドメインの構成

この章では、I/O ドメインについて、および Oracle VM Server for SPARC 環境で I/O ド
メインを構成する方法について説明します。
この章では、次の項目について説明します。

■ 63 ページの「I/O ドメインの概要」
■ 64 ページの「I/O ドメインを作成するための一般的なガイドライン」

I/O ドメインの概要

I/O ドメインは、物理 I/O デバイスを直接所有し、物理 I/O デバイスに直接アクセスで
きます。作成するには、PCI EXPRESS (PCIe) バス、PCIe エンドポイントデバイス、ま
たは PCIe SR-IOV 仮想機能をドメインに割り当てます。ldm add-io コマンドを使用
して、バス、デバイス、または仮想機能をドメインに割り当てます。
次のような理由で、I/O ドメインの構成が必要になることがあります。

■ I/O ドメインは物理 I/O デバイスに直接アクセスできるため、仮想 I/O に関連する
パフォーマンスオーバーヘッドを回避できます。その結果、I/O ドメインの I/O パ
フォーマンスは、基本的なシステムの I/O パフォーマンスにより近いものになりま
す。

■ I/O ドメインに仮想 I/O サービスをホストし、ゲストドメインがそのサービスを使
用できるようにすることができます。

I/O ドメインの構成の詳細は、次の章の情報を参照してください。

■ 第7章「PCIe バスの割り当てによってルートドメインを作成する方法」
■ 第9章「直接 I/O を使用した I/O ドメインの作成」
■ 第8章「PCIe SR-IOV 仮想機能の使用による I/O ドメインの作成」
■ 第10章「primary 以外のルートドメインの使用」

注記 - PCIe バス、PCIe エンドポイントデバイス、または SR-IOV 仮想機能を含むドメ
インは移行できません。移行に関するその他の制限については、第14章「ドメインの
移行」を参照してください。
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I/O ドメインを作成するための一般的なガイドライン

I/O ドメインは、PCIe バス、ネットワークインタフェースユニット (NIU)、PCIe エン
ドポイントデバイス、および PCIe シングルルート I/O 仮想化 (SR-IOV) の仮想機能な
ど、1 つ以上の I/O デバイスに直接アクセスできる場合があります。
この種類の I/O デバイスへの直接アクセスは、次のことを提供するためにより多くの
I/O 帯域幅を使用できることを意味します。

■ I/O ドメイン内のアプリケーションへのサービスの提供
■ ゲストドメインへの仮想 I/O サービスの提供

次の基本的なガイドラインにより、I/O 帯域幅を効率的に使用することができます。

■ CPU リソースを CPU コアの細分度で割り当てます。I/O デバイスの種類と I/O ド
メイン内の I/O デバイスの数に基づいて、1 つ以上の CPU コアを割り当てます。
たとえば、1G ビット/秒の Ethernet デバイスは、10G ビット/秒の Ethernet デバイス
と比べて、より少ない CPU コアで全帯域幅を使用できる可能性があります。

■ メモリー要件を順守します。メモリー要件は、ドメインに割り当てる I/O デバイス
の種類によって異なります。I/O デバイスごとに最低 4 ギガバイト以上が推奨され
ます。割り当てる I/O デバイスの数が多いほど、割り当てる必要があるメモリーが
多くなります。

■ PCIe SR-IOV 機能を使用するときは、ほかの I/O デバイスで使用する可能性のある
各 SR-IOV 仮想機能に対するガイドラインと同じガイドラインに従います。そのた
め、仮想機能から使用できる帯域幅を最大限に使用するには、1 つ以上の CPU コ
アとギガビット単位のメモリーを割り当てます。

多数の仮想機能を作成して、十分な CPU およびメモリーリソースがないドメインに割
り当てると、最適な構成にならない可能性があることに注意してください。

SPARC T5 および SPARC M6 プラットフォームまでの SPARC システムでは、提供さ
れる割り込み数が制限されているので、Oracle Solaris は各デバイスが使用可能な割り
込み数を制限します。デフォルトの制限は一般的なシステム構成のニーズに一致する
必要がありますが、特定のシステム構成ではこの値の調整が必要になることがありま
す。401 ページの「割り込み制限の調整」を参照してください。
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PCIe バスの割り当てによってルートドメイン
を作成する方法

この章では、PCIe バスを割り当てることによって、ルートドメインを作成する方法に
ついて説明します。

PCIe バスの割り当てによってルートドメインを作成する方法

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアを使用して、PCIe バス全体 (別名「ルートコ
ンプレックス」) をドメインに割り当てることができます。PCIe バス全体は、PCIe バ
ス自体と、そのすべての PCI スイッチとデバイスで構成されます。サーバーに存在す
る PCIe バスは、pci@400 (pci_0) などの名前により識別されます。PCIe バス全体で構
成された I/O ドメインは、「ルートドメイン」とも呼ばれます。

次の図は、3 つのルートコンプレックス (pci_0、pci_1、pci_2) が存在するシステム
を示しています。
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図   2 PCIe バスのルートドメインへの割り当て

PCIe バスで作成できるルートドメインの最大数は、サーバー上で使用できる PCIe
バスの数に依存します。システムで利用可能な PCIe バスの数を確認するには、ldm
list-io を使用します。

PCIe バスをルートドメインに割り当てると、そのバス上のすべてのデバイスはその
ルートに所有されます。そのバス上の任意の PCIe エンドポイントデバイスをほかのド
メインに割り当てることができます。

Oracle VM Server for SPARC 環境でサーバーが最初に構成されるとき、または
factory-default 構成を使用しているときに、primary ドメインはすべての物理デバ
イスリソースにアクセスできます。したがって、システムに構成されているルートド
メインは primary ドメインのみであり、このドメインがすべての PCIe バスを所有し
ます。

静的 PCIe バスの割り当て

ルートドメインでの静的 PCIe バスの割り当て方法では、PCIe バスの割り当てまたは
削除を行うときに、まず、ルートドメインの遅延再構成を開始する必要があります。
PCIe バスを所有していないドメインにこの方法を使用する場合には、PCIe バスを割り
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当てる前にドメインを停止する必要があります。ルートドメインの構成手順を完了し
たら、それをリブートする必要があります。Oracle VM Server for SPARC 3.2 ファーム
ウェアがシステムにインストールされていないか、各ドメインにインストールされて
いる OS のバージョンが 動的 PCIe バスの割り当て をサポートしていない場合、この
静的な方法を使用する必要があります。

ルートドメインの停止中または遅延再構成の実行時には、ルートドメインをリブート
する前に ldm add-io および ldm remove-io コマンドを 1 つ以上実行できます。ドメ
インのダウンタイムを最小限に抑えるために、PCIe バスの割り当てまたは削除の前に
は計画を立ててください。

■ ルートドメインでは、primary と primary 以外の両方で、遅延再構成を使用しま
す。PCIe バスを追加または削除したら、変更を有効にするためにルートドメイン
をリブートします。

primary# ldm start-reconf root-domain

Add or remove the PCIe bus by using the ldm add-io or ldm remove-io command

primary# ldm stop -r domain-name

遅延再構成を使用できるのは、ドメインがすでに PCIe バスを所有している場合の
みです。

■ ルートドメイン以外では、ドメインを停止してから、PCIe バスを追加または削除
します。

primary# ldm stop domain-name

Add or remove the PCIe bus by using the ldm add-io or ldm remove-io command

primary# ldm start domain-name

動的 PCIe バスの割り当て

動的 PCIe バスの割り当て 機能では、ルートドメインから PCIe バスを動的に割り当て
たり、削除したりできます。

動的 PCIe バスの割り当て 機能は、システムで必要なファームウェアとソフトウェア
が実行されている場合に有効になります。68 ページの「動的 PCIe バスの割り当て
の要件」を参照してください。システムで必要なファームウェアとソフトウェアが実
行されていない場合、ldm add-io および ldm remove-io コマンドはすみやかに失敗
します。

有効になっている場合は、ルートドメインを停止したり遅延再構成したりしなくて
も、ldm add-io および ldm remove-io コマンドを実行できます。
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動的 PCIe バスの割り当て の要件

動的 PCIe バスの割り当て機能は、ルートドメインで Oracle Solaris 11 OS を実行し
ている SPARC M5 サーバー、SPARC M6 サーバー、SPARC M7 シリーズサーバー、
SPARC T7 シリーズサーバー、SPARC S7 シリーズサーバー、および Fujitsu M10 サー
バーでサポートされています。SPARC M5 サーバーおよび SPARC M6 サーバーは少
なくとも 9.4.2 バージョンのシステムファームウェアを実行している必要があり、
SPARC T7 シリーズサーバーおよび SPARC M7 シリーズサーバーは少なくとも 9.4.3
を実行している必要があり、SPARC S7 シリーズサーバーはリリースされたバージョ
ンのシステムファームウェアを実行している必要があり、Fujitsu M10 サーバーは少な
くとも XCP2240 を実行している必要があります。

PCIe バスの割り当てによってルートドメインを作成
する方法

この手順例は、複数のバスが primary ドメインによって所有されている場合に、初期
構成から新しいルートドメインを作成する方法を示しています。デフォルトでは、シ
ステム上に存在するすべてのバスを primary ドメインが所有しています。この例は、
SPARC T4-2 サーバーを対象としています。この手順は、ほかのサーバーにも使用で
きます。別のサーバーではこれらの手順と若干異なる場合がありますが、この例では
基本的な方針について理解できます。

ブートディスクおよびプライマリネットワークインタフェースをホストする PCIe バス
は primary ドメインから削除しないでください。

注意 - サポートされているサーバーの内部ディスクはすべて、単一の PCIe バスに接続
されている場合があります。ドメインが内部ディスクからブートする場合は、ドメイ
ンからそのバスを削除しないでください。

ドメインによって使用されているデバイス (ネットワークポートや usbecm デバイスな
ど) を含むバスを削除しないようにしてください。誤ったバスを削除すると、ドメイ
ンは必要なデバイスにアクセスできず、使用できなくなることがあります。ドメイン
で使用されているデバイスが接続されたバスを削除する場合は、ほかのバスのデバイ
スを使用するよう、そのドメインを再構成してください。たとえば、別のオンボード
ネットワークポートや、別の PCIe スロットの PCIe カードを使用するよう、ドメイン
を再構成する必要がある場合があります。

特定の SPARC サーバーでは、USB、グラフィックコントローラ、およびその他のデ
バイスを含む PCIe バスを削除できます。ただし、これらの PCIe バスをほかのドメイ
ンに追加することはできません。このような PCIe バスは、primary ドメインにのみ
追加できます。
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この例では、primary ドメインは 1 つの ZFS プール (rpool) と 1 つのネットワークイ
ンタフェース (igb0) のみを使用します。primary ドメインで複数のデバイスを使用す
る場合は、デバイスごとに手順 2 - 4 を繰り返して、削除するバスにそれらのデバイス
がないことを確認します。

ドメインにバスを追加したり、ドメインからバスを削除したりするには、そのデ
バイスパス (pci@nnn) またはその仮名 (pci_n) を使用します。ldm list-bindings
primary または ldm list -l -o physio primary コマンドは次を示しています。

■ pci@400 は pci_0 に対応します
■ pci@500 は pci_1 に対応します
■ pci@600 は pci_2 に対応します
■ pci@700 は pci_3 に対応します

1. primary ドメインが複数の PCIe バスを所有していることを確認します。
primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS
----                                      ----   ---      ------   ------
pci_0                                     BUS    pci_0    primary
pci_1                                     BUS    pci_1    primary
pci_2                                     BUS    pci_2    primary
pci_3                                     BUS    pci_3    primary
/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_0    primary  EMP
/SYS/MB/SASHBA0                           PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    primary  EMP
/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_1    primary  EMP
/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    primary  EMP
/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_2    primary  EMP
/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_2    primary  EMP
/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_2    primary  EMP
/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_3    primary  EMP
/SYS/MB/SASHBA1                           PCIE   pci_3    primary  OCC
/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_3    primary  OCC
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_3    primary
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_3    primary

2. 保持する必要があるブートディスクのデバイスパスを確認します。

■ UFS ファイルシステムの場合、df / コマンドを実行して、ブートディスクのデ
バイスパスを確認します。
primary# df /
/                  (/dev/dsk/c0t5000CCA03C138904d0s0):22755742 blocks  2225374 files

■ ZFS ファイルシステムの場合、まず df / コマンドを実行して、プール名を確認
します。次に、zpool status コマンドを実行して、ブートディスクのデバイス
パスを確認します。
primary# zpool status rpool
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  pool: rpool
 state: ONLINE
  scan: none requested
config:

        NAME                       STATE     READ WRITE CKSUM
        rpool                      ONLINE       0     0     0
          c0t5000CCA03C138904d0s0  ONLINE       0     0     0

3. システムのブートディスクに関する情報を取得します。

■ Solaris I/O マルチパスによって管理されているディスクの場合、mpathadm コマ
ンドを使用してブートディスクが接続されている接続されている PCIe バスを判
断します。

a.   ディスクが接続されているイニシエータポートを見つけます。

primary# mpathadm show lu /dev/rdsk/c0t5000CCA03C138904d0s0
Logical Unit:  /dev/rdsk/c0t5000CCA03C138904d0s2
        mpath-support:  libmpscsi_vhci.so
        Vendor:  HITACHI 
        Product:  H106030SDSUN300G
        Revision:  A2B0
        Name Type:  unknown type
        Name:  5000cca03c138904
        Asymmetric:  no
        Current Load Balance:  round-robin
        Logical Unit Group ID:  NA
        Auto Failback:  on
        Auto Probing:  NA

        Paths:  
                Initiator Port Name:  w50800200014100c8
                Target Port Name:  w5000cca03c138905
                Override Path:  NA
                Path State:  OK
                Disabled:  no

        Target Ports:
                Name:  w5000cca03c138905
                Relative ID:  0

b.   イニシエータポートが存在する PCIe バスを判断します。

primary# mpathadm show initiator-port w50800200014100c8
Initiator Port:  w50800200014100c8
        Transport Type:  unknown
        OS Device File:  /devices/pci@400/pci@2/pci@0/pci@e/scsi@0/iport@1

■ Solaris I/O マルチパスによって管理されていないディスクの場合、ls -l コマ
ンドを使用してブロック型デバイスがリンクされている物理デバイスを判断しま
す。
次の例では、ブロック型デバイス c1t0d0s0 を使用します。

primary# ls -l /dev/dsk/c0t1d0s0
lrwxrwxrwx   1 root     root          49 Oct  1 10:39 /dev/dsk/c0t1d0s0 ->
../../devices/pci@400/pci@0/pci@1/scsi@0/sd@1,0:a
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この例では、primary ドメインのブートディスクに対する物理デバイスは、
pci@400 に接続されています。

4. システムで使用されているネットワークインタフェースを確認します。
ifconfig コマンドを使用して、「plumb」されているプライマリネットワークインタ
フェースを確認します。plumb されたインタフェースには、IP プロトコルでデバイス
を使用できるように、ストリームがセットアップされます。
primary# ifconfig -a
lo0: flags=2001000849<UP,LOOPBACK,RUNNING,MULTICAST,IPv4,VIRTUAL> mtu 8232 index 1
        inet 127.0.0.1 netmask ff000000 
net0: flags=1004843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,DHCP,IPv4> mtu 1500 index 3
        inet 10.129.241.135 netmask ffffff00 broadcast 10.129.241.255
        ether 0:10:e0:e:f1:78 

primary# dladm show-phys net0
LINK              MEDIA                STATE      SPEED  DUPLEX    DEVICE
net0              Ethernet             up         1000   full      igb0

5. ネットワークインタフェースが接続されている物理デバイスを確認します。
次のコマンドでは、igb0 ネットワークインタフェースを使用します。
primary# ls -l /dev/igb0
lrwxrwxrwx   1 root     root          46 Oct  1 10:39 /dev/igb0  ->
../devices/pci@500/pci@0/pci@c/network@0:igb0

ls -l /dev/usbecm コマンドも実行します。
この例では、primary ドメインによって使用されるネットワークインタフェースの物
理デバイスは、前述の一覧の pci_1 に対応するバス pci@500 に接続しています。その
ため、ほかの 2 つのバス pci_2 (pci@600) と pci_3 (pci@700) は primary ドメインで
は使用されていないため、ほかのドメインに安全に割り当てることができます。
primary ドメインで使用されているネットワークインタフェースが、別のドメインに
割り当てようとしているバス上にある場合は、別のネットワークインタフェースを使
用するように primary ドメインを再構成します。

6. ブートディスクまたはネットワークインタフェースを含まないバスを primary ドメイ
ンから削除します。
この例では、pci_2 バスが primary ドメインから削除されます。

■ 動的方法:
pci_2 バスのデバイスが primary ドメインの OS によって使用されていないこと
を確認します。使用されている場合、このコマンドはバスの削除に失敗する可能
性があります。静的方法を使用して pci_2 バスを強制的に削除します。
primary# ldm remove-io pci_2 primary

■ 静的方法:
バスを削除する前に、遅延再構成を開始する必要があります。
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primary# ldm start-reconf primary
primary# ldm remove-io pci_2 primary
primary# shutdown -y -g0 -i6

primary ドメインでブートディスクおよびネットワークデバイスに使用されているバ
スは、ほかのドメインに割り当てることはできません。ほかの任意のバスを別のドメ
インに割り当てることができます。この例では、pci@600 は primary ドメインで使用
されていないため、別のドメインに再割り当てすることができます。

7. バスをドメインに追加します。
この例では、pci_2 バスを ldg1 ドメインに追加します。

■ 動的方法:
primary# ldm add-io pci_2 ldg1

■ 静的方法:
バスを追加する前に、ドメインを停止する必要があります。

primary# ldm stop-domain ldg1
primary# ldm add-io pci_2 ldg1
primary# ldm start-domain ldg1

8. この構成をサービスプロセッサに保存します。
この例では、構成は io-domain です。

primary# ldm add-config io-domain

この構成 io-domain は、リブート後に使用される次の構成としても設定されます。

9. 適切なバスが primary ドメインに割り当てられたままで、適切なバスがドメイン
ldg1 に割り当てられていることを確認します。
primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS
----                                      ----   ---      ------   ------
pci_0                                     BUS    pci_0    primary
pci_1                                     BUS    pci_1    primary
pci_2                                     BUS    pci_2    ldg1
pci_3                                     BUS    pci_3    primary
/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_0    primary  EMP
/SYS/MB/SASHBA0                           PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    primary  EMP
/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_1    primary  EMP
/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    primary  EMP
/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_2    ldg1     EMP
/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_2    ldg1     EMP
/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_2    ldg1     EMP
/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_3    primary  EMP
/SYS/MB/SASHBA1                           PCIE   pci_3    primary  OCC
/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_3    primary  OCC
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_3    primary
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/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_3    primary

この出力では、PCIe バス pci_0、pci_1、および pci_3 とそれらのデバイスが
primary ドメインに割り当てられていることが確認されます。また、PCIe バス pci_2
とそのデバイスが ldg1 ドメインに割り当てられていることも確認されます。
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PCIe SR-IOV 仮想機能の使用による I/O ドメイ
ンの作成

この章では、PCIe SR-IOV に関する次のトピックについて説明します。

■ 75 ページの「SR-IOV の概要」
■ 78 ページの「SR-IOV のハードウェア要件とソフトウェア要件」
■ 82 ページの「SR-IOV 機能の現在の制限事項」
■ 83 ページの「静的 SR-IOV」
■ 84 ページの「動的 SR-IOV」
■ 86 ページの「I/O 仮想化の有効化」
■ 87 ページの「PCIe SR-IOV 仮想機能の使用の計画」
■ 88 ページの「Ethernet SR-IOV 仮想機能の使用」
■ 108 ページの「InfiniBand SR-IOV 仮想機能の使用」
■ 121 ページの「ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能の使用」
■ 134 ページの「I/O ドメインの回復性」
■ 141 ページの「非信頼性 I/O ドメインが構成された状態のルートドメインのリ

ブート」

SR-IOV の概要

注記 - ルートドメインはその他のルートドメインとの依存関係を持つことができない
ため、PCIe バスを所有するルートドメインは、その PCIe エンドポイントデバイスま
たは SR-IOV 仮想機能をほかのルートドメインに割り当てることができません。ただ
し、PCIe バスから、そのバスを所有するルートドメインに、PCIe エンドポイントデバ
イスまたは仮想機能を割り当てることはできます。

Peripheral Component Interconnect Express (PCIe) シングルルート I/O 仮想化 (SR-IOV) 実
装は、PCI-SIG に定義されているバージョン 1.1 の規格に基づいています。SR-IOV 標
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準は、仮想マシン間での PCIe デバイスの効率的な共有を可能にし、ネイティブのパ
フォーマンスに匹敵する I/O パフォーマンスを達成するためにハードウェアに実装さ
れます。SR-IOV 仕様は、新しいデバイスを作成し、それにより仮想マシンを I/O デバ
イスに直接接続できるという、新しい標準を定義しています。

物理機能として知られている 1 つの I/O リソースを、多数の仮想マシンで共有するこ
とができます。共有デバイスは専用のリソースを提供し、共有の共通リソースも使用
します。このようにして、各仮想マシンが固有のリソースにアクセスすることができ
ます。そのため、ハードウェアと OS が適切にサポートされる SR-IOV 対応の Ethernet
ポートなどの PCIe デバイスは、それぞれに独自の PCIe 構成スペースがある、複数の
別個の物理デバイスのように見えます。

SR-IOV の詳細は、PCI-SIG web site (http://www.pcisig.com/)を参照してください。

次の図は、I/O ドメイン内の仮想機能と物理機能の関係を示しています。

図   3 I/O ドメインでの仮想機能と物理機能の使用

SR-IOV には、次の機能タイプがあります。

■ 物理機能 – SR-IOV 仕様によって定義されている SR-IOV 機能をサポートする PCI
機能。物理機能には SR-IOV 機能構造が含まれ、SR-IOV 機能を管理します。物理
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機能は他の PCIe デバイスと同じように検出、管理、および操作が可能な多機能の
PCIe 機能です。物理機能を使用して、PCIe デバイスを構成および制御できます。

■ 仮想機能 – 物理機能に関連付けられた PCI 機能。仮想機能は軽量の PCIe 機能であ
り、1 つ以上の物理リソースを物理機能と共有したり、その物理機能に関連付けら
れた仮想機能と共有したりします。物理機能とは異なり、仮想機能はそれ自体の動
作しか構成できません。

各 SR-IOV デバイスには 1 つの物理機能があり、各物理機能には最大 256 の仮想機能
を関連付けることができます。この数は、特定の SR-IOV デバイスによって異なりま
す。仮想機能は物理機能によって作成されます。

物理機能で SR-IOV が有効になった後、物理機能のバス、デバイス、および機能数に
よって、各仮想機能の PCI 構成スペースにアクセスすることができます。それぞれの
仮想機能には、そのレジスタセットのマップに使用される PCI メモリー領域がありま
す。仮想機能のデバイスドライバは、その機能を有効にするためにレジスタセットで
動作し、仮想機能は実際の PCI デバイスのように見えます。作成した後、仮想機能を
I/O ドメインに直接割り当てることができます。この機能により、仮想機能で物理デ
バイスを共有したり、CPU やハイパーバイザソフトウェアのオーバーヘッドなしで I/
O を実行したりできます。
使用中の環境で SR-IOV 機能を使用すると、次のような利点が得られることがありま
す。

■ パフォーマンスの向上と待ち時間の削減 – 仮想マシン環境からハードウェアへの直
接アクセス

■ コストの削減 – 次のような資産および運用上の支出の節約。
■ 省電力
■ アダプタ数の削減
■ 配線の削減
■ スイッチポートの削減

Oracle VM Server for SPARC SR-IOV の実装には、静的構成方法と動的構成方法
の両方が含まれます。詳細については、83 ページの「静的 SR-IOV」 およ
び84 ページの「動的 SR-IOV」 を参照してください。
Oracle VM Server for SPARC SR-IOV 機能により、次の操作を実行できます。

■ 指定した物理機能での仮想機能の作成
■ 物理機能の指定した仮想機能の破棄
■ 仮想機能のドメインへの割り当て
■ ドメインからの仮想機能の削除

SR-IOV 物理機能デバイスで仮想機能を作成および破棄するには、まず該当する PCIe
バスで I/O 仮想化を有効にする必要があります。ldm set-io または ldm add-io コマ
ンドを使用すると、iov プロパティーを on に設定できます。また、ldm add-domain
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または ldm set-domain コマンドを使用すると、rc-add-policy プロパティーを iov
に設定できます。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

注記 - SPARC M7 シリーズサーバー、SPARC T7 シリーズサーバー、および Fujitsu
M10 サーバーでは、PCIe バスの I/O 仮想化がデフォルトで有効になっています。

SR-IOV 仮想機能をドメインに割り当てると、SR-IOV 物理機能サービスを提供するド
メインに対して暗黙的な依存関係が生まれます。ldm list-dependencies コマンド
を使用することで、これらの依存関係を表示したり、この SR-IOV 物理機能に依存し
ているドメインを表示したりできます。403 ページの「ドメイン I/O の依存関係の
一覧表示」を参照してください。

SR-IOV のハードウェア要件とソフトウェア要件

動的および静的 PCIe SR-IOV 機能は、SPARC T4 サーバー、SPARC T5 サーバー、
SPARC T7 シリーズサーバー、SPARC M5 サーバー、SPARC M6 サーバー、および
SPARC M7 シリーズサーバーでサポートされています。動的機能は、ほかのデバイス
タイプで静的メソッドを使用する必要がある場合のみ、Fujitsu M10 プラットフォーム
の Ethernet デバイスでサポートされます。SPARC T3 プラットフォームでは、静的な
PCIe SR-IOV 機能しかサポートされていません。

■ ハードウェア要件。
使用しているプラットフォームで使用できるカードを確認するには、プラット
フォームのハードウェアドキュメントを参照してください。サポートされる PCIe
カードの最新のリストについては、https://support.oracle.com/CSP/main/
article?cmd=show&type=NOT&doctype=REFERENCE&id=1325454.1 を参照してく
ださい。
■ Ethernet SR-IOV。SR-IOV 機能を使用するには、オンボードの PCIe SR-IOV デ

バイスや PCIe SR-IOV 差し込み式カードを使用できます。プラットフォームの
ドキュメントに特に明記されていないかぎり、指定されたプラットフォームで
のオンボードの SR-IOV デバイスはすべてサポートされています。

■ InfiniBand SR-IOV。InfiniBand デバイスは、SPARC T4 サーバー、SPARC T5
サーバー、SPARC T7 シリーズサーバー、SPARC M5 サーバー、SPARC M6
サーバー、SPARC M7 シリーズサーバー、および Fujitsu M10 サーバーでサポー
トされています。

■ ファイバチャネル SR-IOV。ファイバチャネルデバイスは、SPARC T4 サー
バー、SPARC T5 サーバー、SPARC T7 シリーズサーバー、SPARC M5 サー
バー、SPARC M6 サーバー、SPARC M7 シリーズサーバー、および Fujitsu M10
サーバーでサポートされています。
Fujitsu M10 プラットフォームでサポートされているデバイスの最新リスト
については、お使いのモデルのプロダクトノートにある Fujitsu M10/SPARC
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M10 Systems の PCI カードのインストールガイド (http://www.fujitsu.com/
global/services/computing/server/sparc/downloads/manual/) を参照し
てください。

■ ファームウェア要件。
■ Ethernet SR-IOV。動的 SR-IOV 機能を使用するには、SPARC T4 サーバーが少

なくともバージョン 8.4.0.a のシステムファームウェアを実行している必要が
あります。SPARC T5 サーバー、SPARC M5 サーバー、および SPARC M6 サー
バーは、少なくともバージョン 9.1.0.a のシステムファームウェアを実行して
いる必要があります。SPARC T7 シリーズサーバーおよび SPARC M7 シリーズ
サーバーは、少なくともバージョン 9.4.3 のシステムファームウェアを実行して
いる必要があります。Fujitsu M10 サーバーは、少なくともバージョン XCP2210
のシステムファームウェアを実行している必要があります。SPARC T3 サー
バーは、静的 SR-IOV 機能のみをサポートしています。
SR-IOV 機能を使用するには、PCIe SR-IOV デバイスで、少なくともバージョン
3.01 のデバイスファームウェアが実行されている必要があります。Sun Dual 10-
Gigabit Ethernet SFP+ PCIe 2.0 ネットワークアダプタのファームウェアを更新す
るには、次の手順を実行します。

1. デバイス上の FCode バージョンをアップグレードする必要があるかどうか
を判断します。
ok プロンプトから、次のコマンドを実行します。

{0} ok cd path-to-device

{0} ok .properties

出力の version 値は、次のいずれかである必要があります。

LP Sun Dual 10GbE SFP+ PCIe 2.0 LP FCode 3.01 4/2/2012

PEM Sun Dual 10GbE SFP+ PCIe 2.0 EM FCode 3.01 4/2/2012

FEM Sun Dual 10GbE SFP+ PCIe 2.0 FEM FCode 3.01 4/2/2012
2. My Oracle Support (https://support.oracle.com/CSP/ui/flash.

html#tab=PatchHomePage(page=PatchHomePage&id=h0wvdxy6())) から、
パッチ ID 13932765 をダウンロードします。

3. パッチをインストールします。
パッチパッケージには、ツールを使用してアップグレードを実行する方法
を説明したドキュメントが含まれています。

■ InfiniBand SR-IOV。この機能を使用するには、使用しているシステムで少なく
とも次のバージョンのシステムファームウェアが実行されている必要がありま
す。
■ SPARC T4 サーバー – 8.4
■ SPARC T5 サーバー – 9.1.0.x
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■ SPARC T7 シリーズサーバー – 9.4.3
■ SPARC M5 および SPARC M6 サーバー – 9.1.0.x
■ SPARC M7 シリーズサーバー – 9.4.3
■ Fujitsu M10 サーバー – XCP2210

InfiniBand SR-IOV デバイスとして Dual 40-Gigabit (4x) InfiniBand Host Channel
Adapter M2 をサポートするには、そのカードまたはエクスプレスモジュールで
少なくともバージョン 2.11.2010 のファームウェアが実行されている必要があり
ます。このバージョンのファームウェアを入手するには、次のパッチをインス
トールします。
■ Low Profile (X4242A) – パッチ ID 16340059
■ Express Module (X4243A) – パッチ ID 16340042

primary ドメインのファームウェアを表示して更新する場合は、Oracle Solaris
11.1 の fwflash コマンドを使用します。現在のファームウェアバージョン
を表示するには、fwflash -lc IB コマンドを使用します。ファームウェ
アを更新するには、fwflash -f firmware-file -d device コマンドを使用しま
す。fwflash(1M) のマニュアルページを参照してください。
InfiniBand SR-IOV を使用するには、必ず InfiniBand スイッチでファームウェア
バージョン 2.1.2 が実行されているようにします。このバージョンのファーム
ウェアを入手するには、次のパッチをインストールします。
■ Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 (X2821A-Z) – パッチ ID 16221424
■ Sun Network QDR InfiniBand GatewaySwitch (X2826A-Z) – パッチ ID

16221538

ファームウェアの更新方法については、使用している InfiniBand スイッチのド
キュメントを参照してください。

■ ファイバチャネル SR-IOV。この機能を使用するには、使用しているシステム
で少なくとも次のバージョンのシステムファームウェアが実行されている必要
があります。
■ SPARC T4 サーバー – 8.4.2.c
■ SPARC T5 サーバー – 9.1.2.d
■ SPARC T7 シリーズサーバー – 9.4.3
■ SPARC M5 サーバー – 9.1.2.d
■ SPARC M6 サーバー – 9.1.2.d
■ SPARC M7 シリーズサーバー – 9.4.3
■ Fujitsu M10 サーバー – XCP2210

ファイバチャネル SR-IOV 機能を有効にするには、Sun Storage 16 Gb Fibre
Channel Universal HBA、Emulex 上のファームウェアのリビジョンが少なくとも
1.1.60.1 である必要があります。インストール手順は、ファームウェアに添付さ
れています。
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注記 - SR-IOV 機能を使用する予定の場合は、必要な最低レベルを満たすため
に、ファームウェアを更新する必要があります。

■ ソフトウェア要件。
■ Ethernet SR-IOV。SR-IOV 機能を使用するには、すべてのドメインが少なくと

も Oracle Solaris 11.1 SRU 10 OS を実行している必要があります。
■ InfiniBand SR-IOV。次のドメインで、サポートされている Oracle Solaris OS が

動作している必要があります。
■ primary ドメインまたは primary 以外のルートドメインは、少なくとも

Oracle Solaris 11.1 SRU 10 OS を実行している必要があります。
■ I/O ドメインは、少なくとも Oracle Solaris 11.1 SRU 10 OS を実行している必

要があります。
■ 仮想機能の構成に使用する予定の InfiniBand SR-IOV 物理機能を備えたすべ

てのルートドメインで、/etc/system ファイルを更新します。

set ldc:ldc_maptable_entries = 0x20000

/etc/system プロパティー値の正しい作成または更新について
は、383 ページの「/etc/system ファイルのプロパティー値の更新」を
参照してください。
仮想機能を追加する I/O ドメインで、/etc/system ファイルを更新しま
す。

set rdsv3:rdsv3_fmr_pool_size = 16384

■ ファイバチャネル SR-IOV。SR-IOV 機能を使用するには、すべてのドメインが
少なくとも Oracle Solaris 11.1 SRU 17 OS を実行している必要があります。

静的および動的 SR-IOV ソフトウェア要件に関する詳細は、次を参照してください。

■ 84 ページの「静的 SR-IOV ソフトウェア要件」
■ 84 ページの「動的 SR-IOV のソフトウェア要件」

クラス固有の SR-IOV ハードウェア要件に関する詳細は、次を参照してください。

■ 89 ページの「Ethernet SR-IOV のハードウェア要件」
■ 108 ページの「InfiniBand SR-IOV のハードウェア要件」
■ 121 ページの「ファイバチャネル SR-IOV のハードウェア要件」
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SR-IOV 機能の現在の制限事項

SR-IOV 機能には、次の制限事項があります。

■ I/O ドメインは、関連するルートドメインが実行中でない場合は起動できません。
■ 1 つ以上の SR-IOV 物理機能または SR-IOV 仮想機能が割り当てられているドメイ

ンの移行は無効です。
■ 破棄できるのは、物理機能用に最後に作成された仮想機能のみです。そのため、3

つの仮想機能を作成した場合、最初に破棄できる仮想機能は 3 番目の仮想機能で
す。

■ 直接 I/O (DIO) 機能を使用して、ドメインに SR-IOV カードを割り当てた場合、そ
のカードに対して SR-IOV 機能は有効になりません。

■ 特定の PCIe バスの PCIe エンドポイントデバイスおよび SR-IOV 仮想機能は、サ
ポートされている SPARC T シリーズサーバーおよび SPARC M シリーズサーバー
で最大 15 個のドメインに割り当てることができます。SPARC T7 シリーズサー
バーおよび SPARC M7 シリーズサーバーでは、特定の PCIe バスの PCIe エンドポ
イントデバイスおよび SR-IOV 仮想機能を最大 31 個のドメインに割り当てること
ができます。Fujitsu M10 サーバーでは、特定の PCIe バスの PCIe エンドポイント
デバイスおよび SR-IOV 仮想機能を、最大 24 個のドメインに割り当てることがで
きます。各 PCIe バスの割り込みベクトルなどの PCIe リソースは、ルートドメイ
ンと I/O ドメインの間で分配されます。その結果、特定の I/O ドメインに割り当て
ることができるデバイスの数も制限されています。同じ I/O ドメインに多数の仮
想機能を割り当てないようにしてください。SPARC T7 シリーズサーバーおよび
SPARC M7 シリーズサーバーに割り込みの制限はありません。SR-IOV に関連する
問題については、『Oracle VM Server for SPARC 3.4リリースノート』を参照してく
ださい。

■ ルートドメインは PCIe バスの所有者で、バスの初期化と管理の役割を担います。
ルートドメインはアクティブで、SR-IOV 機能をサポートするバージョンの Oracle
Solaris OS を実行している必要があります。ルートドメインのシャットダウン、停
止、またはリブートを行うと、PCIe バスへのアクセスが中断されます。PCIe バス
が使用できないとき、そのバス上の PCIe デバイスが影響を受け、使用不可能にな
ることがあります。
PCIe SR-IOV 仮想機能を持つ I/O ドメインの実行中にルートドメインがリブート
された場合、I/O ドメインの動作は予測不能です。たとえば、リブート中またはリ
ブート後に、PCIe エンドポイントデバイスを持つ I/O ドメインでパニックが発生
することがあります。ルートドメインをリブートするときは、各ドメインを手動で
停止/開始する必要があります。
I/O ドメインに回復性がある場合は、PCIe バスを所有するルートドメインが使用不
可になっても操作を続行できます。134 ページの「I/O ドメインの回復性」を参
照してください。

■ SPARC T5 および SPARC M6 プラットフォームまでの SPARC システムでは、提供
される割り込み数が制限されているので、Oracle Solaris は各デバイスが使用可能な
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静的 SR-IOV

割り込み数を制限します。デフォルトの制限は一般的なシステム構成のニーズに一
致する必要がありますが、特定のシステム構成ではこの値の調整が必要になること
があります。401 ページの「割り込み制限の調整」を参照してください。

静的 SR-IOV

静的 SR-IOV 方法では、ルートドメインが遅延再構成中か、SR-IOV 操作の実行中に
I/O ドメインが停止されている必要があります。ルートドメインの構成手順を完了し
たら、それをリブートする必要があります。Oracle VM Server for SPARC 3.1 ファーム
ウェアがシステムにインストールされていないか、各ドメインにインストールされて
いる OS のバージョンが動的 SR-IOV をサポートしていない場合、この方法を使用す
る必要があります。

SR-IOV 仮想機能を作成または破棄するには、まず、ルートドメインで遅延再構成を
開始する必要があります。それから、1 つまたは複数の ldm create-vf コマンドおよ
び ldm destroy-vf コマンドを実行して、仮想機能を構成できます。最後に、ルート
ドメインをリブートします。次のコマンドは、primary 以外のルートドメインで仮想
機能を作成する方法を示しています。

primary# ldm start-reconf root-domain-name
primary# ldm create-vf pf-name
primary# ldm stop-domain -r root-domain-name

primary# shutdown -i6 -g0 -y

静的に仮想機能を追加したり、ゲストドメインから仮想機能を削除したりするには、
まずゲストドメインを停止する必要があります。次に、ldm add-io コマンドおよび
ldm remove-io コマンドを実行して、仮想機能を構成します。変更が完了したら、ド
メインを起動します。次のコマンドは、この方法で仮想機能を割り当てる方法を示し
ています。

primary# ldm stop guest-domain
primary# ldm add-io vf-name guest-domain
primary# ldm start guest-domain

さらに、ゲストドメインではなく、ルートドメインに仮想機能を追加したり、仮想機
能を削除したりすることもできます。SR-IOV 仮想機能をルートドメインに追加する
か、ルートドメインから削除するには、まず、ルートドメインで遅延再構成を開始し
ます。これにより、1 つまたは複数の ldm add-io および ldm remove-io コマンドを
実行できます。最後に、ルートドメインをリブートします。

ドメインのダウンタイムを最小限に抑えるには、仮想機能を構成する前に事前に計画
します。

注記 - InfiniBand SR-IOV デバイスは、静的 SR-IOV でのみサポートされます。
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動的 SR-IOV

静的 SR-IOV ソフトウェア要件

SR-IOV ハードウェアおよびソフトウェア要件について
は、https://support.oracle.com/CSP/main/article?
cmd=show&type=NOT&doctype=REFERENCE&id=1325454.1 を参照してください。

ldm set-io または ldm add-io コマンドを使用すると、iov プロパティーを on に
設定できます。また、ldm add-domain または ldm set-domain コマンドを使用する
と、rc-add-policy プロパティーを iov に設定できます。ldm(1M) マニュアルページ
を参照してください。

ルートドメインをリブートすると SR-IOV に影響を及ぼすため、直接 I/O の構成変更
は、SR-IOV に関連するルートドメインの変更が最大限になり、ルートドメインのリ
ブートが最小限になるように、十分に計画してください。

動的 SR-IOV

動的 SR-IOV 機能によって、次の静的 SR-IOV 要件が削除されます。

■ ルートドメイン。ルートドメインで遅延再構成を開始し、仮想機能を作成するか破
棄し、ルートドメインをリブートします

■ I/O ドメイン。I/O ドメインを停止し、仮想機能を追加または削除して、I/O ドメイ
ンを起動します

動的 SR-IOV では、ルートドメインで遅延再構成を開始する必要なく、仮想機能を動
的に作成または破棄できます。仮想機能は、ドメインを停止しなくても、I/O ドメイ
ンに動的に追加したり削除したりすることができます。Logical Domains Manager は
Logical Domains エージェントおよび Oracle Solaris I/O 仮想化フレームワークと通信
し、これらの変更を動的に有効にします。

動的 SR-IOV のソフトウェア要件

必要な PCIe SR-IOV ソフトウェアおよびファームウェアのバージョンについて
は、78 ページの「SR-IOV のハードウェア要件とソフトウェア要件」を参照してく
ださい。

注記 - システムが、動的 SR-IOV ソフトウェアおよびファームウェア要件を満たしてい
ない場合は、静的 SR-IOV 方法を使用して、SR-IOV 関連タスクを実行する必要があり
ます。83 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。
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動的 SR-IOV

動的 SR-IOV 構成の要件

仮想機能を動的に作成したり、破棄したりするには、次の条件が満たされていること
を確認します。

■ 仮想機能の構成を開始する前に、PCIe バスに対して I/O 仮想化が有効にされてい
ます。

■ ルートドメインおよび I/O ドメイン上で実行されている OS は、少なくとも Oracle
Solaris 11.1 SRU 10 OS である必要があります。

■ 物理機能デバイスが OS に構成されていないか、マルチパス構成内にあります。た
とえば、Ethernet SR-IOV デバイスを unplumb したり、IPMP またはアグリゲーショ
ンで使用したりして、仮想機能を正常に作成または破棄できます。
仮想機能を作成または破棄する操作では、物理機能デバイスドライバのオンライン
状態とオフライン状態を切り替える必要があります。マルチパス構成では、デバイ
スドライバのこれらの状態の切り替えができます。

■ 仮想機能は、I/O ドメインから削除する前に、使用されていないか、マルチパス構
成ではありません。たとえば、Ethernet SR-IOV 仮想機能を unplumb することも、
IPMP 構成で使用しないこともできます。

注記 - 現在のマルチパス実装では仮想機能をサポートしていないため、Ethernet SR-
IOV 仮想機能にアグリゲーションは使用できません。

すべての仮想機能を破棄してスロットをルートドメインに戻して
も、ルートコンプレックスリソースが回復されない

注記 - このセクションは、SPARC M6 シリーズサーバーおよび SPARC T5 シリーズ
サーバーまでの (それぞれを含む) サーバーに適用されます。

すべての仮想機能を破棄し、スロットをルートドメインに返しても、ルートコンプ
レックス上のリソースは復元されません。

回復方法: ルートコンプレックスに関連付けられているすべての仮想 I/O リソースをそ
れらのルートドメインに返します。

最初に、制御ドメインで遅延再構成を実行します。

primary# ldm start-reconf primary

すべての子 PCIe スロットを、pci_0 バスを所有するルートドメインに返します。次
に、pci_0 バス上のすべての子の仮想機能を削除して破棄します。
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I/O 仮想化の有効化

最後に、pci_0 バスの iov=off を設定し、ルートドメインをリブートします。
primary# ldm set-io iov=off pci_0
primary# shutdown -y -g 10

回避方法: 特定の PCIe バスに対する iov オプションを off に設定してください。
primary# ldm start-reconf primary
primary# ldm set-io iov=off pci_0

I/O 仮想化の有効化

SR-IOV 仮想機能を構成する前に、ルートドメインが遅延再構成中の場合に、PCIe バ
スの I/O 仮想化を有効にする必要があります。ドメインをリブートし、この変更を有
効にします。

注記 - SPARC M7 シリーズサーバー、SPARC T7 シリーズサーバー、および Fujitsu
M10 サーバーでは、PCIe バスの I/O 仮想化がデフォルトで有効になっています。

PCIe バスに対する I/O 仮想化を有効にする方法

この手順は、ルートコンプレックスあたり 1 回のみ実行する必要があります。ルート
コンプレックスは、同じ SP 構成の一部として実行している必要があります。

1. ルートドメインで遅延再構成を開始します。
primary# ldm start-reconf root-domain-name

2. PCIe バスに対する I/O 仮想化操作を有効にします。
この手順は、物理機能を持つバスに対して、I/O 仮想化がすでに有効にされていない
場合にのみ実行します。

次のいずれかのコマンドを実行します。

■ 指定した PCIe バスがすでにルートドメインに割り当てられている場合に、I/O 仮
想化を有効にします。
primary# ldm set-io iov=on bus

■ ルートドメインに PCIe バスを追加しているときに仮想化を有効にします。
primary# ldm add-io iov=on bus

3. ルートドメインをリブートします。
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PCIe SR-IOV 仮想機能の使用の計画

次のいずれかのコマンドを実行します。

■ primary 以外のルートドメインをリブートします。
primary# ldm stop-domain -r root-domain

■ primary ルートドメインをリブートします。
primary# shutdown -i6 -g0 -y

PCIe SR-IOV 仮想機能の使用の計画

構成で仮想機能を使用する方法を事前に計画し、決定します。現在および将来の構成
のニーズを満たす SR-IOV デバイスの仮想機能を判断します。

静的方法を使用する必要がある I/O 仮想化をまだ有効にしていない場合、この手順と
仮想機能を作成する手順を組み合わせます。これらの手順を組み合わせることによっ
て、ルートドメインのリブートが 1 回だけで済みます。

動的 SR-IOV が使用できる場合でも、推奨される方法は、すべての仮想機能を一度に
作成することです。仮想機能を I/O ドメインに割り当てたあとに、それらを動的に作
成できないことがあるためです。

静的 SR-IOV の場合、計画によって、それぞれ I/O ドメインに影響する可能性のある
ルートドメインのリブートを何回も実行することを避けることができます。

I/O ドメインの詳細は、64 ページの「I/O ドメインを作成するための一般的なガイドラ
イン」を参照してください。

SR-IOV 仮想機能の構成と割り当てを行うには、次の一般的な手順を使用してくださ
い。

1. 使用しているシステムで使用できる PCIe SR-IOV 物理機能と、そのなかでニーズ
にもっとも合うものを判断します。
次のコマンドを使用して、必要な情報を確認します。

ldm list-io 使用可能な SR-IOV 物理機能デバイスを確認します。

prtdiag -v 使用可能な PCIe SR-IOV カードおよびオンボードのデバイス
を確認します。

ldm list-io -l pf-
name

デバイスがサポートする仮想機能の最大数など、指定した物
理機能についての追加情報を確認します。
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Ethernet SR-IOV 仮想機能の使用

ldm list-io -d pf-
name

デバイスによってサポートされる、デバイス固有のプロパ
ティーを確認します。102 ページの「高度な SR-IOV のト
ピック: Ethernet SR-IOV」を参照してください。

2. PCIe バスに対する I/O 仮想化操作を有効にします。
86 ページの「PCIe バスに対する I/O 仮想化を有効にする方法」を参照してく
ださい。

3. 指定した SR-IOV 物理機能で、必要な数の仮想機能を作成します。
物理機能に対応する仮想機能を作成するには、次のコマンドを使用します。

primary# ldm create-vf -n max pf-name

詳細については、90 ページの「Ethernet SR-IOV 仮想機能を作成する
方法」、109 ページの「InfiniBand 仮想機能を作成する方法」、およ
び124 ページの「ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能を作成する方法」を参照し
てください。

4. ldm add-config コマンドを使用して、構成を SP に保存します。
詳細については、99 ページの「Ethernet SR-IOV 仮想機能を I/O ドメインに追
加する方法」、113 ページの「InfiniBand 仮想機能を I/O ドメインに追加する方
法」、および131 ページの「ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能を I/O ドメイン
に追加する方法」を参照してください。

Ethernet SR-IOV 仮想機能の使用

静的 SR-IOV 方法と動的 SR-IOV 方法の両方を使用すると、Ethernet SR-IOV デバイス
を管理できます。
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Ethernet SR-IOV 仮想機能の使用

注意 - SR-IOV をサポートしている一部の Intel ネットワークアダプタの使用時に、仮想
機能が悪意のある動作のターゲットになることがあります。ソフトウェアにより生成
された予期しないフレームによってホストと仮想スイッチの間のトラフィックが抑制
され、パフォーマンスに悪影響を与えることがあります。

予期しない悪意のある可能性があるフレームをドロップするために、SR-IOV に対応
するすべてのポートで VLAN タグ付けを使用するように構成します。

■ 物理機能とそれに関連する仮想機能への VLAN タグ付けを構成するには、次のコ
マンドを使用します。

ldm create-vf [pvid=pvid] [vid=vid1,vid2,...>] net-pf-name

■ 既存の仮想機能への VLAN タグ付けを構成するには、次のコマンドを使用しま
す。

ldm set-io [pvid=[pvid]] [vid=[vid1,vid2,...]] net-vf-name

I/O ドメインでの VLAN インタフェースの作成については、『Oracle VM Server for
SPARC 3.4 管理ガイド』 の 「VLAN のタグ付けの使用」を参照してください。

Ethernet SR-IOV のハードウェア要件

必要な PCIe Ethernet SR-IOV ハードウェアについては、78 ページの「SR-IOV の
ハードウェア要件とソフトウェア要件」を参照してください。

Ethernet SR-IOV の制限事項

今回のリリースでは、Ethernet SR-IOV 機能に次の制限事項があります。

■ pvid または vid プロパティーのいずれかを設定することで、仮想機能の VLAN 構
成を有効にすることができます。これらの仮想機能プロパティーの両方を同時に設
定することはできません。

■ SR-IOV 仮想機能を仮想スイッチのバックエンドデバイスとして使用することはで
きません。

Ethernet SR-IOV 仮想機能の使用の計画

仮想機能を動的に作成する際に、物理機能でマルチパスを使用していないこと、また
はそれらが plumb されていないことを確認してください。
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Ethernet SR-IOV 仮想機能を作成する方法

マルチパスを使用できないか、物理機能を plumb する必要がある場合は、静的方法式
を使用して、仮想機能を作成します。83 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してく
ださい。

Ethernet デバイス固有のプロパティーとネットワー
ク固有のプロパティー

ldm create-vf コマンドを使用して、仮想機能のデバイス固有およびネットワーク
固有のプロパティーを設定します。unicast-slots プロパティーはデバイスに固有で
す。mac-addr、alt-mac-addrs、mtu、pvid、および vid プロパティーはネットワー
クに固有です。

mac-addr、alt-mac-addrs、および mtu ネットワーク固有プロパティーは、遅延再
構成中で、仮想機能が primary ドメインに割り当てられている場合にのみ変更できま
す。
仮想機能が次のように割り当てられている場合、これらのプロパティーを変更しよう
とすると失敗します。

■ 仮想機能がアクティブな I/O ドメインに割り当てられている場合: 変更は所有して
いるドメインがアクティブでないかバインドされている状態のときに行われる必要
があるため、プロパティー変更要求は拒否されます。

■ 仮想機能が primary 以外のドメインに割り当てられていて、遅延再構成がすでに
有効になっている場合: プロパティー変更要求は失敗して、エラーメッセージが表
示されます。

pvid および vid のネットワーク固有プロパティーは変更可能で、制限はありませ
ん。

Ethernet 仮想機能の作成

このセクションでは、仮想機能を動的に作成および破棄する方法を説明します。これ
らのアクションを実行するために動的方法を使用できない場合は、仮想機能を作成ま
たは破棄する前に、ルートドメインで遅延再構成を開始します。

Ethernet SR-IOV 仮想機能を作成する方法

この動的方法を使用できない場合は、代わりに静的方法を使用してくださ
い。83 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。

90 Oracle VM Server for SPARC 3.4 管理ガイド • 2016 年 8 月



Ethernet SR-IOV 仮想機能を作成する方法

1. 仮想機能デバイスを識別します。

primary# ldm list-io

仮想機能の名前には、PCIe SR-IOV カードまたはオンボードのデバイスの場所情報が
含まれています。

2. 物理機能を持つバスで I/O 仮想化が有効になっていない場合は、有効にします。
この手順は、物理機能を持つバスに対して、I/O 仮想化がすでに有効にされていない
場合にのみ実行します。

86 ページの「PCIe バスに対する I/O 仮想化を有効にする方法」を参照してくださ
い。

3. Ethernet 物理機能から単一の仮想機能または複数の仮想機能を動的または静的に作成
します。
1 つ以上の仮想機能を作成したあとに、それをゲストドメインに割り当てることがで
きます。

■ 動的方法:

■ 物理機能から複数の仮想機能を一度にすべて作成するには、次のコマンドを
使用します。

primary# ldm create-vf -n number | max pf-name

該当する物理機能に対応するすべての仮想機能を一度に作成するには、ldm
create-vf -n max コマンドを使用します。

注意 - システムで Intel 10-Gbit Ethernet カードが使用されている場合は、各物理機能か
ら作成する仮想機能を 31 個以下にすることでパフォーマンスを最大にします。

パス名または仮名を使用して、仮想機能を指定することができます。ただ
し、推奨される方法は、仮名を使用することです。

■ 物理機能から 1 つの仮想機能を作成するには、次のコマンドを使用します。

ldm create-vf [mac-addr=num] [alt-mac-addrs=[auto|num1,[auto|num2,...]]]
  [pvid=pvid] [vid=vid1,vid2,...] [mtu=size] [name=value...] pf-name

注記 - MAC アドレスが明示的に割り当てられていない場合、ネットワークデバイスに
自動的に割り当てられます。

物理機能に対応する仮想機能を 1 つ作成するには、このコマンドを使用し
ます。Ethernet クラス固有のプロパティー値を手動で指定することもできま
す。
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注記 - 新しく作成した仮想機能は、OS が IOV デバイスをプローブしている間は即時使
用できない場合があります。ldm list-io コマンドを使用して、親の仮想機能と子の
仮想機能の「ステータス」列に INV 値があるかどうかを確認します。これらの列にこ
の値が存在する場合は、ldm list-io の出力で「ステータス」列に INV 値が表示され
なくなるのを待ってから (約 45 秒)、物理機能や子の仮想機能を使用します。このス
テータスが解決しない場合は、デバイスに問題があります。

ルートドメインのリブート (primary のリブートを含む) 直後や、ldm create-vf また
は ldm destroy-vf コマンドの使用直後は、デバイスのステータスが INV である可能
性があります。

■ 静的方法:

a.   遅延再構成を開始します。
primary# ldm start-reconf root-domain-name

b.   Ethernet 物理機能から単一の仮想機能または複数の仮想機能を作成します。
仮想機能を動的に作成するには、上記で示したものと同じコマンドを使用し
ます。

c.   ルートドメインをリブートします。

■ primary 以外のルートドメインをリブートするには:
primary# ldm stop-domain -r root-domain

■ primary ルートドメインをリブートするには:
primary# shutdown -i6 -g0 -y

例   5 Ethernet 物理機能に関する情報の表示

この例は、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 物理機能に関する情報を示しています。

■ この物理機能は、オンボードの NET0 ネットワークデバイスからのものです。
■ 文字列 IOVNET は、物理機能がネットワーク SR-IOV デバイスであることを示しま

す。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   
----                                      ----   ---      ------   ------   
niu_0                                     NIU    niu_0    primary           
niu_1                                     NIU    niu_1    primary           
pci_0                                     BUS    pci_0    primary  
pci_1                                     BUS    pci_1    primary  
/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
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/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP      
/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP      
/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    primary  EMP      
/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1    primary  EMP      
/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1    primary  OCC      
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0                  PF     pci_1    primary
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1                  PF     pci_1    primary
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_1    primary
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    primary

次のコマンドは、指定された物理機能についての詳細を表示します。値 maxvfs は、
デバイスがサポートする仮想機能の最大数を示しています。

primary# ldm list-io -l /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   
----                                      ----   ---      ------   ------   
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary           
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@4/network@0]
    maxvfs = 7

例   6 オプションのプロパティーを設定しない Ethernet 仮想機能の動的な作成

次の例は、オプションのプロパティーを設定せずに仮想機能を動的に作成します。
この場合、ネットワーククラス仮想機能の MAC アドレスは自動的に割り当てられま
す。

pci_0 PCIe バスで、I/O 仮想化が有効にされていることを確認しま
す。86 ページの「PCIe バスに対する I/O 仮想化を有効にする方法」を参照してく
ださい。

これで、ldm create-vf コマンドを使用して、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 物理機能
から仮想機能を作成できます。

primary# ldm create-vf /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0
Created new vf: /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

例   7 Ethernet 仮想機能の動的な作成とプロパティーの設定

この例では、mac-addr プロパティーを 00:14:2f:f9:14:c0 に、vid プロパティーを
VLAN ID 2 および 3 に設定して、仮想機能を動的に作成します。

primary# ldm create-vf mac-addr=00:14:2f:f9:14:c0 vid=2,3 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0
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例   8 2 つの代替 MAC アドレスがある Ethernet 仮想機能の動的な作成

この例では、2 つの代替 MAC アドレスがある仮想機能を動的に作成します。1 つの
MAC アドレスは自動的に割り当てられ、もう 1 つは 00:14:2f:f9:14:c2 として明示
的に指定します。

primary# ldm create-vf alt-mac-addrs=auto,00:14:2f:f9:14:c2 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0

例   9 オプションのプロパティーを設定しない仮想機能の静的な作成

次の例では、オプションのプロパティーを設定せずに仮想機能を静的に作成します。
この場合、ネットワーククラス仮想機能の MAC アドレスは自動的に割り当てられま
す。

まず、primary ドメインで遅延再構成を開始してから、pci_0 PCIe バスで I/O 仮想化
を有効にします。pci_0 バスはすでに primary ルートドメインに割り当てられている
ため、ldm set-io コマンドを使用して、I/O 仮想化を有効にします。

primary# ldm start-reconf primary
Initiating a delayed reconfiguration operation on the primary domain.
All configuration changes for other domains are disabled until the primary
domain reboots, at which time the new configuration for the primary domain
will also take effect.

primary# ldm set-io iov=on pci_0

これで、ldm create-vf コマンドを使用して、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 物理機能
から仮想機能を作成できます。

primary# ldm create-vf /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0

------------------------------------------------------------------------------
Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.
Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.
------------------------------------------------------------------------------

Created new vf: /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

最後に、primary ルートドメインをリブートして、変更を有効にします。

primary# shutdown -i6 -g0 -y

例   10 複数の SR-IOV Ethernet 仮想機能の作成

次のコマンドは、/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1 物理機能から 4 つの仮想機能を作成す
る方法を示しています。

primary# ldm create-vf -n 31 /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1
Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0
Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1
Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF2
...
Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF30
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ldm create-vf -n コマンドは、必要に応じて、デフォルトのプロパティー値で設定
された複数の仮想機能を作成します。ldm set-io コマンドを使用すると、あとでデ
フォルト以外のプロパティー値を指定できます。

Ethernet 仮想機能の破棄

仮想機能が現在ドメインに割り当てられていない場合は、その仮想機能を破棄できま
す。仮想機能は作成した逆の順序でしか破棄できないため、破棄できるのは最後に作
成した仮想機能だけです。結果として作成される構成は、物理機能ドライバによって
検証されます。

Ethernet SR-IOV 仮想機能を破棄する方法

この動的方法を使用できない場合は、代わりに静的方法を使用してくださ
い。83 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。

1. 仮想機能デバイスを識別します。
primary# ldm list-io

2. 単一の仮想機能または複数の仮想機能を動的または静的に破棄します。

■ 動的方法:

■ 物理機能から仮想機能の一部またはすべてを一度に破棄するには、次のコマ
ンドを使用します。
primary# ldm destroy-vf -n number | max pf-name

該当する物理機能に対応するすべての仮想機能を一度に破棄するには、ldm
destroy-vf -n max コマンドを使用します。

-n オプションへの引数として number を指定した場合は、仮想機能の最後の
number が破棄されます。この操作を実行しても 1 つの物理機能デバイスドラ
イバの状態しか遷移しないため、この方法を使用してください。

パス名または仮名を使用して、仮想機能を指定することができます。ただ
し、推奨される方法は、仮名を使用することです。

■ 指定した仮想機能を破棄するには:
primary# ldm destroy-vf vf-name

影響を受けるハードウェアや OS で遅延が発生しているために、影響を受ける物
理機能と残りの子の仮想機能が即時使用できない可能性もあります。ldm list-
io コマンドを使用して、親の仮想機能と子の仮想機能の「ステータス」列に INV
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値があるかどうかを確認します。これらの列にこの値が存在する場合は、ldm
list-io の出力で「ステータス」列に INV 値が表示されなくなるのを待ちます
(約 45 秒)。この時点で、その物理機能や子の仮想機能を安全に使用できるように
なります。このステータスが解決しない場合は、デバイスに問題があります。

ルートドメインのリブート (primary のリブートを含む) 直後や、ldm create-vf
または ldm destroy-vf コマンドの使用直後は、デバイスのステータスが INV で
ある可能性があります。

■ 静的方法:

a.   遅延再構成を開始します。
primary# ldm start-reconf root-domain-name

b.   単一の仮想機能または複数の仮想機能を破棄します。

■ 指定した物理機能から仮想機能を一度にすべて破棄するには、次のコマ
ンドを使用します。
primary# ldm destroy-vf -n number | max pf-name

パス名または仮名を使用して、仮想機能を指定することができます。た
だし、推奨される方法は、仮名を使用することです。

■ 指定した仮想機能を破棄するには:
primary# ldm destroy-vf vf-name

c.   ルートドメインをリブートします。

■ primary 以外のルートドメインをリブートするには:
primary# ldm stop-domain -r root-domain

■ primary ルートドメインをリブートするには:
primary# shutdown -i6 -g0 -y

例   11 Ethernet 仮想機能の破棄

この例は、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 仮想機能を動的に破棄する方法を示して
います。
primary# ldm destroy-vf /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

次の例は、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 仮想機能を静的に破棄する方法を示して
います。
primary# ldm start-reconf primary
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Initiating a delayed reconfiguration operation on the primary domain.
All configuration changes for other domains are disabled until the primary
domain reboots, at which time the new configuration for the primary domain
will also take effect.

primary# ldm destroy-vf /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0
primary# shutdown -i6 -g0 -y

例   12 複数の Ethernet SR-IOV 仮想機能の破棄

この例は、/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1 物理機能からすべての仮想機能を破棄した結
果を示しています。ldm list-io の出力には、物理機能が 7 つの仮想機能を持ってい
ることが示されています。ldm destroy-vf コマンドは、すべての仮想機能を破棄し
ます。最終的な ldm list-io の出力には、仮想機能は 1 つも残っていないことが示さ
れています。

primary# ldm list-io
...
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1                      
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0               VF     pci_1                      
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1               VF     pci_1                      
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF2               VF     pci_1                      
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF3               VF     pci_1                      
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF4               VF     pci_1                      
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF5               VF     pci_1                      
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF6               VF     pci_1
primary# ldm destroy-vf -n max /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1
primary# ldm list-io
...
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    ldg1

Ethernet SR-IOV 仮想機能の変更

ldm set-io vf-name コマンドは、プロパティー値を変更するか、新規プロパティー
を設定することで、仮想機能の現在の構成を変更します。このコマンドは、ネット
ワーク固有のプロパティーとデバイス固有のプロパティーの両方を変更できます。デ
バイス固有のプロパティーについては、102 ページの「高度な SR-IOV のトピック:
Ethernet SR-IOV」を参照してください。

この動的方法を使用できない場合は、静的方法を使用します。83 ページの「静的
SR-IOV」 を参照してください。
ldm set-io コマンドで、次のプロパティーを変更できます。

■ mac-addr、alt-mac-addrs、および mtu
これらの仮想機能のプロパティーを変更するには、仮想機能を所有するドメインを
停止し、ldm set-io コマンドを使用して、プロパティー値を変更し、ドメインを
起動します。

■ pvid および vid
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仮想機能がドメインに割り当てられているときは、これらのプロパティーを動的に
変更することができます。そうすると、アクティブな仮想機能のネットワークトラ
フィックが変更されることがあります。pvid プロパティーを設定すると、透過的
VLAN が有効になります。VLAN ID を指定するように vid プロパティーを設定す
ると、それらの指定された VLAN に対して VLAN トラフィックが許可されます。

■ デバイス固有のプロパティー
ldm list-io -d pf-name コマンドを使用して、有効なデバイス固有のプロパ
ティーのリストを表示します。物理機能と仮想機能の両方に対して、これら
のプロパティーを変更することができます。デバイス固有のプロパティーを
変更するには、静的方法を使用する必要があります。83 ページの「静的
SR-IOV」 を参照してください。デバイス固有のプロパティーの詳細について
は、102 ページの「高度な SR-IOV のトピック: Ethernet SR-IOV」を参照してく
ださい。

Ethernet SR-IOV 仮想機能のプロパティーを変更する方法

1. 仮想機能デバイスを識別します。

primary# ldm list-io

仮想機能の名前には、PCIe SR-IOV カードまたはオンボードのデバイスの場所情報が
含まれています。

2. 仮想機能のプロパティーを変更します。

ldm set-io name=value [name=value...] vf-name

例   13 Ethernet 仮想機能のプロパティーの変更

次の例では、ldm set-io コマンドを使用して、仮想機能にプロパティーを設定する
方法について説明します。

■ 次の例では、指定した仮想機能 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 のプロパティー
を変更して、VLAN ID 2、3、4 の一部になるようにします。

primary# ldm set-io vid=2,3,4 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

このコマンドは、仮想機能の VLAN の関連付けを動的に変更することに注意して
ください。これらの VLAN を変更するには、適切な Oracle Solaris OS ネットワーク
コマンドを使用して、I/O ドメインの VLAN インタフェースを構成する必要があり
ます。

■ 次の例では、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 仮想機能に対して pvid プロパ
ティー値を 2 に設定し、仮想機能を透過的に VLAN 2 の一部にします。つまり、
仮想機能は、タグ付けされたどの VLAN トラフィックも表示しません。

primary# ldm set-io pvid=2 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0
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■ 次の例では、自動的に割り当てられた 3 つの代替 MAC アドレスを、仮想機能に
割り当てます。これらの代替アドレスにより、仮想機能の最上部に Oracle Solaris
11 仮想ネットワークインタフェースカード (VNIC) を作成することができます。
VNIC を使用するには、ドメインで Oracle Solaris 11 OS を実行する必要があること
に注意してください。

注記 - このコマンドを実行する前に、仮想機能を所有するドメインを停止します。

primary# ldm set-io alt-mac-addrs=auto,auto,auto /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

■ 次の例では、指定された仮想機能に対して、デバイス固有の unicast-slots プ
ロパティーを 12 に設定します。物理機能に対して有効なデバイス固有のプロパ
ティーを調べるには、ldm list-io -d pf-name コマンドを使用します。

primary# ldm set-io unicast-slots=12 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

All configuration changes for other domains are disabled until the primary

domain reboots, at which time the new configuration for the primary domain

will also take effect.

I/O ドメイン上の Ethernet SR-IOV 仮想機能の追加と
削除

Ethernet SR-IOV 仮想機能を I/O ドメインに追加する方法

仮想機能を動的に削除できない場合は、静的方法を使用してくださ
い。83 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。

1. I/O ドメインに追加する仮想機能を識別します。

primary# ldm list-io

2. 仮想機能を動的または静的に追加します。

■ 仮想機能を動的に追加するには:

primary# ldm add-io vf-name domain-name

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、仮名を使用す
ることです。domain-name は仮想機能を追加するドメインの名前を指定します。

ドメイン内の仮想機能のデバイスパス名は、list-io -l 出力に示されているパ
スです。
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■ 仮想機能を静的に追加するには:

a.   遅延再構成を開始してから、仮想機能を追加します。
primary# ldm start-reconf root-domain-name
primary# ldm add-io vf-name domain-name

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、仮名を使
用することです。domain-name は仮想機能を追加するドメインの名前を指定
します。指定されたゲストは、アクティブでないか停止している必要があり
ます。

ドメイン内の仮想機能のデバイスパス名は、list-io -l 出力に示されてい
るパスです。

b.   ルートドメインをリブートします。

■ primary 以外のルートドメインをリブートするには:
primary# ldm stop-domain -r root-domain

■ primary ルートドメインをリブートするには:
primary# shutdown -i6 -g0 -y

例   14 Ethernet 仮想機能の追加

この例は、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 仮想機能を ldg1 ドメインに動的に追加す
る方法を示しています。

primary# ldm add-io /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 ldg1

仮想機能を動的に追加できない場合は、静的方法を使用します。

primary# ldm stop-domain ldg1
primary# ldm add-io /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 ldg1
primary# ldm start-domain ldg1

Ethernet 仮想 SR-IOV 機能を I/O ドメインから削除する方法

仮想機能を動的に削除できない場合は、静的方法を使用してくださ
い。83 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。

注意 - 仮想機能をドメインから削除する前に、そのドメインのブートが必須ではない
ことを確認してください。

1. I/O ドメインから削除する仮想機能を識別します。
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primary# ldm list-io

2. 仮想機能を動的または静的に削除します。

■ 仮想機能を動的に削除するには:

primary# ldm remove-io vf-name domain-name

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、デバイスの仮
名を使用することです。domain-name は仮想機能を削除するドメインの名前を指
定します。

■ 仮想機能を静的に削除するには:

a.   I/O ドメインを停止します。

primary# ldm stop-domain domain-name

b.   仮想機能を削除します。

primary# ldm remove-io vf-name domain-name

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、デバイス
の仮名を使用することです。domain-name は仮想機能を削除するドメインの
名前を指定します。指定されたゲストは、アクティブでないか停止している
必要があります。

c.   I/O ドメインを起動します。

primary# ldm start-domain domain-name

例   15 Ethernet 仮想機能の動的な削除

この例は、/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 仮想機能を ldg1 ドメインから動的に削除
する方法を示しています。

primary# ldm remove-io /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 ldg1

コマンドが正常に実行されると、仮想機能が ldg1 ドメインから削除されます。ldg1
が再起動されると、指定された仮想機能はそのドメインに表示されなくなります。

仮想機能を動的に削除できない場合は、静的方法を使用します。

primary# ldm stop-domain ldg1
primary# ldm remove-io /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 ldg1
primary# ldm start-domain ldg1
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高度な SR-IOV のトピック: Ethernet SR-IOV

このセクションでは、SR-IOV 仮想機能の使用に関するいくつかの高度なトピックに
ついて説明します。

仮想機能のための高度なネットワーク構成

SR-IOV 仮想機能を使用する場合は、次の問題に注意してください。

■ SR-IOV 仮想機能は、Logical Domains Manager によって割り当てられた Mac アドレ
スのみを使用できます。ほかの Oracle Solaris OS ネットワークコマンドで I/O ドメ
イン上の MAC アドレスを変更すると、コマンドは失敗するか、適切に機能しない
可能性があります。

■ 現在のところ、I/O ドメインでの SR-IOV ネットワーク仮想機能のリンクアグリ
ゲーションはサポートされていません。リンクアグリゲーションを作成しようとす
ると、予想どおりに機能しない可能性があります。

■ I/O サービスを作成して、I/O ドメインに割り当てることができます。これらの仮
想 I/O サービスは、仮想機能の作成元と同じ物理機能に作成することができます。
たとえば、仮想スイッチ用のネットワークバックエンドデバイスとしてオンボード
の 1 Gbps のネットワークデバイス (net0 または igb0) を使用でき、同じ物理機能
デバイスから仮想機能を静的に作成することもできます。

SR-IOV 仮想機能の使用による I/O ドメインのブート

SR-IOV 仮想機能には、仮想機能を論理ドメインのブートデバイスとして使用する機
能など、ほかのタイプの PCIe デバイスと同様の機能があります。たとえば、ネット
ワーク仮想機能を使用して、Oracle Solaris OS を I/O ドメインにインストールするため
にネットワークを介してブートすることができます。

注記 - 仮想機能デバイスから Oracle Solaris OS をブートするときは、ロードされる
Oracle Solaris OS が仮想機能デバイスをサポートしていることを確認してください。そ
の場合は、計画どおりに残りのインストールを続行できます。

SR-IOV デバイス固有のプロパティー

SR-IOV 物理機能のデバイスドライバは、デバイス固有のプロパティーをエクスポー
トできます。これらのプロパティーを使用して、物理機能とその仮想機能の両方のリ

102 Oracle VM Server for SPARC 3.4 管理ガイド • 2016 年 8 月



Ethernet 仮想 SR-IOV 機能を I/O ドメインから削除する方法

ソース割り当てを調整することができます。プロパティーについては、igb(7D) およ
び ixgbe(7D) マニュアルページなどの、物理機能ドライバについてのマニュアルペー
ジを参照してください。

ldm list-io -d コマンドは、指定された物理機能デバイスドライバによってエクス
ポートされるデバイス固有のプロパティーを表示します。各プロパティーの情報に
は、その名前、簡単な説明、デフォルト値、最大値、および次の 1 つまたは複数のフ
ラグが含まれます。

P 物理機能に適用されます

V 仮想機能に適用されます

R 読み取り専用または通知パラメータ専用

primary# ldm list-io -d pf-name

ldm create-vf または ldm set-io コマンドを使用して、物理機能または仮想機能に
対して読み書きプロパティーを設定します。デバイス固有のプロパティーを設定する
場合は、静的方法を使用する必要があります。83 ページの「静的 SR-IOV」 を参
照してください。

次の例は、オンボードの Intel 1 ギガビット SR-IOV デバイスによってエクスポートさ
れる、デバイス固有のプロパティーを示しています。

primary# ldm list-io -d /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0
Device-specific Parameters
--------------------------
max-config-vfs
    Flags = PR
    Default = 7
    Descr = Max number of configurable VFs
max-vf-mtu
    Flags = VR
    Default = 9216
    Descr = Max MTU supported for a VF
max-vlans
    Flags = VR
    Default = 32
    Descr = Max number of VLAN filters supported
pvid-exclusive
    Flags = VR
    Default = 1
    Descr = Exclusive configuration of pvid required
unicast-slots
    Flags = PV
    Default = 0 Min = 0 Max = 24
    Descr = Number of unicast mac-address slots

次の例では、unicast-slots プロパティーを 8 に設定します。

primary# ldm create-vf unicast-slots=8 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0
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SR-IOV 仮想機能での VNIC の作成

SR-IOV 仮想機能では Oracle Solaris 11 VNIC の作成がサポートされています。ただ
し、サポートされる VNIC の数は、仮想機能に割り当てられた代替 MAC アドレス
(alt-mac-addrs プロパティー) の数に制限されます。仮想機能で VNIC を使用する
ときは、必ず十分な数の代替 MAC アドレスを割り当ててください。ldm create-vf
または ldm set-io コマンドを使用して、代替 MAC アドレスを指定して alt-mac-
addrs プロパティーを設定します。

次の例は、SR-IOV 仮想機能での 4 つの VNIC の作成を示しています。最初のコマン
ドは、代替 MAC アドレスを仮想機能デバイスに割り当てます。このコマンドは、自
動割り当て方式で、4 つの代替 MAC アドレスを /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 仮
想機能デバイスに割り当てます。

primary# ldm set-io alt-mac-addrs=auto,auto,auto,auto /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

次のコマンドは ldg1 I/O ドメインを起動します。この例で、auto-boot? プロパ
ティーが true に設定されているため、I/O ドメインで Oracle Solaris 11 OS もブートさ
れます。

primary# ldm start ldg1

次のコマンドは、ゲストドメインで Oracle Solaris 11 dladm コマンドを使用して、代替
MAC アドレスを持つ仮想機能を表示します。この出力には、net30 仮想機能が 4 つの
代替 MAC アドレスを持つことを示しています。

guest# dladm show-phys -m
LINK              SLOT     ADDRESS            INUSE CLIENT
net0              primary  0:14:4f:fa:b4:d1   yes   net0
net25             primary  0:14:4f:fa:c9:eb   no    --
net30             primary  0:14:4f:fb:de:4c   no    --
                   1       0:14:4f:f9:e8:73   no    --
                   2       0:14:4f:f8:21:58   no    --
                   3       0:14:4f:fa:9d:92   no    --
                   4       0:14:4f:f9:8f:1d   no    --

次のコマンドは、4 つの VNIC を作成します。代替 MAC アドレスを使用して指定し
た VNIC よりも多くの VNIC を作成しようとすると、失敗することに注意してくださ
い。

guest# dladm create-vnic -l net30 vnic0
guest# dladm create-vnic -l net30 vnic1
guest# dladm create-vnic -l net30 vnic2
guest# dladm create-vnic -l net30 vnic3
guest# dladm show-link
LINK                CLASS     MTU    STATE    OVER
net0                phys      1500   up       --
net25               phys      1500   up       --
net30               phys      1500   up       --
vnic0               vnic      1500   up       net30
vnic1               vnic      1500   up       net30
vnic2               vnic      1500   up       net30
vnic3               vnic      1500   up       net30
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I/O ドメインを作成するための SR-IOV 仮想機能の使
用

次の手順で、PCIe SR-IOV 仮想機能を含む I/O ドメインを作成する方法を説明しま
す。

SR-IOV 仮想機能を割り当てることによって I/O ドメインを作成す
る方法

ルートドメインのリブート回数を最小限に抑えて、停止時間を最小限に抑えるように
事前に計画してください。

始める前に 始める前に、仮想機能を作成する物理機能の親である PCIe バスの I/O 仮想化を有効化
していることを確認します。86 ページの「PCIe バスに対する I/O 仮想化を有効に
する方法」を参照してください。

1. SR-IOV 機能を使用する I/O ドメインと共有する SR-IOV 物理機能を識別します。
primary# ldm list-io

2. 物理機能に対して 1 つ以上の仮想機能を作成します。
primary# ldm create-vf pf-name

このコマンドは、作成する仮想機能ごとに実行できます。-n オプションを使用す
ると、1 回のコマンドで同じ物理機能から複数の仮想機能を作成することもできま
す。例10「複数の SR-IOV Ethernet 仮想機能の作成」および ldm(1M) のマニュアル
ページを参照してください。

注記 - このコマンドは、ほかの仮想機能が関連付けられている物理機能からすでに作
成されている場合、およびそれらの仮想機能のいずれかが別のドメインにバインドさ
れている場合に失敗します。

3. ルートドメインで使用できる仮想機能のリストを表示します。
primary# ldm list-io

4. ステップ 2 で作成した仮想機能をそのターゲット I/O ドメインに割り当てます。
primary# ldm add-io vf-name domain-name

注記 - ターゲット I/O ドメインの OS で動的 SR-IOV をサポートしていない場合は、静
的方法を使用する必要があります。83 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してくだ
さい。
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5. 仮想機能が I/O ドメインで使用可能であることを確認します。
次の Oracle Solaris 11 コマンドは、仮想機能の利用度を表示します。
guest# dladm show-phys

例   16 SR-IOV 仮想機能を割り当てることによる I/O ドメインの動的な作成

次の動的な例は、物理機能 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 に対する仮想機能 /SYS/MB/
NET0/IOVNET.PF0.VF0 を作成して、仮想機能を ldg1 I/O ドメインに割り当てる方法
を示しています。
この例では、次の状況が当てはまることを前提としています。

■ primary ドメインの OS が動的 SR-IOV 操作をサポートしている
■ pci_0 バスが primary ドメインに割り当てられ、I/O 仮想化操作のために初期化さ

れている
■ /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 物理機能が pci_0 バスに属している
■ /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 物理機能に、ドメインに割り当てられた既存の仮想機

能がない
■ ldg1 ドメインがアクティブでブートされており、その OS が動的 SR-IOV 操作をサ

ポートしている

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 物理機能から仮想機能を作成します。
primary# ldm create-vf /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0
Created new vf: /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 仮想機能を ldg1 ドメインに追加します。
primary# ldm add-io /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 ldg1

次のコマンドは、ldg1 ドメインに仮想機能が追加されていることを示しています。
primary# ldm list-io
NAME                          TYPE  BUS      DOMAIN    STATUS
----                          ----  ---      ------    ------
niu_0                         NIU   niu_0    primary
niu_1                         NIU   niu_1    primary
pci_0                         BUS   pci_0    primary   IOV
pci_1                         BUS   pci_1    primary
/SYS/MB/PCIE0                 PCIE  pci_0    primary   OCC
/SYS/MB/PCIE2                 PCIE  pci_0    primary   OCC
/SYS/MB/PCIE4                 PCIE  pci_0    primary   OCC
/SYS/MB/PCIE6                 PCIE  pci_0    primary   EMP
/SYS/MB/PCIE8                 PCIE  pci_0    primary   EMP
/SYS/MB/SASHBA                PCIE  pci_0    primary   OCC
/SYS/MB/NET0                  PCIE  pci_0    primary   OCC
/SYS/MB/PCIE1                 PCIE  pci_1    primary   OCC
/SYS/MB/PCIE3                 PCIE  pci_1    primary   OCC
/SYS/MB/PCIE5                 PCIE  pci_1    primary   OCC
/SYS/MB/PCIE7                 PCIE  pci_1    primary   EMP
/SYS/MB/PCIE9                 PCIE  pci_1    primary   EMP
/SYS/MB/NET2                  PCIE  pci_1    primary   OCC
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0       PF    pci_0    primary
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1       PF    pci_0    primary
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0      PF    pci_1    primary
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/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1      PF    pci_1    primary
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0       PF    pci_1    primary
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1       PF    pci_1    primary
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0   VF    pci_0    ldg1

例   17 SR-IOV 仮想機能を割り当てることによる I/O ドメインの静的な作成

次の静的な例は、物理機能 /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 に対する仮想機能 /SYS/MB/
NET0/IOVNET.PF0.VF0 を作成して、仮想機能を ldg1 I/O ドメインに割り当てる方法
を示しています。
この例では、次の状況が当てはまることを前提としています。

■ primary ドメインの OS が動的 SR-IOV 操作をサポートしていない
■ pci_0 バスが primary ドメインに割り当てられ、I/O 仮想化操作のために初期化さ

れていない
■ /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 物理機能が pci_0 バスに属している
■ /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0 物理機能に、ドメインに割り当てられた既存の仮想機

能がない
■ ldg1 ドメインがアクティブでブートされており、その OS が動的 SR-IOV 操作をサ

ポートしていない
■ ldg1 ドメインの auto-boot? プロパティーが true に設定されているため、ドメイ

ンが起動時に自動的にブートする

まず、primary ドメインで遅延再構成を開始し、I/O 仮想化を有効にして、/SYS/MB/
NET0/IOVNET.PF0 物理機能から仮想機能を作成します。
primary# ldm start-reconf primary
Initiating a delayed reconfiguration operation on the primary domain.
All configuration changes for other domains are disabled until the primary
domain reboots, at which time the new configuration for the primary domain
will also take effect.

primary# ldm set-io iov=on pci_0
primary# ldm create-vf /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0

------------------------------------------------------------------------------
Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.
Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.
------------------------------------------------------------------------------
Created new vf: /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

次に、primary ドメインを停止します。
primary# shutdown -i6 -g0 -y

ldg1 ドメインを停止し、仮想機能を追加して、ドメインを起動します。
primary# ldm stop ldg1
primary# ldm add-io /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0 ldg1
primary# ldm start ldg1

次のコマンドは、ldg1 ドメインに仮想機能が追加されていることを示しています。
primary# ldm list-io
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NAME                          TYPE  BUS      DOMAIN    STATUS
----                          ----  ---      ------    ------
niu_0                         NIU   niu_0    primary
niu_1                         NIU   niu_1    primary
pci_0                         BUS   pci_0    primary   IOV
pci_1                         BUS   pci_1    primary
/SYS/MB/PCIE0                 PCIE  pci_0    primary   OCC
/SYS/MB/PCIE2                 PCIE  pci_0    primary   OCC
/SYS/MB/PCIE4                 PCIE  pci_0    primary   OCC
/SYS/MB/PCIE6                 PCIE  pci_0    primary   EMP
/SYS/MB/PCIE8                 PCIE  pci_0    primary   EMP
/SYS/MB/SASHBA                PCIE  pci_0    primary   OCC
/SYS/MB/NET0                  PCIE  pci_0    primary   OCC
/SYS/MB/PCIE1                 PCIE  pci_1    primary   OCC
/SYS/MB/PCIE3                 PCIE  pci_1    primary   OCC
/SYS/MB/PCIE5                 PCIE  pci_1    primary   OCC
/SYS/MB/PCIE7                 PCIE  pci_1    primary   EMP
/SYS/MB/PCIE9                 PCIE  pci_1    primary   EMP
/SYS/MB/NET2                  PCIE  pci_1    primary   OCC
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0       PF    pci_0    primary
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1       PF    pci_0    primary
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0      PF    pci_1    primary
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1      PF    pci_1    primary
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0       PF    pci_1    primary
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1       PF    pci_1    primary
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0   VF    pci_0    ldg1

InfiniBand SR-IOV 仮想機能の使用

注記 - InfiniBand SR-IOV デバイスには静的 SR-IOV 方法のみを使用できます。

停止時間を最小限に抑えるため、ルートドメインが遅延再構成中か、ゲストドメイン
が停止している間に、すべての SR-IOV コマンドをグループとして実行します。この
方法で制限されている SR-IOV コマンドは、ldm create-vf、ldm destroy-vf、ldm
add-io、および ldm remove-io コマンドです。

一般に、仮想機能は複数のゲストドメインに割り当てられます。ルートドメインのリ
ブートは、ルートドメインの仮想機能が割り当てられているすべてのゲストドメイン
に影響を与えます。

使用されていない InfiniBand 仮想機能のオーバーヘッドはほとんどないため、すぐに
使用しない場合でも、事前に必要な仮想機能を作成しておくことによって、停止時間
を回避できます。

InfiniBand SR-IOV のハードウェア要件

必要な PCIe InfiniBand SR-IOV ハードウェアについては、78 ページの「SR-IOV の
ハードウェア要件とソフトウェア要件」を参照してください。
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InfiniBand SR-IOV がサポートされるには、ルートドメインが少なくとも Oracle Solaris
11.1 SRU 10 OS を実行している必要があります。I/O ドメインは、少なくとも Oracle
Solaris 11.1 SRU 10 OS を実行できます。

InfiniBand 仮想機能の作成および破棄

InfiniBand 仮想機能を作成する方法

この手順では、InfiniBand SR-IOV 仮想機能を作成する方法について説明します。

1. ルートドメインで遅延再構成を開始します。
primary# ldm start-reconf root-domain-name

2. iov=on を設定して I/O 仮想化を有効にします。
この手順は、物理機能を持つバスに対して、I/O 仮想化がすでに有効にされていない
場合にのみ実行します。

primary# ldm set-io iov=on bus

3. そのルートドメインから物理機能に関連付けられている 1 つ以上の仮想機能を作成し
ます。
primary# ldm create-vf pf-name

このコマンドは、作成する仮想機能ごとに実行できます。-n オプションを使用す
ると、1 回のコマンドで同じ物理機能から複数の仮想機能を作成することもできま
す。例10「複数の SR-IOV Ethernet 仮想機能の作成」および ldm(1M) のマニュアル
ページを参照してください。

4. ルートドメインをリブートします。
次のいずれかのコマンドを実行します。

■ primary 以外のルートドメインをリブートします。
primary# ldm stop-domain -r root-domain

■ primary ルートドメインをリブートします。
primary# shutdown -i6 -g0 -y

例   18 InfiniBand 仮想機能の作成

次の例に、/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0 物理機能に関する情報を示します。

■ この物理機能は PCIE スロット 4 にあります。

第 8 章 PCIe SR-IOV 仮想機能の使用による I/O ドメインの作成 109

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E71844-01&id=LDSRMldm-1m


InfiniBand 仮想機能を作成する方法

■ 文字列 IOVIB は、物理機能が InfiniBand SR-IOV デバイスであることを示します。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS
----                                      ----   ---      ------   ------
pci_0                                     BUS    pci_0    primary
niu_0                                     NIU    niu_0    primary
/SYS/MB/RISER0/PCIE0                      PCIE   pci_0    primary  EMP
/SYS/MB/RISER1/PCIE1                      PCIE   pci_0    primary  EMP
/SYS/MB/RISER2/PCIE2                      PCIE   pci_0    primary  EMP
/SYS/MB/RISER0/PCIE3                      PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/RISER1/PCIE4                      PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/RISER2/PCIE5                      PCIE   pci_0    primary  EMP
/SYS/MB/SASHBA0                           PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/SASHBA1                           PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/RISER0/PCIE3/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary

次のコマンドは、指定された物理機能についての詳細を表示します。値 maxvfs は、
デバイスがサポートする仮想機能の最大数を示しています。

primary# ldm list-io -l /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS
----                                      ----   ---      ------   ------
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0]
    maxvfs = 64

次の例は、静的仮想機能を作成する方法を示しています。まず、primary ドメインで
遅延再構成を開始し、pci_0 PCIe バスで I/O 仮想化を有効にします。pci_0 バスはす
でに primary ルートドメインに割り当てられているため、ldm set-io コマンドを使
用して、I/O 仮想化を有効にします。

primary# ldm start-reconf primary
Initiating a delayed reconfiguration operation on the primary domain.
All configuration changes for other domains are disabled until the primary
domain reboots, at which time the new configuration for the primary domain
will also take effect.

primary# ldm set-io iov=on pci_0
-----------------------------------------------------------------------
Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.
Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.
-----------------------------------------------------------------------

これで、ldm create-vf コマンドを使用して、/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0
物理機能から仮想機能を作成できます。

primary# ldm create-vf /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0
-----------------------------------------------------------------------
Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.
Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.
----------------------------------------------------------------------
Created new vf: /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0
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同じ遅延再構成中に複数の仮想機能を作成できます。次のコマンドは、2 つ目の仮想
機能を作成します。

primary# ldm create-vf /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0
-----------------------------------------------------------------------
Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.
Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.
-----------------------------------------------------------------------
Created new vf: /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1

最後に、primary ルートドメインをリブートして、変更を有効にします。

primary# shutdown -i6 -g0 -y
Shutdown started.

Changing to init state 6 - please wait
...

InfiniBand 仮想機能を破棄する方法

この手順では、InfiniBand SR-IOV 仮想機能を破棄する方法について説明します。

仮想機能が現在ドメインに割り当てられていない場合は、その仮想機能を破棄できま
す。仮想機能は作成した逆の順序でしか破棄できないため、破棄できるのは最後に作
成した仮想機能だけです。結果として作成される構成は、物理機能ドライバによって
検証されます。

1. ルートドメインで遅延再構成を開始します。
primary# ldm start-reconf root-domain-name

2. そのルートドメインから物理機能に関連付けられている 1 つ以上の仮想機能を破棄し
ます。
primary# ldm destroy-vf vf-name

このコマンドは、破棄する仮想機能ごとに実行できます。-n オプションを使用す
ると、1 回のコマンドで同じ物理機能から複数の仮想機能を破棄することもできま
す。例12「複数の Ethernet SR-IOV 仮想機能の破棄」および ldm(1M) のマニュアル
ページを参照してください。

3. ルートドメインをリブートします。
次のいずれかのコマンドを実行します。

■ primary 以外のルートドメインをリブートします。
primary# ldm stop-domain -r root-domain

■ primary ルートドメインをリブートします。
primary# shutdown -i6 -g0 -y
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例   19 InfiniBand 仮想機能の破棄

次の例に、静的 InfiniBand 仮想機能 /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1 を破棄
する方法を示します。

ldm list-io コマンドは、バス、物理機能、および仮想機能に関する情報を表示しま
す。
primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN STATUS
----                                      ----   ---      ------ ------
pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV
...
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary
...
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0        VF     pci_0
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1        VF     pci_0

ldm list-io -l コマンドを使用して、物理機能と関連する仮想機能の詳細を取得で
きます。
primary# ldm list-io -l /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN STATUS
----                                      ----   ---      ------ ------
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0]
    maxvfs = 64
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0        VF     pci_0
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,1]
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1        VF     pci_0
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,2]

仮想機能は、ドメインに割り当てられていない場合にのみ破棄できます。ldm list-
io -l 出力の DOMAIN 列に、仮想機能が割り当てられているドメインの名前が表示
されます。また、仮想機能は、作成した逆の順序で破棄する必要があります。その
ため、この例では、/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0 仮想機能を破棄する前
に、/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1 仮想機能を破棄する必要があります。

適切な機能を識別したら、それを破棄できます。まず、遅延再構成を開始します。
primary# ldm start-reconf primary
Initiating a delayed reconfiguration operation on the primary domain.
All configuration changes for other domains are disabled until the primary
domain reboots, at which time the new configuration for the primary domain
will also take effect.

primary# ldm destroy-vf /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1
-----------------------------------------------------------------------
Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.
Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.
-----------------------------------------------------------------------

遅延再構成中に 1 つ以上の ldm destroy-vf コマンドを発行できます。したがっ
て、/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0 も破棄できます。

最後に、primary ルートドメインをリブートして、変更を有効にします。
primary# shutdown -i6 -g0 -y
Shutdown started.
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Changing to init state 6 - please wait
...

I/O ドメイン上の InfiniBand 仮想機能の追加および削
除

InfiniBand 仮想機能を I/O ドメインに追加する方法

この手順では、InfiniBand SR-IOV 仮想機能を I/O ドメインに追加する方法について説
明します。

1. I/O ドメインを停止します。
primary# ldm stop-domain domain-name

2. I/O ドメインに、1 つ以上の仮想機能を追加します。
vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、仮名を使用するこ
とです。domain-name は仮想機能を追加するドメインの名前を指定します。指定され
た I/O ドメインは、アクティブでない状態またはバインドされた状態である必要があ
ります。
primary# ldm add-io vf-name domain-name

3. I/O ドメインを起動します。
primary# ldm start-domain domain-name

例   20 InfiniBand 仮想機能の追加

次の例に、/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2 仮想機能を iodom1 I/O ドメイン
に追加する方法を示します。

まず、割り当てる仮想機能を識別します。
primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN STATUS
----                                      ----   ---      ------ ------
pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV
...
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary
...
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0        VF     pci_0
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1        VF     pci_0
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2        VF     pci_0
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF3        VF     pci_0

I/O ドメインに仮想機能を追加するには、割り当て解除する必要があります。
DOMAIN 列は、仮想機能が割り当てられているドメインの名前を示します。この例
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では、/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2 がドメインに割り当てられていませ
ん。

ドメインに仮想機能を追加するには、ドメインがアクティブでないかバインドされた
状態である必要があります。

primary# ldm list-domain
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  NORM  UPTIME
primary          active     -n-cv-  UART    32    64G      0.2%  0.2%  56m
iodom1           active     -n----  5000    8     8G        33%   33%  25m

ldm list-domain 出力には、iodom1 I/O ドメインがアクティブであることが示されて
いるため、それを停止する必要があります。

primary# ldm stop iodom1
LDom iodom1 stopped
primary# ldm list-domain
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  NORM  UPTIME
primary          active     -n-cv-  UART    32    64G      0.0%  0.0%  57m
iodom1           bound      ------  5000    8     8G

これで、I/O ドメインに仮想機能を追加できます。

primary# ldm add-io /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2 iodom1
primary# ldm list-io
...
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2        VF     pci_0    iodom1

I/O ドメインの停止中に 1 つ以上の仮想機能を追加できます。たとえば、/SYS/MB/
RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF3 などのほかの未割り当ての仮想機能を iodom1 に追加
できます。仮想機能を追加したら、I/O ドメインを再起動できます。

primary# ldm start iodom1
LDom iodom1 started
primary# ldm list-domain
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  NORM  UPTIME
primary          active     -n-cv-  UART    32    64G      1.0%  1.0%  1h 18m
iodom1           active     -n----  5000    8     8G        36%   36%  1m

InfiniBand 仮想機能を I/O ドメインから削除する方法

この手順では、InfiniBand SR-IOV 仮想機能を I/O ドメインから削除する方法について
説明します。

1. I/O ドメインを停止します。
primary# ldm stop-domain domain-name

2. I/O ドメインから、1 つ以上の仮想機能を削除します。
vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、デバイスの仮名
を使用することです。domain-name は仮想機能を削除するドメインの名前を指定しま
す。指定された I/O ドメインは、アクティブでない状態またはバインドされた状態で
ある必要があります。
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注記 - 仮想機能を I/O ドメインから削除する前に、それがそのドメインのブートに必須
ではないことを確認してください。

primary# ldm remove-io vf-name domain-name

3. I/O ドメインを起動します。
primary# ldm start-domain domain-name

例   21 InfiniBand 仮想機能の削除

次の例に、/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2 仮想機能を iodom1 I/O ドメイン
から削除する方法を示します。

まず、削除する仮想機能を識別します。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN STATUS
----                                      ----   ---      ------ ------
pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV
...
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary
...
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0        VF     pci_0
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1        VF     pci_0
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2        VF     pci_0    iodom1
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF3        VF     pci_0    iodom1

DOMAIN 列に、仮想機能が割り当てられているドメインの名前が表示されま
す。/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2 仮想機能は iodom1 に割り当てられてい
ます。

I/O ドメインから仮想機能を削除するには、ドメインがアクティブでないかバインド
された状態である必要があります。ldm list-domain コマンドを使用して、ドメイン
の状態を判断します。

primary# ldm list-domain
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  NORM  UPTIME
primary          active     -n-cv-  UART    32    64G      0.3%  0.3%  29m
iodom1           active     -n----  5000    8     8G        17%   17%  11m

この例では、iodom1 ドメインがアクティブであるため、停止する必要があります。

primary# ldm stop iodom1
LDOM iodom1 stopped
primary# ldm list-domain
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  NORM  UPTIME
primary          active     -n-cv-  UART    32    64G      0.0%  0.0%  31m
iodom1           bound      ------  5000    8     8G

これで、/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2 仮想機能を iodom1 から削除できま
す。

primary# ldm remove-io /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2 iodom1
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primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN STATUS
----                                      ----   ---      ------ ------
...
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2        VF     pci_0
...

仮想機能の DOMAIN 列は空になっています。

I/O ドメインの停止中に複数の仮想機能を削除できます。この例では、/SYS/MB/
RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF3 仮想機能も削除できます。仮想機能を削除したら、I/
O ドメインを再起動できます。

primary# ldm start iodom1
LDom iodom1 started
primary# ldm list-domain
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  NORM  UPTIME
primary          active     -n-cv-  UART    32    64G      0.3%  0.3%  39m
iodom1           active     -n----  5000    8     8G       9.4%  9.4%  5s

ルートドメインへの InfiniBand 仮想機能の追加およ
び削除

InfiniBand 仮想機能をルートドメインに追加する方法

この手順では、InfiniBand SR-IOV 仮想機能をルートドメインに追加する方法について
説明します。

1. 遅延再構成を開始します。
primary# ldm start-reconf root-domain

2. ルートドメインに、1 つ以上の仮想機能を追加します。
vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、仮名を使用する
ことです。root-domain-name は仮想機能を追加するルートドメインの名前を指定しま
す。

primary# ldm add-io vf-name root-domain-name

3. ルートドメインをリブートします。
次のいずれかのコマンドを実行します。

■ primary 以外のルートドメインをリブートします。
primary# ldm stop-domain -r root-domain-name

■ primary ルートドメインをリブートします。
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primary# shutdown -i6 -g0 -y

InfiniBand 仮想機能をルートドメインから削除する方法

この手順では、InfiniBand SR-IOV 仮想機能をルートドメインから削除する方法につい
て説明します。

1. 遅延再構成を開始します。
primary# ldm start-reconf root-domain

2. ルートドメインから、1 つ以上の仮想機能を削除します。
vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、仮名を使用する
ことです。root-domain-name は仮想機能を追加するルートドメインの名前を指定しま
す。

primary# ldm remove-io vf-name root-domain-name

3. ルートドメインをリブートします。
次のいずれかのコマンドを実行します。

■ primary 以外のルートドメインをリブートします。
primary# ldm stop-domain -r root-domain-name

■ primary ルートドメインをリブートします。
primary# shutdown -i6 -g0 -y

高度な SR-IOV のトピック: InfiniBand SR-IOV

このセクションでは、InfiniBand 物理機能および仮想機能を識別し、Logical Domains
Manager と InfiniBand 物理機能および仮想機能の Oracle Solaris ビューを関連付ける方
法について説明します。

InfiniBand SR-IOV 仮想機能の一覧表示

次の例に、/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0 物理機能に関する情報を表示するさま
ざまな方法を示します。文字列 IOVIB を含む物理機能名は、それが InfiniBand SR-IOV
デバイスであることを示します。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS
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----                                      ----   ---      ------   ------
pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV
niu_0                                     NIU    niu_0    primary
/SYS/MB/RISER0/PCIE0                      PCIE   pci_0    primary  EMP
/SYS/MB/RISER1/PCIE1                      PCIE   pci_0    primary  EMP
/SYS/MB/RISER2/PCIE2                      PCIE   pci_0    primary  EMP
/SYS/MB/RISER0/PCIE3                      PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/RISER1/PCIE4                      PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/RISER2/PCIE5                      PCIE   pci_0    primary  EMP
/SYS/MB/SASHBA0                           PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/SASHBA1                           PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/RISER0/PCIE3/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary
/SYS/MB/RISER0/PCIE3/IOVIB.PF0.VF0        VF     pci_0    primary
/SYS/MB/RISER0/PCIE3/IOVIB.PF0.VF1        VF     pci_0    primary
/SYS/MB/RISER0/PCIE3/IOVIB.PF0.VF2        VF     pci_0    iodom1
/SYS/MB/RISER0/PCIE3/IOVIB.PF0.VF3        VF     pci_0    iodom1
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0        VF     pci_0    primary
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1        VF     pci_0    primary
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2        VF     pci_0    iodom1
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF3        VF     pci_0    iodom1

ldm list-io -l コマンドは、指定した物理機能デバイス /SYS/MB/RISER1/PCIE4/
IOVIB.PF0 に関する詳細を表示します。maxvfs 値は、物理デバイスでサポートされ
ている仮想機能の最大数が 64 であることを示しています。物理機能に関連付けられた
各仮想機能では、出力が次のように示されます。

■ 機能名
■ 機能のタイプ
■ バス名
■ ドメイン名
■ 機能のオプションのステータス
■ デバイスパス

この ldm list-io -l の出力には、VF0 および VF1 が primary ドメインに割り当てら
れており、VF2 および VF3 が iodom1 I/O ドメインに割り当てられていることが示され
ます。

primary# ldm list-io -l /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS
----                                      ----   ---      ------   ------
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0]
    maxvfs = 64
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0        VF     pci_0    primary
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,1]
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1        VF     pci_0    primary
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,2]
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2        VF     pci_0    iodom1
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,3]
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF3        VF     pci_0    iodom1
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[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,4]

InfiniBand SR-IOV 機能の識別

このセクションでは、InfiniBand SR-IOV デバイスを識別する方法について説明しま
す。

ldm list-io -l コマンドを使用して、各物理機能および仮想機能に関連付けられて
いる Oracle Solaris デバイスパス名を表示します。
primary# ldm list-io -l /SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS
----                                      ----   ---      ------   ------
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0            PF     pci_0    primary
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0]
    maxvfs = 64
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF0        VF     pci_0    primary
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,1]
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF1        VF     pci_0    primary
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,2]
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF2        VF     pci_0    iodom1
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,3]
/SYS/MB/RISER1/PCIE4/IOVIB.PF0.VF3        VF     pci_0    iodom1
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0,4]

各 IP over InfiniBand (IPoIB) インスタンスをその物理カードに一致させるには、dladm
show-phys -L コマンドを使用します。たとえば、次のコマンドは、スロット PCIE4
にあるカード (前の ldm list-io -l の例で示された同じカード) を使用する IPoIB イ
ンスタンスを表示します。
primary# dladm show-phys -L | grep PCIE4
net5              ibp0         PCIE4/PORT1
net6              ibp1         PCIE4/PORT2
net19             ibp8         PCIE4/PORT1
net9              ibp9         PCIE4/PORT2
net18             ibp4         PCIE4/PORT1
net11             ibp5         PCIE4/PORT2

各 InfiniBand ホストチャネルアダプタ (HCA) デバイスは、グローバル一意識別子
(GUID) を持ちます。各ポートに GUID があります (通常は HCA への 2 つのポートが
あります)。InfiniBand HCA の GUID は、アダプタを一意に識別します。ポート GUID
は各 HCA ポートを一意に識別し、ネットワークデバイスの MAC アドレスに似た役割
を持ちます。これらの 16 進数の GUID は、InfiniBand 管理ツールと診断ツールで使用
されます。

InfiniBand SR-IOV デバイスに関する GUID 情報を取得するには、dladm show-ib コマ
ンドを使用します。同じデバイスの物理機能と仮想機能は、関連した HCA GUID 値を
持ちます。HCA GUID の 16 進数の 11 桁目は、物理機能とその仮想機能の関係を示し
ます。HCAGUID 列と PORTGUID 列の先頭のゼロは表示されません。

たとえば、物理機能 PF0 には 2 つの仮想機能 VF0 および VF1 があり、これらは
primary ドメインに割り当てられています。各仮想機能の 16 進数の 11 桁目は、関
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連する物理機能から 1 つ増やされます。そのため、PF0 の GUID が 8 の場合、VF0 と
VF1 の GUID はそれぞれ 9 と A になります。

次の dladm show-ib コマンド出力は、net5 および net6 リンクが物理機能 PF0 に
属することを示しています。net19 および net9 リンクは同じデバイスの VF0 に属
し、net18 および net11 リンクは VF1 に属します。

primary# dladm show-ib
LINK         HCAGUID         PORTGUID        PORT STATE  PKEYS
net6         21280001A17F56  21280001A17F58  2    up     FFFF
net5         21280001A17F56  21280001A17F57  1    up     FFFF
net19        21290001A17F56  14050000000001  1    up     FFFF
net9         21290001A17F56  14050000000008  2    up     FFFF
net18        212A0001A17F56  14050000000002  1    up     FFFF
net11        212A0001A17F56  14050000000009  2    up     FFFF

次の dladm show-phys の出力にあるデバイスは、各リンクと基本となる InfiniBand
ポートデバイス (ibpX) の関係を示しています。

primary# dladm show-phys
LINK              MEDIA                STATE      SPEED  DUPLEX    DEVICE
...
net6              Infiniband           up         32000  unknown   ibp1
net5              Infiniband           up         32000  unknown   ibp0
net19             Infiniband           up         32000  unknown   ibp8
net9              Infiniband           up         32000  unknown   ibp9
net18             Infiniband           up         32000  unknown   ibp4
net11             Infiniband           up         32000  unknown   ibp5

実際の InfiniBand ポート (IB ポート) デバイスパスを表示するには、ls -l コマンド
を使用します。IB ポートデバイスは、ldm list-io -l 出力で表示されるデバイス
パスの子です。物理機能は、pciex15b3,673c@0 のような 1 部のユニットアドレス
を持ち、仮想機能は 2 部のユニットアドレス pciex15b3,1002@0,2 を持ちます。ユ
ニットアドレスの 2 番目の部分は、仮想機能の数値より 1 つ大きくなります。(この
例では、2 番目の成分は 2 であるため、このデバイスは仮想機能 1 です。)次の出力
は、/dev/ibp0 が物理機能で、/dev/ibp5 が仮想機能であることを示しています。

primary# ls -l /dev/ibp0
lrwxrwxrwx   1 root     root          83 Apr 18 12:02 /dev/ibp0 ->
../devices/pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,673c@0/hermon@0/ibport@1,0,ipib:ibp0
primary# ls -l /dev/ibp5
lrwxrwxrwx   1 root     root          85 Apr 22 23:29 /dev/ibp5 ->
../devices/pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/pciex15b3,1002@0,2/hermon@3/ibport@2,0,ipib:ibp5

OpenFabrics ibv_devices コマンドを使用して、OpenFabrics デバイス名とノード
(HCA) GUID を表示できます。仮想機能が存在する場合、Type 列は機能が物理か仮想
かを示しています。

primary# ibv_devices
device                 node GUID            type
------              ----------------        ----
mlx4_4              0002c90300a38910         PF
mlx4_5              0021280001a17f56         PF
mlx4_0              0002cb0300a38910         VF
mlx4_1              0002ca0300a38910         VF
mlx4_2              00212a0001a17f56         VF                        
mlx4_3              0021290001a17f56         VF
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ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能の使用

SR-IOV ファイバチャネルホストバスアダプタ (HBA) には、1 つ以上のポートが搭載
されている場合があり、それぞれが SR-IOV 物理機能として表示されます。ファイバ
チャネル物理機能は、そのデバイス名内の IOVFC 文字列で識別できます。

ファイバチャネル物理機能ごとに、カードの製造元から提供された一意のポート
WWN (World Wide Name) およびノード WWN の値が割り当てられています。ファイバ
チャネル物理機能から仮想機能を作成すると、仮想機能はファイバチャネル HBA デ
バイスのように動作します。仮想機能ごとに、SAN ファブリックのポート WWN およ
びノード WWN で指定された一意の識別情報が割り当てられている必要があります。
Logical Domains Manager を使用すると、ポート WWN およびノード WWN を自動また
は手動で割り当てることができます。独自の値を割り当てれば、どの仮想機能の識別
情報でも完全に制御できます。

ファイバチャネル HBA 仮想機能では、SAN ファブリックにログインする際に、
N_Port ID 仮想化 (NPIV) 方法が使用されます。この NPIV 要件のために、ファイバ
チャネル HBA ポートを NPIV 対応のファイバチャネルスイッチに接続する必要があり
ます。仮想機能は、SR-IOV カードのハードウェアまたはファームウェアで完全に管
理されます。これらの例外を除いて、ファイバチャネル仮想機能は SR-IOV ファイバ
HBA 以外のデバイスと同じように動作します。SR-IOV 仮想機能は、SR-IOV 以外の
デバイスと同じ機能を持っているため、どちらの構成でも、すべてのタイプの SAN ス
トレージデバイスがサポートされます。

仮想機能の一意のポート WWN およびノード WWN の値を使用すると、SAN 管理者
は SR-IOV ファイバチャネル HBA ポート以外の場合と同じ方法で、仮想機能にスト
レージを割り当てることができます。この管理には、ゾーニング、LUN マスキング、
および QoS (Quality of Service) が含まれます。ルートドメイン内の物理機能に表示させ
ずに、特定の論理ドメインに排他的にアクセスできるようにストレージを構成できま
す。

静的 SR-IOV 方法と動的 SR-IOV 方法の両方を使用すると、ファイバチャネル SR-IOV
デバイスを管理できます。

ファイバチャネル SR-IOV のハードウェア要件

必要な PCIe ファイバチャネル SR-IOV ハードウェアについて
は、78 ページの「SR-IOV のハードウェア要件とソフトウェア要件」を参照してく
ださい。

■ 制御ドメイン。
■ QLogic カード。Oracle Solaris 11.2 OS 以上
■ Emulex カード。Oracle Solaris 11.1 SRU 17 OS 以上
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■ I/O ドメイン。
■ QLogic カード。Oracle Solaris 11.2 OS 以上
■ Emulex カード。Oracle Solaris 11.1 SRU 17 OS 以上

ファイバチャネル SR-IOV の要件と制限事項

ファイバチャネル SR-IOV 機能には、次のような推奨事項と制限事項があります。

■ SR-IOV カードでは、SR-IOV 機能がサポートされている最新バージョンのファー
ムウェアが実行されている必要があります。

■ ファイバチャネル PCIe カードは、NPIV がサポートされていて、PCIe カードとの
互換性のあるファイバチャネルスイッチに接続されている必要があります。

■ Logical Domains Manager では、すべてのシステムの制御ドメインを同じ SAN ファ
ブリックに接続し、同じマルチキャストドメインの一部にすることで、一意の
port-wwn および node-wwn プロパティー値が適切に自動生成されます。
この環境を構成できない場合は、仮想機能を作成するときに、node-wwn および
port-wwn の値を手動で指定する必要があります。この動作によって、命名競合は
発生しなくなります。123 ページの「ファイバチャネル仮想機能の World-Wide
Name の割り当て」を参照してください。

ファイバチャネルデバイスクラス固有のプロパティー

ldm create-vf または ldm set-io コマンドを使用すると、次のファイバチャネル仮
想機能のプロパティーを設定できます。

bw-percent ファイバチャネル仮想機能に割り当てられる帯域幅の割合を指定
します。有効な値は、0 から 100 までです。ファイバチャネル物
理機能の仮想機能に割り当てられた帯域幅の合計値が 100 を超え
ることはできません。その仮想機能が、同じ物理機能を共有する
ほかの仮想機能によってまだ予約されていない帯域幅の正当な割
当量を受け取れるように、デフォルト値は 0 になっています。

node-wwn ファイバチャネル仮想機能のノードの World Wide Name (WWN)
を指定します。ゼロ以外の値が有効です。デフォルトでは、こ
の値は自動的に割り当てられます。この値を手動で指定する場
合は、port-wwn プロパティーの値も指定する必要があります。
詳細については、123 ページの「ファイバチャネル仮想機能の
World-Wide Name の割り当て」を参照してください。

port-wwn ファイバチャネル仮想機能のポートの WWN を指定します。ゼ
ロ以外の値が有効です。デフォルトでは、この値は自動的に割
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り当てられます。この値を手動で指定する場合は、node-wwn
プロパティーの値も指定する必要があります。詳細について
は、123 ページの「ファイバチャネル仮想機能の World-Wide
Name の割り当て」を参照してください。

node-wwn または port-wwn プロパティー値は、ファイバチャネル仮想機能が使用中の
ときには変更できません。ただし、bw-percent プロパティー値は、ファイバチャネ
ル仮想機能が使用中のときでも動的に変更できます。

ファイバチャネル仮想機能の World-Wide Name の割り当て

Logical Domains Manager では、ファイバチャネル仮想機能の World-Wide Name の自動
割り当てと手動割り当ての両方がサポートされています。

World-Wide Name の自動割り当て

Logical Domains Manager は、自動 MAC アドレス割り当てプールから一意の MAC
アドレスを割り当て、IEEE 形式の node-wwn および port-wwn プロパティー値を
作成します。

port-wwn = 10:00:XX:XX:XX:XX:XX:XX
node-wwn = 20:00:XX:XX:XX:XX:XX:XX

XX:XX:XX:XX:XX:XX は、自動的に割り当てられた MAC アドレスです。
同じファイバチャネルファブリックに接続されているすべてのシステムの制御
ドメインが Ethernet でも接続されていて、同じマルチキャストドメインの一部に
なっている場合、この自動割り当て方法で一意の WWN が生成されます。この要
件を満たすことができない場合は、一意の WWN を手動で割り当てる必要があり
ます。これは、SAN で必須です。

World-Wide Name の手動割り当て

一意の WWN は、任意の方法を使用して構築できます。このセクションでは、
Logical Domains Manager の手動 MAC アドレス割り当てプールから WWN を作成
する方法について説明します。割り当てられた WWN の一意性を保証する必要が
あります。
Logical Domains Manager には、00:14:4F:FC:00:00 - 00:14:4F:FF:FF:FF の範囲
で手動で割り当てられる 256,000 個の MAC アドレスのプールがあります。
次の例は、MAC アドレス 00:14:4F:FC:00:01 に基づいた port-wwn および
node-wwn プロパティー値を示しています。

port-wwn = 10:00:00:14:4F:FC:00:01
node-wwn = 20:00:00:14:4F:FC:00:01

00:14:4F:FC:00:01 は、手動で割り当てられた MAC アドレスです。MAC アド
レスの自動割り当てについては、253 ページの「自動または手動による MAC ア
ドレスの割り当て」を参照してください。
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注記 - SAN ストレージの予測可能な構成を保証するには、WWN を手動で割り当てる
ことが最適な方法です。

すべてのシステムが Ethernet で同じマルチキャストドメインに接続されていない場合
は、WWN の手動割り当て方法を使用する必要があります。この方法を使用すれば、
ファイバチャネル仮想機能が破棄され、再作成されたときに、同じ WWN が使用され
ることを保証することもできます。

ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能の作成

このセクションでは、仮想機能を動的に作成および破棄する方法を説明します。これ
らのアクションを実行するために動的方法を使用できない場合は、仮想機能を作成ま
たは破棄する前に、ルートドメインで遅延再構成を開始します。

ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能を作成する方法

この動的方法を使用できない場合は、代わりに静的方法を使用してくださ
い。83 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。

1. 仮想機能デバイスを識別します。
primary# ldm list-io

仮想機能の名前には、PCIe SR-IOV カードまたはオンボードのデバイスの場所情報が
含まれています。

2. 物理機能を持つバスで I/O 仮想化が有効になっていない場合は、有効にします。
この手順は、物理機能を持つバスに対して、I/O 仮想化がすでに有効にされていない
場合にのみ実行します。

86 ページの「PCIe バスに対する I/O 仮想化を有効にする方法」を参照してくださ
い。

3. 物理機能から単一の仮想機能または複数の仮想機能を動的または静的に作成します。
1 つ以上の仮想機能を作成したあとに、それをゲストドメインに割り当てることがで
きます。

■ 動的方法:

■ 物理機能から複数の仮想機能を一度にすべて作成するには、次のコマンドを
使用します。
primary# ldm create-vf -n number | max pf-name
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該当する物理機能に対応するすべての仮想機能を一度に作成するには、ldm
create-vf -n max コマンドを使用します。このコマンドは、仮想機能ご
とにポート WWN とノード WWN を自動的に割り当て、bw-percent プロパ
ティーをデフォルト値の 0 に設定します。この値は、すべての仮想機能に公
正な帯域幅が割り当てられるように指定します。

ヒント - 物理機能に対応するすべての仮想機能を一度に作成します。WWN を手動で割
り当てる場合は、まず仮想機能をすべて作成してから、ldm set-io コマンドを使用
して、仮想機能ごとに WWN の値を手動で割り当てます。この方法を使用すると、物
理機能から仮想機能を作成するときの状態遷移の数が最小限になります。

パス名または仮名を使用して、仮想機能を指定することができます。ただ
し、推奨される方法は、仮名を使用することです。

■ 物理機能から 1 つの仮想機能を作成するには、次のコマンドを使用します。

ldm create-vf [bw-percent=value] [port-wwn=value node-wwn=value] pf-name

ファイバチャネルクラス固有のプロパティー値を手動で指定することもでき
ます。

注記 - 新しく作成した仮想機能は、OS が IOV デバイスをプローブしている間は即時使
用できない場合があります。ldm list-io コマンドを使用して、親の仮想機能と子の
仮想機能の「ステータス」列に INV 値があるかどうかを確認します。これらの列にこ
の値が存在する場合は、ldm list-io の出力で「ステータス」列に INV 値が表示され
なくなるのを待ってから (約 45 秒)、物理機能や子の仮想機能を使用します。このス
テータスが解決しない場合は、デバイスに問題があります。

ルートドメインのリブート (primary のリブートを含む) 直後や、ldm create-vf また
は ldm destroy-vf コマンドの使用直後は、デバイスのステータスが INV である可能
性があります。

■ 静的方法:

a.   遅延再構成を開始します。

primary# ldm start-reconf root-domain-name

b.   物理機能から単一の仮想機能または複数の仮想機能を作成します。
仮想機能を動的に作成するには、上記で示したものと同じコマンドを使用し
ます。

c.   ルートドメインをリブートします。
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■ primary 以外のルートドメインをリブートするには:

primary# ldm stop-domain -r root-domain

■ primary ルートドメインをリブートするには:

primary# shutdown -i6 -g0 -y

例   22 ファイバチャネル物理機能に関する情報の表示

この例は、/SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0 物理機能に関する情報を示しています。

■ この物理機能は、PCIE スロット PCIE7 の基板にあります。
■ 文字列 IOVFC は、物理機能がファイバチャネル SR-IOV デバイスであることを示

します。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS
----                                      ----   ---      ------   ------
pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV
pci_1                                     BUS    pci_1    rootdom1 IOV
niu_0                                     NIU    niu_0    primary
niu_1                                     NIU    niu_1    primary
/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP
/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP
/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC
/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1    rootdom1 OCC
/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1    rootdom1 OCC
/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    rootdom1 OCC
/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    rootdom1 OCC
/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1    rootdom1 OCC
/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1    rootdom1 OCC
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0                  PF     pci_1    rootdom1
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1                  PF     pci_1    rootdom1          
/SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0                   PF     pci_1    rootdom1
/SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF1                   PF     pci_1    rootdom1
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_1    rootdom1
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    rootdom1

次のコマンドは、指定された物理機能についての詳細を表示します。値 maxvfs は、
デバイスがサポートする仮想機能の最大数を示しています。

primary# ldm list-io -l /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   
----                                      ----   ---      ------   ------   
/SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0                   PF     pci_0    rootdom1           
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@6/SUNW,emlxs@0]
    maxvfs = 8
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例   23 オプションのプロパティーを設定しないファイバチャネル仮想機能の動的な作成

次の例は、オプションのプロパティーを設定せずに仮想機能を動的に作成します。
この場合、ldm create-vf コマンドは、デフォルトの帯域幅 (パーセント)、ポート
WWN (World-Wide Name)、およびノード WWN の値を自動的に割り当てます。

pci_1 PCIe バスで、I/O 仮想化が有効にされていることを確認しま
す。86 ページの「PCIe バスに対する I/O 仮想化を有効にする方法」を参照してく
ださい。

ldm create-vf コマンドを使用すると、/SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0 物理機能からす
べての仮想機能を作成できます。
primary# ldm create-vf -n max /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0
Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0
Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF1
Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF2
Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF3
Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF4
Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF5
Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF6
Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF7

例   24 ファイバチャネル仮想機能の動的な作成とプロパティーの設定

この例では、bw-percent プロパティー値を 25 に設定したときに仮想機能を動的に作
成し、ポート WWN とノード WWN を指定します。
primary# ldm create-vf port-wwn=10:00:00:14:4F:FC:00:01 \
node-wwn=20:00:00:14:4F:FC:00:01 bw-percent=25 /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0

例   25 オプションのプロパティーを設定しないファイバチャネル仮想機能の静的な作成

次の例では、オプションのプロパティーを設定せずに仮想機能を静的に作成します。
この場合、ldm create-vf コマンドは、デフォルトの帯域幅 (パーセント)、ポート
WWN (World-Wide Name)、およびノード WWN の値を自動的に割り当てます。

まず、rootdom1 ドメインで遅延再構成を開始します。次に、pci_1 PCIe バスで I/O
仮想化を有効にします。pci_1 バスはすでに rootdom1 ルートドメインに割り当てら
れているため、ldm set-io コマンドを使用して、I/O 仮想化を有効にします。
primary# ldm start-reconf rootdom1
Initiating a delayed reconfiguration operation on the rootdom1 domain.
All configuration changes for other domains are disabled until the rootdom1
domain reboots, at which time the new configuration for the rootdom1 domain
will also take effect.

primary# ldm set-io iov=on pci_1

ここで、ldm create-vf コマンドを使用すると、/SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0 物理機
能からすべての仮想機能を作成できます。
primary# ldm create-vf -n max /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0

------------------------------------------------------------------------------
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Notice: The rootdom1 domain is in the process of a delayed reconfiguration.
Any changes made to the rootdom1 domain will only take effect after it reboots.
------------------------------------------------------------------------------

Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0
Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF1
Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF2
Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF3
Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF4
Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF5
Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF6
Created new vf: /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF7

最後に、次の方法のいずれかで、rootdom1 ルートドメインをリブートして、変更を
有効にします。

■ rootdom1 は、primary 以外のルートドメインです。

primary# ldm stop-domain -r rootdom1

■ rootdom1 は、primary ドメインです

primary# shutdown -i6 -g0 -y

ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能の破棄
仮想機能が現在ドメインに割り当てられていない場合は、その仮想機能を破棄できま
す。仮想機能は作成した逆の順序でしか破棄できないため、破棄できるのは最後に作
成した仮想機能だけです。結果として作成される構成は、物理機能ドライバによって
検証されます。

ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能を破棄する方法

この動的方法を使用できない場合は、代わりに静的方法を使用してくださ
い。83 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。

1. 仮想機能デバイスを識別します。
primary# ldm list-io

2. 単一の仮想機能または複数の仮想機能を動的または静的に破棄します。

■ 動的方法:

■ 物理機能から複数の仮想機能を一度にすべて破棄するには、次のコマンドを
使用します。
primary# ldm destroy-vf -n number | max pf-name

パス名または仮名を使用して、仮想機能を指定することができます。ただ
し、推奨される方法は、仮名を使用することです。
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該当する物理機能に対応するすべての仮想機能を一度に破棄するには、ldm
destroy-vf -n max コマンドを使用します。

-n オプションへの引数として number を指定した場合は、仮想機能の最後の
number が破棄されます。この操作を実行しても 1 つの物理機能デバイスドラ
イバの状態しか遷移しないため、この方法を使用してください。

■ 指定した仮想機能を破棄するには:

primary# ldm destroy-vf vf-name

影響を受けるハードウェアや OS で遅延が発生しているために、影響を受ける物
理機能と残りの子の仮想機能が即時使用できない可能性もあります。ldm list-
io コマンドを使用して、親の仮想機能と子の仮想機能の「ステータス」列に INV
値があるかどうかを確認します。これらの列にこの値が存在する場合は、ldm
list-io の出力で「ステータス」列に INV 値が表示されなくなるのを待ちます
(約 45 秒)。この時点で、その物理機能や子の仮想機能を安全に使用できるように
なります。このステータスが解決しない場合は、デバイスに問題があります。

ルートドメインのリブート (primary のリブートを含む) 直後や、ldm create-vf
または ldm destroy-vf コマンドの使用直後は、デバイスのステータスが INV で
ある可能性があります。

■ 静的方法:

a.   遅延再構成を開始します。

primary# ldm start-reconf root-domain-name

b.   単一の仮想機能または複数の仮想機能を破棄します。

■ 指定した物理機能から仮想機能を一度にすべて破棄するには、次のコマ
ンドを使用します。

primary# ldm destroy-vf -n number | max pf-name

パス名または仮名を使用して、仮想機能を指定することができます。た
だし、推奨される方法は、仮名を使用することです。

■ 指定した仮想機能を破棄するには:

primary# ldm destroy-vf vf-name

c.   ルートドメインをリブートします。

■ primary 以外のルートドメインをリブートするには:

primary# ldm stop-domain -r root-domain
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■ primary ルートドメインをリブートするには:

primary# shutdown -i6 -g0 -y

例   26 複数のファイバチャネル SR-IOV 仮想機能の動的な破棄

この例は、/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1 物理機能からすべての仮想機能を破棄した結
果を示しています。ldm list-io の出力には、物理機能が 8 つの仮想機能を持ってい
ることが示されています。ldm destroy-vf -n max コマンドは、すべての仮想機能
を破棄します。最終的な ldm list-io の出力には、仮想機能が 1 つも残っていないこ
とが示されています。

primary# ldm list-io
...
/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1                   PF     pci_1                      
/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1.VF0               VF     pci_1                      
/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1.VF1               VF     pci_1                      
/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1.VF2               VF     pci_1                      
/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1.VF3               VF     pci_1                      
/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1.VF4               VF     pci_1                      
/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1.VF5               VF     pci_1                      
/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1.VF6               VF     pci_1                      
/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1.VF7               VF     pci_1                      
primary# ldm destroy-vf -n max /SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1
primary# ldm list-io
...
/SYS/MB/PCIE5/IOVFC.PF1                   PF     pci_1

例   27 ファイバチャネル仮想機能の破棄

この例は、/SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0 物理機能から仮想機能を静的に破棄する方法
を示しています。

primary# ldm start-reconf rootdom1
Initiating a delayed reconfiguration operation on the rootdom1 domain.
All configuration changes for other domains are disabled until the rootdom1
domain reboots, at which time the new configuration for the rootdom1 domain
will also take effect.

primary# ldm destroy-vf -n max /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0
primary# ldm stop-domain -r rootdom1

ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能の変更

ldm set-io コマンドは、プロパティー値を変更するか、新規プロパティーを設定す
ることで、仮想機能の現在の構成を変更します。

この動的方法を使用できない場合は、静的方法を使用します。83 ページの「静的
SR-IOV」 を参照してください。
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ldm set-io コマンドを使用すると、bw-percent、port-wwn、および node-wwn プロ
パティーを変更できます。

仮想機能がドメインに割り当てられているときは、bw-percent プロパティーのみを
動的に変更できます。

ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能のプロパティーを変更する方
法

1. 仮想機能デバイスを識別します。
primary# ldm list-io

仮想機能の名前には、PCIe SR-IOV カードまたはオンボードのデバイスの場所情報が
含まれています。

2. 仮想機能のプロパティーを変更します。
ldm set-io [bw-percent=value] [port-wwn=value node-wwn=value] pf-name

いつでも動的に変更できる bw-percent プロパティーとは異なり、port-wwn および
node-wwn プロパティー値は、仮想機能がドメインに割り当てられていないときにの
み動的に変更できます。

例   28 ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能のプロパティーの変更

この例では、帯域幅 (パーセント) およびポート WWN とノード WWN の値を指定する
ために、指定された仮想機能 /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0 のプロパティーを変更
します。
primary# ldm set-io port-wwn=10:00:00:14:4f:fc:f4:7c \
node-wwn=20:00:00:14:4f:fc:f4:7c bw-percent=25 /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0

I/O ドメイン上のファイバチャネル SR-IOV 仮想機能
の追加と削除

ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能を I/O ドメインに追加する方
法

仮想機能を動的に削除できない場合は、静的方法を使用してくださ
い。83 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。

1. I/O ドメインに追加する仮想機能を識別します。
primary# ldm list-io
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2. 仮想機能を動的または静的に追加します。

■ 仮想機能を動的に追加するには:
primary# ldm add-io vf-name domain-name

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、仮名を使用す
ることです。domain-name は仮想機能を追加するドメインの名前を指定します。

ドメイン内の仮想機能のデバイスパス名は、list-io -l 出力に示されているパ
スです。

■ 仮想機能を静的に追加するには:

a.   ドメインを停止してから、仮想機能を追加します。
primary# ldm stop-domain domain-name
primary# ldm add-io vf-name domain-name

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、仮名を使
用することです。domain-name は仮想機能を追加するドメインの名前を指定
します。指定されたゲストは、アクティブでないか停止している必要があり
ます。

ドメイン内の仮想機能のデバイスパス名は、list-io -l 出力に示されてい
るパスです。

b.   ドメインを再起動します。
primary# ldm start-domain domain-name

例   29 ファイバチャネル仮想機能の追加

この例は、/SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0 仮想機能を ldg2 ドメインに動的に追加す
る方法を示しています。

primary# ldm add-io /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0 ldg2

仮想機能を動的に追加できない場合は、静的方法を使用します。

primary# ldm stop-domain ldg2
primary# ldm add-io /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0 ldg2
primary# ldm start-domain ldg2

ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能を I/O ドメインから削除する
方法

この動的方法を使用できない場合は、代わりに静的方法を使用してくださ
い。83 ページの「静的 SR-IOV」 を参照してください。
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注意 - 仮想機能をドメインから削除する前に、そのドメインのブートが必須ではない
ことを確認してください。

1. I/O ドメインから削除する仮想機能を識別します。
primary# ldm list-io

2. 仮想機能を動的または静的に削除します。

■ 仮想機能を動的に削除するには:
primary# ldm remove-io vf-name domain-name

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、デバイスの仮
名を使用することです。domain-name は仮想機能を削除するドメインの名前を指
定します。

■ 仮想機能を静的に削除するには:

a.   I/O ドメインを停止します。
primary# ldm stop-domain domain-name

b.   仮想機能を削除します。
primary# ldm remove-io vf-name domain-name

vf-name は、仮想機能の仮名またはパス名です。推奨される方法は、デバイス
の仮名を使用することです。domain-name は仮想機能を削除するドメインの
名前を指定します。指定されたゲストは、アクティブでないか停止している
必要があります。

c.   I/O ドメインを起動します。
primary# ldm start-domain domain-name

例   30 ファイバチャネル仮想機能の動的な削除

この例は、/SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0 仮想機能を ldg2 ドメインから動的に削除
する方法を示しています。
primary# ldm remove-io /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0 ldg2

コマンドが正常に実行されると、仮想機能が ldg2 ドメインから削除されます。ldg2
が再起動されると、指定された仮想機能はそのドメインに表示されなくなります。

仮想機能を動的に削除できない場合は、静的方法を使用します。
primary# ldm stop-domain ldg2
primary# ldm remove-io /SYS/MB/PCIE7/IOVFC.PF0.VF0 ldg2
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primary# ldm start-domain ldg2

高度な SR-IOV のトピック: ファイバチャネル SR-
IOV
このセクションでは、ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能の使用に関するいくつかの
高度なトピックについて説明します。

ゲストドメインのファイバチャネル仮想機能へのアクセス

ldg2 コンソールログには、割り当てられたファイバチャネル仮想機能デバイスの動作
が表示されます。ファイバチャネル仮想機能デバイスの表示およびアクセスを行うに
は、fcadm コマンドを使用します。
ldg2# fcadm hba-port
HBA Port WWN: 100000144ffb8a99
       Port Mode: Initiator
       Port ID: 13d02
       OS Device Name: /dev/cfg/c3
       Manufacturer: Emulex
       Model: 7101684
       Firmware Version: 7101684 1.1.60.1
       FCode/BIOS Version: Boot:1.1.60.1 Fcode:4.03a4
       Serial Number: 4925382+133400002R
       Driver Name: emlxs
       Driver Version: 2.90.15.0 (2014.01.22.14.50)
       Type: N-port
       State: online
       Supported Speeds: 4Gb 8Gb 16Gb
       Current Speed: 16Gb
       Node WWN: 200000144ffb8a99
       NPIV Not Supported

表示可能な LUN を表示するには、format コマンドを使用します。
ldg2# format
Searching for disks...done
AVAILABLE DISK SELECTIONS:
   0. c2d0 <Unknown-Unknown-0001-25.00GB>
      /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0
   1. c3t21000024FF4C4BF8d0 <SUN-COMSTAR-1.0-10.00GB>
      /pci@340/pci@1/pci@0/pci@6/SUNW,emlxs@0,2/fp@0,0/ssd@w21000024ff4c4bf8,0
Specify disk (enter its number): ^D
ldg2# 

I/O ドメインの回復性
I/O ドメインの回復性は、関連付けられたルートドメインのいずれかが中断された場
合でも I/O ドメインが続けて実行できるようにすることで、I/O ドメインの可用性と
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パフォーマンスを向上させます。ルートドメインが中断された場合は、影響を受ける
デバイスを代替の I/O パスにフェイルオーバーすることで、そのサービスを使用する
I/O ドメインが続けて実行できるようにします。ルートドメインがサービスに復帰す
ると、回復性 I/O ドメイン内の影響を受けたデバイスもサービスに復帰し、フェイル
オーバー機能がリストアされます。

次の図は、構成されたルートドメインの 1 つに障害が起きたときに発生する動作と、
ルートドメインがサービスに復帰したときに発生する動作について示しています。

各ルートドメインが I/O ドメインに仮想機能を 1 つ
ずつ提供します。I/O ドメインは、ネットワークデ
バイス用の IPMP やファイバチャネルデバイス用の
Oracle Solaris I/O マルチパスなどの仮想デバイスマ
ルチパスを使用します。

パニックまたはリブートによってルートドメイン
B が中断された場合、仮想機能 B が I/O ドメイン内
で中断され、次にマルチパス機能がすべての I/O を
ルートドメイン A 経由でルーティングしようとし
ます。

ルートドメイン B がサービスに復帰すると、仮想
機能 B が I/O ドメイン内で動作を再開します。マル
チパスグループは完全な冗長性を取り戻します。

この構成では、仮想機能を仮想ネットワークデバイスまたは仮想ストレージデバイス
にすることもできます。つまり、I/O ドメインは、仮想機能または仮想デバイスの任
意の組み合わせで構成できます。

回復性と非回復性の両方の I/O ドメインを含む構成を作成できます。詳細
は、140 ページの「例 – 回復性および非回復性構成の使用」を参照してください。
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回復性 I/O ドメインの要件

注記 - Oracle Solaris 10 OS では、I/O ドメインの回復性は提供されません。

回復性 I/O ドメインは次の要件を満たす必要があります。

■ 少なくとも Oracle Solaris 11.2 SRU 8 OS を実行し、その primary ドメインが少なく
とも Oracle VM Server for SPARC 3.2 ソフトウェアを実行していること。

■ マルチパス機能を使用して、仮想機能と仮想デバイスに対応するフェイルオーバー
構成を作成すること。この構成では、仮想機能と仮想デバイスが同じクラス (ネッ
トワークまたはストレージ) に属している必要があります。

■ master プロパティーの値には、failure-policy プロパティーが ignore に設
定されているルートドメインの名前を設定すること。その他の障害ポリシー設定
(stop、reset、panic など) では I/O の回復性が破棄され、I/O ドメインが中断さ
れます。

■ I/O ドメインの回復性をサポートする SR-IOV 仮想機能、仮想ネッ
トワークデバイス、および仮想ストレージデバイスのみを使用
すること。https://support.oracle.com/CSP/main/article?
cmd=show&type=NOT&doctype=REFERENCE&id=1325454.1 を参照してください。

I/O ドメインの回復性の制限事項

■ SR-IOV カードをルートドメインにホットプラグして、I/O ドメインに仮想機能を
割り当てた場合、ルートドメインに障害が発生したときに I/O ドメインが回復性を
提供できない可能性があります。したがって、SR-IOV カードを追加するのはルー
トドメインが停止している間のみにする必要があります。次に、ルートドメインの
ブート後に仮想機能を割り当てます。

■ 回復性 I/O ドメインがあり、デバイスを次のいずれかの方法で割り当てた場合、そ
の I/O ドメインは回復性を持たなくなります。
■ I/O 回復性をサポートしないカードから仮想機能を追加した場合
■ 直接 I/O 機能を使用してデバイスを直接割り当てた場合

この場合、障害ポリシーを ignore から reset または stop に設定します。
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回復性 I/O ドメインの構成

回復性 I/O ドメインを構成する方法

始める前に I/O ドメインの回復性機能をサポートする PCIe カードのみを使
用します。https://support.oracle.com/CSP/main/article?
cmd=show&type=NOT&doctype=REFERENCE&id=1325454.1 を参照してください。

I/O ドメイン、ルートドメイン、サービスドメイン、および primary ドメインが少な
くとも Oracle Solaris 11.2 SRU 8 OS および Logical Domains Manager 3.2 ソフトウェアを
実行していることを確認してください。

1. ルートドメインで、failure-policy プロパティーを ignore に設定します。

primary# ldm set-domain failure-policy=ignore root-domain-name

注記 - 回復性をサポートしないデバイスを I/O ドメインに追加すると、そのドメイ
ンは回復性を持たなくなります。そのため、failure-policy プロパティーの値を
stop、reset、または panic にリセットします。

ドメインの依存関係については、387 ページの「ドメインの依存関係の構成」を参
照してください。

2. I/O ドメインで、master プロパティーにルートドメインの名前を設定します。

primary# ldm set-domain master=root-domain-name I/O-domain-name

3. パス全体をマルチパス構成にします。

■ Ethernet。IPMP を使用して、パス全体をマルチパス構成にします。
IPMP を使用したマルチパス構成については、『Administering TCP/IP Networks,
IPMP, and IP Tunnels in Oracle Solaris 11.3』を参照してください。

■ ファイバチャネル。Oracle Solaris I/O マルチパスを使用して、パス全体をマル
チパス構成にします。
Oracle Solaris I/O マルチパスを使用したマルチパス構成については、『Managing
SAN Devices and Multipathing in Oracle Solaris 11.3』を参照してください。

例   31 IPMP を使用した Ethernet SR-IOV 機能によるマルチパス構成

この例は、IPMP を使用して、回復性 I/O ドメインに対応するネットワーク仮想機能
デバイスを構成する方法を示しています。詳細は、『Administering TCP/IP Networks,
IPMP, and IP Tunnels in Oracle Solaris 11.3』を参照してください。
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1. 別々のルートドメインに割り当てられている 2 つの Ethernet SR-IOV 物理機能を特
定します。
この例では、root-1 および root-2 ルートドメインに Ethernet SR-IOV 物理機能が
あります。

primary# ldm list-io | grep root-1 | grep PF

/SYS/PCI-EM8/IOVNET.PF0                    PF     pci_1    root-1

primary# ldm list-io | grep root-2 | grep PF

/SYS/RIO/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_2    root-2

2. 2 つの Ethernet 仮想機能を、指定した物理機能のそれぞれに作成します。

primary# ldm create-vf /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0

Created new vf: /SYS/PCI-EM8/IOVNET.PF0.VF0

primary# ldm create-vf /SYS/RIO/NET2/IOVNET.PF0

Created new vf: /SYS/RIO/NET2/IOVNET.PF0.VF0

3. Ethernet 仮想機能を io-1 I/O ドメインに割り当てます。

primary# ldm add-io /SYS/PCI-EM8/IOVNET.PF0.VF0 io-1

primary# ldm add-io /SYS/RIO/NET2/IOVNET.PF0.VF0 io-1

4. I/O ドメインの IPMP グループに Ethernet 仮想機能を構成します。

a. I/O ドメイン上の新しく追加されたネットワークデバイス (net1 と net2) を特
定します。

i0-1# dladm show-phys

LINK        MEDIA        STATE    SPPED    DUPLEX    DEVICE

net0        Ethernet     up       0        unknown   vnet0

net1        Ethernet     up       1000     full      igbvf0

net2        Ethernet     up       1000     full      igbvf1

b. 新しく追加されたネットワークデバイスに対する IP インタフェースを作成し
ます。

io-1# ipadm create-ip net1

io-1# ipadm create-ip net2

c. この 2 つのネットワークインタフェース用に ipmp0 IPMP グループを作成しま
す。

io-1# ipadm create-ipmp -i net1 -i net2 ipmp0

d. IPMP グループに IP アドレスを割り当てます。
この例では DHCP オプションを構成します。

io-1# ipadm create-addr -T dhcp ipmp0/v4

e. IPMP グループインタフェースのステータスを確認します。

io-1# ipmpstat -g
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例   32 Oracle Solaris I/O マルチパスを使用したファイバチャネル SR-IOV 機能によるマルチパス構成

この例では、Oracle Solaris I/O マルチパスを使用して、回復性 I/O ドメイン用にファ
イバチャネル仮想機能デバイスを構成する方法を示します。詳細は、『Managing SAN
Devices and Multipathing in Oracle Solaris 11.3』を参照してください。

1. 異なるルートドメインに割り当てられている 2 つのファイバチャネル SR-IOV 物理
機能を特定します。
この例では、root-1 および root-2 ルートドメインにファイバチャネル SR-IOV
物理機能があります。

primary# ldm list-io | grep root-1 | grep PF

/SYS/PCI-EM4/IOVFC.PF0                    PF     pci_1    root-1

primary# ldm list-io | grep root-2 | grep PF

/SYS/PCI-EM15/IOVFC.PF0                   PF     pci_2    root-2

2. 2 つの仮想機能を、指定した物理機能のそれぞれに作成します。
詳細は、124 ページの「ファイバチャネル SR-IOV 仮想機能を作成する方法」を
参照してください。

primary# ldm create-vf port-wwn=10:00:00:14:4f:fc:60:00 \

node-wwn=20:00:00:14:4f:fc:60:00 /SYS/PCI-EM4/IOVFC.PF0

Created new vf: /SYS/PCI-EM4/IOVFC.PF0.VF0

primary# ldm create-vf port-wwn=10:00:00:14:4f:fc:70:00 \

node-wwn=20:00:00:14:4f:fc:70:00 /SYS/PCI-EM15/IOVFC.PF0

Created new vf: /SYS/PCI-EM15/IOVFC.PF0.VF0

3. 新しく作成した仮想機能を io-1 I/O ドメインに追加します。

primary# ldm add-io /SYS/PCI-EM4/IOVFC.PF0.VF0 io-1

primary# ldm add-io /SYS/PCI-EM15/IOVFC.PF0.VF0 io-1

4. prtconf -v コマンドを使用して、I/O ドメイン上で Oracle Solaris I/O マルチパス
が有効になっているかどうかを確認します。
fp デバイスの出力に次のデバイスプロパティー設定が含まれている場合は、
Oracle Solaris I/O マルチパスが有効になっています。

mpxio-disable="no"

mpxio-disable プロパティーが yes に設定されている場合は、/etc/driver/
drv/fp.conf ファイルでこのプロパティーの値を no に更新して、I/O ドメインを
リブートします。
mpxio-disable デバイスプロパティーが prtconf -v の出力に表示されない場合
は、/etc/driver/drv/fp.conf ファイルに mpxio-disable="no" エントリを追加
して、I/O ドメインをリブートします。

5. Oracle Solaris I/O マルチパスグループのステータスを確認します。

io-1# mpathadm show LU
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Logical Unit:  /dev/rdsk/c0t600A0B80002A384600003D6B544EECD0d0s2

     mpath-support:  libmpscsi_vhci.so

     Vendor:  SUN

     Product:  CSM200_R

     Revision:  0660

     Name Type:  unknown type

     Name:  600a0b80002a384600003d6b544eecd0

     Asymmetric:  yes

     Current Load Balance:  round-robin

     Logical Unit Group ID:  NA

     Auto Failback:  on

     Auto Probing:  NA

     Paths:

             Initiator Port Name:  100000144ffc6000

             Target Port Name:  201700a0b82a3846

             Override Path:  NA

             Path State:  OK

             Disabled:  no

             Initiator Port Name:  100000144ffc7000

             Target Port Name:  201700a0b82a3846

             Override Path:  NA

             Path State:  OK

             Disabled:  no

     Target Port Groups:

             ID:  1

             Explicit Failover:  yes

             Access State:  active

             Target Ports:

                     Name:  201700a0b82a3846

                     Relative ID:  0

例 – 回復性および非回復性構成の使用

回復性ドメインと非回復性ドメインの両方による構成を使用できます。

次の図は、I/O ドメイン A と I/O ドメイン C がどちらもマルチパスを使用していない
ために回復性を持たないことを示しています。I/O ドメイン A には仮想機能が含ま
れ、I/O ドメイン C には直接 I/O デバイスが含まれています。
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図   4 回復性および非回復性 I/O ドメインによる構成

I/O ドメイン B および I/O ドメイン D には回復性があります。I/O ドメイン A、B、お
よび D はルートドメイン A に依存します。I/O ドメイン B および D はルートドメイン
B に依存します。I/O ドメイン C はルートドメイン C に依存します。

ルートドメイン A が中断されると、I/O ドメイン A も中断されます。ただし、I/O ド
メイン B および D は代替パスにフェイルオーバーし、アプリケーションを実行し続
けます。ルートドメイン C が中断された場合、I/O ドメイン C はルートドメイン C の
failure-policy プロパティーの値で指定された方法で失敗します。

非信頼性 I/O ドメインが構成された状態のルートドメインのリ
ブート

注記 - I/O ドメインに回復性がある場合は、それをサービスするルートドメインが
中断された場合でも、操作を続行できます。回復性 I/O ドメインの構成について
は、134 ページの「I/O ドメインの回復性」を参照してください。

I/O ドメイン内の PCIe スロットと同様に、149 ページの「PCIe エンドポイントを構
成した状態のルートドメインのリブート」で説明している懸念事項は I/O ドメインに
割り当てられている仮想機能にも関連します。

注記 - I/O ドメインは、関連するルートドメインが実行中でない場合は起動できませ
ん。
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 9 ♦  ♦  ♦        第    9    章 

直接 I/O を使用した I/O ドメインの作成

この章では、直接 I/O に関する次のトピックについて説明します。

■ 143 ページの「Creating an I/O Domain by Assigning PCIe Endpoint Devices」
■ 146 ページの「直接 I/O のハードウェア要件とソフトウェア要件」
■ 147 ページの「直接 I/O 機能の現在の制限事項」
■ 148 ページの「PCIe エンドポイントデバイス構成の計画」
■ 149 ページの「PCIe エンドポイントを構成した状態のルートドメインのリブー

ト」
■ 151 ページの「PCIe ハードウェアの変更」
■ 154 ページの「PCIe エンドポイントデバイスを割り当てることによる I/O ドメイ

ンの作成」
■ 159 ページの「直接 I/O の問題」

Creating an I/O Domain by Assigning PCIe Endpoint
Devices

個々の PCIe エンドポイントデバイス (または直接 I/O を割り当てが可能なデバイス) を
ドメインに割り当てることができます。PCIe エンドポイントデバイスをこのように使
用することで、I/O ドメインにデバイスをより細かく割り当てることが可能になりま
す。この機能は、直接 I/O (Direct I/O、DIO) 機能により提供されます。

DIO 機能によって、システム内の PCIe バスの数よりも多くの I/O ドメインを作成でき
ます。I/O ドメインの最大数は現在、PCIe エンドポイントデバイスの数によってのみ
制限されます。
PCIe エンドポイントデバイスは、次のいずれかです。

■ スロットの PCIe カード
■ プラットフォームにより識別されるオンボードの PCIe デバイス
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注記 - ルートドメインはその他のルートドメインとの依存関係を持つことができない
ため、PCIe バスを所有するルートドメインは、その PCIe エンドポイントデバイスま
たは SR-IOV 仮想機能をほかのルートドメインに割り当てることができません。ただ
し、PCIe バスから、そのバスを所有するルートドメインに、PCIe エンドポイントデバ
イスまたは仮想機能を割り当てることはできます。

次の図は、PCIe エンドポイントデバイス PCIE3 が I/O ドメインに割り当てられている
状態を示しています。I/O ドメインのバス pci_0 とスイッチは、いずれも仮想のもの
です。PCIE3 エンドポイントデバイスには、primary ドメインではアクセスできなく
なっています。

I/O ドメインで、pci_0 ブロックとスイッチは、それぞれ仮想ルートコンプレックス
と仮想 PCIe スイッチです。このブロックとスイッチは、primary ドメインの pci_0
ブロックとスイッチに似ています。primary ドメインで、スロット PCIE3 のデバイス
は元のデバイスの「シャドウ」であり、SUNW,assigned として識別されます。

注意 - ldm remove-io コマンドを使用して PCIe エンドポイントデバイスを primary
ドメインから削除したあと、Oracle Solaris ホットプラグ操作を使用してそのデバイス
をホットリムーブすることはできません。PCIe エンドポイントデバイスの交換また
は取り外しの詳細は、151 ページの「PCIe ハードウェアの変更」を参照してくださ
い。
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図   5 PCIe エンドポイントデバイスの I/O ドメインへの割り当て

ldm list-io コマンドを使用して、PCIe エンドポイントデバイスの一覧を確認しま
す。

DIO 機能により、スロットの任意の PCIe カードを I/O ドメインに割り当てることがで
きますが、サポートされるのは特定の PCIe カードのみです。146 ページの「直接 I/
O のハードウェア要件とソフトウェア要件」を参照してください。

注意 - ブリッジを持つ PCIe カードはサポートされません。PCIe の機能レベルの割り当
てもサポートされません。サポートされていない PCIe カードを I/O ドメインに割り当
てた場合、予期しない動作が引き起こされることがあります。
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次の項目は、DIO 機能についての重要な詳細です。

■ この機能は、ソフトウェアのすべての要件が満たされている場合にのみ有効で
す。146 ページの「直接 I/O のハードウェア要件とソフトウェア要件」を参照し
てください。

■ ルートドメインに割り当てられた PCIe バスに接続されている PCIe エンドポイント
のみが、DIO 機能によってほかのドメインに割り当て可能です。

■ DIO を使用している I/O ドメインは、ルートドメインの実行中のみ PCIe エンドポ
イントデバイスにアクセスできます。

■ ルートドメインをリブートすると、PCIe エンドポイントデバイスが存在する I/O
ドメインに影響が及びます。149 ページの「PCIe エンドポイントを構成した状
態のルートドメインのリブート」を参照してください。ルートドメインは、次のタ
スクも実行します。
■ PCIe バスを初期化して管理します。
■ I/O ドメインに割り当てられている PCIe エンドポイントデバイスにより引き起

こされたすべてのバスエラーを処理する。PCIe バスに関連するすべてのエラー
を受け取るのは primary ドメインのみであることに注意してください。

直接 I/O のハードウェア要件とソフトウェア要件

直接 I/O (DIO) 機能を使用してドメインに直接 I/O デバイスを割り当てるには、適切な
ソフトウェアを実行することと、サポートされている PCIe カードを使用することが必
要です。

■ ハードウェア要件。I/O ドメイン上で直接 I/O エンドポイントデバイスとして使用
できるのは、特定の PCIe カードのみです。それ以外のカードを Oracle VM Server
for SPARC 環境で使用することもできますが、DIO 機能とともには使用できませ
ん。代わりに、サービスドメインに使用することや、ルートコンプレックス全体が
割り当てられた I/O ドメインに使用することは可能です。
使用しているプラットフォームで使用できるカードを確認するには、プラット
フォームのハードウェアドキュメントを参照してください。サポートされる PCIe
カードの最新のリストについては、https://support.oracle.com/CSP/main/
article?cmd=show&type=NOT&doctype=REFERENCE&id=1325454.1 を参照してく
ださい。

注記 - SPARC T7 シリーズサーバー、SPARC M7 シリーズサーバー、および SPARC
S7 シリーズサーバーには複数の PCIe バスを提供する I/O コントローラがあるた
め、PCIe カードを異なるドメインに割り当てることができます。詳細は、第7章
「PCIe バスの割り当てによってルートドメインを作成する方法」を参照してくだ
さい。
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直接 I/O 機能の現在の制限事項

■ ソフトウェア要件。DIO 機能を使用するには、次のドメインで、サポートされる
OS が実行されている必要があります。
■ ルートドメイン。Oracle Solaris 11.3 OS 以上。

推奨される方法として、すべてのドメインで少なくとも Oracle Solaris 10 1/13
OS に加えて『Oracle VM Server for SPARC 3.4 インストールガイド』 の 「完全
に認定された Oracle Solaris OS バージョン」にある必須パッチ、または Oracle
Solaris 11.3 OS を実行します。

■ I/O ドメイン。Oracle Solaris 11 OS 以上。最新の Oracle Solaris 11 リリースには
追加機能のサポートが含まれていることに注意してください。

注記 - プラットフォームでサポートされているすべての PCIe カードは、ルートドメイ
ンでサポートされます。サポートされている PCIe カードの一覧は、お使いのプラット
フォームのドキュメントを参照してください。ただし、I/O ドメインに割り当てるこ
とができるのは、直接 I/O がサポートされている PCIe カードのみです。

直接 I/O 機能を使用して PCIe エンドポイントデバイスを追加または削除するには、ま
ず PCIe バス自体で I/O 仮想化を有効にする必要があります。

ldm set-io または ldm add-io コマンドを使用すると、iov プロパティーを on に
設定できます。また、ldm add-domain または ldm set-domain コマンドを使用する
と、rc-add-policy プロパティーを iov に設定できます。ldm(1M) マニュアルページ
を参照してください。

ルートドメインをリブートすると直接 I/O に影響を及ぼすため、直接 I/O の構成変更
は、直接 I/O に関連するルートドメインの変更が最大限になり、ルートドメインのリ
ブートが最小限になるように、十分に計画してください。

直接 I/O 機能の現在の制限事項

制限を回避する方法については、148 ページの「PCIe エンドポイントデバイス構成
の計画」を参照してください。

ルート以外のドメインに PCIe エンドポイントデバイスを割り当てるか削除する操作
は、そのドメインが停止中または非アクティブの場合のみ許可されます。

注記 - Fujitsu M10 サーバー は、PCIe エンドポイントデバイスの動的再構成をサポート
します。ルートドメインをリブートしたり I/O ドメインを停止したりせずに、PCIe エ
ンドポイントデバイスを割り当てまたは削除できます。

この機能の最新情報は、お使いのモデルに関するFujitsu M10/SPARC M10 Systems のシ
ステム運用と管理ガイド (http://www.fujitsu.com/global/services/computing/
server/sparc/downloads/manual/) を参照してください。
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PCIe エンドポイントデバイス構成の計画

注記 - 直接 I/O 機能は、SPARC M7 シリーズサーバー、SPARC T7 シリーズサーバー、
および SPARC S7 シリーズサーバーではサポートされていません。代わりに、PCIe バ
スの割り当て機能を使用してください。第7章「PCIe バスの割り当てによってルート
ドメインを作成する方法」を参照してください。

SPARC T5 および SPARC M6 プラットフォームまでの SPARC システムでは、提供さ
れる割り込み数が制限されているので、Oracle Solaris は各デバイスが使用可能な割り
込み数を制限します。デフォルトの制限は一般的なシステム構成のニーズに一致する
必要がありますが、特定のシステム構成ではこの値の調整が必要になることがありま
す。401 ページの「割り込み制限の調整」を参照してください。

PCIe エンドポイントデバイス構成の計画

ルートドメインの停止を避けるため、PCIe エンドポイントデバイスの割り当てまたは
削除は、事前に慎重に計画します。ルートドメインのリブートはルートドメイン自体
で利用可能なサービスに影響するだけでなく、PCIe エンドポイントデバイスを割り当
てる I/O ドメインにも影響します。個々の I/O ドメインへの変更は、他のドメインに
影響を及ぼしませんが、事前に計画することにより、そのドメインによって提供され
るサービスへの影響を最小限に抑えることができます。

遅延再構成では、デバイスの追加または削除を引き続き行い、そのあとでルートドメ
インを 1 回だけリブートすることで、すべての変更を有効にできます。

例については、154 ページの「PCIe エンドポイントデバイスを割り当てることに
よって I/O ドメインを作成する方法」を参照してください。

DIO デバイス構成の計画と実行には、一般に次のような手順に従う必要があります。

1. システムのハードウェア構成を理解し、記録します。
具体的には、システムの PCIe カードについて、部品番号やその他の詳細情報を記
録します。
ldm list-io -l および prtdiag -v コマンドを使用して情報を取得し、あとで参
照するために保存します。

2. primary ドメインに必要な PCIe エンドポイントデバイスを特定します。
たとえば、次のデバイスへのアクセスを提供する PCIe エンドポイントデバイスを
特定します。
■ ブートディスクデバイス
■ ネットワークデバイス
■ primary ドメインがサービスとして提供するその他のデバイス

3. I/O ドメインで使用する可能性のあるすべての PCIe エンドポイントデバイスを削
除します。
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PCIe エンドポイントを構成した状態のルートドメインのリブート

この手順により、以後ルートドメインでリブート操作を実行することを避け、リ
ブートによる I/O ドメインへの影響を防ぐことができます。
PCIe エンドポイントデバイスを削除するには、ldm remove-io コマンドを使用し
ます。remove-io および add-io サブコマンドでデバイスを指定するには、デバイ
スパスの代わりに仮名を使用します。

注記 - 遅延再構成時に、必要なすべてのデバイスを削除したあとですべての変更を
有効にするには、ルートドメインを 1 回だけリブートする必要があります。

4. この構成をサービスプロセッサ (SP) に保存します。
ldm add-config コマンドを使用します。

5. ルートドメインをリブートし、段階 3 で削除した PCIe エンドポイントデバイスを
解放します。

6. 削除した PCIe エンドポイントデバイスが、ルートドメインに割り当てられていな
いことを確認します。
ldm list-io -l コマンドを使用して、削除したデバイスが出力に SUNW,
assigned-device として表示されることを確認します。

7. 物理デバイスへの直接アクセスを可能にするため、使用可能な PCIe エンドポイン
トデバイスをゲストドメインに割り当てます。
この割り当てを行なったあとで、ドメインの移行機能を使用して別の物理システ
ムにゲストドメインを移行することはできません。

8. ゲストドメインに PCIe エンドポイントデバイスを追加するか、ゲストドメインか
ら PCIe エンドポイントデバイスを削除します。
ldm add-io コマンドを使用します。
I/O ドメインへの変更を最小限に抑えることで、リブート操作を減らし、そのドメ
インが提供するサービスの停止を避けます。

9. (オプション) PCIe ハードウェアに変更を加えます。
151 ページの「PCIe ハードウェアの変更」を参照してください。

PCIe エンドポイントを構成した状態のルートドメインのリブー
ト

ルートドメインは PCIe バスの所有者で、バスの初期化と管理の役割を担います。ルー
トドメインはアクティブで、DIO または SR-IOV 機能をサポートするバージョンの
Oracle Solaris OS を実行している必要があります。ルートドメインのシャットダウン、
停止、またはリブートを行うと、PCIe バスへのアクセスが中断されます。PCIe バスが
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PCIe エンドポイントを構成した状態のルートドメインのリブート

使用できないとき、そのバス上の PCIe デバイスが影響を受け、使用不可能になること
があります。

PCIe エンドポイントデバイスを持つ I/O ドメインの実行中にルートドメインがリブー
トされた場合、I/O ドメインの動作は予測不能です。たとえば、リブート中またはリ
ブート後に、PCIe エンドポイントデバイスを持つ I/O ドメインでパニックが発生する
ことがあります。ルートドメインをリブートするときは、各ドメインを手動で停止/開
始する必要があります。

I/O ドメインに回復性があれば、PCIe バスの所有者であるルートドメインが使用でき
なくなった場合でも動作を続行できることに注意してください。134 ページの「I/O ド
メインの回復性」を参照してください。

注記 - I/O ドメインは、関連するルートドメインが実行中でない場合は起動できませ
ん。

これらの問題を回避するには、次のいずれかの手順を実行します。

■ ルートドメインをシャットダウンする前に、システムの PCIe エンドポイントデバ
イスが割り当てられているドメインすべてを手動でシャットダウンします。
この手順により、ルートドメインのシャットダウン、停止、またはリブートを行う
前に、それらのドメインを確実にクリーンにシャットダウンします。
PCIe エンドポイントデバイスが割り当てられているすべてのドメインを調べるに
は、ldm list-io コマンドを実行します。このコマンドにより、システムのドメ
インに割り当てられている PCIe エンドポイントデバイスを一覧表示できます。こ
のコマンドによる出力の詳細な説明については、ldm(1M) マニュアルページを参照
してください。
見つかったそれぞれのドメインについて、ldm stop コマンドを実行してドメイン
を停止します。

■ ルートドメインと、PCIe エンドポイントデバイスが割り当てられているドメイン
の間の、ドメインの依存関係を構成します。
この依存関係により、何かの理由でルートドメインがリブートしたときに、PCIe
エンドポイントデバイスを持つドメインが確実に自動的にリブートされます。
それらのドメインはこの依存関係によって強制的にリセットされるため、クリーン
なシャットダウンはできません。ただし、依存関係は、手動でシャットダウンされ
たドメインには影響を及ぼしません。

primary# ldm set-domain failure-policy=reset primary

primary# ldm set-domain master=primary domain-name
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PCIe ハードウェアの変更

例   33 primary 以外のルートドメインおよび I/O ドメインによる構成の障害ポリシー
の依存関係の構成

次の例では、primary 以外のルートドメインおよび I/O ドメインを使用する構成で、
障害ポリシーの依存関係を構成できる方法について説明します。

この例で、ldg1 は primary 以外のルートドメイン、ldg2 は ldg1 ドメインが所有す
るルートコンプレックスから割り当てられた PCIe SR-IOV 仮想機能または PCIe エン
ドポイントデバイスを持つ I/O ドメインです。

primary# ldm set-domain failure-policy=stop ldg1
primary# ldm set-domain master=ldg1 ldg2

この依存関係により、ldg1 ルートドメインをリブートするときには I/O ドメインが停
止します。

■ primary 以外のルートドメインがリブートする場合、この依存関係により I/O ドメ
インが停止します。primary 以外のルートドメインがブートするときに、I/O ドメ
インが起動します。

primary# ldm start ldg2

■ primary ルートドメインをリブートする場合は、このポリシー設定により
primary 以外のルートドメインおよび従属する I/O ドメインの両方が停止しま
す。primary ドメインがブートするときは、primary 以外のルートドメインを先
に起動する必要があります。ドメインがブートするときに、I/O ドメインを起動し
ます。

primary# ldm start ldg1

ldg1 ドメインがアクティブになるのを待ってから、I/O ドメインを起動します。

primary# ldm start ldg2

PCIe ハードウェアの変更

以下の手順は、PCIe エンドポイント割り当ての構成の間違いを防ぐために役立ちま
す。特定のハードウェアのインストールと削除に関するプラットフォーム固有の情報
については、お使いのプラットフォームのドキュメントを参照してください。

■ 空のスロットに PCIe カードを取り付ける場合は、作業は必要ありません。この
PCIe カードは自動的に、PCIe バスを所有するドメインにより所有されます。
I/O ドメインに新しい PCIe カードを割り当てるには、ldm remove-io コマンドを
使用して、まずルートドメインからカードを削除します。そのあとで、ldm add-
io コマンドを使用してカードを I/O ドメインに割り当てます。
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PCIe カードを削除するときのゲストドメインの停止を最小限にする方法

■ PCIe カードがシステムから削除され、ルートドメインに割り当てられるときは、
アクションは必要ありません。

■ I/O ドメインに割り当てられている PCIe カードを削除するには、最初に I/O ドメイ
ンからデバイスを削除します。そのあとで、システムからデバイスを物理的に取り
除く前に、そのデバイスをルートドメインに追加します。

■ I/O ドメインに割り当てられている PCIe カードを置き換えるには、新しいカード
が DIO 機能でサポートされていることを確認します。
サポートされている場合は、現在の I/O ドメインに新しいカードが自動的に割り当
てられ、作業は必要ありません。
サポートされていない場合は、ldm remove-io コマンドを使用して、最初にその
PCIe カードを I/O ドメインから削除します。次に ldm add-io コマンドを使用し
て、その PCIe カードをルートドメインに再割り当てします。そのあとで、ルート
ドメインに割り当てた PCIe カードを別の PCIe カードに物理的に置き換えます。こ
れらの手順により、DIO 機能によってサポートされていない構成を回避すること
ができます。

PCIe カードを削除するときのゲストドメインの停止
の最小化

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアを実行するシステムから PCIe カードを削除
または交換するときに、このハードウェアに依存するドメインは使用できません。ゲ
ストドメインの停止を最小限に抑えるには、カードを物理的に削除するためにはホッ
トプラグ機能を使用するようにシステムを準備する必要があります。

PCIe カードを削除するときのゲストドメインの停止を最小限にす
る方法

この手順により、直接 I/O または SR-IOV デバイスが割り当てられておらず、複数の
パスが構成されているゲストドメインの停止を避けることができます。この手順で
は、primary ドメインを 2 回リブートする必要があります。

注記 - この手順は、PCIe カードが primary ルートドメイン以外の所有するルート
コンプレックス上にある場合は当てはまりません。この場合は、代わりに How to
Replace PCIe Direct I/O Cards Assigned to an Oracle VM Server for SPARC Guest Domain
(Doc ID 1684273.1) (https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?
_afrLoop=226878266536565&id=1684273.1&_adf.ctrl-state=bo9fbmr1n_49) を参
照してください。

1. PCIe スロットが割り当てられているゲストドメインを停止します。
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PCIe カードを削除するときのゲストドメインの停止を最小限にする方法

primary# ldm stop domain-name

2. ゲストドメインから PCIe スロットを削除します。
primary# ldm remove-io PCIe-slot domain-name

3. PCIe スロットと SR-IOV 仮想機能が割り当てられているゲストドメインを停止しま
す。
primary# ldm stop domain-name

注記 - PCIe バスが割り当てられているゲストドメインは、ネットワークへの代替パス
とゲストドメインへのディスクデバイスを提供している可能性があるため、停止する
必要はありません。

4. primary ドメインで遅延再構成を開始して、このスロットをここに割り当てできるよ
うにします。
primary# ldm start-reconf primary

5. primary ドメインに PCIe スロットを追加します。
primary# ldm add-io PCIe-slot domain-name

6. primary ドメインをリブートします。
primary# shutdown -i6 -g0 -y

7. ホットプラグのコマンドを使用して、PCIe カードを交換します。
Oracle Solaris OS のホットプラグ機能の詳細は、『Managing Devices in Oracle Solaris
11.3』 の 第 2 章, 「Dynamically Configuring Devices」を参照してください。

8. カードの交換後、この同じ PCIe スロットをゲストドメインに再割り当てする必要が
ある場合は、次の手順を実行します。

a.   primary ドメインの遅延再構成を開始します。
primary# ldm start-reconf primary

b.   primary ドメインから PCIe スロットを削除します。
primary# ldm remove-io PCIe-slot domain-name

c.   PCIe スロットの削除を有効にするために、primary ドメインをリブートしま
す。
primary# shutdown -i6 -g0 -y

d.   PCIe スロットをゲストドメインに再割り当てします。
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primary# ldm add-io PCIe-slot domain-name

e.   PCIe スロットと SR-IOV 仮想機能を割り当てるゲストドメインを起動します。

primary# ldm start domain-name

PCIe エンドポイントデバイスを割り当てることによる I/O ドメ
インの作成

PCIe エンドポイントデバイスを割り当てることに
よって I/O ドメインを作成する方法

停止時間を最小限に抑えるため、DIO の導入はすべて事前に計画します。

注意 - SPARC T3-1 または SPARC T4-1 システム上の /SYS/MB/SASHBA1 スロットを
DIO ドメインに割り当てると、primary ドメインはオンボードの DVD デバイスへの
アクセスを失います。

SPARC T3-1 および SPARC T4-1 システムには、オンボードのストレージ用に 2 基
の DIO スロットが搭載されており、それらは /SYS/MB/SASHBA0 および /SYS/MB/
SASHBA1 パスで表されます。/SYS/MB/SASHBA1 スロットは、複数ヘッドのオンボード
のディスクに加え、オンボードの DVD デバイスも収容します。そのため、/SYS/MB/
SASHBA1 を DIO ドメインに割り当てると、primary ドメインはオンボードの DVD デ
バイスへのアクセスを失います。

SPARC T3-2 および SPARC T4-2 システムには 1 つの SASHBA スロットがあり、それ
にすべてのオンボードのディスクとオンボードの DVD デバイスが収容されます。そ
のため、SASHBA を DIO ドメインに割り当てると、オンボードのディスクおよびオン
ボードの DVD デバイスが DIO ドメインに貸し出されるため、primary ドメインには
利用できなくなります。

PCIe エンドポイントデバイスを追加して I/O ドメインを作成する例について
は、148 ページの「PCIe エンドポイントデバイス構成の計画」を参照してくださ
い。
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注記 - 今回のリリースでは、DefaultFixed NCP を使用して、Oracle Solaris 11 システ
ム上にデータリンクおよびネットワークインタフェースを構成します。
Oracle Solaris 11 OSには、次の NCP が含まれています。

■ DefaultFixed – dladm または ipadm コマンドを使用して、ネットワークを管理で
きます

■ Automatic – netcfg または netadm コマンドを使用して、ネットワークを管理で
きます

netadm list コマンドを使用して、DefaultFixed NCP が有効になっていることを確
認します。『Oracle Solaris Administration: Network Interfaces and Network Virtualization』
の 第 7 章, 「Using Datalink and Interface Configuration Commands on Profiles」を参照し
てください。

1. システムに現在インストールされているデバイスを特定し、保存します。
ldm list-io -l コマンドの出力に、現在の I/O デバイスの構成が表示されま
す。prtdiag -v コマンドを使用すると、より詳細な情報を得ることができます。

注記 - I/O ドメインにデバイスが割り当てられたあとでは、デバイスの ID は I/O ドメ
インでのみ特定できます。

primary# ldm list-io -l
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   
----                                      ----   ---      ------   ------   
niu_0                                     NIU    niu_0    primary           
[niu@480]
niu_1                                     NIU    niu_1    primary           
[niu@580]
pci_0                                     BUS    pci_0    primary           
[pci@400]
pci_1                                     BUS    pci_1    primary           
[pci@500]
/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
[pci@400/pci@2/pci@0/pci@8]
    SUNW,emlxs@0/fp/disk
    SUNW,emlxs@0/fp/tape
    SUNW,emlxs@0/fp@0,0
    SUNW,emlxs@0,1/fp/disk
    SUNW,emlxs@0,1/fp/tape
    SUNW,emlxs@0,1/fp@0,0
/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
[pci@400/pci@2/pci@0/pci@4]
    pci/scsi/disk
    pci/scsi/tape
    pci/scsi/disk
    pci/scsi/tape
/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
[pci@400/pci@2/pci@0/pci@0]
    ethernet@0
    ethernet@0,1
    SUNW,qlc@0,2/fp/disk
    SUNW,qlc@0,2/fp@0,0
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    SUNW,qlc@0,3/fp/disk
    SUNW,qlc@0,3/fp@0,0
/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP      
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@8]
/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP      
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@c]
/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC      
[pci@400/pci@2/pci@0/pci@e]
    scsi@0/iport@1
    scsi@0/iport@2
    scsi@0/iport@4
    scsi@0/iport@8
    scsi@0/iport@80/cdrom@p7,0
    scsi@0/iport@v0
/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC      
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@4]
    network@0
    network@0,1
/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1    primary  OCC      
[pci@500/pci@2/pci@0/pci@a]
    SUNW,qlc@0/fp/disk
    SUNW,qlc@0/fp@0,0
    SUNW,qlc@0,1/fp/disk
    SUNW,qlc@0,1/fp@0,0
/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1    primary  OCC      
[pci@500/pci@2/pci@0/pci@6]
    network@0
    network@0,1
    network@0,2
    network@0,3
/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    primary  OCC      
[pci@500/pci@2/pci@0/pci@0]
    network@0
    network@0,1
/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    primary  EMP      
[pci@500/pci@1/pci@0/pci@6]
/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1    primary  EMP      
[pci@500/pci@1/pci@0/pci@0]
/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1    primary  OCC      
[pci@500/pci@1/pci@0/pci@5]
    network@0
    network@0,1
    ethernet@0,80
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary           
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@4/network@0]
    maxvfs = 7
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary           
[pci@400/pci@1/pci@0/pci@4/network@0,1]
    maxvfs = 7
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0                  PF     pci_1    primary           
[pci@500/pci@2/pci@0/pci@0/network@0]
    maxvfs = 63
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1                  PF     pci_1    primary           
[pci@500/pci@2/pci@0/pci@0/network@0,1]
    maxvfs = 63
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_1    primary           
[pci@500/pci@1/pci@0/pci@5/network@0]
    maxvfs = 7
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    primary           
[pci@500/pci@1/pci@0/pci@5/network@0,1]
    maxvfs = 7

2. 保持する必要があるブートディスクのデバイスパスを確認します。
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68 ページの「PCIe バスの割り当てによってルートドメインを作成する方法」の手順 2
を参照してください。

3. ブロック型デバイスが接続されている物理デバイスを確認します。
68 ページの「PCIe バスの割り当てによってルートドメインを作成する方法」の手順 3
を参照してください。

4. システムで使用されているネットワークインタフェースを確認します。
68 ページの「PCIe バスの割り当てによってルートドメインを作成する方法」の手順 4
を参照してください。

5. ネットワークインタフェースが接続されている物理デバイスを確認します。
次のコマンドでは、igb0 ネットワークインタフェースを使用します。

primary# ls -l /dev/igb0
lrwxrwxrwx   1 root     root          46 Jul 30 17:29 /dev/igb0 ->
../devices/pci@500/pci@0/pci@8/network@0:igb0

この例で、primary ドメインによって使用されるネットワークインタフェースの
物理デバイスは、手順 1 の MB/NET0 一覧に対応する PCIe エンドポイントデバイス
(pci@500/pci@0/pci@8) に接続されています。そのため、このデバイスを primary ド
メインから削除しないでください。他の PCIe デバイスはすべて、primary ドメイン
で使用されないため、他のドメインに安全に割り当てることができます。

primary ドメインで使用されているネットワークインタフェースが、別のドメインに
割り当てようとしているバス上にある場合は、別のネットワークインタフェースを使
用するように primary ドメインを再構成する必要があります。

6. I/O ドメインで使用する可能性がある PCIe エンドポイントデバイスを削除します。
この例では、PCIE2、PCIE3、PCIE4、および PCIE5 エンドポイントデバイスが
primary ドメインで使用されないため、これらを削除できます。

a.   PCIe エンドポイントデバイスを削除します。

注意 - primary ドメインで使用されるデバイス、または必要なデバイスは、削除し
ないでください。ドメインによって使用されているデバイス (ネットワークポートや
usbecm デバイスなど) を含むバスを削除しないでください。

誤ってデバイスを削除してしまった場合は、ldm cancel-reconf primary コマンド
を使用して、primary ドメインでの遅延再構成を取り消します。

リブートの繰り返しを避けるために、同時に複数のデバイスを削除できます。

primary# ldm start-reconf primary
primary# ldm set-io iov=on pci_1
All configuration changes for other domains are disabled until the primary
domain reboots, at which time the new configuration for the primary domain
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will also take effect.
primary# ldm remove-io /SYS/MB/PCIE1 primary
------------------------------------------------------------------------------
Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.
Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.
------------------------------------------------------------------------------
primary# ldm remove-io /SYS/MB/PCIE3 primary
------------------------------------------------------------------------------
Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.
Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.
------------------------------------------------------------------------------
primary# ldm remove-io /SYS/MB/PCIE5 primary
------------------------------------------------------------------------------
Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.
Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.
------------------------------------------------------------------------------

b.   新しい構成をサービスプロセッサ (SP) に保存します。
次のコマンドにより、dio という名前のファイルに構成が保存されます。
primary# ldm add-config dio

c.   システムをリブートし、PCIe エンドポイントデバイスの削除を反映させます。
primary# shutdown -i6 -g0 -y

7. primary ドメインにログインし、PCIe エンドポイントデバイスのドメインへの割り
当てが解除されたことを確認します。
primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   
----                                      ----   ---      ------   ------   
niu_0                                     NIU    niu_0    primary           
niu_1                                     NIU    niu_1    primary           
pci_0                                     BUS    pci_0    primary           
pci_1                                     BUS    pci_1    primary  IOV      
/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP      
/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP      
/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1             OCC      
/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1             OCC      
/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1             OCC      
/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    primary  EMP      
/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1    primary  EMP      
/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1    primary  OCC      
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary           
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary           
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_1    primary           
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    primary

注記 - ldm list-io -l の出力で、削除された PCIe エンドポイントデバイスについて
SUNW,assigned-device と表示されることがあります。実際の情報は primary ドメイ
ンから取得できなくなりますが、デバイスが割り当てられたドメインにはこの情報が
存在しています。
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8. PCIe エンドポイントデバイスをドメインに割り当てます。

a.   PCIE3 デバイスを ldg1 ドメインに追加します。
primary# ldm add-io /SYS/MB/PCIE3 ldg1

b.   ldg1 ドメインをバインドし、起動します。
primary# ldm bind ldg1
primary# ldm start ldg1
LDom ldg1 started

9. ldg1 ドメインにログインし、デバイスが使用可能であることを確認します。
ネットワークデバイスが使用可能であることを確認してから、ネットワークデバイス
をドメインで使用するための構成を行います。

primary# dladm show-phys
LINK              MEDIA                STATE      SPEED  DUPLEX    DEVICE
net0              Ethernet             unknown    0      unknown   nxge0
net1              Ethernet             unknown    0      unknown   nxge1
net2              Ethernet             unknown    0      unknown   nxge2
net3              Ethernet             unknown    0      unknown   nxge3

直接 I/O の問題

ldm list-io -l 出力で PCI Express Dual 10-
Gigabit Ethernet Fiber カードに 4 つのサブデバイス
が表示される

 

PCI Express Dual 10-Gigabit Ethernet Fiber カード (X1027A-Z) が搭載されたシステム上
で ldm list-io -l コマンドを実行すると、次のような出力が表示される場合があり
ます。

primary# ldm list-io -l
...
pci@500/pci@0/pci@c PCIE5 OCC primary
network@0
network@0,1
ethernet
ethernet

この出力には 4 つのサブデバイスが表示されていますが、この Ethernet カードには
ポートが 2 個しかありません。これは、このカードには 4 つの PCI 機能があるために
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発生します。4 つの機能のうち 2 つは内部で無効になっており、ldm ls-io -l 出力で
は ethernet として表示されます。

ldm list-io -l 出力の ethernet エントリは無視してかまいません。
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 10 ♦  ♦  ♦        第    1  0    章 

primary 以外のルートドメインの使用

この章では、次の primary 以外のルートドメインのトピックについて説明します。

■ 161 ページの「primary 以外のルートドメインの概要」
■ 162 ページの「primary 以外のルートドメインの要件」
■ 163 ページの「primary 以外のルートドメインの制限」
■ 164 ページの「primary 以外のルートドメインの例」

primary 以外のルートドメインの概要

ルートドメインには PCIe ルートコンプレックスが割り当てられます。このドメインは
PCIe ファブリックを所有し、ファブリックのエラー処理など、ファブリックに関連す
るすべてのサービスを提供します。ルートドメインは I/O ドメインでもあり、物理 I/
O デバイスを所有し、それらに直接アクセスできます。デフォルトのルートドメイン
は、primary ドメインです。

任意のルートドメインに割り当てられている PCIe バス上で、直接 I/O および SR-IOV
操作を実行できます。primary 以外のルートドメインを含むすべてのルートドメイン
に対して次の操作を実行できるようになりました。

■ PCIe スロットのステータスを表示する
■ 存在する SR-IOV 物理機能を表示する
■ I/O ドメインまたはルートドメインに PCIe スロットを割り当てる
■ I/O ドメインまたはルートドメインから PCIe スロットを削除する
■ 物理機能から仮想機能を作成する
■ 仮想機能を破棄する
■ 別のドメインに仮想機能を割り当てる
■ 別のドメインから仮想機能を削除する

Logical Domains Manager は、primary 以外のルートドメインで実行する Logical
Domains エージェントから PCIe エンドポイントデバイスおよび SR-IOV 物理機能デバ
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イスを取得します。この情報は、ルートドメインが最初に検出されてからルートドメ
インがブートされるまでの停止している間にキャッシュされます。
直接 I/O および SR-IOV 操作は、ルートドメインがアクティブな場合にのみ実行でき
ます。 Logical Domains Manager はその時に存在している実際のデバイスでのみ動作し
ます。キャッシュされたデータは、次の操作が行われたときにリフレッシュされるこ
とがあります。

■ Logical Domains エージェントが、指定したルートドメインで再起動される
■ ホットプラグ操作などのハードウェアの変更が、指定したルートドメインで実行さ

れる

ldm list-io コマンドを使用して、PCIe エンドポイントデバイスのステータスを表
示します。この出力には、primary 以外の各ルートドメインによって所有されている
ルートコンプレックスからのサブデバイスおよび物理機能デバイスも示されます。
次のコマンドは、どのルートドメインにも適用できます。

■ ldm add-io
■ ldm remove-io
■ ldm set-io
■ ldm create-vf
■ ldm destroy-vf
■ ldm start-reconf
■ ldm cancel-reconf

遅延再構成のサポートは、primary 以外のルートドメインを含むように拡張されま
した。ただし、それを使用できるのは、ldm add-io、ldm remove-io、ldm set-
io、ldm create-vf、および ldm destroy-vf コマンドを実行する場合のみです。遅
延再構成は、次のような動的操作を使用して、実行できないすべての操作に使用でき
ます。

■ 直接 I/O 操作の実行
■ 動的 SR-IOV 構成の要件を満たしていない物理機能からの仮想機能の作成および破

棄。

注意 - ルートドメインのリブート回数を最小限に抑えて、停止時間を最小限に抑える
ように事前に計画してください。

primary 以外のルートドメインの要件

直接 I/O および SR-IOV 機能をほかのドメインに提供するために、制御ドメインに加
えて primary 以外のルートドメインを使用できます。この機能は、SPARC T4 サー
バーおよび Fujitsu M10 サーバー以降でサポートされています。
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■ ハードウェア要件。
https://support.oracle.com/CSP/main/article?
cmd=show&type=NOT&doctype=REFERENCE&id=1325454.1 に記載されている直接
I/O および SR-IOV 機能用の PCIe カードに加えて、ほかの PCIe カードも使用でき
ますが、DIO および SR-IOV 機能用ではありません。使用しているプラットフォー
ムで使用できるカードを調べるには、プラットフォームのドキュメントを参照して
ください。

■ ファームウェア要件。
SPARC T4 プラットフォームでは、少なくともバージョン 8.4.0.a のシステムファー
ムウェアが実行されている必要があります。
SPARC T5 サーバー、SPARC M5 サーバー、および SPARC M6 サーバーは、少な
くともバージョン 9.1.0.x のシステムファームウェアを実行している必要がありま
す。
SPARC T7 シリーズサーバーおよび SPARC M7 シリーズサーバーは、少なくとも
バージョン 9.4.3 のシステムファームウェアを実行している必要があります。
Fujitsu M10 サーバーでは、少なくともバージョン XCP2210 のシステムファーム
ウェアが実行されている必要があります。

■ ソフトウェア要件。
primary 以外のドメインは、少なくとも Oracle Solaris 11.2 OS を実行している必要
があります。

primary 以外のルートドメインの制限

primary 以外のルートドメインの使用には次の制限があります。

■ I/O ドメインは、関連するルートドメインが実行中でない場合は起動できません。
■ 遅延再構成のサポートは、primary 以外のルートドメインに拡張されました。

ルートドメインがリブートされるか、遅延再構成が取り消されるまで、次のコマン
ドしか実行できません。
■ ldm add-io
■ ldm remove-io
■ ldm set-io
■ ldm create-vf
■ ldm destroy-vf

■ 次の操作を実行するには、ルートドメインがアクティブで、ブートされている必要
があります。
■ SR-IOV 仮想機能の作成および破棄
■ PCIe スロットの追加および削除
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■ SR-IOV 仮想機能の追加および削除
■ PCIe スロットの ldm add-io および ldm remove-io 直接 I/O 操作を実行する場

合、ルートドメインで遅延再構成を開始する必要があります。
■ 構成が動的 I/O 仮想化の要件を満たしていない場合は、次の SR-IOV 仮想機能の操

作に、遅延再構成を使用する必要があります。
■ ldm create-vf
■ ldm destroy-vf
■ ldm add-io
■ ldm remove-io
■ ldm set-io

■ ルートドメインのリブートは、ルートドメインが所有する PCIe バスからのデバイ
スがあるすべての I/O ドメインに影響を与えます。149 ページの「PCIe エンドポイ
ントを構成した状態のルートドメインのリブート」を参照してください。

■ ルートドメインの SR-IOV 仮想機能または PCIe スロットを別のルートドメインに
割り当てることはできません。この制限により、循環依存性が妨げられます。

primary 以外のルートドメインの例

次の例では、PCIe バスの I/O 仮想化を有効にし、primary 以外のルートドメインで直
接 I/O デバイスを管理し、primary 以外のルートドメインで SR-IOV 仮想機能を管理
する方法を説明します。

PCIe バスの I/O 仮想化の有効化

次の例に、ldm add-io および ldm set-io コマンドを使用して、I/O 仮想化を有効に
する方法を示します。

次の SPARC T4-2 I/O 構成は pci_1 が primary ドメインからすでに削除されているこ
とを示しています。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   
----                                      ----   ---      ------   ------   
pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV      
pci_1                                     BUS    pci_1
niu_0                                     NIU    niu_0    primary           
niu_1                                     NIU    niu_1    primary           
/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP      
/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP      

164 Oracle VM Server for SPARC 3.4 管理ガイド • 2016 年 8 月



primary 以外のルートドメインの例

/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1             UNK      
/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1             UNK      
/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1             UNK      
/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1             UNK      
/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1             UNK      
/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1             UNK      
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary           
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary

次のリストは、ゲストドメインがバインドされている状態であることを示していま
す。

primary# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  NORM  UPTIME
primary          active     -n-cv-  UART    8     8G       0.6%  0.6%  8m
rootdom1         bound      ------  5000    8     4G                   
ldg2             bound      ------  5001    8     4G                   
ldg3             bound      ------  5002    8     4G

次の ldm add-io コマンドは、pci_1 バスを、そのバスに対して I/O 仮想化が有効に
なっている rootdom1 ドメインに追加します。ldm start コマンドは rootdom1 ドメ
インを起動します。

primary# ldm add-io iov=on pci_1 rootdom1
primary# ldm start rootdom1
LDom rootdom1 started

指定した PCIe バスがルートドメインにすでに割り当てられている場合は、ldm set-
io コマンドを使用して、I/O 仮想化を有効にします。

primary# ldm start-reconf rootdom1
primary# ldm set-io iov=on pci_1
primary# ldm stop-domain -r rootdom1

I/O デバイスを構成する前に、ルートドメインでその OS が実行している必要があり
ます。ゲストドメインがまだ自動ブートするように設定されていない場合、rootdom1
ゲストドメインのコンソールに接続し、rootdom1 ルートドメインの OS をブートしま
す。

primary# telnet localhost 5000
Trying 127.0.0.1...
Connected to localhost.
Escape character is '^]'.
Connecting to console "rootdom1" in group "rootdom1" ....
Press ~? for control options ..
ok> boot
...
primary# 

次のコマンドは、pci_1 PCIe バスとその子が現在、rootdom1 ルートドメインによっ
て所有されていることを示しています。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   
----                                      ----   ---      ------   ------   
pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV      
pci_1                                     BUS    pci_1    rootdom1     IOV
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niu_0                                     NIU    niu_0    primary           
niu_1                                     NIU    niu_1    primary           
/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP      
/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP      
/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1    rootdom1     OCC
/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1    rootdom1     OCC
/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    rootdom1     OCC
/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    rootdom1     OCC
/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1    rootdom1     EMP
/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1    rootdom1     OCC
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0                  PF     pci_1    rootdom1
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1                  PF     pci_1    rootdom1
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_1    rootdom1
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    rootdom1

primary 以外のルートドメインでの直接 I/O デバイス
の管理

次の例は、primary 以外のルートドメインで直接 I/O デバイスを管理する方法を示し
ています。

次のコマンドは、ルートドメインがアクティブである間に、ルートドメインからス
ロットを削除しようとしたため、エラーが生成されます。

primary# ldm remove-io /SYS/MB/PCIE7 ldg1
Dynamic I/O operations on PCIe slots are not supported.
Use start-reconf command to trigger delayed reconfiguration and make I/O
changes statically.

次のコマンドは、まずルートドメインで遅延再構成を開始して、スロットを削除する
正しい方法を示しています。

primary# ldm start-reconf ldg1
Initiating a delayed reconfiguration operation on the ldg1 domain.
All configuration changes for other domains are disabled until the ldg1
domain reboots, at which time the new configuration for the ldg1 domain
will also take effect.
primary# ldm remove-io /SYS/MB/PCIE7 ldg1
------------------------------------------------------------------------------
Notice: The ldg1 domain is in the process of a delayed reconfiguration.
Any changes made to the ldg1 domain will only take effect after it reboots.
------------------------------------------------------------------------------
primary# ldm stop-domain -r ldg1

次の ldm list-io コマンドは、ルートドメインに /SYS/MB/PCIE7 スロットがなく
なったことを確認します。

primary# ldm list-io
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NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   
----                                      ----   ---      ------   ------   
pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV      
pci_1                                     BUS    pci_1    ldg1     IOV      
niu_0                                     NIU    niu_0    primary           
niu_1                                     NIU    niu_1    primary           
/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP      
/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP      
/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      
/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      
/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      
/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1             OCC
/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1    ldg1     EMP      
/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1    ldg1     OCC      
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary           
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary           
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0                  PF     pci_1    ldg1              
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1                  PF     pci_1    ldg1              
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_1    ldg1              
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    ldg1

次のコマンドは /SYS/MB/PCIE7 スロットを ldg2 ドメインに割り当てます。ldm
start コマンドは ldg2 ドメインを起動します。

primary# ldm add-io /SYS/MB/PCIE7 ldg2
primary# ldm start ldg2
LDom ldg2 started

primary 以外のルートドメインでの SR-IOV 仮想機能
の管理

これらのコマンドは、primary 以外のルートドメインに属している 2 つの物理機能の
それぞれから 2 つの仮想機能を作成します。

primary# ldm create-vf /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0
Created new vf: /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF0
primary# ldm create-vf /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0
Created new vf: /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF1
primary# ldm create-vf /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1
Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0
primary# ldm create-vf /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1
Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1

-n オプションを使用すれば、次の 2 つのコマンドで 2 つの仮想機能を作成することも
できます。

primary# ldm create-vf -n 2 /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0
Created new vf: /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF0
Created new vf: /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF1
primary# ldm create-vf -n 2 /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1
Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0
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Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1

指定した物理機能で仮想機能を動的に作成できなかった場合は、それらを静的に作成
するために遅延再構成を開始します。

primary# ldm start-reconf ldg1
primary# ldm create-vf /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0
Created new vf: /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF0
primary# ldm create-vf /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0
Created new vf: /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF1
primary# ldm create-vf /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1
Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0
primary# ldm create-vf /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1
Created new vf: /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1

次に変更を有効にするために、ldg1 ルートドメインをリブートします。

primary# ldm stop-domain -r ldg1

次のコマンドは新しい仮想機能を表示します。

primary# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   
----                                      ----   ---      ------   ------   
pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV      
pci_1                                     BUS    pci_1    ldg1     IOV      
niu_0                                     NIU    niu_0    primary           
niu_1                                     NIU    niu_1    primary           
/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP      
/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP      
/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      
/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      
/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      
/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    ldg2     OCC      
/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1    ldg1     EMP      
/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1    ldg1     OCC      
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary           
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary           
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0                  PF     pci_1    ldg1              
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1                  PF     pci_1    ldg1              
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_1    ldg1              
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    ldg1              
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF0              VF     pci_1
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF1              VF     pci_1
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0               VF     pci_1
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1               VF     pci_1

次のコマンドは、/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF1 仮想関数を primary 以外のルー
トドメイン ldg1 に動的に追加します。

primary# ldm add-io /SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF1 ldg1

次のコマンドは、/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0 仮想機能を ldg2 ドメインに動的に
追加します。

primary# ldm add-io /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0 ldg2
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次のコマンドは、/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1 仮想機能を、バインドされた ldg3
ドメインに追加します。

primary# ldm add-io /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1 ldg3
primary# ldm start ldg3
LDom ldg3 started

ldg3 ドメインのコンソールに接続して、その OS をブートします。

次の出力は、すべての割り当てが想定したとおりに表示されていることを示していま
す。1 つの仮想機能が未割り当てであるため、ldg1、ldg2、または ldg3 ドメインに
それを動的に割り当てることができます。

# ldm list-io
NAME                                      TYPE   BUS      DOMAIN   STATUS   
----                                      ----   ---      ------   ------   
pci_0                                     BUS    pci_0    primary  IOV      
pci_1                                     BUS    pci_1    ldg1     IOV      
niu_0                                     NIU    niu_0    primary           
niu_1                                     NIU    niu_1    primary           
/SYS/MB/PCIE0                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE2                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE4                             PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE6                             PCIE   pci_0    primary  EMP      
/SYS/MB/PCIE8                             PCIE   pci_0    primary  EMP      
/SYS/MB/SASHBA                            PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/NET0                              PCIE   pci_0    primary  OCC      
/SYS/MB/PCIE1                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      
/SYS/MB/PCIE3                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      
/SYS/MB/PCIE5                             PCIE   pci_1    ldg1     OCC      
/SYS/MB/PCIE7                             PCIE   pci_1    ldg2     OCC      
/SYS/MB/PCIE9                             PCIE   pci_1    ldg1     EMP      
/SYS/MB/NET2                              PCIE   pci_1    ldg1     OCC      
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0                   PF     pci_0    primary           
/SYS/MB/NET0/IOVNET.PF1                   PF     pci_0    primary           
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0                  PF     pci_1    ldg1              
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF1                  PF     pci_1    ldg1              
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0                   PF     pci_1    ldg1              
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1                   PF     pci_1    ldg1              
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF0              VF     pci_1                      
/SYS/MB/PCIE5/IOVNET.PF0.VF1              VF     pci_1    ldg1              
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF0               VF     pci_1    ldg2              
/SYS/MB/NET2/IOVNET.PF1.VF1               VF     pci_1    ldg3
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 11 ♦  ♦  ♦        第    1  1    章 

仮想ディスクの使用

この章では、Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアで仮想ディスクを使用する方法
について説明します。
この章では、次の項目について説明します。

■ 171 ページの「仮想ディスクの概要」
■ 173 ページの「仮想ディスクの識別子とデバイス名」
■ 174 ページの「仮想ディスクの管理」
■ 177 ページの「仮想ディスクの表示」
■ 178 ページの「仮想ディスクバックエンドオプション」
■ 180 ページの「仮想ディスクバックエンド」
■ 188 ページの「仮想ディスクマルチパスの構成」
■ 193 ページの「CD、DVD および ISO イメージ」
■ 197 ページの「仮想ディスクのタイムアウト」
■ 198 ページの「仮想ディスクおよび SCSI」
■ 198 ページの「仮想ディスクおよび format コマンド」
■ 199 ページの「仮想ディスクと ZFS の使用」
■ 203 ページの「Oracle VM Server for SPARC 環境でのボリュームマネージャーの

使用」
■ 206 ページの「仮想ディスクに関する問題」

仮想ディスクの概要

仮想ディスクには、2 つのコンポーネントがあります。ゲストドメインに表示される
仮想ディスク自体と、データの格納先であり仮想 I/O の送信先である仮想ディスク
バックエンドです。仮想ディスクバックエンドは、仮想ディスクサーバー (vds) ドラ
イバによって、サービスドメインからエクスポートされます。vds ドライバは、論理
ドメインチャネル (LDC) を使用して、ハイパーバイザを介してゲストドメインの仮想
ディスククライアント (vdc) ドライバと通信します。最終的には、仮想ディスクはゲ
ストドメイン内の /dev/[r]dsk/cXdYsZ デバイスとして表示されます。
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注記 - ディスクパス名の一部として /dev/dsk または /dev/rdsk を使用することで、
ディスクを参照できます。どちらの参照でも同じ結果になります。

注意 - ディスク全体を表すために d0 デバイスを使用しないでください。このデバイス
は、ディスクに EFI ラベルがあり VTOC ラベルがない場合のみ、ディスク全体を表し
ます。d0 デバイスを使用すると、仮想ディスクが単一スライスのディスクになり、
ディスクの先頭に書き込みを行なった場合にディスクラベルを破損してしまう可能性
があります。

代わりに、s2 スライスを使用してディスク全体を仮想化します。s2 スライスはラベ
ルとは無関係です。

仮想ディスクバックエンドは、物理的でも論理的でもかまいません。物理デバイスに
は、次のものを含めることができます。

■ 物理ディスクまたはディスク論理ユニット番号 (LUN)
■ 物理ディスクスライス

論理デバイスは、次のいずれかにすることができます。

■ ZFS や UFS などのローカルファイルシステム上または NFS によって使用可能なリ
モートファイルシステム上のファイル

■ ZFS、VxVM、Solaris Volume Manager などのボリュームマネージャーからの論理ボ
リューム

■ サービスドメインからアクセス可能な任意のディスク擬似デバイス
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図   6 Oracle VM Server for SPARC を使用した仮想ディスク

サーバー上の仮想ディスクの最大数を使用するには、segkpsize カーネルチューニ
ング可能パラメータの値が少なくとも 524288 であることを確認します。不十分な
segkpsize 値によりゲストドメインがブート中または仮想ディスクの動的な追加中に
ハングアップすることに注意してください。segkpsize の詳細については、『Oracle
Solaris 11.3 Tunable Parameters Reference Manual』 の 「segkpsize」を参照してくださ
い。

仮想ディスクの識別子とデバイス名

ldm add-vdisk コマンドを使用してドメインに仮想ディスクを追加する際に、id プ
ロパティーを設定して、その仮想ディスクのデバイス番号を指定できます。
ldm add-vdisk [id=disk-id] disk-name volume-name@service-name domain-name

ドメインの各仮想ディスクには、ドメインがバインドされるときに割り当てられる一
意のデバイス番号があります。id プロパティーを設定して仮想ディスクを明示的なデ
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仮想ディスクの管理

バイス番号で追加した場合、指定したデバイス番号が使用されます。デバイス番号を
指定しなかった場合、使用可能なもっとも小さいデバイス番号が自動的に割り当てら
れます。その場合、割り当てられるデバイス番号は、仮想ディスクがドメインに追加
された方法によって異なります。仮想ディスクに最終的に割り当てられたデバイス番
号は、ドメインがバインドされるときに ldm list-bindings コマンドの出力で確認
できます。

仮想ディスクが構成されたドメインで Oracle Solaris OS を実行している場合、そのド
メインでは、各仮想ディスクは c0dn ディスクデバイスとして表示されます。n は仮想
ディスクのデバイス番号です。

次の例では、ldg1 ドメインに、rootdisk と pdisk という 2 つの仮想ディスクがあ
ります。rootdisk のデバイス番号は 0 (disk@0) で、ドメインではディスクデバイ
ス c0d0 として表示されます。pdisk のデバイス番号は 1 (disk@1) で、ドメインでは
ディスクデバイス c0d1 として表示されます。

primary# ldm list-bindings ldg1
...
DISK
    NAME             VOLUME                      TOUT DEVICE  SERVER         MPGROUP
    rootdisk         dsk_nevada@primary-vds0          disk@0  primary
    pdisk            c3t40d1@primary-vds0             disk@1  primary
...

注意 - デバイス番号が仮想ディスクに明示的に割り当てられていない場合、ドメイン
のバインドがいったん解除されたあとでふたたびバインドされると、デバイス番号
が変更されることがあります。その場合、ドメインで実行している OS によって割り
当てられたデバイス名も変更され、システムの既存の構成が損なわれることがありま
す。これは、たとえば、仮想ディスクがドメインの構成から削除されたときに起こる
場合があります。

仮想ディスクの管理

このセクションでは、ゲストドメインへの仮想ディスクの追加、仮想ディスク
オプションとタイムアウトオプションの変更、およびゲストドメインからの仮
想ディスクの削除について説明します。仮想ディスクオプションの詳細について
は、178 ページの「仮想ディスクバックエンドオプション」を参照してください。
仮想ディスクのタイムアウトの説明については、197 ページの「仮想ディスクのタ
イムアウト」 を参照してください。

仮想ディスクバックエンドは、同じ仮想ディスクまたは別の仮想ディスクサーバーの
いずれかを介して複数回エクスポートできます。仮想ディスクバックエンドのエクス
ポートされたインスタンスは、それぞれ同じゲストドメインまたは別のゲストドメイ
ンのいずれかに割り当てることができます。
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仮想ディスクを追加する方法

仮想ディスクバックエンドを複数回エクスポートする場合は、排他 (excl) オプション
を指定してエクスポートしないでください。excl オプションを指定すると、バックエ
ンドのエクスポートは 1 回のみ許可されます。ro オプションを指定すると、バックエ
ンドは読み取り専用デバイスとして問題なく複数回エクスポートできます。

仮想ディスクデバイスをドメインに割り当てると、仮想ディスクサービスを提供する
ドメインに対して暗黙的な依存関係が生まれます。ldm list-dependencies コマン
ドを使用することで、これらの依存関係を表示したり、仮想ディスクサービスに依存
しているドメインを表示したりできます。403 ページの「ドメイン I/O の依存関係
の一覧表示」を参照してください。

仮想ディスクを追加する方法

1. 仮想ディスクバックエンドをサービスドメインからエクスポートします。
ldm add-vdsdev [-fq] [options={ro,slice,excl}] [mpgroup=mpgroup] \
backend volume-name@service-name

2. このバックエンドをゲストドメインに割り当てます。
ldm add-vdisk [timeout=seconds] [id=disk-id] disk-name volume-name@service-name domain-name

id プロパティーを設定して、新しい仮想ディスクデバイスのカスタム ID を指定でき
ます。デフォルトでは ID 値は自動的に生成されるため、OS で既存のデバイス名に一
致させる必要がある場合に、このプロパティーを設定します。173 ページの「仮想
ディスクの識別子とデバイス名」 を参照してください。

注記 - バックエンドは、ゲストドメイン (domain-name) がバインドされたときに、実際
にサービスドメインからエクスポートされ、ゲストドメインに割り当てられます。

仮想ディスクバックエンドを複数回エクスポートする
方法

注意 - 仮想ディスクバックエンドが複数回エクスポートされる際は、ゲストドメイン
で動作中のアプリケーションおよびその仮想ディスクを使用中のアプリケーション
が、同時の書き込みアクセスを調整および同期化して、データの一貫性を確保する役
割を果たします。

次の例では、同じ仮想ディスクサービスを介して 2 つの異なるゲストドメインに同じ
仮想ディスクを追加する方法について説明します。
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仮想ディスクオプションを変更する方法

1. サービスドメインから仮想ディスクバックエンドを 2 回エクスポートします。

ldm add-vdsdev [options={ro,slice}] backend volume1@service-name
# ldm add-vdsdev -f [options={ro,slice}] backend volume2@service-name

2 つめの ldm add-vdsdev コマンドでは、-f オプションを使用して、バックエンドの
2 回目のエクスポートを強制実行します。両方のコマンドに同じバックエンドパスを
使用する場合や、仮想ディスクサーバーが同じサービスドメインに存在する場合に、
このオプションを使用します。

2. エクスポートされたバックエンドを各ゲストドメインに割り当てます。
ldom1 と ldom2 には、異なる disk-name を指定できます。

ldm add-vdisk [timeout=seconds] disk-name volume1@service-name ldom1
# ldm add-vdisk [timeout=seconds] disk-name volume2@service-name ldom2

仮想ディスクオプションを変更する方法

仮想ディスクオプションの詳細については、178 ページの「仮想ディスクバックエ
ンドオプション」を参照してください。

サービスドメインからバックエンドがエクスポートされたあとに、仮想ディスクオプ
ションを変更できます。

primary# ldm set-vdsdev options=[{ro,slice,excl}] volume-name@service-name

タイムアウトオプションを変更する方法

仮想ディスクオプションの詳細については、178 ページの「仮想ディスクバックエ
ンドオプション」を参照してください。

仮想ディスクがゲストドメインに割り当てられたあとに、仮想ディスクのタイムアウ
トを変更できます。

primary# ldm set-vdisk timeout=seconds disk-name domain-name

仮想ディスクを削除する方法

1. ゲストドメインから仮想ディスクを削除します。
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仮想ディスクの表示

primary# ldm rm-vdisk disk-name domain-name

2. サービスドメインから対応するバックエンドのエクスポートを停止します。
primary# ldm rm-vdsdev volume-name@service-name

仮想ディスクの表示

バックエンドが仮想ディスクとしてエクスポートされると、ゲストドメインにフル
ディスクまたは 1 つのスライスディスクとして表示可能になります。表示形式は、
バックエンドの種類およびバックエンドのエクスポート時に使用したオプションに
よって異なります。

注記 - Non-Volatile Memory Express (NVMe) ストレージは、SPARC T7 シリーズサー
バーおよび SPARC M7 シリーズサーバー以降で使用できます。このストレージはディ
スクドライブでも Flash Accelerator F160 PCIe カードでもかまいません。このディスク
タイプを使用して仮想ディスクバックエンドを構築できます。

Oracle Solaris 11.3 SRU 2.4 OS 以降では、NVMe ストレージディスクタイプをフルディ
スクまたは 1 つのスライスディスクとして使用できます。

Oracle Solaris 11.3 SRU 2.4 OS より前では、NVMe ストレージディスクタイプを 1 つの
スライスディスクとしてのみ使用できます。

注意 - 単一スライスのディスクはデバイス ID がありません。デバイス ID が必要な場
合は、完全な物理ディスクのバックエンドを使用します。

フルディスク

バックエンドをフルディスクとしてドメインにエクスポートすると、そのドメイン
に、8 つのスライス (s0 - s7) を持つ通常のディスクとして表示されます。このタイプ
のディスクは、format(1M) コマンドを使用して表示できます。ディスクのパーティ
ションテーブルは、fmthard コマンドまたは format コマンドのいずれかを使用して
変更できます。

また、フルディスクは OS インストールソフトウェアからも表示でき、OS のインス
トール先のディスクとして選択できます。

どのバックエンドも、フルディスクとしてエクスポートできますが、1 つのスライス
ディスクとしてのみエクスポート可能な物理ディスクスライスは除きます。
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仮想ディスクバックエンドオプション

1 つのスライスディスク

バックエンドを 1 つのスライスディスクとしてドメインにエクスポートすると、そ
のドメインに、8 つのスライス (s0 - s7) を持つ通常のディスクとして表示されます。
ただし、使用できるのは 1 番めのスライス (s0) のみです。このタイプのディスク
は、format(1M) コマンドで表示できますが、ディスクのパーティションテーブルは
変更できません。

また、1 つのスライスディスクは OS インストールソフトウェアからも表示でき、OS
のインストール先のディスクとして選択できます。この場合、UNIX ファイルシステ
ム (UNIX File System、UFS) を使用して OS をインストールするときは、ルートパー
ティション (/) のみを定義し、このパーティションがすべてのディスク領域を使用す
る必要があります。

どのバックエンドも、1 つのスライスディスクとしてエクスポートできます。ただ
し、フルディスクとしてのみエクスポートできる物理ディスクは除きます。

注記 - Oracle Solaris 10 10/08 OS より前のリリースでは、1 つのスライスディスクは、1
つのパーティションを持つディスクとして表示されていました (s0)。このタイプの
ディスクは、format コマンドでは表示できませんでした。また、OS インストールソ
フトウェアからも表示できず、OS をインストール可能なディスクデバイスとして選
択することができませんでした。

仮想ディスクバックエンドオプション

仮想ディスクのバックエンドをエクスポートする際には、さまざまなオプションを指
定できます。これらのオプションは、ldm add-vdsdev コマンドの options= 引数に
コンマ区切りのリストとして指定します。有効なオプションは、ro、slice、および
excl です。

読み取り専用 (ro) オプション

読み取り専用 (ro) オプションは、バックエンドが読み取り専用デバイスとしてエクス
ポートされることを指定します。その場合、ゲストドメインに割り当てられるこの仮
想ディスクに対しては読み取り操作のアクセスのみが可能で、仮想ディスクへの書き
込み操作は失敗します。

178 Oracle VM Server for SPARC 3.4 管理ガイド • 2016 年 8 月



仮想ディスクバックエンドオプション

排他 (excl) オプション

排他 (excl) オプションは、サービスドメインのバックエンドを仮想ディスクとして別
のドメインにエクスポートするときに、仮想ディスクサーバーによって排他的に開か
れる必要があることを指定します。バックエンドが排他的に開かれると、サービスド
メインのほかのアプリケーションがこのバックエンドにアクセスすることはできませ
ん。この制限によって、サービスドメインで動作するアプリケーションが、ゲストド
メインでも使用されているバックエンドを誤って使用することはなくなります。

注記 - ドライバには excl オプションを受け入れないものもあるため、一部の仮想ディ
スクバックエンドを排他的に開くことが許可されません。excl オプションが物理ディ
スクおよびスライスで機能することはわかっていますが、このオプションはファイル
では機能しません。ディスクボリュームなどの擬似デバイスで機能できます。バック
エンドのドライバで排他的オープンが受け入れられない場合、バックエンドの excl
オプションは無視され、バックエンドは排他的に開かれません。

excl オプションによって、サービスドメインで動作中のアプリケーションが、ゲスト
ドメインにエクスポートされるバックエンドにアクセスできなくなるため、次の場合
は excl オプションを設定しないでください。

■ ゲストドメインの動作中に、format などのコマンドを使用して物理ディスクを管
理できるようにする場合は、excl オプションを指定してこれらのディスクをエク
スポートしないでください。

■ RAID またはミラー化ボリュームなどの Solaris Volume Manager ボリュームをエク
スポートする場合は、excl オプションを設定しないでください。このようにしな
いと、RAID またはミラー化ボリュームのコンポーネントに障害が発生した場合
に、Solaris Volume Manager で一部の復旧処理の開始が妨げられる可能性がありま
す。詳細については、204 ページの「Solaris ボリュームマネージャーによる仮想
ディスクの使用」を参照してください。

■ Veritas Volume Manager (VxVM) がサービスドメインにインストールされていて、
Veritas Dynamic Multipathing (VxDMP) が物理ディスクに対して有効な場合は、excl
オプション (デフォルトではない) を指定せずに物理ディスクをエクスポートす
る必要があります。このようにしないと、仮想ディスクサーバー (vds) が物理
ディスクデバイスを開くことができないため、エクスポートは失敗します。詳細
は、205 ページの「VxVM のインストール時の仮想ディスクの使用」 を参照し
てください。

■ 同じ仮想ディスクバックエンドを同じ仮想ディスクサービスから複数回エクスポー
トする場合の詳細については、175 ページの「仮想ディスクバックエンドを複数
回エクスポートする方法」を参照してください。

デフォルトでは、バックエンドは排他的ではない状態で開かれます。このため、バッ
クエンドが別のドメインにエクスポートされている間でも、サービスドメインで動作
中のアプリケーションはこのバックエンドを使用できます。
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仮想ディスクバックエンド

スライス (slice) オプション

通常、バックエンドは、その種類に応じてフルディスクまたは 1 つのスライスディス
クのいずれかとしてエクスポートされます。slice オプションを指定すると、バック
エンドは強制的に 1 つのスライスディスクとしてエクスポートされます。

このオプションは、バックエンドの raw コンテンツをエクスポートする場合に便利で
す。たとえば、データを格納済みの ZFS または Solaris Volume Manager ボリュームが
ある場合に、ゲストドメインでこのデータにアクセスするには、slice オプションを
使用して ZFS または Solaris Volume Manager ボリュームをエクスポートする必要があ
ります。

このオプションの詳細については、180 ページの「仮想ディスクバックエンド」を
参照してください。

仮想ディスクバックエンド

仮想ディスクバックエンドは、仮想ディスクのデータの格納場所です。バックエン
ドには、ディスク、ディスクスライス、ファイル、またはボリューム (ZFS、Solaris
Volume Manager、VxVM など) を使用できます。バックエンドは、バックエンドを
サービスドメインからエクスポートする際に slice オプションを設定するかどうかに
応じて、フルディスクまたは 1 つのスライスディスクのいずれかとしてゲストドメイ
ンに表示されます。デフォルトでは、仮想ディスクバックエンドは読み取りおよび書
き込み可能なフルディスクとして排他的でない状態でエクスポートされます。

物理ディスクまたはディスクの LUN

物理ディスクまたはディスク LUN は、常にフルディスクとしてエクスポートされま
す。この場合、仮想ディスクドライバ (vds および vdc) は仮想ディスクからの入出力
を転送し、物理ディスクまたはディスク LUN へのパススルーとして動作します。

slice オプションを設定せずにそのディスクのスライス 2 (s2) に対応するデバイスを
エクスポートすると、物理ディスクまたはディスク LUN はサービスドメインからエ
クスポートされます。slice オプションを指定してディスクのスライス 2 をエクス
ポートすると、ディスク全体ではなくこのスライスのみがエクスポートされます。
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物理ディスクを仮想ディスクとしてエクスポートする方法

物理ディスクを仮想ディスクとしてエクスポートする
方法

注意 - 仮想ディスクを構成する際には、各仮想ディスクが物理ディスク、ディスクス
ライス、ファイル、ボリュームなどの個別の物理 (バックエンド) リソースを参照して
いることを確認してください。

FibreChannel や SAS などの一部のディスクは、2 つの異なるパスから同じディスクを
参照できることを意味する「デュアルポート」の特徴を備えています。異なるドメイ
ンに割り当てられたパスが同じ物理ディスクを参照していないことを確認してくださ
い。

1. 物理ディスクを仮想ディスクとしてエクスポートします。
たとえば、物理ディスク c1t48d0 を仮想ディスクとしてエクスポートするには、その
ディスクのスライス 2 (c1t48d0s2) をエクスポートする必要があります。

primary# ldm add-vdsdev /dev/dsk/c1t48d0s2 c1t48d0@primary-vds0

2. このディスクをゲストドメインに割り当てます。
たとえば、ディスク pdisk をゲストドメイン ldg1 に割り当てます。

primary# ldm add-vdisk pdisk c1t48d0@primary-vds0 ldg1

3. ゲストドメインが起動されて Oracle Solaris OS が実行されたら、そのディスクがア
クセス可能であり、フルディスクであることを確認します。
フルディスクとは、8 つのスライスを持つ通常のディスクのことです。

確認するディスクが c0d1 の場合、次のようになります。

ldg1# ls -1 /dev/dsk/c0d1s*
/dev/dsk/c0d1s0
/dev/dsk/c0d1s1
/dev/dsk/c0d1s2
/dev/dsk/c0d1s3
/dev/dsk/c0d1s4
/dev/dsk/c0d1s5
/dev/dsk/c0d1s6
/dev/dsk/c0d1s7

物理ディスクスライス

物理ディスクスライスは、常に 1 つのスライスディスクとしてエクスポートされま
す。この場合、仮想ディスクドライバ (vds および vdc) は仮想ディスクから入出力を
転送し、物理ディスクスライスへのパススルーとして動作します。
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物理ディスクスライスを仮想ディスクとしてエクスポートする方法

物理ディスクスライスは、対応するスライスデバイスをエクスポートすることで、
サービスドメインからエクスポートされます。デバイスがスライス 2 と異なる場
合は、slice オプションの指定の有無にかかわらず、自動的に 1 つのスライスディ
スクとしてエクスポートされます。デバイスがディスクのスライス 2 である場合
は、slice オプションを設定して、スライス 2 のみを 1 つのスライスディスクとして
エクスポートする必要があります。そうしないと、ディスク全体がフルディスクとし
てエクスポートされます。

注記 - Non-Volatile Memory Express (NVMe) ストレージは、SPARC T7 シリーズサー
バーおよび SPARC M7 シリーズサーバー以降で使用できます。このストレージはディ
スクドライブでも Flash Accelerator F160 PCIe カードでもかまいません。

Oracle Solaris 11.3 SRU 2.4 OS 以降では、NVMe ストレージディスクタイプをフルディ
スクまたは 1 つのスライスディスクとして使用できます。

Oracle Solaris 11.3 SRU 2.4 OS より前では、NVMe ストレージディスクタイプを 1 つの
スライスディスクとしてのみ使用できます。

物理ディスクスライスを仮想ディスクとしてエクス
ポートする方法

1. 物理ディスクのスライスを仮想ディスクとしてエクスポートします。
たとえば、物理ディスク c1t57d 0 のスライス 0 を仮想ディスクとしてエクスポート
するには、そのスライス (c1t57d0s0) に対応するデバイスを次のようにエクスポート
する必要があります。

primary# ldm add-vdsdev /dev/dsk/c1t57d0s0 c1t57d0s0@primary-vds0

スライスは常に 1 つのスライスディスクとしてエクスポートされるため、slice オプ
ションを指定する必要はありません。

2. このディスクをゲストドメインに割り当てます。
たとえば、ディスク pslice をゲストドメイン ldg1 に割り当てます。

primary# ldm add-vdisk pslice c1t57d0s0@primary-vds0 ldg1

3. ゲストドメインが起動されて Oracle Solaris OS が実行されたら、ディスク (c0d13
など) を表示して、そのディスクがアクセス可能であることを確認できます。
ldg1# ls -1 /dev/dsk/c0d13s*
/dev/dsk/c0d13s0
/dev/dsk/c0d13s1
/dev/dsk/c0d13s2
/dev/dsk/c0d13s3
/dev/dsk/c0d13s4
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/dev/dsk/c0d13s5
/dev/dsk/c0d13s6
/dev/dsk/c0d13s7

デバイスは 8 つありますが、そのディスクは 1 つのスライスディスクであるため、使
用できるのは 1 番目のスライス (s0) のみです。

スライス 2 をエクスポートする方法

スライス 2 (ディスク c1t57d0s2 など) をエクスポートするには、slice オプションを
指定する必要があります。そうしないと、ディスク全体がエクスポートされます。

primary# ldm add-vdsdev options=slice /dev/dsk/c1t57d0s2 c1t57d0s2@primary-vds0

ファイルおよびボリュームのエクスポート

ファイルまたはボリューム (たとえば ZFS または Solaris Volume Manager からの)
は、slice オプションの指定の有無に応じて、フルディスクまたは 1 つのスライス
ディスクのいずれかとしてエクスポートされます。

フルディスクとしてエクスポートされるファイルまたはボリュー
ム

slice オプションを設定しない場合、ファイルまたはボリュームはフルディスクとし
てエクスポートされます。この場合、仮想ディスクドライバ (vds および vdc) は仮想
ディスクから入出力を転送し、仮想ディスクのパーティション分割を管理します。
最終的には、このファイルまたはボリュームは、仮想ディスクのすべてのスライスの
データ、およびパーティション分割とディスク構造の管理に使用されるメタデータを
含むディスクイメージになります。

空のファイルまたはボリュームをフルディスクとしてエクスポートすると、未フォー
マットのディスク、つまり、パーティションのないディスクとしてゲストドメインに
表示されます。このため、ゲストドメインで format コマンドを実行して、使用可能
なパーティションを定義し、有効なディスクラベルを書き込む必要があります。ディ
スクが未フォーマットの間、この仮想ディスクへの入出力はすべて失敗します。

注記 - パーティションを作成するには、ゲストドメインで format コマンドを実行する
必要があります。
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ファイルをフルディスクとしてエクスポートする方法

1. サービスドメインから、ファイル (fdisk0 など) を作成して仮想ディスクとして使用
します。

service# mkfile 100m /ldoms/domain/test/fdisk0

ファイルのサイズによって、仮想ディスクのサイズが定義されます。この例では、
100M バイトの空のファイルを作成して、100M バイトの仮想ディスクを取得していま
す。

2. 制御ドメインから、ファイルを仮想ディスクとしてエクスポートします。

primary# ldm add-vdsdev /ldoms/domain/test/fdisk0 fdisk0@primary-vds0

この例では、slice オプションを設定していないため、ファイルはフルディスクとし
てエクスポートされます。

3. 制御ドメインから、ディスクをゲストドメインに割り当てます。
たとえば、ディスク fdisk をゲストドメイン ldg1 に割り当てます。

primary# ldm add-vdisk fdisk fdisk0@primary-vds0 ldg1

4. ゲストドメインが起動されて Oracle Solaris OS が実行されたら、そのディスクがア
クセス可能であり、フルディスクであることを確認します。
フルディスクとは、8 つのスライスを持つ通常のディスクのことです。

次の例は、ディスク c0d5 を表示して、そのディスクがアクセス可能であり、フル
ディスクであることを確認する方法を示しています。

ldg1# ls -1 /dev/dsk/c0d5s*
/dev/dsk/c0d5s0
/dev/dsk/c0d5s1
/dev/dsk/c0d5s2
/dev/dsk/c0d5s3
/dev/dsk/c0d5s4
/dev/dsk/c0d5s5
/dev/dsk/c0d5s6
/dev/dsk/c0d5s7

ZFS ボリュームをフルディスクとしてエクスポートする方法

1. フルディスクとして使用する ZFS ボリュームを作成します。
次の例は、フルディスクとして使用する ZFS ボリューム zdisk0 を作成する方法を示
しています。

service# zfs create -V 100m ldoms/domain/test/zdisk0
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ボリュームのサイズによって、仮想ディスクのサイズが定義されます。この例では、
結果的に 100M バイトの仮想ディスクになる、100M バイトのボリュームを作成しま
す。

2. 制御ドメインから、その ZFS ボリュームに対応するデバイスをエクスポートします。
primary# ldm add-vdsdev /dev/zvol/dsk/ldoms/domain/test/zdisk0 \
zdisk0@primary-vds0

この例では、slice オプションを設定していないため、ファイルはフルディスクとし
てエクスポートされます。

3. 制御ドメインから、ボリュームをゲストドメインに割り当てます。
次の例は、ボリューム zdisk0 をゲストドメイン ldg1 に割り当てる方法を示していま
す。

primary# ldm add-vdisk zdisk0 zdisk0@primary-vds0 ldg1

4. ゲストドメインが起動されて Oracle Solaris OS が実行されたら、そのディスクがア
クセス可能であり、フルディスクであることを確認します。
フルディスクとは、8 つのスライスを持つ通常のディスクのことです。

次の例は、ディスク c0d9 を表示して、そのディスクがアクセス可能であり、フル
ディスクであることを確認する方法を示しています。

ldg1# ls -1 /dev/dsk/c0d9s*
/dev/dsk/c0d9s0
/dev/dsk/c0d9s1
/dev/dsk/c0d9s2
/dev/dsk/c0d9s3
/dev/dsk/c0d9s4
/dev/dsk/c0d9s5
/dev/dsk/c0d9s6
/dev/dsk/c0d9s7

1 つのスライスディスクとしてエクスポートされるファイルまた
はボリューム

slice オプションを設定すると、ファイルまたはボリュームは 1 つのスライスディス
クとしてエクスポートされます。この場合、仮想ディスクには 1 つのパーティション
(s0) のみが含まれ、このパーティションが直接ファイルまたはボリュームバックエン
ドにマップされます。ファイルまたはボリュームには仮想ディスクに書き込まれる
データのみが含まれ、パーティション情報やディスク構造などの追加データは含まれ
ません。

ファイルまたはボリュームが 1 つのスライスディスクとしてエクスポートされると、
システムは擬似的なディスクのパーティション分割のシミュレーションを行います。
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これにより、そのファイルまたはボリュームはディスクスライスとして表示されま
す。ディスクのパーティション分割のシミュレーションが行われるため、そのディス
クに対してパーティションは作成しないでください。

ZFS ボリュームを 1 つのスライスディスクとしてエクスポートす
る方法

1. ZFS ボリュームを作成して、1 つのスライスディスクとして使用します。
次の例は、ZFS ボリューム zdisk0 を作成して、1 つのスライスディスクとして使用す
る方法を示しています。

service# zfs create -V 100m ldoms/domain/test/zdisk0

ボリュームのサイズによって、仮想ディスクのサイズが定義されます。この例では、
100M バイトのボリュームを作成して、100M バイトの仮想ディスクを取得します。

2. 制御ドメインから、その ZFS ボリュームに対応するデバイスをエクスポートします。
このボリュームが 1 つのスライスディスクとしてエクスポートされるように slice オ
プションを設定します。
primary# ldm add-vdsdev options=slice /dev/zvol/dsk/ldoms/domain/test/zdisk0 \
zdisk0@primary-vds0

3. 制御ドメインから、ボリュームをゲストドメインに割り当てます。
次の例は、ボリューム zdisk0 をゲストドメイン ldg1 に割り当てる方法を示していま
す。

primary# ldm add-vdisk zdisk0 zdisk0@primary-vds0 ldg1

4. ゲストドメインが起動されて Oracle Solaris OS が実行されたら、ディスク (c0d9 な
ど) を表示して、そのディスクがアクセス可能で、1 つのスライスディスク (s0) であ
ることを確認できます。
ldg1# ls -1 /dev/dsk/c0d9s*
/dev/dsk/c0d9s0
/dev/dsk/c0d9s1
/dev/dsk/c0d9s2
/dev/dsk/c0d9s3
/dev/dsk/c0d9s4
/dev/dsk/c0d9s5
/dev/dsk/c0d9s6
/dev/dsk/c0d9s7

ボリュームのエクスポートおよび下位互換性

ボリュームを仮想ディスクとしてエクスポートする構成がある場合、ボリュームは 1
つのスライスディスクではなくフルディスクとしてエクスポートされるようになりま
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す。アップグレード前の動作を保持して、ボリュームを 1 つのスライスディスクとし
てエクスポートするには、次のいずれかを実行する必要があります。

■ Oracle VM Server for SPARC 3.4 ソフトウェアで ldm set-vdsdev コマンドを使用し
て、1 つのスライスディスクとしてエクスポートするすべてのボリュームに slice
オプションを設定します。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

■ 次の行を、サービスドメインの /etc/system ファイルに追加します。

set vds:vd_volume_force_slice = 1

/etc/system プロパティー値の正しい作成または更新について
は、383 ページの「/etc/system ファイルのプロパティー値の更新」を参照し
てください。

注記 - この調整可能なオプションを設定すると、すべてのボリュームが強制的に 1
つのスライスディスクとしてエクスポートされ、ボリュームをフルディスクとして
エクスポートできなくなります。

各種のバックエンドのエクスポート方法のサマリー

バックエンド スライスオプションなし スライスオプションを設定

ディスク (ディスクスライス 2) フルディスク† 1 つのスライスディスク‡

ディスクスライス (スライス 2 以外) 1 つのスライスディスク* 1 つのスライスディスク

ファイル フルディスク 1 つのスライスディスク

ボリューム (ZFS、Solaris Volume Manager、
VxVM を含む)

フルディスク 1 つのスライスディスク

†ディスク全体をエクスポートします。
‡スライス 2 のみをエクスポートします。
*スライスは常に 1 つのスライスディスクとしてエクスポートされます。

ファイルおよびディスクスライスを仮想ディスクとしてエクス
ポートする場合のガイドライン

このセクションでは、ファイルおよびディスクスライスを仮想ディスクとしてエクス
ポートする場合のガイドラインを示します。
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ループバックファイル (lofi) ドライバの使用

ファイルを仮想ディスクとしてエクスポートするループバックファイル (lofi) ドラ
イバを使用すると、余分なドライバレイヤーが追加されるため、仮想ディスクのパ
フォーマンスに影響します。代わりに、フルディスクまたは 1 つのスライスディスク
としてファイルを直接エクスポートすることができます。183 ページの「ファイル
およびボリュームのエクスポート」を参照してください。

ディスクスライスの直接的または間接的なエクスポート

仮想ディスクとしてスライスを直接的に、または Solaris Volume Manager ボリューム
を介すなどして間接的にエクスポートするには、prtvtoc コマンドを使用して、スラ
イスが物理ディスクの最初のブロック (ブロック 0) で開始されていないことを確認し
ます。

物理ディスクの最初のブロックから始まるディスクスライスを直接的または間接的に
エクスポートする場合は、物理ディスクのパーティションテーブルを上書きして、
そのディスクのすべてのパーティションにアクセスできないようにすることもできま
す。

仮想ディスクマルチパスの構成
仮想ディスクマルチパスを使用すると、ゲストドメインに仮想ディスクを構成して、
複数のパスからバックエンドストレージにアクセスできます。それらのパスは、ディ
スク LUN などの同一のバックエンドストレージにアクセスできる各種サービスドメ
インを通過します。この機能では、サービスドメインのいずれかがダウンしても、ゲ
ストドメイン内の仮想ディスクをアクセス可能なままにしておくことができます。た
とえば、仮想ディスクマルチパス構成を設定して、ネットワークファイルシステム
(Network File System、NFS) サーバーのファイルにアクセスすることがあります。ま
た、この構成を使用して、複数のサービスドメインに接続される共有ストレージから
LUN にアクセスできます。このため、ゲストドメインが仮想ディスクにアクセスする
場合、仮想ディスクドライバは、サービスドメインのいずれかを通過してバックエン
ドストレージにアクセスします。仮想ディスクドライバがサービスドメインに接続で
きない場合、仮想ディスクは、別のサービスドメインを通じてバックエンドストレー
ジにアクセスします。

注記 - mpgroups と SCSI 予約を一緒に使用することはできません。

仮想ディスクマルチパス機能では、サービスドメインがバックエンドストレージにア
クセスできない場合を検出できます。そのような場合、仮想ディスクドライバは、別
のパスでバックエンドストレージへのアクセスを試みます。
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仮想ディスクマルチパスを有効にするには、各サービスドメインから仮想ディスク
バックエンドをエクスポートし、同じマルチパスグループ (mpgroup) に追加する必要
があります。仮想ディスクバックエンドがエクスポートされると、mpgroup は名前で
識別され、構成されます。

次の図は、190 ページの「仮想ディスクマルチパスを構成する方法」の手順の
例として使用されている仮想ディスクマルチパス構成を示しています。この例で
は、mpgroup1 というマルチパスグループを使用して仮想ディスクを作成していま
す。そのバックエンドには、primary と alternate という 2 つのサービスドメインか
らアクセスできます。

図   7 仮想ディスクマルチパスの構成

仮想ディスクマルチパスおよび NFS
NFS ファイルシステムでの mpgroup フェイルオーバーを設定するときは、soft NFS
マウントオプションを使用して NFS ファイルシステムをマウントします。

soft オプションを使用すると、I/O エラーは VDC または VDS に報告されます。VDC
は、これが I/O エラーかどうか、またはバックエンド全体が使用できないかどうかを
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判定するために、追加のメッセージを送信します。フェイルオーバー時間は、NFS の
タイムアウトや再送信に比例します。

NFS マウントオプション timeo はデフォルト値の 60 秒 (timeo=600) から変更しない
でください。timeo=40 などの短いタイムアウト値は、不正な I/O エラーが発生する可
能性があることを意味します。たとえば、NFS サーバーまたはネットワークが 5 秒間
使用できず、その後に動作に戻る場合、フェイルオーバーが発生するほど長い中断で
はなかったため I/O エラーが報告される可能性があります。60 秒など、長いタイムア
ウトは、数秒ほどの長さの中断をマスクします。

仮想ディスクマルチパスおよび仮想ディスクのタイム
アウト

仮想ディスクマルチパスを使用すると、バックエンドが現在アクティブなパスによっ
てアクセス不能になった場合に、バックエンドへのアクセスに使用されるパスが自動
的に変更されます。このパスの変更は、仮想ディスクの timeout プロパティーの値と
は無関係に行なわれます。

仮想ディスクの timeout プロパティーは、I/O を処理できるサービスドメインがない
ときに、I/O が失敗するまでの時間を指定します。このタイムアウトは、仮想ディス
クマルチパスを使用する仮想ディスクを含め、すべての仮想ディスクに適用されま
す。

結果として、仮想ディスクマルチパスが構成されているときに仮想ディスクのタイム
アウトを設定すると、特にタイムアウト値が小さい場合にマルチパスが正しく機能し
ない可能性があります。そのため、マルチパスグループの一部である仮想ディスクに
仮想ディスクのタイムアウトを設定しないでください。

詳細については、197 ページの「仮想ディスクのタイムアウト」を参照してくださ
い。

仮想ディスクマルチパスを構成する方法

図7を参照してください。

1. 仮想ディスクバックエンドを primary サービスドメインからエクスポートします。
primary# ldm add-vdsdev mpgroup=mpgroup1 backend-path1 volume@primary-vds0

backend-path1 は、primary ドメインからの仮想ディスクバックエンドへのパスです。

2. 同じ仮想ディスクバックエンドを alternate サービスドメインからエクスポートしま
す。
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primary# ldm add-vdsdev mpgroup=mpgroup1 backend-path2 volume@alternate-vds0

backend-path2 は、alternate サービスドメインからの仮想ディスクバックエンドへの
パスです。

注記 - backend-path1 および backend-path2 は、同じ仮想ディスクバックエンドのパスで
すが、それらのエクスポート元は異なる 2 つのドメイン (primary と alternate) で
す。これらのパスは、primary サービスドメインおよび alternate サービスドメイン
の構成に応じて、同じ場合もあれば、異なる場合もあります。volume 名はユーザーが
選択します。これは、両方のコマンドで同じ場合もあれば、異なる場合もあります。

3. 仮想ディスクをゲストドメインにエクスポートします。
primary# ldm add-vdisk disk-name volume@primary-vds0 domain-name

注記 - 仮想ディスクバックエンドを複数のサービスドメインを介して複数回エクス
ポートしていますが、ゲストドメインに割り当てて、いずれかのサービスドメインを
介して仮想ディスクバックエンドに関連付ける仮想ディスクは 1 つのみです。

例   34 Mpgroup を使用してプライマリドメインと代替ドメインの両方の仮想ディスクサービスに LUN
を追加

次は、LUN を作成し、同じ mpgroup を使用してプライマリドメインと代替ドメインの
両方の仮想ディスクサービスにそれを追加する方法を示しています。
LUN にアクセスするときにどちらのドメインを最初に使用するのかを決定するには、
ドメインにディスクを追加するときに、関連するパスを指定します。

■ 仮想ディスクデバイスを作成します。

primary# ldm add-vdsdev mpgroup=ha lun1@primary-vds0

primary# ldm add-vdsdev mpgroup=ha lun1@alternate-vds0

■ primary-vds0 からの LUN を最初に使用するには、次のコマンドを実行します。

primary# ldm add-vdisk disk1 lun1@primary-vds0 gd0

■ alternate-vds0 からの LUN を最初に使用するには、次のコマンドを実行しま
す。

primary# ldm add-vdisk disk1 lun1@alternate-vds0 gd0

仮想ディスクマルチパスの結果

仮想ディスクをマルチパスで構成し、ゲストドメインを起動すると、仮想ディスクは
関連付けられているいずれかのサービスドメインを介してバックエンドにアクセスし
ます。このサービスドメインが利用できなくなると、仮想ディスクは、同じマルチパ
スグループに属する別のサービスドメインを介してバックエンドへのアクセスを試み
ます。
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注意 - マルチパスグループ (mpgroup) を定義する場合、同じ mpgroup に属する仮想
ディスクバックエンドは、事実上同じ仮想ディスクバックエンドにする必要がありま
す。異なるバックエンドを同じ mpgroup に追加すると、予期しない動作が生じ、それ
らのバックエンドに格納されているデータが消失または破損する可能性があります。

動的なパス選択

少なくとも Oracle Solaris 11.2 SRU 1 OS を実行しているゲストドメイン上の仮想ディ
スクに使用されるパスを動的に選択できます。

動的なパス選択は、ldm set-vdisk コマンドを使用して volume プロパティーに
volume-name@service-name という形式の値を設定することによって mpgroup ディスク
内の最初のパスが変更された場合に発生します。動的なパス選択をサポートするアク
ティブドメインは、選択されたパスのみに切り替えることができます。更新されたド
ライバが実行されていない場合は、Oracle Solaris OS がディスクインスタンスをリロー
ドしたとき、または次回のドメインリブート時にこのパスが選択されます。
動的なパス選択機能では、ディスクの使用中に次の手順を動的に実行できます。

■ ディスクの接続時にゲストドメインによって最初に試行されるディスクパスを指定
します。

■ 現在アクティブなパスを、すでに接続済みのマルチパスディスク用に示されたパス
に変更します。

mpgroup ディスクとともに ldm add-vdisk コマンドを使用すると、volume-
name@service-name によって示されたパスが、ディスクにアクセスするために選択され
たパスとして指定されます。

選択されたディスクパスは、関連する mpgroup が作成されたときのランクに関係な
く、ゲストドメインに提供されるパスのセットの最初にリストされます。

ldm set-vdisk コマンドは、バインドされたドメイン、非アクティブなドメイン、お
よびアクティブなドメインで使用できます。アクティブなドメインで使用する場合、
このコマンドでは、mpgroup ディスクの選択されたパスのみを選択できます。
ldm list-bindings コマンドは次の情報を表示します。

■ 各 mpgroup パスの STATE 列には、次のいずれかの値が表示されます。
■ active – mpgroup の現在のアクティブなパスです。
■ standby – パスは現在使用されていません。
■ unknown – ドメインが動的なパス選択をサポートしていないか、デバイスが接

続されていないか、エラーによってパスの状態を取得できません。
■ ディスクパスは、アクティブなパスの選択に使用される順序でリストされます。
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■ ディスクに関連付けられたボリュームは mpgroup の選択されたパスであるため、
最初に表示されます。
次の例は、選択されたパスは vol-ldg2@opath-ldg2 であり、現在使用されてい
るアクティブなパスは ldg1 ドメインを通っていることを示しています。この状況
は、選択されたパスが使用できず、2 番目に可能なパスが代わりに使用された場合
に発生する可能性があります。選択されたパスがオンラインに復帰しても、選択さ
れたパス以外のパスが引き続き使用されます。最初のパスを再度アクティブにする
には、ldm set-vdisk コマンドを再発行して、volume プロパティーに必要なパス
の名前を設定します。

DISK

NAME            VOLUME                  TOUT ID DEVICE SERVER  MPGROUP

disk            disk-ldg4@primary-vds0       0  disk@0 primary

tdiskgroup      vol-ldg2@opath-ldg2          1  disk@1 ldg2    testdiskgroup

    PORT MPGROUP VOLUME        MPGROUP SERVER   STATE

    2    vol-ldg2@opath-ldg2   ldg2             standby

    0    vol-ldg1@opath-vds    ldg1             active

    1    vol-prim@primary-vds0 primary          standby

Oracle Solaris 11.2 SRU 1 OS 以上が実行されていないバインドされたドメインの
mpgroup ディスクに対して ldm set-vdisk コマンドを使用した場合は、その操作に
よってパスの優先順位が変更されるため、次のディスク接続またはリブート中に、あ
るいは OBP からのアクセスが必要になった場合に新しいパスを最初に使用できます。

CD、DVD および ISO イメージ

コンパクトディスク (Compact Disc、CD) またはデジタル多用途ディスク (Digital
Versatile Disc、DVD) のエクスポートは、通常のディスクと同じ方法で実行できます。
CD または DVD をゲストドメインにエクスポートするには、CD または DVD デバイ
スのスライス 2 をフルディスクとして、つまり slice オプションを指定しないでエク
スポートします。

注記 - CD または DVD ドライブ自体をエクスポートすることはできません。CD また
は DVD ドライブの中にある CD または DVD のみをエクスポートできます。このた
め、CD または DVD はエクスポート前にドライブ内に存在している必要があります。
また、CD または DVD をエクスポートできるようにするには、その CD または DVD
がサービスドメインで使用中になっていない必要があります。特に、ボリューム管
理ファイルシステムの volfs サービスが CD または DVD を使用していてはいけませ
ん。volfs によるデバイスの使用を解除する方法については、194 ページの「CD ま
たは DVD をサービスドメインからゲストドメインにエクスポートする方法」を参照
してください。
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ファイルまたはボリュームに CD または DVD の ISO (国際標準化機構) イメージが格
納されている場合に、そのファイルまたはボリュームをフルディスクとしてエクス
ポートすると、ゲストドメインで CD または DVD として表示されます。

CD、DVD、または ISO イメージをエクスポートすると、自動的にゲストドメインで
読み取り専用デバイスとして表示されます。ただし、ゲストドメインから CD の制御
操作を実行することはできません。つまり、ゲストドメインから CD の起動、停止、
または取り出しは実行できません。エクスポートされた CD、DVD、または ISO イ
メージをブート可能な場合は、対応する仮想ディスクでゲストドメインをブートでき
ます。

たとえば、Oracle Solaris OS インストール DVD をエクスポートした場合は、その
DVD に対応する仮想ディスク上のゲストドメインをブートし、その DVD からゲスト
ドメインをインストールすることができます。これを行うには、ゲストドメインで ok
プロンプトが表示されたときに次のコマンドを使用します。

ok boot /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@n:f

n は、エクスポートされた DVD を表す仮想ディスクのインデックスです。

注記 - Oracle Solaris OS インストール DVD をエクスポートし、その DVD に対応する
仮想ディスク上でゲストドメインをブートしてゲストドメインをインストールする
場合、インストール中に DVD を変更することはできません。このため、異なる CD
または DVD をリクエストするインストール手順は省略する必要がある場合がありま
す。または、リクエストされたメディアにアクセスするための代替パスを指定する必
要があります。

CD または DVD をサービスドメインからゲストドメ
インにエクスポートする方法

1. サービスドメインから、ボリューム管理デーモン vold が動作中でオンラインかどう
かを確認します。
service# svcs volfs
STATE          STIME    FMRI
online         12:28:12 svc:/system/filesystem/volfs:default

2. 手順 1 の例に示すように、ボリューム管理デーモンが動作中でオンラインの場合は、
次の手順を実行します。

a.   /etc/vold.conf ファイルで、次の文字列で始まる行をコメントアウトします。
use cdrom drive....

vold.conf(4) マニュアルページを参照してください。
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b.   CD または DVD ドライブに CD または DVD を挿入します。

c.   サービスドメインから、ボリューム管理ファイルシステムサービスを再起動しま
す。
service# svcadm refresh volfs
service# svcadm restart volfs

3. サービスドメインから、CD-ROM デバイスのディスクパスを検出します。
service# cdrw -l
Looking for CD devices...
   Node                   Connected Device                 Device type
-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐+‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-
+‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐-‐
/dev/rdsk/c1t0d0s2    | MATSHITA CD-RW  CW-8124   DZ13 | CD Reader/Writer

4. CD または DVD ディスクデバイスをフルディスクとしてエクスポートします。
primary# ldm add-vdsdev /dev/dsk/c1t0d0s2 cdrom@primary-vds0

5. エクスポートされた CD または DVD をゲストドメインに割り当てます。
次のコマンドは、エクスポートされた CD または DVD をドメイン ldg1 に割り当てる
方法を示しています。
primary# ldm add-vdisk cdrom cdrom@primary-vds0 ldg1

CD または DVD の複数回のエクスポート

CD または DVD を複数回エクスポートして、さまざまなゲストドメインに割り当てる
ことができます。詳細については、175 ページの「仮想ディスクバックエンドを複
数回エクスポートする方法」を参照してください。

制御ドメインから ISO イメージをエクスポートして
ゲストドメインをインストールする方法

始める前に この手順では、primary ドメインとゲストドメインの両方が構成されていることを前
提としています。

たとえば、次のように ldm list を実行すると、primary ドメインと ldom1 ドメイン
の両方が構成されていることが表示されます。
primary# ldm list
NAME             STATE    FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
primary          active   -n-cv   SP      8     8G       0.3%  15m
ldom1            active   -t-‐-   5000    4     1G        25%  8m

1. 仮想ディスクサーバーデバイスを追加して、ISO イメージをエクスポートします。
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この例では、ISO イメージは /export/images/sol-10-u8-ga-sparc-dvd.iso です。

primary# ldm add-vdsdev /export/images/sol-10-u8-ga-sparc-dvd.iso dvd-iso@primary-vds0

2. ゲストドメインを停止します。
この例では、論理ドメインは ldom1 です。

primary# ldm stop-domain ldom1
LDom ldom1 stopped

3. ISO イメージの仮想ディスクを論理ドメインに追加します。
この例では、論理ドメインは ldom1 です。

primary# ldm add-vdisk s10-dvd dvd-iso@primary-vds0 ldom1

4. ゲストドメインを再起動します。
この例では、論理ドメインは ldom1 です。

primary# ldm start-domain ldom1
LDom ldom1 started
# ldm list
NAME             STATE    FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
primary          active   -n-cv   SP      8     8G       0.4%  25m
ldom1            active   -t-‐-   5000    4     1G       0.0%  0s

この例では、ldm list コマンドにより、ldom1 ドメインが起動されたばかりであるこ
とが表示されています。

5. ゲストドメインに接続します。
primary# telnet localhost 5000
Trying 127.0.0.1...
Connected to localhost.
Escape character is '^]'.

Connecting to console "ldom1" in group "ldom1" ....
Press ~? for control options ..

6. ISO イメージが仮想ディスクとして追加されていることを確認します。
{0} ok show-disks
a) /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@1
b) /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0
q) NO SELECTION
Enter Selection, q to quit: q

この例では、新しく追加されたデバイスは /virtual-devices@100/channel-
devices@200/disk@1 です。

7. ゲストドメインをブートして、ISO イメージからインストールします。
この例では、/virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@1 ディスクの f
スライスからブートします。

{0} ok boot /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@1:f
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仮想ディスクのタイムアウト

デフォルトでは、仮想ディスクバックエンドへのアクセスを提供するサービスドメイ
ンが停止すると、ゲストドメインから対応する仮想ディスクへのすべての入出力がブ
ロックされます。サービスドメインが動作していて、仮想ディスクバックエンドへの
入出力要求が処理されている場合、入出力は自動的に再開されます。

ただし、サービスドメインの停止状態が長すぎる場合に、ファイルシステムまたはア
プリケーションにとって、入出力処理がブロックされるよりも、失敗してエラーが報
告される方が望ましい場合もあります。仮想ディスクごとに接続タイムアウト時間を
設定できるようになったため、それをゲストドメインの仮想ディスククライアントと
サービスドメインの仮想ディスクサーバー間の接続確立に使用できます。タイムアウ
ト時間に達した場合、サービスドメインが停止し、仮想ディスククライアントと仮想
ディスクサーバー間の接続が再確立されていない間中、保留中の入出力および新規の
入出力は失敗します。
次のいずれかの方法を使用して、このタイムアウトを設定します。

■ ldm add-vdisk コマンドを使用します。

ldm add-vdisk timeout=seconds disk-name volume-name@service-name domain-name

■ ldm set-vdisk コマンドを使用します。

ldm set-vdisk timeout=seconds disk-name domain-name

■ 次の行を、ゲストドメインの /etc/system ファイルに追加します。

set vdc:vdc_timeout=seconds

/etc/system プロパティー値の正しい作成または更新について
は、383 ページの「/etc/system ファイルのプロパティー値の更新」を参照し
てください。

注記 - この調整可能なオプションを設定すると、ldm CLI を使用して設定されたタ
イムアウトが上書きされます。また、この調整可能なオプションはゲストドメイン
のすべての仮想ディスクのタイムアウトを設定します。

タイムアウトは秒単位で指定します。タイムアウトを 0 に設定すると、タイムアウト
は無効になり、サービスドメインの停止中は入出力がブロックされます (デフォルト
の設定および動作)。
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仮想ディスクおよび SCSI

物理 SCSI ディスクまたは LUN をフルディスクとしてエクスポートする場合、対応
する仮想ディスクは、ユーザー SCSI コマンドインタフェース uscsi および多重ホ
ストディスク制御操作 mhd をサポートします。バックエンドとしてファイルまたは
ボリュームを含む仮想ディスクなど、その他の仮想ディスクでは、これらのインタ
フェースはサポートされません。

注記 - mpgroups と SCSI 予約を一緒に使用することはできません。

そのため、SCSI コマンド (Solaris Volume Manager metaset、Oracle Solaris Cluster
shared devices など) を使用するアプリケーションまたは製品機能は、バックエンド
として物理 SCSI ディスクを含む仮想ディスクのみを使用するゲストドメインで使用
できます。

注記 - SCSI 操作は、仮想ディスクバックエンドとして使用される物理 SCSI ディス
クまたは LUN を管理するサービスドメインによって効果的に実行されます。特に、
SCSI 予約は、サービスドメイン上の SCSI コマンドによって実装されます。このた
め、サービスドメインおよびゲストドメインで動作するアプリケーションは、同じ物
理 SCSI ディスクに対して SCSI コマンドを発行するべきではありません。そうする
と、ディスクが予期しない状態になる可能性があります。

仮想ディスクおよび format コマンド

format コマンドは、ドメイン上に存在するすべての仮想ディスクを認識します。ただ
し、1 つのスライスディスクとしてエクスポートされた仮想ディスクの場合、format
コマンドでは、仮想ディスクのパーティションテーブルを変更できません。label な
どのコマンドは失敗しますが、書き込もうとするディスクラベルが仮想ディスクにす
でに関連付けられているラベルに類似している場合は除きます。

バックエンドが SCSI ディスクである仮想ディスクでは、すべての format(1M) サブコ
マンドがサポートされています。バックエンドが SCSI ディスクでない仮想ディスク
では、一部の format(1M) サブコマンド (repair、defect など) がサポートされてい
ません。この場合、format(1M) の動作は、Integrated Drive Electronics (IDE) ディスク
の動作に類似しています。
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仮想ディスクと ZFS の使用

このセクションでは、ゲストドメインにエクスポートされる仮想ディスクバックエ
ンドを格納するために ZFS (Zettabyte File System) を使用する方法について説明しま
す。ZFS は、仮想ディスクバックエンドを作成および管理するための便利で強力なソ
リューションです。ZFS では、次の操作を行うことができます。

■ ZFS ボリュームまたは ZFS ファイルにディスクイメージを格納する
■ ディスクイメージのバックアップにスナップショットを使用する
■ ディスクイメージの複製と、追加ドメインのプロビジョニングにクローンを使用す

る

ZFS の使用の詳細については、『Oracle Solaris ZFS Administration Guide』を参照して
ください。

次の説明および例で示す primary ドメインは、ディスクイメージが格納されるサービ
スドメインでもあります。

サービスドメインでの ZFS プールの構成

ディスクイメージを格納するには、まずサービスドメインに ZFS ストレージプールを
作成します。たとえば、次のコマンドでは、primary ドメインにディスク c1t50d0 が
格納された ZFS ストレージプール ldmpool が作成されます。

primary# zpool create ldmpool c1t50d0

ZFS を使用したディスクイメージの格納

次のコマンドは、ゲストドメイン ldg1 にディスクイメージを作成します。このゲス
トドメイン用に ZFS ファイルシステムを作成し、このゲストドメインのすべてのディ
スクイメージをそのファイルシステムに格納します。

primary# zfs create ldmpool/ldg1

ディスクイメージは、ZFS ボリュームまたは ZFS ファイルに格納できます。ZFS ボ
リュームは、サイズにかかわらず、zfs create -V コマンドを使用すると迅速に作成
できます。一方、ZFS ファイルは、mkfile コマンドを使用して作成する必要がありま
す。このコマンドの完了まで少し時間がかかることがあります。特に、作成するファ
イルが非常に大きいときに時間がかかり、多くはディスクイメージの作成時に該当し
ます。
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ZFS ボリュームと ZFS ファイルはいずれも、スナップショットや複製など、ZFS 機
能の利点を利用できますが、ZFS ボリュームは擬似デバイス、ZFS ファイルは通常の
ファイルです。

OS がインストールされる仮想ディスクにディスクイメージを使用する場合、OS の
インストール要件に合う十分な大きなディスクイメージが必要になります。このサイ
ズは、OS のバージョンおよび実行されるインストールの種類によって異なります。
Oracle Solaris OS をインストールする場合、20G バイトのディスクサイズを使用して、
あらゆるタイプのあらゆるバージョンの Oracle Solaris OS のインストールに対応する
ことができます。

ZFS によるディスクイメージの格納例

次の例に、ZFS ボリュームまたは ZFS ファイルを使用してディスクイメージを格納す
る方法を示します。ZFS ボリュームまたは ZFS ファイルをエクスポートする構文は同
じですが、バックエンドへのパスは異なります。

ゲストドメインが起動すると、ZFS ボリュームまたは ZFS ファイルは、Oracle Solaris
OS のインストールが可能な仮想ディスクとして表示されます。

例   35 ZFS ボリュームを使用したディスクイメージの格納

まず、ZFS ボリュームに 20G バイトのイメージを作成します。
primary# zfs create -V 20gb ldmpool/ldg1/disk0

次に、ZFS ボリュームを仮想ディスクとしてエクスポートします。
primary# ldm add-vdsdev /dev/zvol/dsk/ldmpool/ldg1/disk0 ldg1_disk0@primary-vds0

ldg1 ゲストドメインに ZFS ボリュームを割り当てます。
primary# ldm add-vdisk disk0 ldg1_disk0@primary-vds0 ldg1

例   36 ZFS ファイルを使用したディスクイメージの格納

まず、ZFS ボリュームに 20G バイトのディスクイメージを作成し、ZFS ファイルを作
成します。
primary# zfs create ldmpool/ldg1/disk0
primary# mkfile 20g /ldmpool/ldg1/disk0/file

次に、ZFS ファイルを仮想ディスクとしてエクスポートします。
primary# ldm add-vdsdev /ldmpool/ldg1/disk0/file ldg1_dis0@primary-vds0

ldg1 ゲストドメインに ZFS ファイルを割り当てます。
primary# ldm add-vdisk disk0 ldg1_disk0@primary-vds0 ldg1
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ディスクイメージのスナップショットの作成

ディスクイメージが ZFS ボリュームまたは ZFS ファイルに格納されている場合は、
ZFS snapshot コマンドを使用して、このディスクイメージのスナップショットを作
成できます。
ディスクイメージに現在格納されているデータの一貫性を確保するため、ディスクイ
メージのスナップショットを作成する前に、ゲストドメインでそのディスクが現在使
用されていないことを確認してください。次のいずれかの方法で、ディスクがゲスト
ドメインで使用されていないことを確認できます。

■ ゲストドメインを停止し、バインドを解除します。これはもっとも安全な対処方法
であり、ゲストドメインのブートディスクとして使用されているディスクイメージ
のスナップショットを作成する場合に実行可能な唯一の方法です。

■ ゲストドメインで使用されていて、スナップショットの対象になるディスクのスラ
イスをアンマウントし、ゲストドメインで使用中のスライスがない状態にすること
もできます。

この例では、ZFS レイアウトのため、ディスクイメージの格納場所が ZFS ボリューム
または ZFS ファイルのどちらであっても、ディスクイメージのスナップショットを作
成するコマンドは同じです。

例   37 ディスクイメージのスナップショットの作成

この例では、ldg1 ドメインに作成されたディスクイメージのスナップショットを作成
します。

primary# zfs snapshot ldmpool/ldg1/disk0@version_1

複製を使用して新規ドメインをプロビジョニングする

ディスクイメージのスナップショットを作成したら、ZFS clone コマンドを使用して
このディスクイメージを複製できます。そのあと、複製されたイメージを別のドメイ
ンに割り当てることができます。ブートディスクイメージを複製することによって、
新規ゲストドメイン用のブートディスクが迅速に作成され、Oracle Solaris OS インス
トールプロセス全体を実行する必要はなくなります。

たとえば、作成された disk0 がドメイン ldg1 のブートディスクである場合、次の
手順を実行してこのディスクを複製し、ドメイン ldg2 のブートディスクを作成しま
す。

primary# zfs create ldmpool/ldg2
primary# zfs clone ldmpool/ldg1/disk0@version_1 ldmpool/ldg2/disk0
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ldompool/ldg2/disk0 は、仮想ディスクとしてエクスポートして、新規の ldg2 ドメ
インに割り当てることができます。ドメイン ldg2 は、OS のインストールプロセスを
実行しなくても、この仮想ディスクから直接ブートすることができます。

ブートディスクイメージの複製

ブートディスクを複製した場合、新しいイメージは元のブートディスクと全く同一で
あり、イメージの複製前にブートディスクに格納されていたホスト名、IP アドレス、
マウントされているファイルシステムテーブル、システム構成、チューニングなどの
情報が含まれています。

マウントされているファイルシステムテーブルは、元のブートディスクイメージ上と
複製されたディスクイメージ上で同じであるため、複製されたディスクイメージは、
元のドメインの場合と同じ順序で新規ドメインに割り当てる必要があります。たとえ
ば、ブートディスクイメージが元のドメインの 1 番めのディスクとして割り当てられ
ていた場合は、複製されたディスクイメージを新規ドメインの 1 番めのディスクとし
て割り当てる必要があります。このようにしない場合、新規ドメインはブートできな
くなります。

元のドメインが静的 IP アドレスで構成されていた場合、複製されたイメージを使用
する新規ドメインは、同じ IP アドレスで始まります。その場合は、Oracle Solaris 11
sysconfig unconfigure コマンドまたは Oracle Solaris 10 sys-unconfig コマンドを
使用すると、新規ドメインのネットワーク構成を変更できます。この問題を回避する
ために、未構成のシステムのディスクイメージのスナップショットを作成することも
できます。

元のドメインが動的ホスト構成プロトコル (Dynamic Host Configuration Protocol、
DHCP) で構成されていた場合は、複製されたイメージを使用する新規ドメインも、
DHCP を使用します。この場合、新規ドメインのブート時に、IP アドレスとそのネッ
トワーク構成を自動的に受け取るため、新規ドメインのネットワーク構成を変更する
必要はありません。

注記 - ドメインのホスト ID はブートディスクには格納されませんが、ドメインの作成
時に Logical Domains Manager によって割り当てられます。このため、ディスクイメー
ジを複製した場合、その新規ドメインは元のドメインのホスト ID を保持しません。

未構成システムのディスクイメージのスナップショットを作成する方法

1. 元のドメインをバインドし、起動します。

2. システムを構成解除します。
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■ Oracle Solaris 11 OS: sysconfig unconfigure コマンドを実行します。

■ Oracle Solaris 10 OS: sys-unconfig コマンドを実行します。
この操作が完了すると、ドメインは停止します。

3. ドメインを停止し、バインドを解除します。ドメインをリブートしないでください。

4. ドメインのブートディスクイメージのスナップショットを作成します。
たとえば、次のように表示されます。
primary# zfs snapshot ldmpool/ldg1/disk0@unconfigured

この時点でのスナップショットは、未構成システムのブートディスクイメージです。

5. このイメージを複製して新規ドメインを作成します。このドメインの最初のブート時
に、システムを構成するように求められます。

Oracle VM Server for SPARC 環境でのボリュームマネー
ジャーの使用

このセクションでは、Oracle VM Server for SPARC 環境でのボリュームマネージャーの
使用法について説明します。

ボリュームマネージャーによる仮想ディスクの使用

ZFS、Solaris Volume Manager、または Veritas Volume Manager (VxVM) ボリュームは、
サービスドメインからゲストドメインに仮想ディスクとしてエクスポートできます。
ボリュームは、1 つのスライスディスク (slice オプションが ldm add-vdsdev コマン
ドで指定されている場合) またはフルディスクのいずれかとしてエクスポートできま
す。

注記 - このセクションの残りの部分では、例として Solaris Volume Manager ボリューム
を使用します。ただし、説明は ZFS および VxVM ボリュームにも適用されます。

次の例は、ボリュームを 1 つのスライスディスクとしてエクスポートする方法を示し
ています。

ゲストドメインの仮想ディスク (たとえば /dev/dsk/c0d2s0) は関連付けられたボ
リューム (たとえば /dev/md/dsk/d0) に直接割り当てられ、ゲストドメインからの仮
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想ディスクに格納されたデータは、メタデータを追加せずに関連付けられたボリュー
ムに直接格納されます。そのためゲストドメインからの仮想ディスクに格納された
データは、関連付けられたボリュームを介してサービスドメインから直接アクセスす
ることもできます。
例

■ Solaris Volume Manager ボリューム d0 が primary ドメインから domain1 にエク
スポートされる場合、domain1 の構成にはいくつかの追加の手順が必要になりま
す。

primary# metainit d0 3 1 c2t70d0s6 1 c2t80d0s6 1 c2t90d0s6

primary# ldm add-vdsdev options=slice /dev/md/dsk/d0 vol3@primary-vds0

primary# ldm add-vdisk vdisk3 vol3@primary-vds0 domain1

■ domain1 がバインドされて起動されると、エクスポートされたボリュームが /dev/
dsk/c0d2s0 のように表示され、そのボリュームが使用可能になります。

domain1# newfs /dev/rdsk/c0d2s0

domain1# mount /dev/dsk/c0d2s0 /mnt

domain1# echo test-domain1 > /mnt/file

■ domain1 が停止してバインドが解除されると、domain1 から仮想ディスクに格納
されたデータは、Solaris Volume Manager ボリューム d0 を介して primary ドメイン
から直接アクセスできます。

primary# mount /dev/md/dsk/d0 /mnt

primary# cat /mnt/file

test-domain1

Solaris ボリュームマネージャーによる仮想ディスクの使用

RAID またはミラー Solaris Volume Manager ボリュームが別のドメインで仮想ディスク
として使用される場合は、排他 (excl) オプションを設定せずにエクスポートする必要
があります。このようにしないと、Solaris Volume Manager ボリュームのいずれかのコ
ンポーネントで障害が発生したときに、metareplace コマンドまたはホットスペアを
使用した Solaris Volume Manager ボリュームの復旧が開始されません。metastat コマ
ンドはそのボリュームを再同期化中と判断しますが、再同期化は進行していません。

たとえば、/dev/md/dsk/d0 は excl オプションを使用して別のドメインに仮想ディス
クとしてエクスポートされた RAID Solaris Volume Manager ボリュームであり、d0 に
はいくつかのホットスペアデバイスが構成されているとします。d0 のコンポーネント
に障害が発生すると、Solaris Volume Manager は障害の発生したコンポーネントをホッ
トスペアに交換して、Solaris Volume Manager ボリュームとの再同期化を行います。た
だし、再同期化は開始されません。ボリュームは再同期化中として報告されますが、
再同期化は進行していません。

primary# metastat d0
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d0: RAID
    State: Resyncing
    Hot spare pool: hsp000
    Interlace: 32 blocks
    Size: 20097600 blocks (9.6 GB)
Original device:
    Size: 20100992 blocks (9.6 GB)
Device                                     Start Block  Dbase   State Reloc
c2t2d0s1                                           330  No       Okay  Yes
c4t12d0s1                                          330  No       Okay  Yes
/dev/dsk/c10t600C0FF0000000000015153295A4B100d0s1  330  No  Resyncing  Yes

このような状況で再同期化を完了するには、Solaris Volume Manager ボリュームを仮想
ディスクとして使用しているドメインを停止して、バインドを解除する必要がありま
す。そのあと、metasync コマンドを使用して、Solaris Volume Manager ボリュームを
再同期化できます。

# metasync d0

VxVM のインストール時の仮想ディスクの使用

システムに VxVM がインストールされていて、仮想ディスクとしてエクスポートする
物理ディスクまたはパーティションで Veritas Dynamic Multipathing (DMP) が有効な場
合は、excl オプション (デフォルトではない) を設定せずにそのディスクまたはパー
ティションをエクスポートする必要があります。そうしない場合、このようなディス
クを使用するドメインをバインドする間に /var/adm/messages にエラーが出力され
ます。

vd_setup_vd():  ldi_open_by_name(/dev/dsk/c4t12d0s2) = errno 16
vds_add_vd():  Failed to add vdisk ID 0

vxdisk list 出力のマルチパス化情報を調べると、Veritas DMP が有効であるかどう
かを確認できます。たとえば、次のように表示されます。

# vxdisk list Disk_3
Device:    Disk_3
devicetag: Disk_3
type:      auto
info:      format=none
flags:     online ready private autoconfig invalid
pubpaths:  block=/dev/vx/dmp/Disk_3s2 char=/dev/vx/rdmp/Disk_3s2
guid:      -
udid:      SEAGATE%5FST336753LSUN36G%5FDISKS%5F3032333948303144304E0000
site:      -
Multipathing information:
numpaths:  1
c4t12d0s2  state=enabled

また、excl オプションを設定して仮想ディスクとしてエクスポートするディスクまた
はスライスで Veritas DMP が有効になっている場合は、vxdmpadm コマンドを使用して
DMP を無効にすることもできます。たとえば、次のように表示されます。

# vxdmpadm -f disable path=/dev/dsk/c4t12d0s2
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仮想ディスクでのボリュームマネージャーの使用
このセクションでは、仮想ディスクでのボリュームマネージャーの使用法について説
明します。

仮想ディスクと ZFS の使用

仮想ディスクは ZFS とともに使用できます。ZFS ストレージプール (zpool) は、こ
の zpool の一部であるすべてのストレージデバイスを認識する任意のドメインにイン
ポートできます。ドメインが、これらのすべてのデバイスを仮想デバイスまたは実デ
バイスのどちらで認識するかは関係ありません。

仮想ディスクでの Solaris ボリュームマネージャーの使用

Solaris Volume Manager ローカルディスクセットでは、すべての仮想ディスクを使用
できます。たとえば、仮想ディスクは、ローカルディスクセットの Solaris Volume
Manager メタデバイス状態データベース metadb の格納、またはローカルディスク
セットでの Solaris Volume Manager ボリュームの作成に使用できます。

バックエンドが SCSI ディスクである仮想ディスクは、Solaris Volume Manager 共有
ディスクセット metaset で使用できます。バックエンドが SCSI ディスクでない仮想
ディスクは、Solaris Volume Manager 共有ディスクセットに追加できません。バックエ
ンドが SCSI ディスクでない仮想ディスクを Solaris Volume Manager 共有ディスクセッ
トに追加しようとすると、次のようなエラーが表示されて失敗します。
# metaset -s test -a c2d2
metaset: domain1: test: failed to reserve any drives

仮想ディスクでの VxVM の使用

ゲストドメインでの VxVM サポートについては、Symantec 社の VxVM ドキュメント
を参照してください。

仮想ディスクに関する問題

次のセクションでは、仮想ディスクを使用しているときに発生する可能性のある問題
について説明します。
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特定の条件で、ゲストドメインの Solaris Volume
Manager 構成またはメタデバイスが失われることが
ある
サービスドメインが Oracle Solaris 10 1/13 OS より前のバージョンの Oracle Solaris 10
OS で動作しており、ゲストドメインに仮想ディスクとして物理ディスクスライスを
エクスポートしている場合、このゲストドメインではその仮想ディスクが不適切なデ
バイス ID で表示されます。その後、このサービスドメインを Oracle Solaris 10 1/13 OS
にアップグレードすると、このゲストドメインでは、仮想ディスクとしてエクスポー
トされた物理ディスクスライスはデバイス ID がない状態で表示されます。

仮想ディスクのデバイス ID を削除すると、仮想ディスクのデバイス ID を参照しよう
とするアプリケーションで問題が発生する可能性があります。特に、Solaris Volume
Manager はその構成を検索したり、そのメタデバイスにアクセスしたりできなくなる
可能性があります。

サービスドメインを Oracle Solaris 10 1/13 OS にアップグレードしたあとで、ゲスト
ドメインがその Solaris Volume Manager 構成またはメタデバイスを検出できない場合
は、次の手順を実行します。

ゲストドメインの Solaris Volume Manager 構成またはメタデバ
イスの検索方法

1. ゲストドメインをブートします。

2. 次の行を /kernel/drv/md.conf ファイルに追加することによって、Solaris Volume
Manager の devid 機能を無効にします。
md_devid_destroy=1;
md_keep_repl_state=1;

3. ゲストドメインをリブートします。
ドメインがブートされたあと、Solaris Volume Manager 構成とメタデバイスを検出でき
るようになります。

4. Solaris Volume Manager 構成をチェックして、それが正しいことを確認します。

5. 手順 2 で追加した 2 行を /kernel/drv/md.conf ファイルから削除することによっ
て、Solaris Volume Manager の devid 機能をふたたび有効にします。

6. ゲストドメインをリブートします。
リブート時に次のようなメッセージが表示されます。
NOTICE: mddb: unable to get devid for 'vdc', 0x10
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これらのメッセージは正常で、問題を報告するものではありません。

Oracle Solaris ブートディスクの互換性

歴史的に見て、Oracle Solaris OS は SMI VTOC ディスクラベルで構成されたブート
ディスクにインストールされてきました。Oracle Solaris 11.1 OS 以降は、デフォル
トで拡張ファームウェアインタフェース (EFI) GUID パーティションテーブル (GPT)
ディスクラベルを使って構成されるブートディスクに OS がインストールされます。
UltraSPARC T2、UltraSPARC T2 Plus、および SPARC T3 サーバーを除き、サポートさ
れているすべてのサーバーの現在のシステムファームウェアバージョンは、EFI ラベ
ルをサポートしています。
次のサーバーは、EFI GPT ディスクラベルの付いたディスクからブートできません。

■ 使用されるシステムファームウェアのバージョンに関係なく、UltraSPARC T2、
UltraSPARC T2 Plus、および SPARC T3 サーバー

■ バージョン 8.4.0 より前のシステムファームウェアが実行されている SPARC T4
サーバー

■ 9.1.0 より前のシステムファームウェアバージョンを実行している SPARC T5 サー
バー、SPARC M5 サーバー、および SPARC M6 サーバー

■ 9.4.3 より前のシステムファームウェアバージョンを実行している SPARC T7 シ
リーズサーバーおよび SPARC M7 シリーズサーバー

そのため、最新の SPARC T4 サーバー、SPARC T5 サーバー、SPARC T7 シリーズ
サーバー、SPARC M5 サーバー、SPARC M6 サーバー、または SPARC M7 シリー
ズサーバー上で作成された Oracle Solaris 11.1 ブートディスクを、それより古いサー
バー、またはそれより古いファームウェアを実行しているサーバー上で使用すること
はできません。

この制限により、コールド移行またはライブ移行のどちらかを使って新しいサーバー
から古いサーバーにドメインを移すことができなくなります。また、この制限によ
り、古いサーバーで EFI GPT ブートディスクイメージを使用することもできなくなり
ます。

Oracle Solaris 11.1 ブートディスクが、使用しているサーバーやそのファームウェアと
互換性があるかどうかを判断するには、Oracle Solaris 11.1 OS が SMI VTOC ディスク
ラベルで構成されたディスクにインストールされていることを確認します。

古いファームウェアが動作しているシステムとの下位互換性を維持するには、次のい
ずれかの手順を使用します。そうしないと、ブートディスクはデフォルトで EFI GPT
ディスクラベルを使用します。これらの手順は、Oracle Solaris 11.1 OS が、少なくと
もシステムファームウェアバージョン 8.4.0 を実行している SPARC T4 サーバー上、
少なくともシステムファームウェアバージョン 9.1.0 を実行している SPARC T5 サー
バー、SPARC M5 サーバー、または SPARC M6 サーバー上、および少なくともシステ
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ムファームウェアバージョン 9.4.3 を実行している SPARC T7 シリーズサーバーまた
は SPARC M7 シリーズサーバー上の SMI VTOC ディスクラベルの付いたブートディ
スクにインストールされていることを確認する方法を示しています。

■ 解決方法 1: ファームウェアが EFI をサポートしていることを報告しないように
gpt プロパティーを削除します。

1. OpenBoot PROM プロンプトから、自動ブートを無効にし、インストールされ
るシステムをリセットします。

ok setenv auto-boot? false

ok reset-all

システムがリセットされると、ok プロンプトに戻ります。
2. /packages/disk-label ディレクトリに変更し、gptプロパティーを削除しま

す。

ok cd /packages/disk-label

ok " gpt" delete-property

3. Oracle Solaris 11.1 OS のインストールを開始します。
たとえば、ネットワークインストールを実行します。

ok boot net - install

■ 解決方法 2: format -e コマンドを使用して、Oracle Solaris 11.1 OS がインストール
されるディスクに SMI VTOC ラベルを書き込みます。

1. ディスクに SMI VTOC ラベルを書き込みます。
たとえば、label オプションを選択して、SMI ラベルを指定します。

# format -e c1d0

format> label

[0] SMI Label

[1] EFI Label

Specify Label type[1]: 0

2. ディスク全体をカバーするスライス 0 とスライス 2 でディスクを構成します。
このディスクにはそのほかにパーティションはありません。たとえば、次のよ
うに表示されます。

format> partition

 

partition> print

Current partition table (unnamed):

Total disk cylinders available: 14087 + 2 (reserved cylinders)

Part      Tag    Flag     Cylinders         Size            Blocks

  0       root    wm       0 - 14086      136.71GB    (14087/0/0) 286698624

第 11 章 仮想ディスクの使用 209



ゲストドメインの Solaris Volume Manager 構成またはメタデバイスの検索方法

  1 unassigned    wu       0                0         (0/0/0)             0

  2     backup    wu       0 - 14086      136.71GB    (14087/0/0) 286698624

  3 unassigned    wm       0                0         (0/0/0)             0

  4 unassigned    wm       0                0         (0/0/0)             0

  5 unassigned    wm       0                0         (0/0/0)             0

  6 unassigned    wm       0                0         (0/0/0)             0

  7 unassigned    wm       0                0         (0/0/0)             0

3. SMI VTOC ディスクラベルを再度書き込みます。

partition> label

[0] SMI Label

[1] EFI Label

Specify Label type[0]: 0

Ready to label disk, continue? y

4. Oracle Solaris OS をブートディスクのスライス 0 にインストールするように
Oracle Solaris Automatic Installer (AI) を構成します。
AI マニフェストの <disk> の抜粋を次のように変更します。

<target>

   <disk whole_disk="true">

        <disk_keyword key="boot_disk"/>

        <slice name="0" in_zpool="rpool"/>

   </disk>

[...]

</target>

5. Oracle Solaris 11.1 OS のインストールを実行します。
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仮想 SCSI ホストバスアダプタの使用

この章では、Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアで仮想 SCSI ホストバスアダプ
タ (HBA) を使用する方法について説明します。
この章では、次の項目について説明します。

■ 211 ページの「仮想 SCSI ホストバスアダプタの概要」
■ 213 ページの「仮想 SCSI HBA の動作モデル」
■ 214 ページの「仮想 SCSI HBA の識別子とデバイス名」
■ 215 ページの「仮想 SCSI HBA の管理」
■ 219 ページの「ゲストドメイン内の仮想 LUN の見え方」
■ 220 ページの「仮想 SCSI HBA と仮想 SAN の構成」
■ 220 ページの「仮想 SCSI HBA マルチパスの構成」
■ 227 ページの「SCSI デバイスからのブート」
■ 229 ページの「仮想 LUN のインストール」
■ 229 ページの「仮想 SCSI HBA のタイムアウト」
■ 229 ページの「仮想 SCSI HBA および SCSI」
■ 230 ページの「ゲストドメインでの断片化の激しい I/O バッファーのサポート」

仮想 SCSI ホストバスアダプタの概要
仮想 SCSI ホストバスアダプタ (HBA) は、ゲストドメイン内の仮想 HBA とサービス
ドメイン内の仮想ストレージエリアネットワーク (SAN) という 2 つのコンポーネント
で構成されます。仮想 HBA と仮想 SAN インスタンスは連携して、ゲストドメイン内
で実行される SCSI ターゲットドライバのための SCSI HBA インタフェースを実装し
ます。vSAN サービスは、SCSI I/O 要求をサービスドメイン内で実行される物理 SCSI
HBA ドライバに渡す vsan ドライバによって実装されます。vhba ドライバは、ハイ
パーバイザで管理される論理ドメインチャネル (LDC) を使用して I/O 要求を vsan に
送信します。

vHBA インスタンスは、特定の vSAN インスタンスから到達可能なすべての SCSI デバ
イスへのアクセスを提供します。vHBA は、ディスク、CD、DVD、テープなどのすべ
ての SCSI デバイスタイプを認識できます。一連の到達可能な SCSI デバイスは、仮想
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SAN に関連付けられた物理 HBA ドライバから現在認識可能な一連の物理 SCSI デバイ
スに基づいて変化します。特定の vHBA から認識可能な SCSI デバイスの識別情報や
数は実行時まで不明ですが、これは物理 HBA ドライバでも同様に起こります。

vHBA にはその子デバイスとして仮想 LUN (vLUN) が存在し、これらは物理 LUN と
同じ方法で動作します。たとえば、vHBA インスタンスとその vLUN で Oracle Solaris
I/O マルチパスソリューションを使用できます。vLUN のデバイスパスは、完全な
cXtYdZsN 表記法である /dev/[r]dsk/cXtYdZsN を使用します。このデバイス名の tY
の部分は、SCSI ターゲットデバイスを示します。

仮想 SAN と仮想 SCSI HBA を構成したら、format コマンドを使用して、OpenBoot プ
ロンプトからの仮想 LUN のブートや、すべての仮想 LUN の表示などの操作を実行で
きます。

図   8 Oracle VM Server for SPARC での仮想 SCSI HBA
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仮想 SAN がサービスドメイン内に存在し、vsan カーネルモジュールによって実装さ
れるのに対して、仮想 SCSI HBA はゲストドメイン内に存在し、vhba モジュールに
よって実装されます。仮想 SAN が特定の物理 SCSI HBA イニシエータポートに関連
付けられているのに対して、仮想 SCSI HBA は特定の仮想 SAN に関連付けられていま
す。

vhba モジュールは、SCSA 準拠のすべての SCSI ターゲットドライバからの I/O 要
求を受信するために、SCSA 準拠のインタフェースをエクスポートします。vhba モ
ジュールは I/O 要求を、LDC 経由でサービスドメインに送信される仮想 I/O プロトコ
ルメッセージに変換します。

vsan モジュールは、vhba によって送信された仮想 I/O メッセージを I/O 要求に変換し
ます。これらの要求は、SCSA 準拠の物理 SCSI HBA ドライバに送信されます。vsan
モジュールは、I/O ペイロードとステータスを LDC 経由で vhba に返します。最後
に、vhba は、この I/O 応答を I/O 要求の発信元に転送します。

仮想 SCSI HBA の動作モデル

仮想 SCSI HBA を使用するための動作モデルは、Logical Domains Manager では仮想
SCSI HBA と仮想 SAN インスタンスしか認識できないため、ほかのタイプの Oracle
VM Server for SPARC 仮想デバイスの場合とは質的に異なります。ゲストドメイン内
に表示される仮想 LUN や、サービスドメイン内に表示される物理 LUN は、実行時に
検出されるまで不明です。仮想 LUN や物理 LUN は、関連付けられた LDC 接続がリ
セットされたときには暗黙的に、また ldm rescan-vhba コマンドを使用した場合は
明示的に検出されます。

ldm コマンドを使用して仮想ディスクを明示的に指定しても、ゲストドメイン内の仮
想 LUN は、その識別情報をサービスドメイン内の関連付けられた物理 LUN の識別情
報から取得します。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。
たとえば、物理 LUN と仮想 LUN は、次のデバイスパス内の太字で示されているテキ
ストを共有します。

■ サービスドメイン内の物理 LUN:

/pci@0/pci@0/pci@8/pci@0/pci@2/SUNW,qlc@0/fp@0,0/ssd@w216000c0ff8089d5,0

■ ゲストドメイン内の仮想 LUN:

/virtual-devices@100/channel-devices@200/scsi@1/iport@0/disk@w216000c0ff8089d5,0

注記 - このゲストドメインのデバイスパスは、ゲストドメインで Oracle Solaris I/O マル
チパスが無効になっている場合にのみ存在します。Oracle Solaris I/O マルチパスが有効
になっている場合、scsi_vhci モジュールは、ゲストドメインでデバイスパスを作成
します。これには別の構文があります。
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仮想 LUN のデバイスパス内の scsi@1 コンポーネントは、この仮想 LUN がメンバー
になっている仮想 SCSI HBA インスタンスを示すことに注意してください。

仮想 SCSI HBA の一連の仮想 LUN は実行時にサービスドメインから取得されるた
め、仮想 LUN を明示的にゲストドメインに追加したり削除したりすることはでき
ません。代わりに、ゲストドメインの仮想 LUN のメンバーシップを変更できるよう
に、基本となる物理 LUN を追加または削除する必要があります。ドメインのリブー
トやドメインの移行などのイベントによって、ゲストドメインの仮想 LUN のメン
バーシップが変更される可能性があります。この変更は、仮想 SCSI HBA の LDC 接続
がリセットされると常に、仮想 LUN が自動的に再検出されるために発生します。仮
想 LUN の基本となる物理 LUN が将来の検出で見つからない場合、その仮想 LUN は
使用不可としてマークされ、その仮想 LUN にアクセスすると次のようなエラーが返
されます。

WARNING: .../scsi@1/iport@0/disk@w216000c0ff8089d5,0 (sd6): ... Command failed to
 complete...Device is gone

仮想 SCSI HBA インスタンスは vhba ドライバによって管理されますが、仮想 LUN
は、基本となる物理 LUN のデバイスタイプに基づいて SCSI ターゲットドライバに
よって管理されます。次の出力は、vhba ドライバが仮想 SCSI HBA インスタンスを管
理していること、および sd SCSI ディスクドライバが仮想 LUN を管理していることを
確認します。

# prtconf -a -D /dev/dsk/c2t216000C0FF8089D5d0
SUNW,SPARC-Enterprise-T5220 (driver name: rootnex)
    virtual-devices, instance #0 (driver name: vnex)
        channel-devices, instance #0 (driver name: cnex)
            scsi, instance #0 (driver name: vhba)
                iport, instance #3 (driver name: vhba)
                    disk, instance #30 (driver name: sd)

仮想 SCSI HBA の識別子とデバイス名

ldm add-vhba コマンドを使用して仮想 SCSI HBA をドメインに追加する場合は、id
プロパティーを設定することによって、そのデバイス番号を指定できます。

ldm add-vhba [id=vHBA-ID] vHBA-name vSAN-name domain-name

ドメインの各仮想 SCSI HBA には、そのドメインがバインドされるときに割り当てら
れる一意のデバイス番号があります。仮想 SCSI HBA が (id プロパティーを 10 進数値
に設定することにより) 明示的なデバイス番号で追加された場合は、指定されたデバ
イス番号が使用されます。デバイス番号を指定しなかった場合、使用可能なもっとも
小さいデバイス番号が自動的に割り当てられます。その場合、割り当てられるデバイ
ス番号は、その仮想 SCSI HBA がドメインに追加された方法によって異なります。ド
メインがバインドされると、仮想 SCSI HBA に最終的に割り当てられたデバイス番号
が ldm list-bindings および ldm list -o hba コマンドの出力に表示されます。
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ldm list-bindings、ldm list -o hba、および ldm add-vhba id=id コマンドはす
べて、id プロパティー値を 10 進数値として表示および指定します。Oracle Solaris OS
は、仮想 SCSI HBA の id 値を 16 進数として表示します。

次の例は、vhba@0 デバイスが gdom ドメイン上の vh1 仮想 SCSI HBA のデバイス名で
あることを示しています。
primary# ldm list -o hba gdom
NAME            
gdom            

VHBA
    NAME             VSAN                        DEVICE  TOUT SERVER       
    vh1              vs1                         vhba@0  0    svcdom

注意 - 仮想 SCSI HBA にデバイス番号が明示的に割り当てられていない場合は、ドメ
インがバインド解除され、あとで再バインドされると、そのデバイス番号が変更され
ることがあります。その場合は、ドメインで実行されている OS によって割り当てら
れたデバイス名も変更され、それによりシステムの既存の構成が破壊される可能性が
あります。これは、たとえば、ドメインの構成から仮想 SCSI HBA が削除された場合
に発生することがあります。

仮想 SCSI HBA の管理

このセクションでは、次のタスクについて説明します。

■ 215 ページの「物理 SCSI HBA に関する情報の取得」
■ 216 ページの「仮想ストレージエリアネットワークの作成」
■ 217 ページの「仮想 SCSI ホストバスアダプタの作成」
■ 217 ページの「仮想 SCSI HBA の存在の確認」
■ 218 ページの「仮想 SCSI HBA のタイムアウトオプションの設定」
■ 218 ページの「仮想 SCSI ホストバスアダプタの削除」
■ 218 ページの「仮想ストレージエリアネットワークの削除」
■ 219 ページの「LUN の追加または削除」

このセクションに示されているコマンドの詳細は、ldm(1M) のマニュアルページを参
照してください。

物理 SCSI HBA に関する情報の取得
仮想 SCSI HBA を構成する前に、サービスドメインに接続されている物理 SCSI HBA
に関する情報を取得する必要があります。I/O ドメインでの HBA カードの構成の詳細
は、第6章「I/O ドメインの構成」を参照してください。
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注記 - primary ドメイン内に少なくとも Oracle Solaris 11.3 OS がインストールされてい
る場合は、サービスドメインを制御ドメインにできます。

ldm list-hba コマンドは、指定されたアクティブなドメインの物理 SCSI HBA イニ
シエータポートを一覧表示します。論理ドメインの SCSI HBA イニシエータポートを
識別したら、ldm add-vsan コマンド行で特定のイニシエータポートを指定して仮想
SAN を作成できます。

ldm list-hba [-d] [-l] [-p] [-t] domain-name

次の例は、svcdom サービスドメインに接続されている SCSI HBA のイニシエータポー
トを示しています。-l オプションは、詳細情報を表示します。

primary# ldm list-hba -l svcdom
NAME                                                 VSAN
----                                                 ----
/SYS/MB/SASHBA0/HBA0/PORT1
[/pci@300/pci@1/pci@0/pci@2/scsi@0/iport@1]
/SYS/MB/SASHBA0/HBA0/PORT2
[/pci@300/pci@1/pci@0/pci@2/scsi@0/iport@2]
/SYS/MB/SASHBA0/HBA0/PORT4
[/pci@300/pci@1/pci@0/pci@2/scsi@0/iport@4]
/SYS/MB/SASHBA0/HBA0/PORT8
[/pci@300/pci@1/pci@0/pci@2/scsi@0/iport@8]
/SYS/MB/PCIE1/HBA0/PORT0,0
[/pci@300/pci@1/pci@0/pci@4/SUNW,emlxs@0/fp@0,0]
/SYS/MB/PCIE1/HBA0,1/PORT0,0
[/pci@300/pci@1/pci@0/pci@4/SUNW,emlxs@0,1/fp@0,0]

イニシエータポートに対して表示されると予測した LUN が ldm list-hba の出力に
表示されていない場合は、参照されたイニシエータポートの参照されたサービスド
メインでマルチパスが無効になっていることを確認してください。『Managing SAN
Devices and Multipathing in Oracle Solaris 11.3』を参照してください。

仮想ストレージエリアネットワークの作成

物理 SCSI HBA のイニシエータポートを取得したあと、サービスドメイン上に仮想ス
トレージエリアネットワーク (SAN) を作成する必要があります。仮想 SAN は、指定
された SCSI HBA イニシエータポートから到達可能なすべての SCSI デバイスを管理
します。

ldm add-vsan [-q] iport-path vSAN-name domain-name

vSAN 名は、指定されたドメイン名ではなく、システムに対して一意です。このドメ
イン名は、SCSI HBA イニシエータポートが構成されているドメインを識別します。
同じイニシエータポートパスを参照する複数の仮想 SAN を作成できます。

同じイニシエータポートパスから複数の仮想 SAN を作成できます。このアクションに
より、複数のゲストドメインが同じイニシエータポートを使用できます。
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注記 - サービスドメイン上で Oracle Solaris 11.3 OS が実行されている場合、ldm add-
vsan コマンドは、イニシエータポートパスが有効なデバイスパスであることを検証し
ます。ldm add-vsan コマンドを実行したときに、指定されたサービスドメインがア
クティブでない場合、そのサービスドメインでは指定されたイニシエータポートパス
を検証できません。イニシエータポートパスが、サービスドメインの一部であるイン
ストールされている物理 SCSI HBA イニシエータポートに対応していない場合は、そ
のサービスドメインがアクティブになったあとに、サービスドメインのシステムログ
に警告メッセージが書き込まれます。

この例では、svcdom サービスドメイン上の /SYS/MB/PCIE1/HBA0,1/PORT0,0 イニシ
エータポートを仮想 SAN に関連付けます。仮想 SAN の名前を選択できます。この例
では、port0 が仮想 SAN の名前です。
primary# ldm add-vsan /SYS/MB/PCIE1/HBA0,1/PORT0,0 port0 svcdom
/SYS/MB/PCIE1/HBA0,1/PORT0,0 resolved to device:
/pci@300/pci@1/pci@0/pci@4/SUNW,emlxs@0,1/fp@0,0

仮想 SCSI ホストバスアダプタの作成
仮想 SAN が定義されたら、ldm add-vhba コマンドを使用して、ゲストドメイン内
に仮想 SCSI HBA を作成できます。仮想 SCSI HBA は、I/O 要求を仮想 SAN 内の物理
SCSI デバイスに送信します。
ldm add-vhba [id=vHBA-ID] vHBA-name vSAN-name domain-name

この例では、port0 仮想 SAN と通信する gdom ゲストドメイン上に port0_vhba 仮想
SCSI HBA を作成します。
primary# ldm add-vhba port0_vhba port0 gdom

仮想 SCSI HBA の存在の確認

サービスドメインおよびゲストドメイン上に新しく作成された仮想 SCSI HBA と仮想
SAN デバイスの存在を確認するには、ldm list コマンドを使用します。
ldm list -o san,hba [domain-name ...]

この例では、仮想 SAN を含むサービスドメインが svcdom であり、仮想 SCSI HBA を
含むゲストドメインが gdom です。gdom ドメインはまだバインドされていないため、
この例では仮想 HBA の識別子が割り当てられていないことに注意してください。
primary# ldm list -o san,hba svcdom gdom
NAME
svcdom

VSAN
    NAME             TYPE   DEVICE IPORT
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    port0            VSAN [/pci@300/pci@1/pci@0/pci@4/SUNW,emlxs@0,1/fp@0,0]

------------------------------------------------------------------------------
NAME
gdom

VHBA
    NAME             VSAN                        DEVICE TOUT SERVER
    port0_vhba       port0                              0    svcdom

仮想 SCSI HBA のタイムアウトオプションの設定

ldm set-vhba コマンドでは、指定された論理ドメイン上の仮想 SCSI HBA のタイム
アウト値を指定できます。timeout プロパティーは、指定された仮想 SCSI HBA イン
スタンスが仮想 SAN との LDC 接続を確立できないことを宣言する前に待機する時間
(秒単位) を指定します。229 ページの「仮想 SCSI HBA のタイムアウト」を参照し
てください。

デフォルトのタイムアウト値 0 を指定すると、vhba は、仮想 SAN との LDC 接続を作
成するために無期限に待機します。

ldm set-vhba [timeout=seconds] vHBA-name domain-name

この例では、gdom ゲストドメイン上の port0_vhba 仮想 SCSI HBA に対して 90 秒の
タイムアウトを設定します。

primary# ldm set-vhba timeout=90 port0_vhba gdom

仮想 SCSI ホストバスアダプタの削除

ldm remove-vhba コマンドを使用すると、指定されたゲストドメインから仮想 SCSI
HBA を削除できます。

削除を試行する前に、その仮想 SCSI HBA が OS とアプリケーションのどちらからも
アクティブに使用されていないことを確認してください。その仮想 SCSI HBA が使用
中の場合、ldm remove-vhba コマンドは失敗します。

ldm remove-vhba vHBA-name domain-name

この例では、gdom ゲストドメインから port0_vhba 仮想 SCSI HBA を削除します。

primary# ldm remove-vhba port0_vhba gdom

仮想ストレージエリアネットワークの削除

ldm remove-vsan コマンドを使用すると、仮想 SAN を削除できます。
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まず、その仮想 SAN に関連付けられた仮想 SCSI HBA を削除します。次に、ldm
remove-vsan コマンドを使用して仮想 SAN を削除します。

ldm remove-vsan vSAN-name

この例では、port0 仮想 SAN を削除します。

primary# ldm remove-vsan port0

LUN の追加または削除

仮想 SCSI HBA から直接仮想 LUN を追加または削除することはできません。まず物
理 LUN を追加または削除し、次に ldm rescan-vhba コマンドを実行して、仮想 SCSI
HBA および仮想 SAN によって認識される一連の SCSI デバイスを同期する必要があり
ます。物理 LUN を追加または削除するためのコマンドは、仮想 SAN に関連付けられ
たイニシエータポートのトポロジによって異なります。たとえば、イニシエータポー
トが物理 SAN と通信する場合は、SAN 管理コマンドを使用して SAN 要素に LUN を
追加するか、または SAN 要素から LUN を削除する必要があります。

ldm rescan-vhba vHBA-name domain-name

たとえば、次のコマンドは、gdom ドメイン上の port0_vhba 仮想 SCSI HBA の SCSI
デバイスを同期します。

primary# ldm rescan-vhba port0_vhba gdom

ゲストドメイン内の仮想 LUN の見え方

仮想 SCSI HBA に関連付けられた (1 つまたは複数の) 仮想 LUN は、あたかも物理
LUN であるかのように動作します。

たとえば、SCSI ディスクを表す仮想 LUN は、ゲストドメインでは /dev/[r]dsk の下
の通常のディスクとして見えます。基本となる関連付けられた物理 LUN のタイプは
disk であるため、仮想 LUN は format コマンドの出力に表示されます。仮想 LUN の
デバイスパスは、prtpicl や prtconf などのほかのコマンドで操作できます。

仮想 LUN が CD または DVD を表す場合、そのデバイスパスは /dev/[r]dsk で定義
されています。仮想 LUN がテープデバイスを表す場合、そのデバイスパスは /dev/
rmt で定義されています。仮想 LUN を操作できるコマンドについては、『Managing
Devices in Oracle Solaris 11.3』を参照してください。
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仮想 SCSI HBA と仮想 SAN の構成

 

仮想 SCSI HBA と仮想 SAN の構成は非常に柔軟です。ldm add-vsan コマンドによっ
て使用される物理 SCSI HBA イニシエータポートは、SCSI をサポートするあらゆるタ
イプのバス (ファイバチャネル、SAS、SATA など) を駆動できます。仮想 SCSI HBA
と仮想 SAN は、同じドメイン内で実行できます。より一般的な構成には仮想 SCSI
HBA が含まれていて、仮想 SAN はさまざまなドメインで実行され、そこでは、物理
HBA カードに直接アクセスできるサービスドメインで仮想 SAN が実行されます。

仮想 SAN は、概念的には物理 SAN に関連付けられますが、その関連付けは必要あり
ません。たとえば、マザーボード HBA から到達可能な一連のローカルストレージデ
バイスで構成される仮想 SAN を作成できます。

仮想 HBA サブシステムは、検出された物理 LUN ごとに、無条件で 1 つの仮想 LUN
を作成します。そのため、仮想ディスクと同様に、競合するワークロードが同じ仮想
LUN にアクセスするようにはできません。

たとえば、イニシエータポートが 10 個の物理 SCSI デバイスに到達する場合、仮想
HBA サブシステムはゲストドメインに 10 個の仮想 LUN を作成します。ゲストオペ
レーティングシステムがそれらの仮想 LUN の 1 つからブートする場合は、ほかのゲ
ストドメインが仮想 LUN にアクセスしないことと、物理 SCSI デバイスを所有するド
メインが物理 LUN にアクセスしないことを確認する必要があります。

同様の注意が、ゲストドメインで使用される可能性のあるすべての仮想 LUN に当て
はまります。アクセスが競合しないようにするには、そのようなほかのゲストドメイ
ン上の仮想 LUN へのアクセスと、サービスドメイン上のベースとなる物理 LUN への
アクセスを、厳密に制御する必要があります。そのようなアクセスの競合によって、
データが壊れる可能性があります。

最後に、仮想 SAN を構成する場合は、LUN 0 を持つ SCSI ターゲットデバイスの物理
LUN のみがゲストドメインに表示されることに注意してください。この制約は、ター
ゲットの LUN 0 が SCSI REPORT LUNS コマンドに応答することを要求する Oracle
Solaris OS 実装によって課されます。

仮想 SCSI HBA マルチパスの構成

仮想 SCSI HBA サブシステムは、Oracle Solaris I/O マルチパス実装を利用することに
よって、ゲストドメイン内およびサービスドメイン内のマルチパスをサポートしま
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す。詳細は、『Managing SAN Devices and Multipathing in Oracle Solaris 11.3』を参照し
てください。

Oracle Solaris I/O マルチパスと同様に、特定のバックエンド SCSI デバイスに 1 つ
以上のパスでアクセスできます。仮想 SCSI HBA サブシステムの場合は、各パスが
1 つの仮想 LUN に関連付けられます。scsi_vhci モジュールは、関連付けられた
mpathadm 管理コマンドに渡された引数に基づいて I/O 要求を一連の仮想 LUN に送信
する Oracle Solaris I/O マルチパス動作を実装します。詳細は、scsi_vhci(7D) および
mpathadm(1M) のマニュアルページを参照してください。

サービスドメインでマルチパスが有効になっている場合、図10に示すように、ldm
add-vsan コマンドは、指定されたイニシエータポートを介して到達可能な SCSI デ
バイスを参照するすべてのパスを表す vsan インスタンスを作成できます。ただし、
サービスドメインでマルチパスが無効になっている場合、vsan インスタンスは、指定
されたイニシエータポートから開始され SCSI デバイスを参照するパスのみを表しま
す。

マルチパスを構成するには、ゲストドメインまたはサービスドメインから同じバッ
クエンドデバイスへの 2 つ以上の個別のパスを構成する必要があります。マルチパス
が 1 つの構成されたパスでも動作することに注意してください。ただし、予測される
構成には、個別のサービスドメイン上に存在する個別の物理 SCSI HBA イニシエータ
ポート経由で I/O 要求を送信する 2 つ以上のパスが存在します。

1. バックエンドストレージへの個別のパスごとに ldm add-vhba コマンドと ldm
add-vsan コマンドのペアを実行します。

2. vhba 仮想 HBA モジュールによって管理されるイニシエータポートに対してゲス
トドメイン内の Oracle Solaris I/O マルチパスを有効にします。

次の図は、ゲストドメインでのマルチパス構成の例です。Oracle Solaris I/O マルチパ
スによって管理される 2 つのパスによってアクセスされる SAN の 1 つの物理 LUN
を示しています。この図に示されている構成の作成方法を説明する手順について
は、223 ページの「仮想 SCSI HBA マルチパスを構成する方法」を参照してくださ
い。

第 12 章 仮想 SCSI ホストバスアダプタの使用 221

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E53394-01&id=SANCM
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26505-01&id=REFMAN7scsi-vhci-7d
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26505-01&id=REFMAN1Mmpathadm-1m
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図   9 ゲストドメインにおける仮想 SCSI HBA マルチパスの構成
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図   10 サービスドメインにおける仮想 SCSI HBA マルチパスの構成

仮想 SCSI HBA マルチパスを構成する方法

この手順では、図9 に示されている仮想 SCSI HBA マルチパス構成を作成する方法に
ついて説明します。この例は、考えられる多くのマルチパス構成のうちの 1 つにすぎ
ません。

1. 物理 SCSI HBA が割り当てられた I/O ドメインを作成します。
第6章「I/O ドメインの構成」を参照してください。

2. 最初のサービスドメインから最初のイニシエータポートパスの仮想 SAN をエクス
ポートします。
ldm add-vsan vSAN-path1 vSAN-name domain-name

vSAN-path1 は、この SAN への最初のイニシエータポートパスです。

たとえば、次のコマンドは、svcdom1 ドメインから vsan-mpxio1 仮想 SAN をエクス
ポートします。

primary# ldm add-vsan /SYS/MB/RISER0/PCIE1/HBA0/PORT0 vsan-mpxio1 svcdom1
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3. 2 番目のサービスドメインから 2 番目のイニシエータポートパスの仮想 SAN をエク
スポートします。

ldm add-vsan vSAN-path2 vSAN-name domain-name

vSAN-path2 は、この SAN への 2 番目のイニシエータポートパスです。

たとえば、次のコマンドは、svcdom2 ドメインから vsan-mpxio2 仮想 SAN をエクス
ポートします。

primary# ldm add-vsan /SYS/MB/RISER0/PCIE3/HBA0/PORT0 vsan-mpxio2 svcdom2

4. 仮想 SCSI HBA をゲストドメインにエクスポートします。

ldm add-vhba vHBA-name vSAN-name domain-name

たとえば、次のコマンドは、vhba-mpxio1 および vhba-mpxio2 仮想 SCSI HBA を
gdom ドメインにエクスポートします。

primary# ldm add-vhba vhba-mpxio1 vsan-mpxio1 gdom
primary# ldm add-vhba vhba-mpxio2 vsan-mpxio2 gdom

5. ゲストドメイン上の仮想 SCSI HBA の timeout プロパティー値を指定します。

ldm set-vhba timeout=seconds vHBA-name domain-name

たとえば、次のコマンドは、gdom ドメイン上の vsan-mpxio1 および vsan-mpxio2 仮
想 SCSI HBA の timeout プロパティー値を 30 に設定します。

primary# ldm set-vhba timeout=30 vhba-mpxio1 gdom
primary# ldm set-vhba timeout=30 vhba-mpxio2 gdom

6. ゲストドメインをリブートします。

ゲストドメインにおける仮想 SCSI HBA のマルチパ
スを有効にする方法

1. /platform/sun4v/kernel/drv/vhba.conf ファイルを /etc/driver/drv ディレクト
リにコピーします。

# cp /platform/sun4v/kernel/drv/vhba.conf /etc/driver/drv

2. /etc/driver/drv/vhba.conf ファイルを編集して mpxio-disable プロパティーを
no に設定することによって、Oracle Solaris I/O マルチパスを有効にします。

3. ゲストドメインをリブートします。
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ゲストドメインにおける仮想 SCSI HBA のマルチパ
スを無効にする方法

1. /platform/sun4v/kernel/drv/vhba.conf ファイルを /etc/driver/drv ディレクト
リにコピーします。
# cp /platform/sun4v/kernel/drv/vhba.conf /etc/driver/drv

2. /etc/driver/drv/vhba.conf ファイルを編集して mpxio-disable プロパティーを
yes に設定することによって、Oracle Solaris I/O マルチパスを無効にします。

3. ゲストドメインをリブートします。

サービスドメインにおける仮想 SCSI HBA のマルチ
パスを有効にする方法

1. サービスドメイン内のすべてのイニシエータポートに対して Oracle Solaris I/O マル
チパスを有効にします。
svcdom# stmsboot -e

詳細については、『Oracle Solaris SAN Configuration and Multipathing Guide』 の
「Enabling and Disabling Multipathing」を参照してください。

2. サービスドメインについて各イニシエータポートから到達可能な SCSI デバイスを一
覧表示します。
たとえば、ldm list-hba コマンドは、図10で示すようにサービスドメイン 1 に関す
る次の情報を表示する可能性があります。
primary# ldm list-hba -d svcdom
DOMAIN
svcdom

IPORT                                                VSAN
-----                                                ----
/SYS/MB/PCIE0/HBA0/PORT1
  c0t600110D00021150101090001061ADBF4d0
  c0t600110D0002115010109000146489D34d0
/SYS/MB/PCIE1/HBA0/PORT1
  c0t600110D00021150101090001061ADBF4d0
  c0t600110D0002115010109000146489D34d0

3. 特定のイニシエータポートを参照する仮想 SAN インスタンスを作成します。
次のコマンドでは、イニシエータポートは PCIE0 によっても参照されている 2 つの
SCSI デバイスを参照します。マルチパスが有効になっている場合、仮想 SAN を構成
するために、同じ LUN への物理的なパスを持っているいずれかのイニシエータポー
トを ldm add-vsan コマンドの一部として使用できます。

第 12 章 仮想 SCSI ホストバスアダプタの使用 225

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18752-01&id=SAGMPCFGgfpvv
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E18752-01&id=SAGMPCFGgfpvv


サービスドメインにおける仮想 SCSI HBA のマルチパスを有効にする方法

primary# ldm add-vsan /SYS/MB/PCIE1/HBA0/PORT1 my_mpxio_vsan svcdom

4. 仮想 SCSI HBA でゲストドメインに仮想 SAN を追加します。

primary# ldm add-vsan my_vhba my_mpxio_vsan gdom

5. サービスドメインで format コマンドを実行して、物理デバイスを表示します。
次の出力は、2 つの物理 SCSI デバイスを示しています。それぞれ 1 つまたは複数のパ
スを持つことができます。

svcdom# format
Searching for disks...done

AVAILABLE DISK SELECTIONS:
       0. c0t600110D00021150101090001061ADBF4d0 <SANBlaze-VLUN P0T1L7-V7.3-1.00GB>
          /scsi_vhci/ssd@g600110d00021150101090001061adbf4
       1. c0t600110D0002115010109000146489D34d0 <SANBlaze-VLUN P0T1L6-V7.3-1.00GB>
          /scsi_vhci/ssd@g600110d0002115010109000146489d34
       2. c1d0 <SUN-DiskImage-10GB cyl 282 alt 2 hd 96 sec 768>
          /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0
Specify disk (enter its number):

このコマンドは、サービスドメイン構成に各物理デバイスへの 2 つのパスがあること
を示します。

svcdom# mpathadm list lu
        /dev/rdsk/c0t600110D00021150101090001061ADBF4d0s2
                Total Path Count: 2
                Operational Path Count: 2
        /dev/rdsk/c0t600110D0002115010109000146489D34d0s2
                Total Path Count: 2
                Operational Path Count: 2

Oracle Solaris I/O マルチパス実装はゲストドメインとサービスドメインの両方
で実行されるため、ゲストドメインでの format の出力は、基本的に同じであ
ることに注意してください。Oracle Solaris I/O マルチパスは、次の出力における
g600110d0002115010109000146489d34 のように論理ユニットのワールドワイド番号
を使用するデバイスパスも作成します。

gdom# format
Searching for disks...done

AVAILABLE DISK SELECTIONS:
       0. c0t600110D0002115010109000146489D34d0 <SANBlaze-VLUN P0T1L6-V7.3-1.00GB>
          /scsi_vhci/disk@g600110d0002115010109000146489d34
       1. c0t600110D00021150101090001061ADBF4d0 <SANBlaze-VLUN P0T1L7-V7.3-1.00GB>
          /scsi_vhci/disk@g600110d00021150101090001061adbf4
       2. c1d0 <SUN-DiskImage-10GB cyl 282 alt 2 hd 96 sec 768>
          /virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0
Specify disk (enter its number):
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サービスドメインにおける仮想 SCSI HBA のマルチ
パスを無効にする方法
サービスドメイン内のすべてのイニシエータポートに対して Oracle Solaris I/O マル
チパスを無効にします。

svcdom# stmsboot -d

サービスドメイン内のイニシエータポートごとに、Oracle Solaris I/O マルチパス
を有効または無効にすることもできます。詳細については、『Oracle Solaris SAN
Configuration and Multipathing Guide』 の 「Enabling or Disabling Multipathing on a Per-
Port Basis」を参照してください。

SCSI デバイスからのブート

次のセクションでは、SCSI デバイスからブートする方法について説明します。

■ 227 ページの「仮想 LUN からのブート」
■ 228 ページの「SCSI DVD デバイスからのブート」

仮想 LUN からのブート

関連付けられた物理 LUN が OBP でブート可能な SCSI デバイスタイプ (CD、DVD、
ディスクなど) を参照している任意の仮想 LUN をブートできます。

注記 - UltraSPARC T2、UltraSPARC T2 Plus、および SPARC T3 サーバーのシステム
ファームウェアは、仮想 SCSI HBA からのブートをサポートしていません。

OpenBoot PROM プロンプトで boot コマンドを発行する前に、ゲストドメインの仮想
SCSI HBA および関連付けられた仮想 LUN を検索するために probe-scsi-all コマン
ドを実行します。

次の注釈付きの例では、その出力の関連する部分を強調表示しています。

{0} ok probe-scsi-all
  
/virtual-devices@100/channel-devices@200/scsi@0           行 1
  
vHBA
  
TPORT-PHYS: w200200110d214900                             行 2
  LUN: 1   Disk     VLUN          2097152 Blocks, 1073 MB
  LUN: 0   Disk     VLUN          32768000 Blocks, 16 GB  行 3
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この probe-scsi-all の出力例は、タイプが disk である 2 つの LUN を持つ 1 つの仮
想 SCSI HBA インスタンス (scsi@0) を示しています。

特定の仮想 LUN からブートするには、boot コマンドに渡すデバイスパスを手動で構
成します。デバイスパスの構文は次のとおりです。
vhba-device-path/disk@target-port,lun:slice

行 3 の LUN からブートするには、デバイスパスを次のように構成する必要がありま
す。

■ target-port の値を行 2 から取得する
■ vhba-device-path の値を行 1 から取得する

結果として得られるデバイスパスを次に示します。
/virtual-devices@100/channel-devices@200/scsi@0/disk@w200200110d214900,0

このデバイスパスを OBP の boot コマンドに次のように渡すことができます。
{0} ok boot /virtual-devices@100/channel-devices@200/scsi@0/disk@w200200110d214900,0

SCSI DVD デバイスからのブート

SCSI デジタル多用途ディスク (DVD) ドライブからブートして、その DVD からゲスト
ドメインをインストールできます。

次の例は、SCSI DVD デバイスが primary ドメインに接続されている仮想 SCSI HBA
の構成を示しています。
primary# ldm list-hba -t -d primary
IPORT                                                VSAN
-----                                                ----
[...]
/SYS/MB/SASHBA1/HBA0/PORT40
        init-port w50800200008f4329
        Transport Protocol SAS
  c2t3d0s0
        lun 0
        removable media 1

primary# ldm add-vsan /SYS/MB/SASHBA1/HBA0/PORT40 dvd_vsan primary
/SYS/MB/SASHBA1/HBA0/PORT40 resolved to device: /pci@400/pci@2/pci@0/pci@4/scsi@0/iport@40
primary# ldm add-vhba dvd_vhba dvd_vsan gdom

gdom ドメインコンソールから、SCSI デバイスをプローブして DVD からブートしま
す。
{0} ok probe-scsi-all
/virtual-devices@100/channel-devices@200/scsi@0

vHBA

TPORT-PHYS: p3
   LUN: 0   Removable Read Only device     TEAC    DV-W28SS-V 1.0B

228 Oracle VM Server for SPARC 3.4 管理ガイド • 2016 年 8 月



仮想 LUN のインストール

{0} ok boot /virtual-devices@100/channel-devices@200/scsi@0/disk@p3
...

仮想 LUN のインストール
関連付けられた物理 LUN がインストールプログラムでサポートされるタイプを持つ
SCSI デバイスを参照している任意の仮想 LUN に OS をインストールできます。その
あと、指定された仮想 LUN からブートできます。

仮想 SCSI HBA のタイムアウト

デフォルトでは、仮想 SAN へのアクセスを提供するサービスドメインが使用できない
場合、ゲストドメインから対応する仮想 SCSI HBA への I/O はすべてブロックされま
す。そのサービスドメインが動作可能になり、仮想 SAN へのサービスを復元すると、
I/O は自動的に再開されます。

サービスドメインが使用できない時間が長すぎる場合は、ファイルシステムまたはア
プリケーションが I/O 操作に対して、失敗してエラーを報告するよう要求することが
あります。各仮想 SCSI HBA がゲストドメイン上の仮想 SCSI HBA とサービスドメイ
ン上の仮想 SAN の間の接続を確立するための接続タイムアウト期間を設定できます。
そのタイムアウト期間に達すると、サービスドメインが使用できるようになり、仮想
SCSI HBA と仮想 SAN の間の接続が再確立されないかぎり、保留中の I/O および新し
い I/O 操作はすべて失敗します。
タイムアウト値を指定する必要のあるその他の状況には、次のものがあります。

■ Oracle Solaris I/O マルチパスを別の構成済みパスにフェイルオーバーさせる場合
は、関係する各仮想 SCSI HBA のタイムアウトを設定する必要があります。

■ ライブ移行を実行する場合は、移行されるゲストドメイン内の各仮想 SCSI HBA
について timeout プロパティー値を 0 に設定します。移行が完了したら、各仮想
SCSI HBA についてタイムアウトプロパティーを元の設定にリセットします。

タイムアウト値を設定する方法を見つけるには、218 ページの「仮想 SCSI HBA の
タイムアウトオプションの設定」を参照してください。

仮想 SCSI HBA および SCSI

vhba モジュールは、仮想 SAN の SCSI イニシエータポートに関連付けられた物理
SCSI HBA ドライバへの SCSI コマンドをプロキシ設定します。

第 12 章 仮想 SCSI ホストバスアダプタの使用 229



ゲストドメインでの断片化の激しい I/O バッファーのサポート

Oracle Solaris I/O マルチパスを実装する scsi_vhci ドライバは、SCSI-2 予約と SCSI-3
予約の両方のパスフェイルオーバー中の予約の永続性を処理します。vhba モジュール
は、Oracle Solaris I/O フレームワークにプラグインし、scsi_vhci のサポートを利用
することによって SCSI 予約をサポートします。

ゲストドメインでの断片化の激しい I/O バッファーのサポート

ほかの sun4v 仮想デバイスと同様に、vhba モジュールは、ソフトウェアスタック
内の上位レイヤーによって作成された I/O バッファーで動作します。その I/O バッ
ファーがあまりにも多くの物理メモリーのフラグメントの寄せ集めである場合、vhba
モジュールは、I/O 要求の処理時に次の致命的な警告メッセージを発行します。

WARNING: ... ldc_mem_bind_hdl: ncookies(max, actual) = (8, 9)

各物理メモリーフラグメントが 1 つの cookie に関連付けられています。cookie の実際
の数を cookie の最大数によってサポートできない場合、I/O 要求は失敗します。

このエラーメッセージは、必要な cookie の実際の数を示しています。このエラーを解
消するには、使用する I/O バッファーごとの cookie の数を指定する /etc/system ファ
イル内の vhba_desc_ncookies 値を実際の値以上に変更します。また、cookie の許容
可能な最大数を指定する vhba_desc_max_ncookies プロパティーの値も増やします。

/etc/system プロパティー値の正しい作成または更新について
は、383 ページの「/etc/system ファイルのプロパティー値の更新」を参照してく
ださい。

そのあと、ldm remove-vhba および ldm add-vhba コマンドを連続して実行するか、
またはゲストドメインをリブートすることによって仮想 SCSI HBA の接続を再度作成
します。

たとえば、vhba_desc_max_ncookies プロパティー値を 12 に設定するには、/etc/
system ファイルに次の行を追加します。

set vhba:vhba_desc_ncookies = 12
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仮想ネットワークの使用

この章では、Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアで仮想ネットワークを使用する
方法について説明します。この章の内容は次のとおりです。

■ 232 ページの「仮想ネットワークの概要」
■ 232 ページの「Oracle Solaris 11 ネットワークの概要」
■ 235 ページの「Oracle Solaris 10 ネットワークの概要」
■ 236 ページの「仮想ネットワークパフォーマンスの最大化」
■ 238 ページの「仮想スイッチ」
■ 240 ページの「仮想ネットワークデバイス」
■ 243 ページの「ネットワークデバイス構成および統計情報の表示」
■ 246 ページの「仮想ネットワークデバイスで消費される物理ネットワーク帯域幅

の量の制御」
■ 249 ページの「仮想デバイス識別子およびネットワークインタフェース名」
■ 253 ページの「自動または手動による MAC アドレスの割り当て」
■ 255 ページの「Oracle Solaris 10 を実行するドメインでのネットワークアダプタ

の使用」
■ 256 ページの「NAT およびルーティング用の仮想スイッチおよびサービスドメ

インの構成」
■ 259 ページの「Oracle VM Server for SPARC 環境での IPMP の構成」
■ 268 ページの「VLAN のタグ付けの使用」
■ 273 ページの「プライベート VLAN の使用」
■ 278 ページの「パケットスループットパフォーマンスの調整」
■ 279 ページの「仮想スイッチでのリンクアグリゲーションの使用」
■ 282 ページの「ジャンボフレームの構成」
■ 286 ページの「仮想ネットワーク上の仮想 NIC の使用」
■ 290 ページの「トラステッド仮想ネットワークの使用」
■ 296 ページの「Oracle Solaris 11 のネットワーク固有の機能の相違点」

Oracle Solaris OS のネットワークは Oracle Solaris 10 OS と Oracle Solaris 11 OS の間で
大幅に変更されました。考慮する問題については、235 ページの「Oracle Solaris
10 ネットワークの概要」、232 ページの「Oracle Solaris 11 ネットワークの概
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要」、296 ページの「Oracle Solaris 11 のネットワーク固有の機能の相違点」を参照
してください。

仮想ネットワークの概要

仮想ネットワークでは、ドメインが外部の物理ネットワークを使用しないで相互に通
信できます。仮想ネットワークでは、複数のドメインが同じ物理ネットワークインタ
フェースを使用して物理ネットワークにアクセスし、リモートシステムと通信するこ
ともできます。仮想ネットワークは、仮想ネットワークデバイスを接続できる仮想ス
イッチを備えることで構築します。

Oracle Solaris のネットワークは Oracle Solaris 10 OS と Oracle Solaris 11 OS で大きく違
います。次の 2 つのセクションでは、各 OS のネットワークに関する概要を説明しま
す。

注記 - Oracle Solaris 10 のネットワークは、ドメインまたはシステムで同じように動作
します。Oracle Solaris 11 ネットワークについても同様です。 Oracle Solaris OS のネッ
トワークの詳細は、Oracle Solaris 10 のドキュメントおよび Oracle Solaris 11.3 のドキュ
メントを参照してください。

Oracle Solaris 10 と Oracle Solaris 11 のネットワークの機能の違いについて
は、232 ページの「Oracle Solaris 11 ネットワークの概要」で説明しています。

Oracle Solaris 11 ネットワークの概要

Oracle Solaris 11 OS では、多くの新しいネットワーク機能が導入されました。これら
については、Oracle Solaris 11.3 のドキュメントにある Oracle Solaris 11 ネットワークド
キュメントで説明されています。
Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアを使用する場合、次の Oracle Solaris 11 ネッ
トワーク機能を理解することが重要です。

■ すべてのネットワーク構成は、ipadm コマンドと dladm コマンドで実行します。
■ 「デフォルトのバニティー名」機能は、すべての物理ネットワークアダプタに対し

て、net0 などの汎用リンク名を生成します。この機能は、仮想スイッチ (vswn) お
よび仮想ネットワークデバイス (vnetn) の汎用名も生成し、これらは、OS から物
理ネットワークアダプタのように見えます。物理ネットワークデバイスに関連付け
られている汎用リンク名を特定するには、dladm show-phys コマンドを使用しま
す。
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デフォルトで Oracle Solaris 11, 物理ネットワークデバイス名には汎用の「バニ
ティー」名が使用されます。Oracle Solaris 10. で使用されていた nxge0 などのデバ
イスドライバ名の代わりに、net0 などの汎用名が使用されます。
次のコマンドは、nxge0 などのドライバ名の代わりに、汎用名 net0 を指定し
て、primary ドメインの仮想スイッチを作成します。

primary# ldm add-vsw net-dev=net0 primary-vsw0 primary

■ Oracle Solaris 11 OS は仮想ネットワークインタフェースカード (VNIC) を使用し
て、内部仮想ネットワークを作成します。
VNIC は物理ネットワークデバイスから作成し、ゾーンに割り当てることができる
物理ネットワークデバイスの仮想インスタンスです。

■  
Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアの構成時に、Oracle Solaris 11
DefaultFixed ネットワーク構成プロファイル (NCP) を使用します。
Oracle Solaris 11 ドメインの場合、DefaultFixed NCP を使用します。このプロ
ファイルは、インストール中またはインストール後に有効にできます。Oracle
Solaris 11 のインストール時に、手動ネットワーク構成を選択します。

■ プライマリネットワークインタフェースを仮想スイッチ (vsw) インタフェースで置
換しないでください。サービスドメインは、既存のプライマリネットワークインタ
フェースを使用して、同じ仮想スイッチに接続されている仮想ネットワークデバイ
スを含むゲストドメインと通信できます。

■ 仮想スイッチに物理ネットワークアダプタの MAC アドレスを使用すると、プライ
マリネットワークインタフェースと競合するため、仮想スイッチに物理ネットワー
クアダプタの MAC アドレスを使用しないでください。

注記 - このリリースでは、dladm または ipadm コマンドを使用して Oracle Solaris
11 システム上にデータリンクおよびネットワークインタフェースを構成するため
に、DefaultFixed NCP を使用します。

 

netadm list コマンドを使用して、DefaultFixed NCP が有効になっていることを確
認します。『Oracle Solaris Administration: Network Interfaces and Network Virtualization』
の 第 7 章, 「Using Datalink and Interface Configuration Commands on Profiles」を参照し
てください。

次の図は、Oracle Solaris 10 OS を実行するゲストドメインが Oracle Solaris 11 サービス
ドメインと完全な互換性があることを示しています。唯一の違いは、Oracle Solaris 11
OS で追加または拡張された機能です。

第 13 章 仮想ネットワークの使用 233

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23824-01&id=SYSADV8gldiy
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23824-01&id=SYSADV8gldiy


Oracle Solaris 11 ネットワークの概要

図   11 Oracle Solaris 11 OS の Oracle VM Server for SPARC ネットワークの概要

図は、nxge0 や vnet0 などのネットワークデバイス名を、Oracle Solaris 11 ドメインで
netn などの汎用リンク名で表現できることを示しています。また、次の点にも注意し
てください。

■ サービスドメインの仮想スイッチはゲストドメインに接続され、ゲストドメインが
互いに通信できます。

■ 仮想スイッチは物理ネットワークデバイス nxge0 にも接続され、ゲストドメイン
が物理ネットワークと通信できます。
仮想スイッチにより、ゲストドメインはサービスドメインネットワークインタ
フェース net0 に加え、nxge0 と同じ物理ネットワークデバイス上の VNIC とも通
信できます。これには、ゲストドメインと Oracle Solaris 11 サービスドメインの間
の接続が含まれます。仮想スイッチ自体 (vswn デバイス) をネットワークデバイス
として構成しないでください。この機能は Oracle Solaris 11 では非推奨になり、サ
ポートされなくなっています。

■ Oracle Solaris 10 ゲストドメイン内の仮想ネットワークデバイス vnet0
は、ifconfig コマンドを使用してネットワークインタフェースとして構成できま
す。
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■ Oracle Solaris 11 ゲストドメイン内の仮想ネットワークデバイス vnet0 は、net0 な
どの汎用リンク名で表示されることがあります。ipadm コマンドを使ってネット
ワークインタフェースとして構成できます。

仮想スイッチは、通常の物理ネットワークスイッチと同様に動作し、それが接続され
ているさまざまなシステム間で、ネットワークパケットをスイッチングします。シス
テムは、ゲストドメイン、サービスドメイン、物理ネットワークなどです。

Oracle Solaris 10 ネットワークの概要

次の図は、Oracle Solaris 11 OS を実行するゲストドメインが Oracle Solaris 10 サービス
ドメインと完全な互換性があることを示しています。唯一の違いは、Oracle Solaris 11
OS で追加または拡張された機能です。

図   12 Oracle Solaris 10 OS の Oracle VM Server for SPARC ネットワークの概要
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前の図は、Oracle Solaris 10 OS のみに適用される nxge0、vsw0、vnet0 などのインタ
フェース名を示しています。また、次の点にも注意してください。

■ サービスドメインの仮想スイッチはゲストドメインに接続され、ゲストドメインが
互いに通信できます。

■ 仮想スイッチは物理ネットワークインタフェース nxge0 にも接続され、ゲストド
メインが物理ネットワークと通信できます。

■ 仮想スイッチネットワークインタフェース vsw0 がサービスドメイン内で作成さ
れ、2 つのゲストドメインはサービスドメインと通信できます。

■ サービスドメイン内の仮想スイッチネットワークインタフェース vsw0 は、Oracle
Solaris 10 ifconfig コマンドを使用して構成できます。

■ Oracle Solaris 10 ゲストドメイン内の仮想ネットワークデバイス vnet0
は、ifconfig コマンドを使用してネットワークインタフェースとして構成できま
す。

■ Oracle Solaris 11 ゲストドメイン内の仮想ネットワークデバイス vnet0 は、net0 な
どの汎用リンク名で表示されることがあります。ipadm コマンドを使ってネット
ワークインタフェースとして構成できます。

仮想スイッチは、通常の物理ネットワークスイッチと同様に機能し、接続されている
ゲストドメイン、サービスドメイン、物理ネットワークなど異なるシステム間のネッ
トワークパケットをスイッチングします。vsw ドライバは、仮想スイッチをネット
ワークインタフェースとして構成することができるネットワークデバイス機能を備え
ています。

仮想ネットワークパフォーマンスの最大化

このセクションの説明に従ってプラットフォームとドメインを構成すれば、ゲスト
と外部ネットワークとの通信およびゲスト間の通信の転送速度を速くすることがで
きます。仮想ネットワークスタックでは、ジャンボフレームを使用する必要なく、高
い TCP パフォーマンスを実現する LSO (Large Segment Offload) がサポートされていま
す。

ハードウェアおよびソフトウェアの要件

ドメインのネットワークパフォーマンスを最大にするには、次の要件を満たします。

■ ハードウェア要件。これらのパフォーマンスの向上は、SPARC T4 サーバー以降で
利用できます。

■ システムファームウェア要件。これらの SPARC システムは、最新のシステム
ファームウェアを実行する必要があります。『Oracle VM Server for SPARC 3.4 イン
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ストールガイド』 の 「完全に認定されたシステムファームウェアバージョン」を
参照してください。

■ Oracle Solaris OS 要件。サービスドメインおよびゲストドメインで次の Oracle
Solaris OS バージョンが実行されていることを確認してください。

注記 - 完全に認定された Oracle Solaris OS バージョンを実行すると、新機能へのア
クセスが提供されます。『Oracle VM Server for SPARC 3.4 インストールガイド』
の 「完全に認定された Oracle Solaris OS バージョン」を参照してください。

■ サービスドメイン。150031-03 パッチが適用された Oracle Solaris 11.1 SRU 9 OS
または Oracle Solaris 10 OS 以上。

■ ゲストドメイン。150031-03 パッチが適用された Oracle Solaris 11.1 SRU 9 OS ま
たは Oracle Solaris 10 OS 以上。

■ CPU およびメモリー要件。サービスドメインおよびゲストドメインに十分な CPU
およびメモリーリソースが割り当てられていることを確認します。
■ サービスドメイン。サービスドメインはゲストドメインのデータプロキシとし

て機能するため、サービスドメインに 2 CPU 以上のコアおよび 16G バイト以上
のメモリーを割り当てます。

■ ゲストドメイン。10G ビット/秒以上のパフォーマンスが実現されるように、
各ゲストドメインを構成します。各ゲストドメインに 2 CPU 以上のコアおよび
4G バイト以上のメモリーを割り当てます。

仮想ネットワークのパフォーマンスを最大にするため
のドメインの構成

旧バージョンの Oracle VM Server for SPARC および Oracle Solaris OS では、ジャンボフ
レームを構成することでネットワークパフォーマンスを改善できました。この構成は
必須ではなくなったため、別の理由で必要な場合を除いて、サービスドメインおよび
ゲストドメインでは標準の MTU 値 1500 を使用することが最適な方法です。

ネットワークパフォーマンスの向上を実現するには、サービスドメインおよびゲスト
ドメインの extended-mapin-space プロパティーを on に設定します。これはデフォ
ルトの動作です。

primary# ldm set-domain extended-mapin-space=on domain-name

extended-mapin-space プロパティー値を確認するには、次のコマンドを実行しま
す。

primary# ldm list -l domain-name |grep extended-mapin
extended-mapin-space=on
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注記 - extended-mapin-space プロパティー値を変更すると、primary ドメインで遅
延再構成がトリガーされます。このような状況では、primary ドメインのリブートが
必要です。また、このプロパティー値を変更する前に、まずゲストドメインを停止す
る必要があります。

仮想スイッチ

仮想スイッチ (vsw) とは、サービスドメインで動作し、仮想スイッチドライバによっ
て管理されるコンポーネントのことです。仮想スイッチを複数のゲストドメインに接
続すると、これらのドメイン間のネットワーク通信を可能にできます。また、仮想ス
イッチが物理ネットワークインタフェースにも関連付けられている場合は、物理ネッ
トワークインタフェースを介して、ゲストドメインと物理ネットワークの間のネッ
トワーク通信が許可されます。Oracle Solaris 10 サービスドメインで実行されている
場合、仮想スイッチもネットワークインタフェース vswn を持ち、その仮想スイッチ
に接続されているほかのドメインとの通信をサービスドメインに許可します。仮想
スイッチは、通常のネットワークインタフェースのように使用でき、Oracle Solaris 10
ifconfig コマンドで構成できます。

ドメインへ仮想ネットワークデバイスを割り当てると、仮想スイッチを提供するド
メインで暗黙的な依存関係が作成されます。ldm list-dependencies コマンドを使
用すると、これらの依存関係を表示する、またはこの仮想スイッチに依存するドメ
インを表示することができます。403 ページの「ドメイン I/O の依存関係の一覧表
示」を参照してください。

Oracle Solaris 11 サービスドメインでは、仮想スイッチを通常のネットワークイン
タフェースとして使用できません。仮想スイッチが物理ネットワークインタフェー
スに接続されている場合、サービスドメインとの通信はこの物理インタフェース
を使用することによって可能です。物理インタフェースなしで構成されている場合
は、etherstub を VNIC と接続されているネットワークデバイス (net-dev) を使用し
て、サービスドメインとの通信を有効にできます。

仮想スイッチのバックエンドデバイスとして使用するネットワークデバイスを判定
するには、dladm show-phys 出力で物理ネットワークデバイスを検索するか、ldm
list-netdev コマンドを使用して論理ドメインのネットワークデバイスを一覧表示し
ます。

238 Oracle VM Server for SPARC 3.4 管理ガイド • 2016 年 8 月



仮想スイッチ

注記 - Oracle Solaris 10 サービスドメインに仮想スイッチを追加する場合、そのネット
ワークインタフェースは作成されません。このため、デフォルトでは、サービスドメ
インは仮想スイッチに接続されたゲストドメインと通信できません。ゲストドメイン
とサービスドメインの間のネットワーク通信を有効にするには、関連付けられた仮想
スイッチのネットワークインタフェースを作成し、サービスドメイン内で構成する必
要があります。手順については、38 ページの「Oracle Solaris 10 サービスドメインとそ
の他のドメインの間のネットワークの有効化」を参照してください。

この状況は、Oracle Solaris 10 OS でのみ発生し、Oracle Solaris 11 OS では発生しませ
ん。

仮想スイッチのドメインへの追加、仮想スイッチへのオプションの設定、仮想スイッ
チの削除には、それぞれ、ldm add-vsw コマンド、ldm set-vsw コマンド、および
ldm rm-vsw コマンドを使用できます。ldm(1M) マニュアルページを参照してくださ
い。

NIC またはアグリゲーションの VLAN タグ付きインスタンスに仮想スイッチを作成す
る場合、ldm add-vsw または ldm set-vsw コマンドを使用する際に、net-dev プロ
パティーの値として、NIC (nxge0)、アグリゲーション (aggr3)、またはバニティー名
(net0) を指定する必要があります。

注記 - Oracle Solaris 11.2 SRU 1 OS 以降では、ldm set-vsw コマンドを使用して net-
dev プロパティー値を動的に更新できます。以前の Oracle Solaris OS リリースで
は、ldm set-vsw コマンドを使用して primary ドメインの net-dev プロパティー値
を更新すると、primary ドメインは遅延再構成に入ります。

IP-over-InfiniBand (IPoIB) ネットワーク・デバイス上に仮想スイッチを追加することは
できません。ldm add-vsw コマンドと ldm add-vnet コマンドは成功したように見え
ますが、これらのデバイスは InfiniBand トランスポート層によって IP パケットをトラ
ンスポートするので、データは流れません。仮想スイッチはトランスポート層として
Ethernet のみをサポートします。IPoIB および Ethernet-over-InfiniBand (EoIB) は、仮想
スイッチでサポートされていないバックエンドであることに注意してください。

次のコマンドは、net0 という名前の物理ネットワークアダプタ上に仮想スイッチを作
成します。

primary# ldm add-vsw net-dev=net0 primary-vsw0 primary

次のサンプルは、ldm list-netdev -b コマンドを使用して、svcdom サービスドメイ
ンの有効な仮想スイッチバックエンドデバイスのみを表示します。

primary# ldm list-netdev -b svcdom
DOMAIN
svcdom

NAME             CLASS MEDIA STATE   SPEED OVER   LOC
----             ----- ----- -----   ----- ----   ---
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net0             PHYS  ETHER up      10000 ixgbe0 /SYS/MB/RISER1/PCIE
net1             PHYS  ETHER unknown 0     ixgbe1 /SYS/MB/RISER1/PCIE4
net2             ESTUB ETHER unknown 0     --     --
net3             ESTUB ETHER unknown 0     --     --
ldoms-estub.vsw0 ESTUB ETHER unknown 0     --     --

仮想ネットワークデバイス

仮想ネットワークデバイスとは、仮想スイッチに接続されたドメイン内で定義されて
いる仮想デバイスのことです。仮想ネットワークデバイスは、仮想ネットワークドラ
イバによって管理され、論理ドメインチャネル (LDC) を使用するハイパーバイザを介
して仮想ネットワークに接続されます。

注記 - ゲストドメインは、最大 999 個の仮想ネットワークデバイスをサポートしてい
ます。

仮想ネットワークデバイスは、vnetn という名前のネットワークインタフェースとし
て使用でき、通常のネットワークインタフェースと同様に使用して、Oracle Solaris 10
ifconfig コマンドまたは Oracle Solaris 11 ipadm コマンドで構成できます。

注記 - Oracle Solaris 11 の場合、デバイスには汎用名が割り当てられるため、vnetn は
net0 などの汎用名を使用します。

仮想ネットワークデバイスのドメインへの追加、既存の仮想ネットワークデバイス
へのオプション設定、仮想ネットワークデバイスの削除には、それぞれ ldm add-
vnet コマンド、ldm set-vnet コマンド、および ldm rm-vnet コマンドを使用でき
ます。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

Oracle Solaris 10 および Oracle Solaris 11 の Oracle VM Server for SPARC ネットワークに
ついての情報をそれぞれ図12および図11で参照してください。

Inter-Vnet LDC チャネル

デフォルトで、Logical Domains Manager は、次の方法で LDC チャネルを割り当てま
す。

■ LDC チャネルは、仮想ネットワークデバイスと仮想スイッチデバイス間に割り当
てられます。

■ LCD チャネルは、同じ仮想スイッチデバイス (inter-vnet) に接続される仮想ネット
ワークデバイスの組み合わせごとに割り当てられます。
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inter-vnet LDC チャネルは、ゲスト間に高度な通信パフォーマンスを確立するために、
仮想ネットワークデバイスが直接通信するように構成されます。ただし、仮想スイッ
チデバイス内の仮想ネットワークデバイスの数が増えるにつれて、vnet 間通信に必要
な LDC チャネルの数は 2 次関数的に増加します。

指定の仮想スイッチデバイスに接続されたすべての仮想ネットワークデバイスに対し
て、inter-vnet LDC チャネルの割り当てを有効または無効にすることを選択できます。
この割り当てを無効にすると、数が限られている LDC チャネルの消費量を削減できま
す。
この割り当てを無効にすることは、次のような状況で役立ちます。

■ ゲスト間の通信パフォーマンスが最優先の重要事項ではない
■ 1 台の仮想スイッチデバイスに多数の仮想ネットワークデバイスが必要である

inter-vnet チャネルを割り当てないことで、仮想 I/O デバイスをゲストドメインに追加
するために、より多くの LDC チャネルが利用可能になります。

注記 - システム内の仮想ネットワークデバイス数の増加よりも、ゲスト間のパフォー
マンスの重要性が高い場合は、inter-vnet LDC チャネルの割り当てを無効にしないでく
ださい。

ldm add-vsw および ldm set-vsw コマンドを使用すると、inter-vnet-link プロパ
ティーに on、off、または auto の値を指定できます。

デフォルトでは、inter-vnet-link プロパティーが auto に設定され
ます。これは、特定の仮想スイッチ内の仮想ネットワークの数が ldmd/
auto_inter_vnet_link_limit SMF プロパティーによって指定されたデフォルトの
最大制限を超えないかぎり、inter-vnet LDC チャネルが割り当てられる、ということで
す。デフォルトの ldmd/auto_inter_vnet_link_limit 値は 8 です。仮想スイッチに
最大数よりも多くの仮想ネットワークが存在する場合、inter-vnet LDC は無効になって
います。243 ページの「論理ドメインに存在するネットワークを調べる」を参照し
てください。

ゲストドメインをバインドしたりバインドされたドメインに仮想ネットワークを追加
したりした結果、仮想スイッチ内の仮想ネットワークの数が制限を超えた場合、inter-
vnet LDC は自動的に無効になります。逆も同じです。ゲストドメインをバインド解除
したりバインドされたドメインから仮想ネットワークを削除したりした結果、仮想ス
イッチ内の仮想ネットワークの数が制限を下回った場合、inter-vnet LDC は自動的に有
効になります。

inter-vnet-link=auto の場合、ldm list の出力には、仮想スイッチの inter-vnet リ
ンクのアクティブ状態に応じて on/auto または off/auto として値が示されます。

システムを Oracle VM Server for SPARC 3.4 にアップグレードするときは inter-vnet-
link 値が保持されることに注意してください。
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次の図は、それぞれ inter-vnet-link=on および inter-vnet-link=off のときの一
般的な仮想スイッチを示しています。

次の図は、3 つの仮想ネットワークデバイスを保有する一般的な仮想スイッチを表し
ます。inter-vnet-link プロパティーが on に設定されていると、inter-vnet LDC チャ
ネルが割り当てられていることを意味します。vnet1 および vnet2 間でのゲスト間通
信は、仮想スイッチを経由せずに直接実行されます。

また、この図は inter-vnet-link=auto であり、同じ仮想スイッチに接続された仮想
ネットワークの数が ldmd/auto_inter_vnet_link_limit SMF プロパティーによって
設定された最大値以下である場合を示しています。

図   13 Inter-Vnet チャネルを使用する仮想スイッチの構成

次の図では、同じ仮想スイッチ構成の inter-vnet-link プロパティーが off に設定
されています。Inter - vnet LDC チャネルは割り当てられていません。inter-vnet-
link プロパティーが on に設定された場合よりも少ない LDC チャネルが使用されま
す。 この構成では、vnet1 および vnet2 間のゲスト間通信は vsw1 を経由する必要が
あります。

また、この図は inter-vnet-link=auto であり、同じ仮想スイッチに接続された仮想
ネットワークの数が ldmd/auto_inter_vnet_link_limit SMF プロパティーによって
設定された最大値を超えている場合を示しています。

注記 - inter-vnet LDC チャネルの割り当てを無効にしても、ゲスト間の通信は妨げられ
ません。代わりに、すべてのゲスト間の通信トラフィックは、1 つのゲストドメイン
から別のゲストドメインへ直接移動するのではなく、仮想スイッチを経由します。
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図   14 Inter-Vnet チャネルを使用しない仮想スイッチの構成

LDC チャネルの詳細については、394 ページの「論理ドメインチャネルの使用」を
参照してください。

論理ドメインに存在するネットワークを調べる

OpenBoot PROM (OBP) プロンプトからコマンドを発行すると、論理ドメインのネット
ワーク情報を一覧表示できます。

任意のドメイン上で使用可能なネットワークを一覧表示するには、そのドメインで
show-nets コマンドを実行します。

OK show-nets

使用可能なネットワークを一覧表示してネットワークトラフィックを表示するには、
制御ドメインで watch-net-all コマンドを実行します。

OK watch-net-all

ネットワークデバイス構成および統計情報の表示

ldm list-netdev コマンドと ldm list-netstat コマンドにより、システム内のネッ
トワークデバイスに関する情報およびネットワーク統計情報をそれぞれ表示できま
す。その結果、所定の物理ドメイン内のネットワークデバイスおよび統計情報を一元
的に表示できます。

これらのコマンドを使用するには、ゲストドメインで少なくとも Oracle Solaris 11.2
SRU 1 OS を実行する必要があります。
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例   38 ネットワークデバイス構成情報の一覧表示

次の例は、ldg1 ドメインのネットワークデバイスの短い一覧を ldm list-netdev コ
マンドを使用して表示します。
primary# ldm list-netdev ldg1

DOMAIN
ldg1

NAME              CLASS MEDIA STATE   SPEED OVER      LOC
----              ----- ----- -----   ----- ----      ---
net0              VNET  ETHER up      0     --        primary-vsw0/vne t0_ldg1
net3              PHYS  ETHER up      10000 --        /SYS/MB/RISER1/PCIE4
net4              VSW   ETHER up      10000 --        ldg1-vsw1
net1              PHYS  ETHER up      10000 --        /SYS/MB/RISER1/PCIE4
net5              VNET  ETHER up      0     --        ldg1-vsw1/vnet1_ldg1
net6              VNET  ETHER up      0     --        ldg1-vsw1/vnet2_ldg1
aggr2             AGGR  ETHER unknown 0     net1,net3 --
ldoms-vsw0.vport3 VNIC  ETHER unknown 0     --        ldg1-vsw1/vnet2_ldg1
ldoms-vsw0.vport2 VNIC  ETHER unknown 0     --        ldg1-vsw1/vnet1_ldg1
ldoms-vsw0.vport1 VNIC  ETHER unknown 0     --        ldg1-vsw1/vnet2_ldg3
ldoms-vsw0.vport0 VNIC  ETHER unknown 0     --        ldg1-vsw1/vnet2_ldg2

例   39 詳細なネットワークデバイス構成情報の一覧表示

次の例は、ldg1 ドメインのネットワークデバイスの詳細な一覧を ldm list-netdev
コマンドを使用して表示します。
primary# ldm list-netdev -l ldg1

-------------------------------------------------------------------
DOMAIN
ldg1

NAME               CLASS    MEDIA    STATE   SPEED OVER LOC
----               -----    -----    -----   ----- ---- ---
net0               VNET     ETHER    up      0     --   primary-vsw0/vnet0_ldg1
    [/virtual-devices@100/channel-devices@200/network@0]
    MTU       : 1500 [1500-1500]
    IPADDR    : 10.129.241.200/255.255.255.0
    MAC_ADDRS : 00:14:4f:fb:9c:df

net3               PHYS     ETHER    up      10000 --   /SYS/MB/RISER1/PCIE4
    [/pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/network@0]
    MTU       : 1500 [576-15500]
    MAC_ADDRS : a0:36:9f:0a:c5:d2

net4               VSW      ETHER    up      10000 --   ldg1-vsw1
    [/virtual-devices@100/channel-devices@200/virtual-network-switch@0]
    MTU       : 1500 [1500-1500]
    IPADDR    : 192.168.1.2/255.255.255.0
    MAC_ADDRS : 00:14:4f:fb:61:6e

net1               PHYS     ETHER    up      10000 --   /SYS/MB/RISER1/PCIE4
    [/pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/network@0,1]
    MTU       : 1500 [576-15500]
    MAC_ADDRS : a0:36:9f:0a:c5:d2

net5               VNET     ETHER    up      0     --   ldg1-vsw1/vnet1_ldg1
    [/virtual-devices@100/channel-devices@200/network@1]
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    MTU       : 1500 [1500-1500]
    IPADDR    : 0.0.0.0  /255.0.0.0
              : fe80::214:4fff:fef8:5062/ffc0::
    MAC_ADDRS : 00:14:4f:f8:50:62

net6               VNET     ETHER    up      0     --   ldg1-vsw1/vnet2_ldg1
    [/virtual-devices@100/channel-devices@200/network@2]
    MTU       : 1500 [1500-1500]
    IPADDR    : 0.0.0.0  /255.0.0.0
              : fe80::214:4fff:fef8:af92/ffc0::
    MAC_ADDRS : 00:14:4f:f8:af:92

aggr2              AGGR     ETHER    unknown  0    net1,net3 --
    MODE      : TRUNK
    POLICY    : L2,L3
    LACP_MODE : ACTIVE
    MEMBER    : net1 [PORTSTATE = attached]
    MEMBER    : net3 [PORTSTATE = attached]
    MAC_ADDRS : a0:36:9f:0a:c5:d2

ldoms-vsw0.vport3  VNIC     ETHER    unknown  0    -- ldg1-vsw1/vnet2_ldg1
    MTU       : 1500 [576-1500]
    MAC_ADDRS : 00:14:4f:f8:af:92

ldoms-vsw0.vport2  VNIC     ETHER    unknown  0    -- ldg1-vsw1/vnet1_ldg1
    MTU       : 1500 [576-1500]
    MAC_ADDRS : 00:14:4f:f8:50:62

ldoms-vsw0.vport1  VNIC     ETHER    unknown  0    -- ldg1-vsw1/vnet2_ldg3
    MTU       : 1500 [576-1500]
    MAC_ADDRS : 00:14:4f:f9:d3:88

ldoms-vsw0.vport0  VNIC     ETHER    unknown  0    -- ldg1-vsw1/vnet2_ldg2
    MTU       : 1500 [576-1500]
    MAC_ADDRS : 00:14:4f:fa:47:f4
              : 00:14:4f:f9:65:b5
              : 00:14:4f:f9:60:3f

例   40 ネットワークデバイス統計情報の一覧表示

ldm list-netstat コマンドは、システム内の 1 つ以上のドメインのネットワーク統
計情報を表示します。

次の例は、システム内のすべてのドメインのデフォルトのネットワーク統計情報を示
しています。

primary# ldm list-netstat

DOMAIN
primary

NAME               IPACKETS     RBYTES       OPACKETS     OBYTES
----               --------     ------       --------     ------
net3               0            0            0            0
net0               2.72M        778.27M      76.32K       6.01M
net4               2.72M        778.27M      76.32K       6.01M
net6               2            140          1.30K        18.17K
net7               0            0            0            0
net2               0            0            0            0
net1               0            0            0            0
aggr1              0            0            0            0
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ldoms-vsw0.vport0  935.40K      74.59M       13.15K       984.43K
ldoms-vsw0.vport1  933.26K      74.37M       11.42K       745.15K
ldoms-vsw0.vport2  933.24K      74.37M       11.46K       747.66K
ldoms-vsw1.vport1  202.26K      17.99M       179.75K      15.69M
ldoms-vsw1.vport0  202.37K      18.00M       189.00K      16.24M
-------------------------------------------------------------------
DOMAIN
ldg1

NAME               IPACKETS     RBYTES       OPACKETS     OBYTES
----               --------     ------       --------     ------
net0               5.19K        421.57K      68           4.70K
net3               0            0            2.07K        256.93K
net4               0            0            4.37K        560.17K
net1               0            0            2.29K        303.24K
net5               149          31.19K       78           17.00K
net6               147          30.51K       78           17.29K
aggr2              0            0            0            0
ldoms-vsw0.vport3  162          31.69K       52           14.11K
ldoms-vsw0.vport2  163          31.74K       51           13.76K
ldoms-vsw0.vport1  176          42.99K       25           1.50K
ldoms-vsw0.vport0  158          40.19K       45           4.42K
-------------------------------------------------------------------
DOMAIN
ldg2

NAME               IPACKETS     RBYTES       OPACKETS     OBYTES
----               --------     ------       --------     ------
net0               5.17K        418.90K      71           4.88K
net1               2.70K        201.67K      2.63K        187.01K
net2               132          36.40K       1.51K        95.07K
-------------------------------------------------------------------
DOMAIN
ldg3

NAME               IPACKETS     RBYTES       OPACKETS     OBYTES
----               --------     ------       --------     ------
net0               5.16K        417.43K      72           4.90K
net1               2.80K        206.12K      2.67K        190.36K
net2               118          35.00K       1.46K        87.78K

仮想ネットワークデバイスで消費される物理ネットワーク帯域
幅の量の制御

帯域幅リソースの制御機能を使用すると、仮想ネットワークデバイスで消費される物
理ネットワーク帯域幅を制限できます。この機能は、Oracle Solaris 11 以上の OS で実
行され、仮想スイッチが構成されているサービスドメインでサポートされています。
Oracle Solaris 10 サービスドメインでは、ネットワーク帯域幅の設定は暗黙的に無視さ
れます。この機能を使用すれば、1 つのゲストドメインが使用可能な物理ネットワー
ク帯域幅を占有することで、ほかのドメイン用に 1 つも残らないことがなくなりま
す。

maxbw プロパティーの値を入力することで帯域幅の制限を指定するには、ldm add-
vnet および ldm set-vnet コマンドを使用します。既存の仮想ネットワークデバイ
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スの maxbw プロパティー値を表示するには、ldm list-bindings または ldm list-
domain -o network コマンドを使用します。最小の帯域幅の制限は 10M ビット/秒で
す。

ネットワーク帯域幅の制限

帯域幅リソースの制御は、仮想スイッチを通過するトラフィックにのみ適用されま
す。したがって、inter-vnet トラフィックは、この制限の対象ではありません。物理
バックエンドデバイスが構成されていない場合は、帯域幅リソースの制御を無視でき
ます。

最低限サポートされている帯域幅の制限は、サービスドメイン内の Oracle Solaris ネッ
トワークスタックによって異なります。帯域幅の制限は、必要なだけ高い値で構成で
きます。上限はありません。帯域幅を制限しても、帯域幅が構成された値を超過し
ないことが保証されるだけです。したがって、帯域幅の制限は、仮想スイッチに割り
当てられている物理ネットワークデバイスのリンク速度よりも大きい値で構成できま
す。

ネットワーク帯域幅の制限の設定

仮想ネットワークデバイスを作成し、maxbw プロパティーの値を入力することで帯域
幅の制限を指定するには、ldm add-vnet コマンドを使用します。
primary# ldm add-vnet maxbw=limit if-name vswitch-name domain-name

既存の仮想ネットワークデバイスで帯域幅の制限を指定するには、ldm set-vnet コ
マンドを使用します。
primary# ldm set-vnet maxbw=limit if-name domain-name

maxbw プロパティーに空白の値を指定すれば、帯域幅の制限をクリアすることもでき
ます。
primary# ldm set-vnet maxbw= if-name domain-name

次の例は、ldm コマンドを使用して帯域幅の制限を指定する方法を示しています。帯
域幅は、単位付きの整数として指定されます。単位は、メガビット/秒の場合は M、ギ
ガビット/秒の場合は G です。単位を指定しない場合は、メガビット/秒の単位になり
ます。

例   41 仮想ネットワークデバイスの作成時における帯域幅の制限の設定

次のコマンドは、帯域幅の制限が 100M ビット/秒の仮想ネットワークデバイス
(vnet0) を作成します。
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primary# ldm add-vnet maxbw=100M vnet0 primary-vsw0 ldg1

次のコマンドでは、帯域幅の制限を最小値 (10M ビット/秒) 未満に設定しようとする
と、エラーメッセージが発行されます。
primary# ldm add-vnet maxbw=1M vnet0 primary-vsw0 ldg1

例   42 既存の仮想ネットワークデバイスにおける帯域幅の制限の設定

次のコマンドは、既存の vnet0 デバイスでの帯域幅の制限を 200M ビット/秒に設定し
ます。

リアルタイムのネットワークトラフィックパターンによっては、帯域幅の量が指定さ
れた 200M ビット/秒の制限に達しない可能性があります。たとえば、帯域幅が 200M
ビット/秒の制限を超過しない 95M ビット/秒になる可能性があります。
primary# ldm set-vnet maxbw=200M vnet0 ldg1

次のコマンドは、既存の vnet0 デバイスでの帯域幅の制限を 2G ビット/秒に設定しま
す。

MAC 層には帯域幅の上限がないため、ベースとなる物理ネットワークの速度が 2G
ビット/秒未満である場合でも、制限を 2G ビット/秒に設定できます。このような場
合、帯域幅の制限は無効になります。
primary# ldm set-vnet maxbw=2G vnet0 ldg1

例   43 既存の仮想ネットワークデバイスにおける帯域幅の制限のクリア

次のコマンドは、指定した仮想ネットワークデバイス (vnet0) での帯域幅の制限をク
リアします。この値をクリアすると、仮想ネットワークデバイスでは、ベースとなる
物理デバイスで提供されている最大限の帯域幅が使用されます。
primary# ldm set-vnet maxbw= vnet0 ldg1

例   44 既存の仮想ネットワークデバイスにおける帯域幅の制限の表示

ldm list-bindings コマンドは、指定した仮想ネットワークデバイスの maxbw プロ
パティー値 (定義されている場合) を表示します。

次のコマンドは、仮想ネットワークデバイス (vnet3) の帯域幅の制限が 15M ビット/
秒であることを表示します。帯域幅の制限が設定されていない場合は、MAXBW フィー
ルドは空白です。
primary# ldm ls-bindings -e -o network ldg3
NAME
ldg3

MAC
    00:14:4f:f8:5b:12
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NETWORK
    NAME         SERVICE                MACADDRESS PVID|PVLAN|VIDs
    ----         -------                ---------- ---------------
    vnet3        primary-vsw0@primary   00:14:4f:fa:ba:b9 1|--|--
            DEVICE     :network@0       ID   :0
            LINKPROP   :--              MTU  :1500
            MAXBW      :15M             MODE :--
            CUSTOM     :disable
            PRIORITY   :--              COS  :--
            PROTECTION :--

        PEER                   MACADDRESS          PVID|PVLAN|VIDs
        ----                   ----------          ---------------
        primary-vsw0@primary   00:14:4f:f9:08:28   1|--|--
            LINKPROP   :--              MTU  :1500
            MAXBW      :--              LDC  :0x0
            MODE       :--

dladm show-linkprop コマンドを使用すると、次のように maxbw プロパティー値を
表示することもできます。

# dladm show-linkprop -p maxbw
LINK              PROPERTY PERM VALUE  EFFECTIVE DEFAULT POSSIBLE
...
ldoms-vsw0.vport0 maxbw    rw   15     15        --      --

仮想デバイス識別子およびネットワークインタフェース名

ドメインに仮想スイッチまたは仮想ネットワークデバイスを追加する場合、id プロパ
ティーを設定することでデバイス番号を指定できます。

primary# ldm add-vsw [id=switch-id] vswitch-name domain-name
primary# ldm add-vnet [id=network-id] if-name vswitch-name domain-name

ドメインの各仮想スイッチおよび仮想ネットワークデバイスには、ドメインがバイン
ドされるときに割り当てられる一意のデバイス番号があります。id プロパティーを
設定して仮想スイッチまたは仮想ネットワークデバイスを明示的なデバイス番号で追
加した場合、指定したデバイス番号が使用されます。デバイス番号を指定しなかった
場合、使用可能なもっとも小さいデバイス番号が自動的に割り当てられます。その場
合、割り当てられるデバイス番号は、仮想スイッチまたは仮想ネットワークデバイ
スがシステムに追加された方法によって異なります。仮想スイッチまたは仮想ネット
ワークデバイスに最終的に割り当てられたデバイス番号は、ドメインがバインドされ
るときに ldm list-bindings コマンドの出力で確認できます。

次の例は、primary ドメインに 1 つの仮想スイッチ primary-vsw0 が構成されている
ことを示しています。この仮想スイッチのデバイス番号は 0 (switch@0) です。

primary# ldm list-bindings primary
...
VSW
    NAME         MAC               NET-DEV DEVICE   DEFAULT-VLAN-ID PVID VID MTU MODE
    primary-vsw0 00:14:4f:fb:54:f2 net0    switch@0 1               1    5,6 1500
...
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次の例は、ldg1 ドメインには 2 つの仮想ネットワークデバイス vnet および vnet1 が
構成されていることを示しています。デバイス vnet のデバイス番号は 0 (network@0)
で、デバイス vnet1 のデバイス番号は 1 (network@1) です。

 

primary# ldm list-bindings ldg1
...
NETWORK
    NAME  SERVICE              DEVICE    MAC               MODE   PVID VID MTU
    vnet  primary-vsw0@primary network@0 00:14:4f:fb:e0:4b hybrid 1        1500
    ...
    vnet1 primary-vsw0@primary network@1 00:14:4f:f8:e1:ea        1        1500
...

同様に、仮想ネットワークデバイスが構成されたドメインで Oracle Solaris OS を実行
している場合、仮想ネットワークデバイスはネットワークインタフェース vnetN を備
えています。ただし、仮想ネットワークデバイスのネットワークインタフェース番号
N は、仮想ネットワークデバイスのデバイス番号 n と同じとはかぎりません。

注記 - Oracle Solaris 11 システムでは、汎用リンクが netn の形式で vswn と vnetn の
両方に割り当てられます。dladm show-phys コマンドを使用して、vswn デバイスと
vnetn デバイスにマップされた netn 名を識別します。

注意 - Oracle Solaris OS では、ネットワークインタフェースの名前と、仮想スイッチま
たは仮想ネットワークデバイスとの間のマッピングが、デバイス番号に基づいて保存
されます。デバイス番号が仮想スイッチまたは仮想ネットワークデバイスに明示的に
割り当てられていない場合、ドメインのバインドがいったん解除されたあとでふたた
びバインドされると、デバイス番号が変更されることがあります。その場合、ドメイ
ンで動作している OS によって割り当てられたネットワークインタフェース名が変更
され、システムの既存の構成が使用できなくなることもあります。この状況は、たと
えば、仮想スイッチまたは仮想ネットワークインタフェースがドメインの構成から削
除されたときに起こる場合があります。

ldm list-* コマンドを使用して、仮想スイッチまたは仮想ネットワークデバイスに
対応する Oracle Solaris OS のネットワークインタフェース名を直接判定することはで
きません。ただし、ldm list l コマンドの出力と、Oracle Solaris OS の /devices 配
下のエントリを組み合わせて使用すると、この情報を取得できます。

Oracle Solaris 11 ネットワークインタフェース名の
検索

Oracle Solaris 11 システムでは、ldm list-netdev コマンドを使用して Oracle Solaris
OS ネットワークインタフェース名を検索できます。詳細については、ldm(1M) のマ
ニュアルページを参照してください。
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次の例は、ldm list-netdev コマンドと ldm list -o network コマンドを示してい
ます。ldm list -o network コマンドは、仮想ネットワークデバイスを NAME フィー
ルドに示します。ldm list-netdev 出力は、対応する OS インタフェース名を NAME
列に示します。

primary# ldm list -o network ldg1
....
NETWORK
    NAME        SERVICE              ID DEVICE    MAC               MODE
    PVID VID MTU   MAXBW LINKPROP
    vnet0-ldg1  primary-vsw0@primary 0  network@0 00:14:4f:fa:eb:4e 1
             1500
    vnet1-ldg1  svcdom-vsw0@svcdom   1  network@1 00:14:4f:f8:53:45 4
             1500
           PVLAN :400,community

primary# ldm list-netdev ldg1
DOMAIN
ldg1

NAME CLASS MEDIA STATE   SPEED OVER  LOC
---- ----- ----- -----   ----- ----  ---
net0 VNET  ETHER up      0     vnet0 primary-vsw0/vnet0-ldg1
net1 VNET  ETHER up      0     vnet1 svcdom-vsw0/vnet1-ldg1
net2 VNET  ETHER unknown 0     vnet2 svcdom-vsw1/vnet2-ldg1

ldm list-netdev 出力が正しいことを確認するには、dladm show-phys コマンドと
dladm show-linkprop -p mac-address コマンドを ldg1 から実行します。

ldg1# dladm show-phys
LINK     MEDIA     STATE      SPEED  DUPLEX         DEVICE
net0     Ethernet  up         0      unknown        vnet0
net1     Ethernet  up         0      unknown        vnet1
net2     Ethernet  unknown    0      unknown        vnet2

ldg1# dladm show-linkprop -p mac-address
LINK PROPERTY    PERM VALUE            EFFECTIVE        DEFAULT          POSSIBLE
net0 mac-address rw   0:14:4f:fa:eb:4e 0:14:4f:fa:eb:4e 0:14:4f:fa:eb:4e --
net1 mac-address rw   0:14:4f:f8:53:45 0:14:4f:f8:53:45 0:14:4f:f8:53:45 --

Oracle Solaris OS ネットワークインタフェース名を検索する方
法

この手順では、net-c に対応する ldg1 内の Oracle Solaris OS ネットワークインタ
フェース名を検索する方法について説明します。この例では、仮想ネットワークデバ
イスではなく仮想スイッチのネットワークインタフェース名を検索する場合の相違点
も示します。次の例では、ゲストドメイン ldg1 には net-a および net-c の 2 つの仮
想ネットワークデバイスが含まれています。

1. ldm コマンドを使用して、net-c の仮想ネットワークデバイス番号を探します。
primary# ldm list -l ldg1
...
NETWORK
NAME         SERVICE                     DEVICE       MAC
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net-a        primary-vsw0@primary        network@0    00:14:4f:f8:91:4f
net-c        primary-vsw0@primary        network@2    00:14:4f:f8:dd:68
...

net-c の仮想ネットワークデバイス番号は 2 (network@2) です。

仮想スイッチのネットワークインタフェース名を確認するには、switch@n として表
示される仮想スイッチデバイス番号 n を見つけます。

2. ldg1 で対応するネットワークインタフェースを検出するには、ldg1 にログインし
て、/devices 配下でこのデバイス番号に対するエントリを探します。

ldg1# uname -n
ldg1
ldg1# find /devices/virtual-devices@100 -type c -name network@2\*
/devices/virtual-devices@100/channel-devices@200/network@2:vnet1

ネットワークインタフェース名は、コロンのあとのエントリの部分で、この場合は
vnet1 です。

仮想スイッチのネットワークインタフェース名を判定するには、-name オプションの
引数を virtual-network-switch@n\* に置換します。次に、vswN という名前のネッ
トワークインタフェースを探します。

3. 手順 1 の net-c に対する ldm list -l の出力に示されるように、vnet1 の MAC ア
ドレスが 00:14:4f:f8:dd:68 であることを確認します。

■ Oracle Solaris 11 OS。

a.   vnet1 に指定するインタフェースの名前を確認します。

ldg1# dladm show-phys |grep vnet1
net2      Ethernet      up      0      unknown   vnet1

b.   net2 の MAC アドレスを確認します。

# dladm show-linkprop -p mac-address net2
LINK PROPERTY    PERM VALUE             EFFECTIVE         DEFAULT POSSIBLE
net2 mac-address rw   00:14:4f:f8:dd:68 00:14:4f:f8:dd:68 --      --

この MAC アドレスの例は、手順 1 にある ldm list -l コマンドの net-c に
関する出力に一致しています。

■ Oracle Solaris 10 OS。

ldg1# ifconfig vnet1
vnet1: flags=1000842<BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4> mtu 1500 index 3
          inet 0.0.0.0 netmask 0
          ether 0:14:4f:f8:dd:68
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自動または手動による MAC アドレスの割り当て

使用する予定の論理ドメイン、仮想スイッチ、および仮想ネットワークに割り当てら
れるだけの十分な数のメディアアクセス制御 (Media Access Control、MAC) アドレス
が必要です。Logical Domains Manager から論理ドメイン、仮想ネットワーク、および
仮想スイッチに自動的に MAC アドレスを割り当てるか、割り当てられた MAC アド
レスの自身のプールから手動で MAC アドレスを割り当てることができます。MAC ア
ドレスを設定する ldm のサブコマンドは、add-domain、add-vsw、set-vsw、add-
vnet、および set-vnet です。これらのサブコマンドで MAC アドレスを指定しない
場合は、Logical Domains Manager が自動的に MAC アドレスを割り当てます。

Logical Domains Manager に MAC アドレスの割り当てを実行させる利点は、論理ド
メインで使用するための専用の MAC アドレスのブロックを利用できることです。
また、Logical Domains Manager は、同じサブネットにあるほかの Logical Domains
Manager インスタンスと競合する MAC アドレスを検出し、これを回避します。この
動作により、手動で MAC アドレスのプールを管理する必要がなくなります。

論理ドメインが作成されたり、ドメインにネットワークデバイスが構成されたりする
とすぐに、MAC アドレスの割り当てが発生します。また、割り当ては、デバイスま
たは論理ドメイン自体が削除されるまで保持されます。

ドメインに割り当てられる MAC アドレスの範囲

ドメインには、次の 512K の MAC アドレスのブロックが割り当てられています。

00:14:4F:F8:00:00 - 00:14:4F:FF:FF:FF

下位の 256K のアドレスは、Logical Domains Manager による MAC アドレスの自動割り
当てに使用されるため、この範囲のアドレスを手動でリクエストすることはできませ
ん。

00:14:4F:F8:00:00 - 00:14:4F:FB:FF:FF

MAC アドレスを手動で割り当てる場合は、この範囲の上位半分を使用できます。

00:14:4F:FC:00:00 - 00:14:4F:FF:FF:FF

注記 - Oracle Solaris 11 で、VNIC の MAC アドレスの割り当ては、これらの範囲外のア
ドレスが使用されます。
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自動割り当てのアルゴリズム

論理ドメインまたはネットワークデバイスの作成時に MAC アドレスを指定しない場
合、Logical Domains Manager は MAC アドレスを自動的に確保して、その論理ドメイ
ンまたはネットワークデバイスに割り当てます。

この MAC アドレスを取得するために、Logical Domains Manager はアドレスの選択を
繰り返し試みて、潜在的な競合がないか確認します。MAC アドレスは、この目的の
ために確保された 256K のアドレス範囲からランダムに選択されます。候補として選
択される MAC アドレスが重複する可能性を少なくするために、MAC アドレスはラン
ダムに選択されます。

選択されたアドレスは、ほかのシステムのその他の Logical Domains Manager に対し
て確認され、重複した MAC アドレスが実際に割り当てられることを防止します。
使用されているアルゴリズムは、254 ページの「重複した MAC アドレスの検出」
に記載されています。アドレスがすでに割り当てられている場合、Logical Domains
Manager は、別のアドレスを選択し、競合を再度確認します。このプロセスは、まだ
割り当てられていない MAC アドレスが見つかるか、30 秒の制限時間が経過するま
で続きます。制限時間に達すると、デバイスの作成が失敗し、次のようなエラーメッ
セージが表示されます。
Automatic MAC allocation failed.  Please set the vnet MAC address manually.

重複した MAC アドレスの検出

同じ MAC アドレスが別のデバイスに割り当てられないようにするために、Logical
Domains Manager がデバイスに割り当てようとしているアドレスを含むマルチキャス
トメッセージを、制御ドメインのデフォルトのネットワークインタフェースを介し
て送信することで、Logical Domains Manager はほかのシステム上の Logical Domains
Manager に確認します。MAC アドレスの割り当てを試行している Logical Domains
Manager は、応答を 1 秒待機します。Oracle VM Server for SPARC が有効な別のシステ
ムの異なるデバイスにその MAC アドレスがすでに割り当てられている場合は、その
システムの Logical Domains Manager が対象となっている MAC アドレスを含む応答を
送信します。リクエストを送信した Logical Domains Manager は応答を受け取ると、選
択した MAC アドレスがすでに割り当てられていることに注意し、別のアドレスを選
択して処理を繰り返します。

デフォルトでは、これらのマルチキャストメッセージは、同じサブネット上のほかの
マネージャーにのみ送信されます。デフォルトの有効期限 (TTL) は 1 です。TTL は、
サービス管理機能 (SMF) プロパティー ldmd/hops を使用して構成できます。
各 Logical Domains Manager は、次の処理を担当します。

■ マルチキャストメッセージの待機
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■ ドメインに割り当てられた MAC アドレスの追跡
■ 重複の検索
■ 重複が発生しないようにするための応答

何らかの理由でシステム上の Logical Domains Manager が停止すると、Logical Domains
Manager が停止している間に MAC アドレスの重複が発生する可能性があります。

論理ドメインまたはネットワークデバイスが作成されるときに MAC の自動割り当て
が行われ、そのデバイスまたは論理ドメインが削除されるまで保持されます。

注記 - 論理ドメインまたはネットワークデバイスが作成されて論理ドメインが起動す
ると、重複した MAC アドレスの検出確認が行われます。

Oracle Solaris 10 を実行するドメインでのネットワークアダプ
タの使用

Oracle Solaris 10 論理ドメイン環境のサービスドメイン内で動作する仮想スイッチサー
ビスは、GLDv3 準拠のネットワークアダプタと直接対話できます。GLDv3 に準拠し
ていないネットワークアダプタは、これらのシステムで使用できますが、仮想スイッ
チと直接対話することはできません。GLDv3 に準拠していないネットワークアダプ
タを使用する方法については、256 ページの「NAT およびルーティング用の仮想ス
イッチおよびサービスドメインの構成」を参照してください。

注記 - GLDv3 の準拠は Oracle Solaris 11 環境では問題になりません。

リンクアグリゲーションの使用の詳細は、279 ページの「仮想スイッチでのリンク
アグリゲーションの使用」を参照してください。

ネットワークアダプタが GLDv3 準拠かどうかを判定
する方法

この手順は、Oracle Solaris 10 ドメインにのみ適用されます。

ネットワークアダプタが GLDv3 準拠かどうかを判別します。
次の例では、ネットワークデバイス名として bge0 を使用します。

# dladm show-link bge0
bge0            type: non-vlan   mtu: 1500      device: bge0
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NAT およびルーティング用の仮想スイッチおよびサービスドメインの構成

type: フィールドの値は次のいずれかになります。

■ GLDv3 に準拠しているドライバの種類は、non-vlan または vlan です。
■ GLDv3 に準拠していないドライバの種類は、legacy です。

NAT およびルーティング用の仮想スイッチおよびサービスドメ
インの構成

Oracle Solaris 10 OS で、仮想スイッチ (vsw) はレイヤー 2 スイッチで、サービスドメイ
ンでネットワークデバイスとしても使用できます。仮想スイッチは、さまざまな論理
ドメインで仮想ネットワークデバイス間のスイッチとしてのみ動作するように構成で
きますが、物理デバイスを介してネットワークの外部に接続することはできません。
このモードで、vsw をネットワークデバイスとして作成し、サービスドメインで IP
ルーティングを有効にすると、仮想ネットワークでサービスドメインをルーターとし
て使用して外部と通信できます。このモードでの操作は、物理ネットワークアダプタ
が GLDv3 に準拠していない場合、ドメインが外部に接続できるようにするために非
常に重要です。
この構成の利点は次のとおりです。

■ 仮想スイッチは物理デバイスを直接使用する必要がなく、基本となるデバイスが
GLDv3 に準拠していない場合でも外部と接続できます。

■ この構成では、Oracle Solaris OS の IP ルーティングとフィルタリング機能を利用で
きます。

Oracle Solaris 11 システムでの NAT の構成

Oracle Solaris 11ネットワーク仮想化機能には、擬似ネットワークデバイスである
etherstub が含まれています。このデバイスは、物理ネットワークデバイスと同様の
機能を備えていますが、そのクライアントとのプライベート通信専用です。この擬似
デバイスは、仮想スイッチのネットワークバックエンドデバイスとして使用でき、仮
想ネットワーク間のプライベート通信を提供します。etherstub デバイスをバックエ
ンドデバイスとして使用することで、ゲストドメインは同じ etherstub デバイス上の
VNIC とも通信できます。このように etherstub デバイスを使用すると、ゲストドメ
インはサービスドメイン内のゾーンと通信できます。dladm create-etherstub コマ
ンドを使用して、etherstub デバイスを作成します。

次の図に、仮想スイッチ、etherstub デバイス、VNIC を使用して、サービスドメイ
ンにネットワークアドレス変換 (NAT) を設定する方法を示します。
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ドメインが外部に接続できるように仮想スイッチを設定する方法 (Oracle Solaris 11)

図   15 仮想ネットワークルーティング

永続的なルートの使用を検討する場合があります。詳細は、『Troubleshooting Network
Administration Issues in Oracle Solaris 11.3』 の 「Troubleshooting Issues When Adding a
Persistent Route」および『Configuring and Managing Network Components in Oracle Solaris
11.3』 の 「Creating Persistent (Static) Routes」を参照してください。

ドメインが外部に接続できるように仮想スイッチを設定する方法
(Oracle Solaris 11)

1. Oracle Solaris 11 etherstub デバイスを作成します。
primary# dladm create-etherstub stub0

2. stub0 を物理バックエンドデバイスとして使用する仮想スイッチを作成します。
primary# ldm add-vsw net-dev=stub0 primary-stub-vsw0 primary

3. stub0 デバイスに VNIC を作成します。
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ドメインが外部に接続できるように仮想スイッチを設定する方法 (Oracle Solaris 11)

primary# dladm create-vnic -l stub0 vnic0

4. vnic0 をネットワークインタフェースとして構成します。
primary# ipadm create-ip vnic0
primary# ipadm create-addr -T static -a 192.168.100.1/24  vnic0/v4static

5. IPv4 転送を有効にし、NAT 規則を作成します。
『Configuring and Managing Network Components in Oracle Solaris 11.3』 の 「Customizing
IP Interface Properties and Addresses」および『Oracle Solaris Administration: IP Services』
の 「Packet Forwarding and Routing on IPv4 Networks」を参照してください。

Oracle Solaris 10 システムでの NAT の構成

次の図は、仮想スイッチを使用して、サービスドメインにネットワークアドレス変換
(NAT) を構成し、ゲストドメインが外部接続できるようにする方法を示しています。

図   16 仮想ネットワークルーティング
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Oracle Solaris 10 サービスドメイン上の仮想スイッチをドメインへの外部接続を提供するように設定する方法

Oracle Solaris 10 サービスドメイン上の仮想スイッチをドメイン
への外部接続を提供するように設定する方法

1. 物理デバイスが関連付けられていない仮想スイッチを作成します。
アドレスを割り当てる場合は、仮想スイッチに一意の MAC アドレスが割り当てられ
るようにしてください。
primary# ldm add-vsw [mac-addr=xx:xx:xx:xx:xx:xx] ldg1-vsw0 ldg1

2. ドメインによって使用される物理ネットワークデバイスに加えて、仮想スイッチを
ネットワークデバイスとして作成します。
仮想スイッチの作成の詳細については、38 ページの「仮想スイッチをプライマリイン
タフェースとして構成する方法」を参照してください。

3. 必要に応じて、DHCP で仮想スイッチデバイスを構成します。
DHCP での仮想スイッチデバイスの構成の詳細については、38 ページの「仮想スイッ
チをプライマリインタフェースとして構成する方法」を参照してください。

4. 必要に応じて、/etc/dhcp.vsw ファイルを作成します。

5. サービスドメインで IP ルーティングを構成し、すべてのドメインで必要なルーティン
グテーブルを設定します。
IP ルーティングの詳細については、『Oracle Solaris Administration: IP Services』 の
「Packet Forwarding and Routing on IPv4 Networks」を参照してください。

Oracle VM Server for SPARC 環境での IPMP の構成

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアは、仮想ネットワークデバイスによるリンク
ベースの IP ネットワークマルチパス (IPMP) をサポートしています。仮想ネットワー
クデバイスで IPMP グループを構成する場合は、リンクベースの検出を使用するよう
にグループを構成します。Oracle VM Server for SPARC (Logical Domains) ソフトウェア
の以前のバージョンを使用している場合、仮想ネットワークデバイスでプローブベー
スの検出のみを構成できます。

Oracle Solaris 11 ドメイン内の IPMP グループへの
仮想ネットワークデバイスの構成

図17 は、サービスドメイン内の個別の仮想スイッチインスタンス (vsw0 と vsw1) に接
続された 2 つの仮想ネットワーク (vnet0 と vnet1) を示しています。これらの仮想ス
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イッチインスタンスがさらに、2 つの異なる物理インタフェースを使用しています。
これらの物理インタフェースは、Oracle Solaris 11 サービスドメイン内の net0 と net1
です。

サービスドメインの物理リンクに障害が発生した場合、その物理デバイスにバインド
された仮想スイッチデバイスがリンクの障害を検出します。次に、仮想スイッチデバ
イスは、その仮想スイッチにバインドされた対応する仮想ネットワークデバイスに障
害を伝播します。仮想ネットワークデバイスは、このリンクイベントの通知をゲスト
LDom_A の IP 層に送信し、その結果、IPMP グループのもう一方の仮想ネットワークデ
バイスにフェイルオーバーします。

図   17 個別の仮想スイッチインスタンスに接続された 2 つの仮想ネットワーク (Oracle
Solaris 11)

図18 は、各仮想ネットワークデバイス (vnet0 と vnet1) を異なるサービスドメイン内
の仮想スイッチインスタンスに接続することによって、論理ドメイン内のさらに高い
信頼性を実現できることを示しています。この場合、物理ネットワークの障害に加え
て、LDom_A が仮想ネットワークの障害を検出し、サービスドメインがクラッシュまた
は停止したあとでフェイルオーバーを引き起こすことができます。
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図   18 それぞれ異なるサービスドメインに接続された複数の仮想ネットワークデバイ
ス (Oracle Solaris 11)

詳細は、Oracle Solaris 11.3 Information Library にある「Oracle Solaris ネットワークの確
立」を参照してください。

Oracle Solaris 10 ドメイン内の IPMP グループへの
仮想ネットワークデバイスの構成

図19 は、サービスドメイン内の個別の仮想スイッチインスタンス (vsw0 と vsw1) に
接続された 2 つの仮想ネットワーク (vnet0 と vnet1) を示しています。これらの仮
想スイッチインスタンスがさらに、2 つの異なる物理インタフェースを使用していま
す。これらの物理インタフェースは、Oracle Solaris 10 サービスドメイン内の nxge0 と
nxge1 です。

サービスドメインの物理リンクに障害が発生した場合、その物理デバイスにバインド
された仮想スイッチデバイスがリンクの障害を検出します。次に、仮想スイッチデバ
イスは、その仮想スイッチにバインドされた対応する仮想ネットワークデバイスに障
害を伝播します。仮想ネットワークデバイスは、このリンクイベントの通知をゲスト
LDom_A の IP 層に送信し、その結果、IPMP グループのもう一方の仮想ネットワークデ
バイスにフェイルオーバーします。
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図   19 個別の仮想スイッチインスタンスに接続された 2 つの仮想ネットワーク (Oracle
Solaris 10)

図20 は、各仮想ネットワークデバイス (vnet0 と vnet1) を異なるサービスドメイン内
の仮想スイッチインスタンスに接続することによって、論理ドメイン内のさらに高い
信頼性を実現できることを示しています。この場合、物理ネットワークの障害に加え
て、LDom_A が仮想ネットワークの障害を検出し、サービスドメインがクラッシュまた
は停止したあとでフェイルオーバーを引き起こすことができます。

図   20 それぞれ異なるサービスドメインに接続された複数の仮想ネットワークデバイ
ス (Oracle Solaris 10)

詳細は、『Oracle Solaris Administration: IP Services』を参照してください。
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サービスドメインでの IPMP の構成と使用

Oracle Solaris 11 システムでは、仮想ネットワークやドメインが存在しないシステム
の場合と同じように物理インタフェースをグループに構成することによって、サービ
スドメイン内の IPMP を構成できます。Oracle Solaris 10 システムでは、仮想スイッチ
インタフェースをグループに構成することによって、サービスドメイン内の IPMP を
構成できます。図21と図22 は、2 つの異なる物理デバイスにバインドされた 2 つの仮
想スイッチインスタンス (vsw0 と vsw1) を示しています。この場合、この 2 つの仮想
スイッチインタフェースを作成して IPMP グループに構成できます。物理リンクに障
害が発生した場合、その物理デバイスにバインドされた仮想スイッチデバイスがリン
クの障害を検出します。次に、仮想スイッチデバイスは、このリンクイベントの通知
をサービスドメインの IP 層に送信し、その結果、IPMP グループのもう一方の仮想ス
イッチデバイスにフェイルオーバーします。これらの 2 つの物理インタフェースは、
Oracle Solaris 11 では net0 と net1、また Oracle Solaris 10 では nxge0 と nxge1 です。

図   21 IPMP グループの一部として構成された 2 つの物理 NIC (Oracle Solaris 11)
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図   22 IPMP グループの一部として構成された 2 つの仮想スイッチインタフェース
(Oracle Solaris 10)

Oracle VM Server for SPARC 仮想ネットワークでの
リンクベースの IPMP の使用

仮想ネットワークおよび仮想スイッチデバイスは、リンクステータスのネットワーク
スタックへの更新をサポートします。デフォルトでは、仮想ネットワークデバイスは
その仮想リンク (仮想スイッチへの LDC) および物理リンクのステータスをレポートし
ます。この構成はデフォルトで有効になり、追加の構成手順を実行する必要はありま
せん。

注記 - linkprop プロパティーは、補助デバイスのサポートに応じて、デフォルトで
phys-state に設定されます。linkprop プロパティーを手動で無効にし、このプロパ
ティーを phys-state 値に設定しようとしているのでないかぎり、このセクション内
のタスクを実行する必要はありません。
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物理リンクのステータスの更新を構成する方法

dladm、ifconfig  などの、Oracle Solaris の標準ネットワーク管理コマンドを使用
して、リンクステータスを確認できます。また、リンクステータスは /var/adm/
messages ファイルにも記録されます。Oracle Solaris 10 の場合、dladm(1M)およ
びifconfig(1M)のマニュアルページを参照してください。Oracle Solaris 11 の場
合、dladm(1M)、ipadm(1M)、ipmpstat(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

注記 - 1 つの Oracle VM Server for SPARC システムで、リンクステータスを認識しない
ものとリンクステータスを認識するものの両方の vnet および vsw ドライバを同時に
実行できます。ただし、リンクベースの IPMP を構成する場合、リンクステータスを
認識するドライバをインストールする必要があります。物理リンク状態の更新を有効
にする場合、vnet および vsw の両方のドライバを Oracle Solaris 10 1/13 OS にアップ
グレードして、Logical Domains Manager の version 1.3 以上を実行します。

物理リンクのステータスの更新を構成する方法

この手順では、仮想ネットワークデバイスで物理リンクステータスの更新を有効にす
る方法を示します。

同様の手順に従い、ldm add-vsw および ldm set-vsw コマンドに linkprop=phys-
state オプションを指定することで、仮想スイッチデバイスで物理リンクステータス
の更新を有効にすることもできます。

注記 - linkprop=phys-state オプションは、仮想スイッチデバイス自体
がインタフェースとして作成されている場合にのみ使用する必要がありま
す。linkprop=phys-state が指定され、物理リンクが停止している場合、仮想スイッ
チへの接続が有効であっても、仮想ネットワークデバイスはリンクステータスを停止
状態とレポートします。この状況が発生するのは、Oracle Solaris OS は現在、仮想リン
クステータスと物理リンクステータスなど、2 つの異なるリンクステータスをレポー
トするインタフェースを備えていないためです。

1. 管理者になります。
Oracle Solaris 11.3 については、『Securing Users and Processes in Oracle Solaris 11.3』 の
第 1 章, 「About Using Rights to Control Users and Processes」を参照してください。

2. 仮想デバイスで物理リンクステータスの更新を有効にします。
仮想ネットワークデバイスで物理リンクステータスの更新を有効にするには、次の手
順に従います。

■ ldm add-vnet コマンド実行時に linkprop=phys-state を指定し、仮想ネット
ワークデバイスを作成します。
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linkprop=phys-state オプションを指定すると、仮想ネットワークデバイスが物
理リンクステータスの更新を取得してスタックにレポートするように構成されま
す。

注記 - linkprop=phys-state が指定され、物理リンクが停止している場合、仮想
スイッチへの接続が有効であっても、仮想ネットワークデバイスはリンクステー
タスを down とレポートします。この状況が発生するのは、Oracle Solaris OS は現
在、仮想リンクステータスと物理リンクステータスなど、2 つの異なるリンクス
テータスをレポートするインタフェースを備えていないためです。

primary# ldm add-vnet linkprop=phys-state if-name vswitch-name domain-name

次の例では、論理ドメイン ldom1 の primary-vsw0 に接続された ldom1_vnet0 で
物理リンクステータスの更新を有効にします。

primary# ldm add-vnet linkprop=phys-state ldom1_vnet0 primary-vsw0 ldom1

■ ldm set-vnet コマンド実行時に linkprop=phys-state を指定し、既存の仮想
ネットワークデバイスを変更します。

primary# ldm set-vnet linkprop=phys-state if-name domain-name

次の例では、論理ドメイン ldom1 の vnet0 で物理リンクステータスの更新を有効
にします。

primary# ldm set-vnet linkprop=phys-state ldom1_vnet0 ldom1

物理リンクステータスの更新を無効にするには、ldm set-vnet コマンドを実行して
linkprop= を指定します。

次の例では、論理ドメイン ldom1 の ldom1_vnet0 で物理リンクステータスの更新を
無効にします。

primary# ldm set-vnet linkprop= ldom1_vnet0 ldom1

例   45 リンクベースの IPMP の構成

次の例は、物理リンクステータスの更新を有効にする方法と有効にしない方法の両方
を使用してリンクベースの IPMP を構成する方法を示します。

■ 次の例では、1 つのドメインで 2 つの仮想ネットワークデバイスを構成します。各
仮想ネットワークデバイスは、リンクベースの IPMP を使用するためにサービスド
メインの個別の仮想スイッチデバイスに接続されます。
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注記 - これらの仮想ネットワークデバイスでテストアドレスは構成されません。ま
た、ldm add-vnet コマンドを使用してこれらの仮想ネットワークデバイスを作成
する場合に、追加構成を実行する必要はありません。

次のコマンドは、仮想ネットワークデバイスをドメインに追加しま
す。linkprop=phys-state が指定されていないため、仮想スイッチへのリンクの
みでステータスの変更がモニターされることに注意してください。

primary# ldm add-vnet ldom1_vnet0 primary-vsw0 ldom1

primary# ldm add-vnet ldom1_vnet1 primary-vsw1 ldom1

次のコマンドは、仮想ネットワークデバイスをゲストドメインで構成して IPMP グ
ループに割り当てます。リンクベースの障害検出が使用されているためにこれらの
仮想ネットワークデバイスでテストアドレスが構成されていないことに注意してく
ださい。
■ Oracle Solaris 10 OS: ifconfig コマンドを使用します。

# ifconfig vnet0 plumb

# ifconfig vnet1 plumb

# ifconfig vnet0 group ipmp0

# ifconfig vnet1 group ipmp0

2 番目および 3 番目のコマンドは、必要に応じて、IP アドレスとの ipmp0 イン
タフェースを構成します。

■ Oracle Solaris 11 OS: ipadm コマンドを使用します。
net0 と net1 はそれぞれ vnet0 と vnet1 の Oracle Solaris 11 バニティー名で
す。

# ipadm create-ip net0

# ipadm create-ip net1

# ipadm create-ipmp ipmp0

# ipadm add-ipmp -i net0 -i net1 ipmp0

■ 次の例では、1 つのドメインで 2 つの仮想ネットワークデバイスを構成します。各
ドメインは、リンクベースの IPMP を使用するためにサービスドメインの個別の仮
想スイッチデバイスに接続されます。また、仮想ネットワークデバイスは、物理リ
ンクステータスの更新を取得するように構成されます。

primary# ldm add-vnet linkprop=phys-state ldom1_vnet0 primary-vsw0 ldom1

primary# ldm add-vnet linkprop=phys-state ldom1_vnet1 primary-vsw1 ldom1
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注記 - ドメインを正常にバインドするために、仮想スイッチに物理ネットワークデ
バイスを割り当てる必要があります。ドメインがすでにバインドされており、仮
想スイッチに物理ネットワークデバイスが割り当てられていない場合、ldm add-
vnet コマンドは失敗します。

次のコマンドは、仮想ネットワークデバイスを作成して IPMP グループに割り当て
ます。
■ Oracle Solaris 10 OS: ifconfig コマンドを使用します。

# ifconfig vnet0 plumb

# ifconfig vnet1 plumb

# ifconfig vnet0 192.168.1.1/24 up

# ifconfig vnet1 192.168.1.2/24 up

# ifconfig vnet0 group ipmp0

# ifconfig vnet1 group ipmp0

■ Oracle Solaris 11 OS: ipadm コマンドを使用します。
net0 と net1 はそれぞれ vnet0 と vnet1 のバニティー名です。

# ipadm create-ip net0

# ipadm create-ip net1

# ipadm create-ipmp ipmp0

# ipadm add-ipmp -i net0 -i net1 ipmp0

# ipadm create-addr -T static -a 192.168.1.1/24 ipmp0/v4addr1

# ipadm create-addr -T static -a 192.168.1.2/24 ipmp0/v4addr2

VLAN のタグ付けの使用

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアは、ネットワークインフラストラクチャーの
802.1Q VLAN タグ付けをサポートしています。

仮想スイッチ (vsw) および仮想ネットワーク (vnet) デバイスは、仮想ローカルエリ
アネットワーク (VLAN) 識別子 (ID) に基づいて Ethernet パケットのスイッチングをサ
ポートし、Ethernet フレームの必要なタグ付けまたはタグなし処理を行います。

ゲストドメインの仮想ネットワークデバイスに複数の VLAN インタフェースを作成で
きます。仮想ネットワークデバイスに VLAN インタフェースを作成するには、Oracle
Solaris 10 の ifconfig コマンドまたは Oracle Solaris 11 の dladm コマンドと ipadm コ
マンドを使用します。作成方法は、他の任意の物理ネットワークデバイスに VLAN イ
ンタフェースを構成する場合に使用する方法と同じです。Oracle VM Server for SPARC
環境での追加の要件として、ldm コマンドを使用して、VLAN を vsw または vnet 仮
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想ネットワークデバイスに割り当てる必要があります。ldm(1M) マニュアルページを
参照してください。

同様に、Oracle Solaris 10 サービスドメイン内の仮想スイッチデバイス上に VLAN イン
タフェースを構成できます。VLAN ID 2 - 4094 が有効です。VLAN ID 1 は、default-
vlan-id として予約されています。Oracle Solaris 11 サービスドメイン内の仮想スイッ
チ上に VLAN ID を構成する必要はありません。

ゲストドメインに仮想ネットワークデバイスを作成する場合、ldm add-vnet コマン
ドに pvid= および vid= 引数を使用して、ポート VLAN ID および 0 個以上のこの仮
想ネットワークの VLAN ID を指定することにより、必要な VLAN にその仮想ネット
ワークデバイスを割り当てる必要があります。この情報によって、仮想スイッチは、
Oracle VM Server for SPARC ネットワークで複数の VLAN をサポートし、ネットワー
クで MAC アドレスと VLAN ID の両方を使用してパケットをスイッチングするように
構成されます。

Oracle Solaris 10 サービスドメインによって使用される VLAN はすべて、vsw デバイス
上に構成する必要があります。pvid および vid プロパティー値を指定するには、ldm
add-vsw または ldm set-vsw コマンドを使用します。

デバイスが属する VLAN は、ldm set-vnet または ldm set-vsw コマンドを使用して
変更できます。

ポート VLAN ID

ポート VLAN ID (PVID) は、仮想ネットワークデバイスをメンバーにする必要のある
VLAN を、タグなしモードで指定します。この場合、PVID で指定した VLAN の vnet
デバイスのために必要なフレームのタグ付けまたはタグなし処理は、vsw デバイスに
よって行われます。仮想ネットワークからのタグなしのアウトバウンドフレームは、
仮想スイッチによって PVID でタグ付けされます。この PVID でタグ付けされたイン
バウンドフレームは、仮想スイッチによってタグが削除されてから、vnet デバイスに
送信されます。このため、PVID を仮想ネットワークに暗黙に割り当てることは、仮
想スイッチの対応する仮想ネットワークポートが、PVID で指定された VLAN に対し
てタグなしとしてマークされることを意味します。仮想ネットワークデバイスに設定
できる PVID は 1 つだけです。

対応する仮想ネットワークインタフェースを、VLAN ID を使用せずにそのデバイスイ
ンスタンスだけで構成した場合、このインタフェースは仮想ネットワークの PVID に
よって指定された VLAN に暗黙に割り当てられます。

たとえば、次のコマンドを使用して仮想ネットワークインスタンス 0 を作成する場
合、および vnet の pvid= 引数が 10 として指定されている場合、vnet0 インタフェー
スが VLAN 10 に属するように暗黙的に割り当てられます。次のコマンドは、Oracle
Solaris 10 に属する vnet0 インタフェース名を表示します。Oracle Solaris 11 の場合、
代わりに net0. などの汎用名を使用します。
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■ Oracle Solaris 10 OS: ifconfig コマンドを使用します。

# ifconfig vnet0 plumb

■ Oracle Solaris 11 OS: ipadm コマンドを使用します。

# ipadm create-ip net0

VLAN ID

VID ID (VID) は、仮想ネットワークデバイスまたは仮想スイッチをメンバーにする必
要のある VLAN を、タグ付きモードで示します。仮想ネットワークデバイスは、その
VID で指定されている VLAN でタグ付きフレームを送受信します。仮想スイッチは、
仮想ネットワークデバイスと外部ネットワークの間で、指定の VID でタグ付けされた
フレームを通過させます。

VLAN の割り当ておよび使用

次のタスクで使用されるデバイスの例では、ドメイン内でインスタンス番号 0 を使用
します。各 VLAN は、次のサブネットにマップされます。

■ VLAN 20 サブネット 192.168.1.0 (ネットマスク: 255.255.255.0)
■ VLAN 21 サブネット 192.168.2.0 (ネットマスク: 255.255.255.0)
■ VLAN 22 サブネット 192.168.3.0 (ネットマスク: 255.255.255.0)

Oracle Solaris 11 サービスドメイン内で VLAN を割り当てて使
用する方法

1. 仮想スイッチ (vsw) を割り当てます。
primary# ldm add-vsw net-dev=net0 primary-vsw0 primary

2. サービスドメイン内に VLAN インタフェースを作成します。
ipadm create-addr コマンドの -T static オプションは、Oracle Solaris 11.1 OS より
古い Oracle Solaris 11 OS を実行している場合にのみ必要であることに注意してくださ
い。Oracle Solaris 11 OS 以降、-T static はデフォルトの動作です。

# ipadm create-ip net0
# ipadm create-addr -T static -a 192.169.2.100/24 net0
# dladm create-vlan -l net0 -v 20 vlan20
# ipadm create-ip vlan20
# ipadm create-addr -T static -a 192.168.1.100/24 vlan20
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Oracle Solaris 11 OS で VLAN インタフェースを構成する方法の詳細について
は、『Managing Network Datalinks in Oracle Solaris 11.3』 の 第 3 章, 「Configuring
Virtual Networks by Using Virtual Local Area Networks」を参照してください。

Oracle Solaris 10 サービスドメイン内で VLAN を割り当てて使
用する方法

1. 仮想スイッチ (vsw) を 2 つの VLAN に割り当てます。
たとえば、VLAN 21 をタグなし、VLAN 20 をタグ付きとして構成します。サービス
ドメインは VLAN ID 22 にアクセスするように構成されないことに注意してくださ
い。
primary# ldm add-vsw net-dev=nxge0 pvid=21 vid=20 primary-vsw0 primary

2. サービスドメイン内に VLAN インタフェースを作成します。
# ifconfig vsw0 plumb
# ifconfig vsw0 192.168.2.100 netmask 0xffffff00 broadcast + up
# ifconfig vsw20000 plumb
# ifconfig vsw20000 192.168.1.100 netmask 0xffffff00 broadcast + up

Oracle Solaris 11 ゲストドメイン内で VLAN を割り当てて使用
する方法

このタスクを完了すると、ldom1 ゲストドメインは、primary サービスドメインや、
外部でタグ付けされた VLAN ID 21 および 192.168.2.0/24 上の IP アドレスを使用する
リモートシステムや外部システムと通信できます。ldom1 ゲストドメインはまた、タ
グ付き VLAN ID 20 および 192.168.1.0/24 上の IP アドレスを使用するサービスドメイ
ンおよび外部システムとも通信できます。ldom1 ゲストドメインは、VLAN 22 および
192.168.3.0/24 上の IP アドレスを使用する外部システムとのみ通信でき、それらを使
用するサービスドメインとは通信できません。

1. 仮想ネットワーク (vnet) を 2 つの VLAN に割り当てます。
たとえば、VLAN 21 をタグなし、VLAN 20 をタグ付きとして構成します。
primary# ldm add-vnet pvid=21 vid=20,22 vnet0 primary-vsw0 ldom1
ldom1# ipadm create-ip net0
ldom1# ipadm create-addr -t 192.168.2.101/24 net0

2. ゲストドメイン内に VLAN インタフェースを作成します。
ldom1# dladm create-vlan -l net0 -v 20 vlan20
ldom1# ipadm create-ip vlan20
ldom1# ipadm create-addr -t 192.168.1.101/24 vlan20

ldom1# dladm create-vlan -l net0 -v 22 vlan22
ldom1# ipadm create-ip vlan22
ldom1# ipadm create-addr -t 192.168.3.101/24 vlan22
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Oracle Solaris 10 ゲストドメイン内で VLAN を割り当てて使用
する方法

このタスクを完了すると、ldom1 ゲストドメインは、primary サービスドメインや、
外部でタグ付けされた VLAN ID 21 および 192.168.2.0/24 上の IP アドレスを使用する
リモートシステムや外部システムと通信できます。ldom1 ゲストドメインはまた、タ
グ付き VLAN ID 20 および 192.168.1.0/24 上の IP アドレスを使用するサービスドメイ
ンおよび外部システムとも通信できます。ldom1 ゲストドメインは、VLAN 22 および
192.168.3.0/24 上の IP アドレスを使用する外部システムとのみ通信でき、それらを使
用するサービスドメインとは通信できません。

1. 仮想ネットワーク (vnet) を 2 つの VLAN に割り当てます。
たとえば、VLAN 21 をタグなし、VLAN 20 をタグ付きとして構成します。

primary# ldm add-vnet pvid=21 vid=20,22 vnet0 primary-vsw0 ldom1
ldom1# ifconfig vnet0 plumb
ldom1# ifconfig vnet0 192.168.2.101 netmask 0xffffff00 broadcast + up

2. ゲストドメイン内に VLAN インタフェースを作成します。
ldom1# ifconfig vnet20000 plumb
ldom1# ifconfig vnet20000 192.168.1.102 netmask 0xffffff00 broadcast + up
ldom1# ifconfig vnet22000 plumb
ldom1# ifconfig vnet22000 192.168.3.102 netmask 0xffffff00 broadcast + up

インストールサーバーが VLAN に存在する場合にゲ
ストドメインをインストールする方法

インストールサーバーが VLAN 内に存在するとき、Oracle Solaris JumpStart 機能を使
用してネットワーク経由でゲストドメインをインストールする場合は注意してくださ
い。この機能は Oracle Solaris 10 システムでのみサポートされています。

Oracle Solaris JumpStart 機能を使用してゲストドメインをインストールする方法につい
ては、51 ページの「Oracle Solaris 10 ゲストドメインで Oracle Solaris JumpStart 機能を
使用する方法」を参照してください。

1. ネットワークデバイスをタグなしモードで構成します。
たとえば、インストールサーバーが VLAN 21 にある場合、最初に仮想ネットワーク
を次のように構成します。

primary# ldm add-vnet pvid=21 vnet01 primary-vsw0 ldom1

その仮想ネットワークデバイスにタグ付き VLAN (vid) を構成しないでください。
OpenBoot PROM (OBP) は VLAN を認識せず、VLAN のタグ付きのネットワークパ
ケットを処理できないため、このようにする必要があります。
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2. インストールが完了して Oracle Solaris OS がブートしたら、仮想ネットワークをタ
グ付きモードで構成します。
primary# ldm set-vnet pvid= vid=21, 22, 23 vnet01 primary-vsw0 ldom1

これで、仮想ネットワークデバイスをタグ付きモードでほかの VLAN に追加できま
す。

プライベート VLAN の使用

プライベート VLAN (PVLAN) のメカニズムを使用すると、通常の VLAN をサブ
VLAN に分割することによってネットワークトラフィックを隔離できます。PVLAN
のメカニズムは、RFC 5517 (http://tools.ietf.org/html/rfc5517) で定義されて
います。通常の VLAN は通常、1 つのブロードキャストドメインですが、PVLAN の
プロパティーを使用して構成されると、既存のレイヤー 3 構成を維持したまま、1 つ
のブロードキャストドメインがより小さいブロードキャストサブドメインにパーティ
ション化されます。PVLAN を構成する場合、通常の VLAN はプライマリ VLAN と呼
ばれ、サブ VLAN はセカンダリ VLAN と呼ばれます。

2 つの仮想ネットワークが物理リンク上の同じ VLAN ID を使用する場合は、すべて
のブロードキャストトラフィックがこの 2 つの仮想ネットワークの間で渡されます。
ただし、PVLAN のプロパティーを使用する仮想ネットワークを作成した場合は、パ
ケット転送動作がすべての状況には適用されない可能性があります。

次の表に、隔離 PVLAN とコミュニティー PVLAN でのブロードキャストパケット転
送のルールを示します。

表 2 ブロードキャストパケット転送のルール

PVLAN タイプ 隔離 コミュニティー A コミュニティー B

隔離 いいえ いいえ いいえ

コミュニティー A いいえ はい いいえ

コミュニティー B いいえ いいえ はい

たとえば、vnet0 仮想ネットワークと vnet1 仮想ネットワークの両方が net0 ネット
ワーク上で分離されている場合、net0 は 2 つの仮想ネットワーク間でブロードキャス
トトラフィックを渡しません。ただし、net0 ネットワークが分離された VLAN から
トラフィックを受信する場合、トラフィックは VLAN に関連する分離されたポートに
は渡されません。この状況は、分離された仮想ネットワークがプライマリ VLAN から
のトラフィックのみを受け付けるために発生します。

inter-vnet リンク機能は、隔離 PVLAN とコミュニティー PVLAN の通信制限をサ
ポートします。inter-vnet リンクは、隔離 PVLAN では無効であり、コミュニティー
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PVLAN の場合は同じコミュニティー内に存在する仮想ネットワークでのみ有効で
す。コミュニティーの外部にあるほかの仮想ネットワークからの直接のトラフィック
は許可されません。

注記 - ターゲットサービスドメインが PVLAN 機能をサポートしない場合、PVLAN 用
に構成されているゲストドメインの移行は失敗することがあります。

PVLAN の要件

ldm add-vnet コマンドと ldm set-vnet コマンドを使用すると PVLAN を構成でき
ます。これらのコマンドを使用して pvlan プロパティーを設定します。PVLAN を正
しく構成するには pvid プロパティーも指定する必要があります。

この機能には、少なくとも Oracle Solaris 11.2 SRU 4 OS が必要です。
PVLAN を構成するには、次の情報を指定する必要があります。

■ プライマリ VLAN ID。プライマリ VLAN ID は、1 つの仮想ネットワークデバイ
スの PVLAN を構成するために使用されるポート VLAN ID (PVID) です。この構成
により、ゲストドメインが VLAN パケットを確実に受信できるようになります。
PVLAN の VID を構成することはできません。この値は pvid プロパティーによっ
て表されます。

■ セカンダリ VLAN ID。セカンダリ VLAN ID は、PVLAN 機能を提供するために特
定の VLAN によって使用されます。この情報は、pvlan 値の secondary-vid 部分と
して指定します。secondary-vid は、1 から 4094 の範囲の整数値です。プライマリ
VLAN には多数のセカンダリ VLAN を含めることができますが、次の制限があり
ます。
■ プライマリ VLAN ID もセカンダリ VLAN ID もデフォルトの VLAN ID と同じ

にすることはできません。
■ 隔離とコミュニティーのどちらの PVLAN タイプでも、プライマリ VLAN ID と

セカンダリ VLAN ID を同じ値にすることはできません。
■ 各プライマリ VLAN は、分離された PVLAN を 1 つだけ構成できます。した

がって、同じプライマリ VLAN ID を使用する 2 つの分離された PVLAN を作成
することはできません。

■ プライマリ VLAN には複数のコミュニティー VLAN を含めることができます
が、次の制限があります。
■ プライマリ VLAN ID をセカンダリ VLAN ID として使用して別のコミュニ

ティー PVLAN を作成することはできません。
たとえば、3 のプライマリ VLAN ID と 100 のセカンダリ VLAN ID を持つ
コミュニティー PVLAN がある場合は、3 をセカンダリ VLAN ID として使
用する別のコミュニティー PVLAN を作成することはできません。
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■ セカンダリ VLAN ID をプライマリ VLAN ID として使用してコミュニ
ティー PVLAN を作成することはできません。
たとえば、3 のプライマリ VLAN ID と 100 のセカンダリ VLAN ID を持つ
コミュニティー PVLAN がある場合は、100 をプライマリ VLAN ID として
使用する別のコミュニティー PVLAN を作成することはできません。

■ セカンダリ VLAN ID が、通常の仮想ネットワークまたは VNIC の VLAN ID
としてすでに使用されていてはいけません。

注意 - Logical Domains Manager は、特定の仮想スイッチ上の仮想ネットワークの構成
しか検証できません。同じバックエンドデバイス上の Oracle Solaris VNIC に対して
PVLAN 構成を設定する場合は、すべての VNIC および仮想ネットワークにわたって
同じ要件が満たされていることを確認してください。

■ PVLAN タイプ。この情報は pvlan 値の pvlan-type 部分として指定します。pvlan-
type は、次の値のいずれかです。
■ isolated。隔離 PVLAN に関連付けられたポートは、バックエンドネットワー

クデバイス上のすべてのピア仮想ネットワークおよび Oracle Solaris 仮想 NIC か
ら隔離されます。パケットは、その PVLAN に指定された値に基づく外部ネッ
トワークにのみ到達します。

■ community。コミュニティー PVLAN に関連付けられたポートは、同じコミュ
ニティー PVLAN 内に存在するほかのポートと通信できますが、その他のすべ
てのポートから隔離されます。パケットは、その PVLAN に指定された値に基
づく外部ネットワークに到達します。

PVLAN の構成
このセクションには、PVLAN を作成し、PVLAN に関する情報を一覧表示する方法に
ついて説明するタスクが含まれています。

PVLAN の作成

PVLAN は、ldm add-vnet または ldm set-vnet コマンドを使用して pvlan プロパ
ティー値を設定することによって構成できます。ldm(1M) マニュアルページを参照し
てください。
次のコマンドを使用すると、PVLAN を作成または削除できます。

■ ldm add-vnet を使用して PVLAN を作成します。

ldm add-vnet pvid=port-VLAN-ID pvlan=secondary-vid,pvlan-type \

if-name vswitch-name domain-name
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次のコマンドは、4 のプライマリ vlan-id、200 のセカンダリ vlan-id、および
isolated の pvlan-type を持つ PVLAN で仮想ネットワークを作成する方法を示し
ています。

primary# ldm add-vnet pvid=4 pvlan=200,isolated vnet1 primary-vsw0 ldg1

■ ldm set-vnet を使用して PVLAN を作成します。

ldm set-vnet pvid=port-VLAN-ID pvlan=secondary-vid,pvlan-type if-name domain-name

次のコマンドは、3 のプライマリ vlan-id、300 のセカンダリ vlan-id、および
community の pvlan-type を持つ PVLAN で仮想ネットワークを作成する方法を示し
ています。

primary# ldm set-vnet pvid=3 pvlan=300,community vnet2 ldg1

■ ldm set-vnet を使用して PVLAN を削除します。

ldm set-vnet pvlan= if-name domain-name

次のコマンドは、vnet0 仮想ネットワークの PVLAN 構成を削除します。vnet0 仮
想ネットワークを通常の VLAN ID に戻すには、最初に PVLAN ID を削除する必要
があります。

primary# ldm set-vnet pvlan= vnet0 ldg1

PVLAN 情報の表示

PVLAN に関する情報は、Logical Domains Manager のいくつかの一覧表示サブコマン
ドを使用して表示できます。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。
次のコマンドを使用すると、PVLAN 情報を表示できます。

■ ldm list-domain -o network を使用して PVLAN 情報を一覧表示します。

ldm list-domain [-e] [-l] -o network [-p] [domain-name...]

次の例は、ldm list-domain -o network コマンドを使用した場合の ldg1 ドメイ
ン上の PVLAN 構成に関する情報を示しています。
■ 次の ldm list-domain コマンドは、ldg1 ドメイン上の PVLAN 構成に関する

情報を表示します。

primary# ldm list-domain -o network ldg1

NAME

ldg1

MAC

     00:14:4f:fb:22:79
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NETWORK

     NAME         SERVICE                MACADDRESS PVID|PVLAN|VIDs

     ----         -------                ---------- ---------------

     vnet0        primary-vsw0@primary   00:14:4f:f8:6e:d9 2|300,community|--

             DEVICE           :network@0       ID   :0

             LINKPROP       :--                  MTU  :1500

             MAXBW          :--                 MODE :--

             CUSTOM        :disable

             PRIORITY       :--                    COS :--

             PROTECTION :--

■ 次の ldm list-domain コマンドは、ldg1 ドメインの PVLAN 構成情報を解析
可能な形式で表示します。

primary# ldm list-domain -o network -p ldg1

VERSION 1.19

DOMAIN|name=ldg1|

MAC|mac-addr=00:14:4f:fb:22:79

VNET|name=vnet0|dev=network@0|service=primary-vsw0@primary|mac-addr=00:14:4f:f8:

6e:d9|mode=|pvid=2|vid=|mtu=1500|linkprop=|id=0|alt-mac-addrs=|maxbw=|pvlan=300,

community|protection=|priority=|cos=|custom=disable|max-mac-addrs=|max-vlans=

■ ldm list-bindings を使用して PVLAN 情報を一覧表示します。

ldm list-bindings [-e] [-p] [domain-name...]

次の例は、ldm list-bindingsnetwork コマンドを使用した場合の ldg1 ドメイン
上の PVLAN 構成に関する情報を示しています。
■ 次の ldm list-bindings コマンドは、ldg1 ドメイン上の PVLAN 構成に関す

る情報を表示します。

primary# ldm list-bindings -o network ldg1

NAME

ldg1

MAC

     00:14:4f:fb:22:79

NETWORK

     NAME         SERVICE                MACADDRESS PVID|PVLAN|VIDs

     ----         -------                ---------- ---------------

     vnet0        primary-vsw0@primary   00:14:4f:f8:6e:d9 2|300,community|--

         PEER                   MACADDRESS          PVID|PVLAN|VIDs

         ----                   ----------          ---------------

         primary-vsw0@primary   00:14:4f:f9:08:28   1|--|--

■ 次の ldm list-bindings コマンドは、ldg1 ドメインの PVLAN 構成情報を解
析可能な形式で表示します。
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primary# ldm list-bindings -o network -p ldg1

VERSION 1.19

DOMAIN|name=ldg1|

MAC|mac-addr=00:14:4f:fb:22:79

VNET|name=vnet0|dev=network@0|service=primary-vsw0@primary|mac-addr=00:14:4f:f8:

6e:d9|mode=|pvid=2|vid=|mtu=1500|linkprop=|id=0|alt-mac-addrs=|maxbw=|pvlan=300,

community|protection=|priority=|cos=|custom=disable|max-mac-addrs=|max-vlans=

|peer=primary-vsw0@primary|mac-addr=00:14:4f:f9:08:28|mode=|pvid=1|vid=|mtu=1500|

maxbw=

■ ldm list-constraints を使用して PVLAN 情報を一覧表示します。

ldm list-constraints [-x] [domain-name...]

次に、ldm list-constraints コマンドを実行することによって生成された出力
を示します。

primary# ldm list-constraints -x ldg1

...

<Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

  <Item>

    <rasd:OtherResourceType>network</rasd:OtherResourceType>

    <rasd:Address>auto-allocated</rasd:Address>

    <gprop:GenericProperty key="vnet_name">vnet0</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="service_name">primary-vsw0</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="pvid">1</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="vid">3</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="pvlan">200,community</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="maxbw">1700000000</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="device">network@0</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="id">0</gprop:GenericProperty>

  </Item>

パケットスループットパフォーマンスの調整

ldm add-vnet コマンドと ldm set-vnet コマンドを使用すると、パケットスルー
プットパフォーマンスを調整するための次のデータリンクプロパティー値を設定でき
ます。

priority CPU パケット処理の優先度を指定します

cos リンクの IEEE 802.1p リンクサービスクラスを指定します

protection パケットトラフィックセキュリティーの種類を指定します

278 Oracle VM Server for SPARC 3.4 管理ガイド • 2016 年 8 月



仮想スイッチでのリンクアグリゲーションの使用

有効およびデフォルトのプロパティー値については、ldm(1M)のマニュアルページを
参照してください。

例   46 データリンクパケットプロパティーの設定および表示

次のサンプルは、ldm set-vnet コマンドを使用して、priority、protection、およ
び cos プロパティー値を 1 つのコマンドで設定する方法を示します。ldm add-vnet
コマンドを使用して、指定されたデータリンクプロパティー値を使用する新しい仮想
ネットワークを追加することもできます。

primary# ldm set-vnet allowed-ips=192.168.100.1,192.168.100.2 \
allowed-dhcp-cids=oracle@system1.company.com, \
00:14:4f:fb:22:79,system2,00:14:4f:fb:22:56 cos=7 priority=high \
protection=restricted,mac-nospoof,ip-nospoof,dhcp-nospoof vnet3_ldg3 ldg3

ldm list -o network コマンドは、前の ldm set-vnet コマンドで設定した ldg3
ドメイン上のデータリンクプロパティー値を表示します。protection の値は、mac-
nospoof、restricted、192.168.100,1,192.168.100.2 MAC アドレスの場合の ip-
nospoof、および system1@company.com,00:14:4f:f9:d3:88,system2,00:14:4f:
fb:61:6e の場合の dhcp-nospoofです。priority は high に設定され、サービスの
クラス (cos) は 7 に設定されます。

primary# ldm list-domain -o network ldg3
NAME
ldg3

MAC
     00:14:4f:f8:5b:12
     NAME         SERVICE                MACADDRESS PVID|PVLAN|VIDs
     ----         -------                ---------- ---------------
     vnet3_ldg3   primary-vsw0@primary   00:14:4f:f8:dd:96 1|--|--
             DEVICE     :network@1       ID   :1
             LINKPROP   :phys-state      MTU  :1500
             MAXBW      :--              MODE :--
             CUSTOM     :disable
             PRIORITY   :high            COS  :7
             PROTECTION :mac-nospoof
                         restricted
                         ip-nospoof
                         [192.168.100.1
                          192.168.100.2]
                         dhcp-nospoof
                         [oracle@system1.company.com
                          00:14:4f:fb:22:79
                          system2
                          00:14:4f:fb:22:56]

仮想スイッチでのリンクアグリゲーションの使用

リンクアグリゲーションを使用するように仮想スイッチを構成できます。リンクアグ
リゲーションは、物理ネットワークに接続するための仮想スイッチのネットワークデ

第 13 章 仮想ネットワークの使用 279

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E71844-01&id=LDSRMldm-1m


仮想スイッチでのリンクアグリゲーションの使用

バイスとして使用します。この構成を使用すると、仮想スイッチで IEEE 802.3ad Link
Aggregation Standard によって提供される機能を利用できます。この機能には、帯域
幅の増加、負荷分散、フェイルオーバーなどが含まれます。リンクアグリゲーション
を構成する方法については、『Managing Network Datalinks in Oracle Solaris 11.3』 の
「Creating a Link Aggregation」を参照してください。

リンクアグリゲーションを作成したら、そのリンクアグリゲーションを仮想スイッ
チに割り当てることができます。この割り当て方法は、仮想スイッチへの物理ネッ
トワークデバイスの割り当てに似ています。ldm add-vswitch または ldm set-
vswitch コマンドを使用して net-dev プロパティーを設定します。

リンクアグリゲーションを仮想スイッチに割り当てると、物理ネットワークに対して
送受信されるトラフィックは集積体を通過してます。必要な負荷分散またはフェイル
オーバーは、ベースとなる集積体のフレームワークによって透過的に処理されます。
リンクアグリゲーションは、ゲストドメイン上の仮想ネットワーク (vnet) デバイスに
対して、および集積体を使用する仮想スイッチにバインドされた仮想ネットワークデ
バイスに対して、完全に透過的です。

注記 - 仮想ネットワークデバイス (vnet および vsw) をリンクアグリゲーションにグ
ループ化することはできません。

サービスドメインでリンクアグリゲーションを使うように構成された仮想スイッチ
を、作成して使用できます。38 ページの「仮想スイッチをプライマリインタフェース
として構成する方法」を参照してください。

図23と図24 は、それぞれ物理インターフェイス net0 と net1 または nxge0 と nxge1
でアグリゲーション aggr1 を使用するように構成された仮想スイッチを示していま
す。
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図   23 リンクアグリゲーションを使用するための仮想スイッチの構成 (Oracle Solaris
11)
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図   24 リンクアグリゲーションを使用するための仮想スイッチの構成 (Oracle Solaris
10)

ジャンボフレームの構成

Oracle VM Server for SPARC の仮想スイッチ (vsw) および仮想ネットワーク (vnet) デ
バイスで、1500 バイトを超えるペイロードサイズの Ethernet フレームをサポートでき
るようになりました。そのため、これらのドライバはネットワークのスループットを
向上できるようになりました。

ジャンボフレームを有効にするには、仮想スイッチデバイスの最大転送単位 (MTU) を
指定します。このような場合、仮想スイッチデバイスとその仮想スイッチデバイスに
バインドされているすべての仮想ネットワークデバイスで、指定した MTU 値が使用
されます。

仮想ネットワークデバイスで必要な MTU 値が仮想スイッチによってサポートされる
MTU 値よりも小さい場合、仮想ネットワークデバイスに直接 MTU 値を指定できま
す。

282 Oracle VM Server for SPARC 3.4 管理ガイド • 2016 年 8 月



ジャンボフレームを使用するように仮想ネットワークおよび仮想スイッチデバイスを構成する方法

注記 - Oracle Solaris 10 5/09 OS でのみ、物理デバイスの MTU を仮想スイッチの MTU
に一致するように構成する必要があります。特定のドライバの構成については、
Oracle Solaris リファレンスマニュアルのセクション 7D にある、そのドライバに対応
するマニュアルページを参照してください。たとえば、Oracle Solaris 10 nxge ドライ
バの情報については、nxge(7D)のマニュアルページを参照してください。

まれに、ldm add-vnet または ldm set-vnet コマンドを使用して、仮想スイッチの
MTU 値と異なる MTU 値を仮想ネットワークデバイスに指定する必要がある場合があ
ります。たとえば、VLAN を仮想ネットワークデバイス上で構成し、VLAN の MTU
の最大値が仮想スイッチの MTU 値よりも小さい場合、仮想ネットワークデバイスの
MTU 値を変更する場合があります。デフォルトの MTU 値のみが使用されているド
メインでは、ジャンボフレームをサポートしている vnet ドライバは必要ない場合が
あります。ただし、ジャンボフレームを使用する仮想スイッチにバインドされた仮想
ネットワークデバイスがドメインに存在する場合、vnet ドライバがジャンボフレーム
をサポートしていることを確認してください。

ldm set-vnet コマンドを使用して仮想ネットワークデバイスで mtu 値を指定する場
合、あとで仮想スイッチデバイスの MTU 値が更新されても、仮想ネットワークデバ
イスには更新値は伝播されません。仮想ネットワークデバイスを再度有効にして仮想
スイッチデバイスから MTU 値を取得するには、次のコマンドを実行します。
primary# ldm set-vnet mtu= vnet-name domain-name

制御ドメインでは、Logical Domains Manager が、ldm set-vsw および ldm set-vnet
コ マンドによって設定された MTU 値を遅延再構成処理として更新します。制御ドメ
イン以外のドメインの MTU を更新するには、ドメインを停止してから ldm set-vsw
または ldm set-vnet コマンドを実行して MTU 値を変更する必要があります。

ジャンボフレームを使用するように仮想ネットワーク
および仮想スイッチデバイスを構成する方法

1. 制御ドメインにログインします。

2. 管理者になります。
Oracle Solaris 11.3 については、『Securing Users and Processes in Oracle Solaris 11.3』 の
第 1 章, 「About Using Rights to Control Users and Processes」を参照してください。

3. 仮想ネットワークで使用する MTU の値を決定します。
1500 - 16000 バイトの MTU 値を指定できます。指定する MTU は、仮想スイッチに割
り当てられた物理ネットワークデバイスの MTU と一致する必要があります。

4. 仮想スイッチデバイスまたは仮想ネットワークデバイスの MTU 値を指定します。
次のいずれかの手順を実行します。
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■ MTU を mtu プロパティーの値として指定することで、サービスドメインの新しい
仮想スイッチデバイスでジャンボフレームを有効にします。

primary# ldm add-vsw net-dev=device mtu=value vswitch-name ldom

このコマンドは、仮想スイッチの構成に加えて、この仮想スイッチにバインドされ
る各仮想ネットワークデバイスの MTU 値を更新します。

■ MTU を mtu プロパティーの値として指定することで、サービスドメインの既存の
仮想スイッチデバイスでジャンボフレームを有効にします。

primary# ldm set-vsw net-dev=device mtu=value vswitch-name

このコマンドは、仮想スイッチの構成に加えて、この仮想スイッチにバインドされ
る各仮想ネットワークデバイスの MTU 値を更新します。

例   47 仮想スイッチおよび仮想ネットワークデバイスでのジャンボフレームの構成

■ 次の例に、MTU 値が 9000 の新しい仮想スイッチデバイスを追加する方法を示し
ます。この MTU 値は、仮想スイッチデバイスからすべてのクライアントの仮想
ネットワークデバイスに伝播されます。
まず、ldm add-vsw コマンドを使用して、MTU 値 9000 で仮想スイッチデバイス
ldg1-vsw0 を作成します。ネットワークデバイス net0 のインスタンス 0 が net-
dev プロパティーの値として指定されていることに注意してください。

primary# ldm add-vsw net-dev=net0 mtu=9000 ldg1-vsw0 ldg1

次に、ldm add-vnet コマンドを使用して、この仮想スイッチ ldg1-vsw0 にクラ
イアントの仮想ネットワークデバイスを追加します。仮想ネットワークデバイス
の MTU は、バインドされている仮想スイッチから暗黙に割り当てられます。その
ため、ldm add-vnet コマンドで mtu プロパティーの値を指定する必要はありませ
ん。

primary# ldm add-vnet vnet01 ldg1-vsw0 ldg1

実行している Oracle Solaris OS のバージョンに応じて、次を実行します。
■ Oracle Solaris 11 OS: プライマリインタフェースの mtu プロパティー値を表示

するには、ipadm コマンドを使用します。

# ipadm show-ifprop -p mtu net0

IFNAME PROPERTY PROTO PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

net0   mtu      ipv4  rw   9000    --        9000    68-9000

ipadm コマンドを使用して、ゲストドメイン ldg1 内に仮想ネットワークイン
タフェースを作成します。ipadm show-ifprop コマンドの出力には、mtu プロ
パティーの値が 9000 であることが示されます。

ldg1# ipadm create-ip net0

ldg1# ipadm create-addr -T static -a 192.168.1.101/24 net0/ipv4
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ldg1# ipadm show-ifprop -p mtu net0

IFNAME PROPERTY PROTO PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

net0   mtu      ipv4  rw   9000    --         9000    68-9000

■ Oracle Solaris 10 OS: ifconfig コマンドを使用して、サービスドメイン ldg1 内
に仮想スイッチインタフェースを作成します。ifconfig vsw0 コマンドの出力に
は、mtu プロパティーの値が 9000 であることが示されます。

ldg1# ifconfig vsw0 plumb

ldg1# ifconfig vsw0 192.168.1.100/24 up

ldg1# ifconfig vsw0

vsw0: flags=201000843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4,CoS> mtu 9000 index 5

        inet 192.168.1.100 netmask ffffff00 broadcast 192.168.1.255

        ether 0:14:4f:fa:0:99

ifconfig コマンドを使用して、ゲストドメイン ldg1 内に仮想ネットワークイ
ンタフェースを作成します。ifconfig vnet0 コマンドの出力には、mtu プロパ
ティーの値が 9000 であることが示されます。

ldg1# ifconfig vnet0 plumb

ldg1# ifconfig vnet0 192.168.1.101/24 up

ldg1# ifconfig vnet0

vnet0: flags=201000843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4,CoS> mtu 9000 index 4

        inet 192.168.1.101 netmask ffffff00 broadcast 192.168.1.255

        ether 0:14:4f:f9:c4:13

■ 次の例に、インタフェースの MTU を 4000 に変更する方法を示します。
インタフェースの MTU は、Logical Domains Manager によってデバイスに割り当て
られた MTU よりも小さい値にのみ変更できます。この方法は、VLAN が構成され
ていて各 VLAN インタフェースに異なる MTU が必要なときに便利です。
■ Oracle Solaris 11 OS: ipadm コマンドを使用します。

primary# ipadm set-ifprop -p mtu=4000 net0

primary# ipadm show-ifprop -p mtu net0

IFNAME PROPERTY PROTO PERM CURRENT PERSISTENT DEFAULT POSSIBLE

net0   mtu      ipv4  rw   4000    --         9000    68-9000

■ Oracle Solaris 10 OS: ifconfig コマンドを使用します。

primary# ifconfig vnet0 mtu 4000

primary# ifconfig vnet0

vnet0: flags=1201000843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4,CoS,FIXEDMTU>

mtu 4000 index 4

        inet 192.168.1.101 netmask ffffff00 broadcast 192.168.1.255

        ether 0:14:4f:f9:c4:13
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ジャンボフレームに対応していない旧バージョンの
vnet および vsw ドライバとの互換性 (Oracle Solaris
10)

注記 - このセクションは Oracle Solaris 10 OS にのみ適用されます。

ジャンボフレームをサポートしているドライバとジャンボフレームをサポートしてい
ないドライバを、同じシステム上で相互運用できます。この相互運用は、仮想スイッ
チを作成するときにジャンボフレームのサポートが有効になっていない場合にかぎり
可能です。

注記 - 仮想スイッチに関連付けられたゲストドメインまたはサービスドメインがジャ
ンボフレームをサポートしている Oracle VM Server for SPARC ドライバを使用してい
ない場合、mtu プロパティーを設定しないでください。

ジャンボフレームを有効にするには、仮想スイッチの mtu プロパティーをデフォル
ト値の 1500 から変更します。この場合、旧バージョンのドライバは mtu 設定を無視
し、デフォルト値を引き続き使用します。ldm list の出力には、デフォルト値では
なく、指定した MTU 値が示されます。デフォルトの MTU よりも大きいフレームはそ
れらのデバイスには送られず、新しいドライバによって破棄されます。この場合、旧
ドライバを使用し続けているゲストがあると、一貫性のないネットワーク動作につな
がる場合があります。この制限は、クライアントゲストドメインおよびサービスドメ
インの両方に当てはまります。

そのため、ジャンボフレームが有効な場合は、Oracle VM Server for SPARC ネットワー
クのすべての仮想デバイスをアップグレードし、ジャンボフレームをサポートしてい
る新しいドライバが使用されるようにしてください。ジャンボフレームを構成するに
は、Logical Domains 1.2 以上を実行している必要があります。

仮想ネットワーク上の仮想 NIC の使用

Oracle Solaris 11 OS を使用すると、仮想ネットワークインタフェースカード (VNIC)、
仮想スイッチ、および etherstub で構成される仮想ネットワークを定義できます。
Oracle Solaris ゾーン はオペレーティングシステムサービスを仮想化し、ある論理ドメ
インの同じ Oracle Solaris OS インスタンス内で実行中の複数のアプリケーションのた
めに、隔離されたセキュアな複数の環境を提供します。

Oracle Solaris 11 では、各ゾーンが大域ゾーンからネットワークプロパティーを継
承し、独自のネットワークアドレスやその他のプロパティーを設定できない Oracle
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Solaris 10 の「共有 IP」ゾーンモデルが改良されています。現在では、仮想ネットワー
クデバイスを含むゾーンを使用して、複数の分離された仮想 NIC を構成したり、ゾー
ンを各仮想ネットワークに関連付けたり、分離、接続、およびサービスの品質 (QoS)
のための規則を確立したりできます。

詳細は、Oracle Solaris 11.3 Information Library (http://docs.oracle.com/cd/
E53394_01/) にあるネットワークに関する本を参照してください。

論理ドメイン内の仮想ネットワークデバイスは、複数の Oracle Solaris 11 仮想 NIC を
サポートできます。仮想ネットワークデバイスは、それがサポートする仮想 NIC ごと
に 1 つずつの複数の MAC アドレスをサポートするように構成されている必要があり
ます。論理ドメイン内の Oracle Solaris ゾーンは仮想 NIC に接続します。

図25 は、Oracle Solaris OS に vnet1 という名前の 1 つの仮想ネットワークデバイスを
提供する論理ドメイン domain1 を示しています。この仮想ネットワークデバイスは、
それぞれ独自の MAC アドレスを持ち、ゾーンに個別に割り当て可能な複数の Oracle
Solaris 11 仮想ネットワークデバイスをホストできます。

domain1 ドメイン内には、zone1 および zone2 という Oracle Solaris 11 ゾーンがあり
ます。各ゾーンは、vnet1 仮想ネットワークデバイスに基づいて、仮想 NIC によって
ネットワークに接続されます。
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図   25 仮想ネットワークデバイス上の仮想 NIC

次のセクションでは、仮想ネットワークデバイス上の仮想 NIC の構成、および仮想
NIC によるドメイン内のゾーンの作成について説明します。

■ 289 ページの「仮想ネットワークデバイス上の仮想 NIC の構成」
■ 289 ページの「ドメイン内での Oracle Solaris 11 ゾーンの作成」

Ethernet SR-IOV 仮想機能での仮想 NIC の使用については、次のセクションを参照して
ください。

■ 90 ページの「Ethernet 仮想機能の作成」
■ 97 ページの「Ethernet SR-IOV 仮想機能の変更」
■ 104 ページの「SR-IOV 仮想機能での VNIC の作成」
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仮想ネットワークデバイス上の仮想 NIC の構成
仮想ネットワークデバイス上の仮想 NIC を構成するには、制御ドメインは Oracle
Solaris 11.1 SRU 4 OS 以上を実行し、ゲストドメインは Oracle Solaris 11.1 OS 以上を実
行している必要があります。

複数の MAC アドレスをホストするように仮想ネットワークデバイスを構成するに
は、ldm add-vnet または ldm set-vnet コマンドを使用して、alt-mac-addrs プロ
パティーにコンマで区切られた 1 つ以上の値を指定します。有効な値は、オクテット
MAC アドレスおよび auto です。auto 値は、システムが MAC アドレスを生成するこ
とを示します。
たとえば、次の方法のいずれかで、仮想ネットワークデバイス用にシステムで生成さ
れた 3 つの代替 MAC アドレスを指定できます。

■ ldm add-vnet コマンドを使用します。次の ldm add-vnet コマンドは、domain1
ドメイン上に vnet1 仮想ネットワークデバイスを作成し、システムで生成された 3
つの MAC アドレスをそのデバイスで使用できるようにします。

primary# ldm add-vnet alt-mac-addrs=auto,auto,auto vnet1 primary-vsw0 domain1

■ ldm add-vnet および ldm set-vnet コマンドの組み合わせを使用します。次の
ldm add-vnet および ldm set-vnet コマンドは、仮想ネットワークデバイスを作
成したあと、既存の仮想ネットワークデバイスにさらに多くの MAC アドレスを割
り当てる方法を示しています。
最初のコマンドは、ldm add-vnet コマンドを使用して、domain1 ドメイン上に
vnet1 仮想ネットワークデバイスを作成します。2 番目のコマンドは、ldm set-
vnet コマンドを使用して、システムで生成された 3 つの MAC アドレスを vnet1
仮想ネットワークデバイスで使用できるようにします。

primary# ldm add-vnet vnet1 primary-vsw0 domain1

primary# ldm set-vnet alt-mac-addrs=auto,auto,auto vnet1 domain1

ドメイン内での Oracle Solaris 11 ゾーンの作成
289 ページの「仮想ネットワークデバイス上の仮想 NIC の構成」で仮想 NIC を作
成したら、使用可能な MAC アドレスに関連付けられたゾーンを作成します。Oracle
Solaris ゾーン についての情報は、『Creating and Using Oracle Solaris Zones』を参照し
てください。

ゾーンに使用する MAC アドレスを指定するには、zonecfg コマンドを使用します。
zonecfg:zone-name> set mac-address=[MAC-address,auto]

使用可能な MAC アドレスのいずれかを自動的に選択するために値 auto を指定する
か、または ldm set-vnet コマンドで作成した特定の代替 MAC アドレスを指定しま
す。
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トラステッド仮想ネットワークの使用

トラステッド仮想ネットワーク機能は、特権をトラステッドゲストドメインに拡張す
ることで、カスタムの代替 MAC アドレスと代替 VLAN ID を vnet デバイスに動的
に割り当てます。これらの MAC アドレスと VLAN ID は、仮想デバイスを構成する
ために使用されます。この機能の導入前は、このような割り当ては Logical Domains
Manager からのみ実行できました。さらに、代替 MAC アドレスの割り当てには、仮
想ネットワークデバイスをホストしているドメインはバインドされた状態である必
要もありました。この機能を使用すると、仮想ネットワークデバイス上に VNIC や
VLAN などの仮想デバイスを動的に作成できます。

vnet デバイス上でトラステッド仮想ネットワーク機能を使用するには、Logical
Domains Manager を使用して、信頼モードでデバイスを作成または構成する必要があ
ります。デフォルトでは、信頼モードが無効な状態で vnet デバイスが作成されま
す。

トラステッド仮想ネットワーク機能は、ライブ移行、サービスドメインのリブート、
および複数サービスドメインの機能をシームレスにサポートしています。

トラステッド仮想ネットワークの要件および制約

ldm add-vnet および ldm set-vnet コマンドを使用して custom=enable プロパ
ティーを設定することにより、トラステッド仮想ネットワークを構成できます。カス
タム MAC アドレスおよび VLAN の数が指定された仮想ネットワークデバイスに対
して制限されるようにするには、custom/max-mac-addrs および custom/max-vlans
プロパティーの値を指定しなければならないことに注意してください。両方のプロパ
ティー値は、デフォルトで 4096 に設定されています。

トラステッド仮想ネットワーク機能には、少なくとも Oracle Solaris 11.3 SRU 8 OS が
必要です。

カスタム仮想ネットワークデバイスを持つゲストドメインと、対応する仮想スイッチ
デバイスを持つサービスドメインの両方で、サポートされているシステムファーム
ウェアの最新レベルが必要です。
トラステッド仮想ネットワークを構成するには、次の情報を指定する必要がありま
す。

■ custom – トラステッド仮想ネットワーク機能を有効または無効にします。この機
能により、トラステッドエンティティーは、カスタムの代替 VLAN ID とカスタム
の代替 MAC アドレスを動的に追加できます。

■ custom/max-mac-addrs – 特定のトラステッド仮想ネットワークデバイス上で構成
されるカスタムの代替 MAC アドレスの最大数を指定します。

290 Oracle VM Server for SPARC 3.4 管理ガイド • 2016 年 8 月



トラステッド仮想ネットワークの使用

■ custom/max-vlans – 特定のトラステッド仮想ネットワークデバイス上で構成され
るカスタムの代替 VLAN ID の最大数を指定します。

トラステッド仮想ネットワーク機能には、次の制限があります。

■ Logical Domains Manager を使用して特定のトラステッド仮想ネットワーク上の代替
MAC アドレスまたは VLAN ID を構成することはできません。

■ カスタムまたは既存の代替 MAC アドレスを変更するには、ドメインがバインドさ
れた状態である必要があります。

■ custom/max-mac-addrs および custom/max-vlans プロパティーの値は動的に増
やすことができます。ただし、これらのプロパティーの値を減らすためには、ドメ
インがバインドされた状態である必要があります。

注記 - これらのプロパティー値を減らすと、望ましくない副作用が発生する可能性
があります。そこで、OS がどの MAC アドレスまたは VLAN ID を保持するかは制
御できないため、ホスト上に作成された必要のない VNIC または VLAN は必ず削
除してください。

また、ldm set-vnet コマンドを使用する前に仮想ネットワークデバイスで
custom=disable を設定して、カスタムの仮想ネットワークデバイスの最大 VLAN
ID および MAC アドレスの数を減らしてください。

注意 - この機能を効果的に使用するには、これらのプロパティーを制限および制御し
ます。

■ カスタムの VLAN ID またはカスタムの代替 MAC アドレスの数を減らす前に、作
成されているすべての VNIC および VLAN デバイスが削除されていることを確認
します。それ以外の場合は、ゲストドメインに構成できない VNIC が設定されるた
め、手動で削除する必要があります。

■ dladm show-vnic -m コマンドは、指定された仮想ネットワーク上で構成されてい
る MAC アドレスと VLAN ID を示します。dladm show-vnic -m コマンドは、ゲ
ストドメインで使用中の代替 MAC アドレスと VLAN ID を示します。これは、す
べての代替 MAC アドレスと VLAN ID が仮想スイッチ上で事前に構成されていた
古いリリースから逸脱しています。

■ トラステッド仮想ネットワーク機能は、PVLAN 機能と相互に排他的です。
■ Logical Domains Manager は、カスタム機能を有効にする前に、この機能について

ゲストドメインとサービスドメインでのサポートを検証します。サービスドメ
インがサポートしている場合は、ゲストドメインが実行されていないときにこ
の機能を有効にできます。ただし、ゲストドメインがこの機能をサポートしてい
ない場合は、非カスタムの代替 MAC アドレスと VLAN ID を再度有効にする前
に、custom=disabled を設定する必要があります。
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■ ターゲットサービスドメインでトラステッド仮想ネットワーク機能をサポートして
いる場合にのみ、トラステッド仮想ネットワークのあるドメインのライブ移行を実
行できます。

トラステッド仮想ネットワークの構成

このセクションには、トラステッド仮想ネットワークを作成する方法、およびトラス
テッド仮想ネットワークに関する情報を取得する方法を示すタスクが含まれていま
す。

トラステッド仮想ネットワークは、ldm add-vnet または ldm set-vnet コマンドを
使用して custom プロパティー値を設定することによって構成できます。ldm(1M) マ
ニュアルページを参照してください。

例   48 トラステッド仮想ネットワークの作成

次のコマンドを使用して、ldg1 ドメイン内の primary-vsw0 仮想スイッチ上でトラス
テッド仮想ネットワーク ldg1_vnet0 を作成できます。custom/max-mac-addrs およ
び custom/max-vlans プロパティーの値は、デフォルトの値 4096 を使用します。

primary# ldm add-vnet custom=enable ldg1_vnet0 primary-vsw0 ldg1
primary# ldm list -o network ldg1
...
NETWORK
    NAME         SERVICE                MACADDRESS          PVID|PVLAN|VIDs
    ----         -------                ----------          ---------------
    ldg1-vnet0   primary-vsw0@primary   00:14:4f:fa:d7:5e   1|--|--      
            DEVICE     :network@1       ID   :1              
            LINKPROP   :phys-state      MTU  :1500           
            MAXBW      :--              MODE :--             
            CUSTOM     :enable         
            MAX-CUSTOM-MACS:4096        MAX-CUSTOM-VLANS:4096
            PRIORITY   :--              COS  :--             
            PROTECTION :--             

例   49 既存の仮想ネットワーク上でのトラステッド仮想ネットワーク機能の有効化

次の例では、ldg1 ドメイン内の ldg1_vnet0 仮想ネットワークデバイスの
custom=enable を設定することによってトラステッド仮想ネットワーク機能を有効に
する方法を示しています。custom/max-mac-addrs および custom/max-vlans プロパ
ティーの値は、デフォルトの値 4096 を使用します。

primary# ldm set-vnet custom=enabled ldg1_vnet0 ldg1
primary# ldm list -o network ldg1
...
NETWORK
    NAME         SERVICE                MACADDRESS          PVID|PVLAN|VIDs
    ----         -------                ----------          ---------------
    ldg1-vnet0   primary-vsw0@primary   00:14:4f:fa:d7:5e   1|--|--      
            DEVICE     :network@1       ID   :1              
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            LINKPROP   :phys-state      MTU  :1500           
            MAXBW      :--              MODE :--             
            CUSTOM     :enable         
            MAX-CUSTOM-MACS:4096        MAX-CUSTOM-VLANS:4096
            PRIORITY   :--              COS  :--             
            PROTECTION :--

例   50 custom/max-mac-addrs および custom/max-vlans プロパティーの設定

次の例では、custom/max-vlans プロパティー値を 12 に、custom/max-mac-addrs プ
ロパティー値を 13 に設定します。

これらの新しいプロパティー値は以前の値よりも低いため、これらの設定は動的に変
更できません。これらの変更は、バインドされた、またはアクティブでないドメイン
のみに加えることができます。

primary# ldm stop ldg1
primary# ldm set-vnet custom/max-vlans=12 custom/max-mac-addrs=13 ldg1_vnet0 ldg1
primary# ldm list -o network ldg1
...
NETWORK
    NAME         SERVICE                MACADDRESS          PVID|PVLAN|VIDs
    ----         -------                ----------          ---------------
    ldg1-vnet0   primary-vsw0@primary   00:14:4f:fa:d7:5e   1|--|--      
            DEVICE     :network@1       ID   :1              
            LINKPROP   :phys-state      MTU  :1500           
            MAXBW      :--              MODE :--             
            CUSTOM     :enable         
            MAX-CUSTOM-MACS:13          MAX-CUSTOM-VLANS:12
            PRIORITY   :--              COS  :--             
            PROTECTION :--

例   51 custom/max-mac-addrs および custom/max-vlans プロパティーのリセット

次の例では、null 値を指定することによって custom/max-mac-addrs プロパティー値
をデフォルトの 4096 にリセットする方法を示しています。

custom=enabled の場合、custom/max-vlans プロパティー値、custom/max-mac-
addrs プロパティー値、またはその両方をリセットできます。

primary# ldm set-vnet custom/max-mac-addrs= ldg1_vnet0 ldg1
primary# ldm list -o network ldg1
...
NETWORK
    NAME         SERVICE                MACADDRESS          PVID|PVLAN|VIDs
    ----         -------                ----------          ---------------
    ldg1-vnet0   primary-vsw0@primary   00:14:4f:fa:d7:5e   1|--|--      
            DEVICE     :network@1       ID   :1              
            LINKPROP   :phys-state      MTU  :1500           
            MAXBW      :--              MODE :--             
            CUSTOM     :enable         
            MAX-CUSTOM-MACS:4096          MAX-CUSTOM-VLANS:12
            PRIORITY   :--              COS  :--             
            PROTECTION :--
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例   52 custom/max-mac-addrs および custom/max-vlans プロパティー値の変更

次の例では、custom/max-vlans プロパティー値を増やし、custom/max-mac-addrs
プロパティー値を減らす方法を示しています。24 は以前の値である 12 よりも大きい
ため、custom/max-vlans プロパティー値を 24 に動的に増やすことができます。ただ
し、custom/max-mac-addrs の最大値を 4096 から 11 に減らすため、まずドメインを
停止する必要があります。

primary# ldm set-vnet custom/max-vlans=24 ldg1_vnet0 ldg1
primary# ldm stop ldg1
primary# ldm set-vnet custom/max-mac-addrs=11 ldg1_vnet0 ldg1
primary# ldm list -o network ldg1
...
NETWORK
    NAME         SERVICE                MACADDRESS          PVID|PVLAN|VIDs
    ----         -------                ----------          ---------------
    ldg1-vnet0   primary-vsw0@primary   00:14:4f:fa:d7:5e   1|--|--      
            DEVICE     :network@1       ID   :1              
            LINKPROP   :phys-state      MTU  :1500           
            MAXBW      :--              MODE :--             
            CUSTOM     :enable         
            MAX-CUSTOM-MACS:11          MAX-CUSTOM-VLANS:24
            PRIORITY   :--              COS  :--             
            PROTECTION :--

例   53 トラステッド仮想ネットワーク機能の無効化

次の例では、ldg1 ドメイン内の ldg1_vnet0 仮想ネットワークデバイスの custom プ
ロパティーを無効にする方法を示しています。

primary# ldm set-vnet custom=disabled ldg1_vnet0 ldg1
...
NETWORK
    NAME         SERVICE                MACADDRESS          PVID|PVLAN|VIDs
    ----         -------                ----------          ---------------
    ldg1-vnet0   primary-vsw0@primary   00:14:4f:fa:d7:5e   1|--|--      
            DEVICE     :network@1       ID   :1              
            LINKPROP   :phys-state      MTU  :1500           
            MAXBW      :--              MODE :--             
            CUSTOM     :disable
            PRIORITY   :--              COS  :--             
            PROTECTION :--

トラステッド仮想ネットワーク情報の表示

Logical Domains Manager のいくつかの list サブコマンドを使用して、トラステッド仮
想ネットワークの設定に関する情報を取得できます。ldm(1M) マニュアルページを参
照してください。
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次の例では、ldm list-domain -o network、ldm list-bindings、および ldm
list-constraints コマンドを使用して、トラステッド仮想ネットワーク構成に関す
る情報を表示します。

■ 次の例では、ldm list-domain コマンドを使用して ldg1 ドメインのトラステッド
仮想ネットワーク構成情報を表示する方法を示しています。

primary# ldm list-domain -o network ldg1

...

NETWORK

    NAME         SERVICE                MACADDRESS          PVID|PVLAN|VIDs

    ----         -------                ----------          ---------------

    ldg1-vnet0   primary-vsw0@primary   00:14:4f:fa:d7:5e   1|--|--      

            DEVICE     :network@1       ID   :1              

            LINKPROP   :phys-state      MTU  :1500           

            MAXBW      :--              MODE :--             

            CUSTOM     :enable         

            MAX-CUSTOM-MACS:11          MAX-CUSTOM-VLANS:24

            PRIORITY   :--              COS  :--             

            PROTECTION :--

■ 次の例では、ldm list-domain コマンドを使用して ldg1 ドメインのトラステッド
仮想ネットワーク構成情報を解析可能な方法で表示する方法を示しています。

primary# ldm list-domain -o network -p ldg1

VERSION 1.19

DOMAIN|name=ldg1|

MAC|mac-addr=00:14:4f:f9:4b:d0

VNET|name=ldg1-vnet0|dev=network@1|service=primary-vsw0@primary|mac-addr=00:14:4f:fa:

d7:5e|mode=|pvid=1|vid=|mtu=1500|linkprop=phys-state|id=1|alt-mac-addrs=|maxbw=|pvlan=|

protection=|priority=|cos=|custom=enable|max-mac-addrs=11|max-vlans=24

■ 次の例では、ldm list-bindings コマンドを使用して ldg1 ドメインのトラス
テッド仮想ネットワーク構成情報を表示する方法を示しています。

primary# ldm list-bindings -e -o network ldg1

...

NETWORK

    NAME         SERVICE                MACADDRESS          PVID|PVLAN|VIDs

    ----         -------                ----------          ---------------

    ldg1-vnet0   primary-vsw0@primary   00:14:4f:fa:d7:5e   1|--|--      

            DEVICE     :network@1       ID   :1              

            LINKPROP   :phys-state      MTU  :1500           

            MAXBW      :--              MODE :--             

            CUSTOM     :enable         

            MAX-CUSTOM-MACS:11          MAX-CUSTOM-VLANS:24

            PRIORITY   :--              COS  :--             

            PROTECTION :--             
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        PEER                   MACADDRESS          PVID|PVLAN|VIDs

        ----                   ----------          ---------------

        primary-vsw0@primary   00:14:4f:f9:08:28   1|--|--      

            LINKPROP   :--              MTU  :1500           

            MAXBW      :--              LDC  :0x5

            MODE       :--

■ 次の例では、ldm list-bindings コマンドを使用して ldg1 ドメインのトラス
テッド仮想ネットワーク構成情報を解析可能な方法で表示する方法を示していま
す。

primary# ldm list-bindings -p ldg1

...

VNET|name=ldg1-vnet0|dev=network@1|service=primary-vsw0@primary|mac-addr=00:14:4f:fa:

d7:5e|mode=|pvid=1|vid=|mtu=1500|linkprop=phys-state|id=1|alt-mac-addrs=|maxbw=|pvlan=|

protection=|priority=|cos=|custom=enable|max-mac-addrs=11|max-vlans=24

|peer=primary-vsw0@primary|mac-addr=00:14:4f:f9:08:28|mode=|pvid=1|vid=|mtu=1500|maxbw=

■ 次の例では、ldm list-constraints -x コマンドを実行して XML を生成する方
法を示しています。

primary# ldm list-constraints -x ldg1

...

<Section xsi:type="ovf:VirtualHardwareSection_Type">

  <Item>

    <rasd:OtherResourceType>network</rasd:OtherResourceType>

    <rasd:Address>auto-allocated</rasd:Address>

    <gprop:GenericProperty key="vnet_name">ldg1-vnet0</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="service_name">primary-vsw0</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="pvid">1</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="linkprop">phys-state</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="custom">enable</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="max-mac-addrs">11</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="max-vlans">24</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="device">network@1</gprop:GenericProperty>

    <gprop:GenericProperty key="id">1</gprop:GenericProperty>

  </Item>

</Section>

Oracle Solaris 11 のネットワーク固有の機能の相違点

ドメインが Oracle Solaris 10 OS を実行している場合、Oracle VM Server for SPARC の一
部のネットワーク機能の動作が Oracle Solaris 11 OS と比べて異なります。ドメインで
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Oracle Solaris 11 OS が実行されている場合の Oracle VM Server for SPARC 仮想ネット
ワークデバイスおよび仮想スイッチの機能の違いは次のようになります。

■ vswn デバイスをプライマリネットワークインタフェースとして構成し、サービス
ドメインがゲストドメインと通信できるようにする
この構成は、Oracle Solaris 10 OS を実行するドメインにのみ必要です。Oracle
Solaris 11 の場合、仮想スイッチは Oracle Solaris 11 ネットワークスタックを使用
し、自動的にその仮想ネットワークデバイスが、net0 などのそのバックエンドデ
バイスに対応するネットワークインタフェースと通信できるようにします。Oracle
Solaris 11 では、vswn デバイスのネットワークインタフェースとしての構成はサ
ポートされていません。

■ Oracle Solaris 11 etherstub デバイスをバックエンドデバイスとして使用して、プ
ライベート仮想スイッチを作成する
バックエンドデバイスに接続されていない場合、仮想スイッチは、ゲストドメイン
間の通信のみを提供し、ゲストドメインとサービスドメインとの間の通信は提供し
ません。etherstub をバックエンドデバイスとして使用すると、ゲストドメイン
は Oracle Solaris 11 サービスドメインで構成されているゾーン (大域ゾーンを含む)
と通信できます。この構成は、その etherstub に接続された VNIC を使用して実
現されます。

■ 仮想スイッチと仮想ネットワークデバイスに汎用名を使用する
Oracle Solaris 11 OS はvswn デバイスと vnetn デバイスに汎用名を割り当てます。
別の vsw デバイスまたは vnet デバイスであるバックエンドデバイスによって仮想
スイッチを作成しないでください。汎用ネットワークデバイス名に関連付けられて
いる実際の物理デバイスを表示するには、dladm show-phys コマンドを使用しま
す。

■ Oracle Solaris 11 VNIC を使用して Ethernet スタブ上に VLAN を作成する
Oracle Solaris 11 サービスドメインの仮想スイッチインタフェース上に VLAN を構
成しないでください。この構成はサポートされていません。代わりに、仮想スイッ
チの net-dev プロパティー値に対応するインタフェース上に VLAN を作成しま
す。
Oracle Solaris 10 の場合は、ルーティングされる仮想スイッチを作成するために null
値を持つ net-dev プロパティーを設定できます。ただし、Oracle Solaris 11 ではこ
の方法はサポートされていません。代わりに、Ethernet スタブデバイス上に VNIC
を構成して VLAN の一部になるようにします。
次の例は、Ethernet スタブ上に VNIC を作成する方法を示しています。dladm
create-etherstub コマンドは、Ethernet スタブ estub100 を作成します。これ
は、仮想スイッチを作成するために ldm add-vsw コマンドによって使用される補
助デバイスです。ldm add-vsw コマンドは、仮想スイッチを作成します。dladm
create-vnic コマンドは、その仮想スイッチの VLAN を作成するために etherstub
上に VNIC を作成します。

primary# dladm create-etherstub estub100

primary# ldm add-vsw net-dev=estub100 vid=100 inter-vnet-link=off \
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primary-vsw100 primary

primary# dladm create-vnic -l estub100 -m auto -v 100 vnic100

次の ldm add-vnet コマンドは、ldg1 および ldg2 ドメインが VLAN 100 経由で
通信できるようにするための 2 つの VNIC を作成します。

primary# ldm add-vnet vid=100 ldg1-vnet100 primary-vsw100 ldg1

primary# ldm add-vnet vid=100 ldg2-vnet100 primary-vsw100 ldg2

次の例では、dladm コマンドは、ldg1 および ldg2 ゲストドメイン上に VLAN を
作成します。ipadm コマンドは、ldg1 および ldg2 ドメイン上に作成した VNIC の
IP アドレスを作成します。

ldg1# dladm create-vlan -l net1 -v 100 vlan100

ldg1# ipadm create-ip vlan100

ldg1# ipadm create-ipaddr -T static -a 192.168.100.10/24 vlan100/v4

ldg2# dladm create-vlan -l net1 -v 100 vlan100

ldg2# ipadm create-ip vlan100

ldg2# ipadm create-ipaddr -T static -a 192.168.100.20/24 vlan100/v4

■ 仮想スイッチと仮想ネットワークデバイスに汎用名を使用する
Oracle Solaris 11 OS はvswn デバイスと vnetn デバイスに汎用名を割り当てます。
別の vsw デバイスまたは vnet デバイスであるバックエンドデバイスによって仮想
スイッチを作成しないでください。汎用ネットワークデバイス名に関連付けられて
いる実際の物理デバイスを表示するには、dladm show-phys コマンドを使用しま
す。

■ 仮想スイッチおよび仮想ネットワークデバイスで VNIC を使用する
vswn デバイスでは、VNIC を使用できません。vswn で VNIC を作成しようとして
も失敗します。

■ Oracle Solaris 11 ゲストドメイン上でネットワーク可観測性コマンドを使用する
ldm list-netdev および ldm list-netstat コマンドを使用して、Oracle Solaris
11 ゲストドメインに関する情報を取得できます。
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 14 ♦  ♦  ♦        第    1  4    章 

ドメインの移行

この章では、ホストマシンから別のホストマシンにドメインを移行する方法について
説明します。
この章では、次の項目について説明します。

■ 300 ページの「ドメインの移行の概要」
■ 300 ページの「移行処理の概要」
■ 301 ページの「ソフトウェアの互換性」
■ 301 ページの「移行処理のセキュリティー」
■ 304 ページの「ドメイン移行の FIPS 140-2 モード」
■ 306 ページの「ドメイン移行の制限」
■ 308 ページの「ドメインの移行」
■ 309 ページの「アクティブなドメインの移行」
■ 316 ページの「バインドされたドメインまたはアクティブでないドメインの移

行」
■ 309 ページの「予行演習の実行」
■ 317 ページの「進行中の移行のモニタリング」
■ 318 ページの「進行中の移行の取り消し」
■ 318 ページの「移行の失敗からの回復」
■ 309 ページの「対話型でない移行の実行」
■ 319 ページの「移行の例」

注記 - この章で説明する移行機能を使用するには、最新バージョンの Logical Domains
Manager、システムファームウェア、および Oracle Solaris OS を実行している必要が
あります。以前のバージョンの Oracle VM Server for SPARC を使用する移行について
は、『Oracle VM Server for SPARC 3.4リリースノート』および関連するバージョンの
管理ガイドを参照してください。
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ドメインの移行の概要

ドメインの移行を使用すると、ホストマシンから別のホストマシンにゲストドメイン
を移行できます。移行が開始されるマシンのことを、ソースマシンと呼びます。ドメ
インが移行される先のマシンのことを、ターゲットマシンと呼びます。

移行処理が行われている間に、移行元ドメインが、ソースマシンからターゲットマシ
ンの移行先ドメインに転送されます。

ライブ移行機能を使用すると、パフォーマンスが向上し、アクティブなドメインを実
行したまま移行できます。ライブ移行に加えて、バインドされたドメインまたはアク
ティブでないドメインを移行することもできます。これは、コールド移行と呼ばれま
す。
ドメインの移行を使用すると、次のようなタスクを実行できます。

■ マシン間での負荷分散
■ ゲストドメインの実行を続けながらのハードウェア保守の実行

最適な移行パフォーマンスを実現するには、ソースマシンとターゲットマシンの両方
が Logical Domains Manager の最新バージョンを実行していることを確認します。

移行処理の概要

ソースマシン上の Logical Domains Manager はドメインのマイグレーション要求を受け
入れ、ターゲットマシン上で実行されている Logical Domains Manager とのセキュアな
ネットワーク接続を確立します。移行の実行は、この接続が確立されてからです。移
行処理は次のフェーズで実行されます。

フェーズ 1: ソースマシンがターゲットマシン内で実行する Logical Domains Manager
と接続された後、ソースマシンおよび移行元ドメインについての情報がターゲット
マシンに転送されます。この情報を使用して、移行が可能かどうかを判断する一連の
チェックが実行されます。実行されるチェックは、移行されるドメインの状態に基づ
きます。たとえば、移行されるドメインがアクティブになっている場合と、ドメイン
がバインドされているかアクティブでない場合では、実行される一連のチェックが異
なります。

フェーズ 2: フェーズ 1 のすべてのチェックに合格すると、ソースマシンおよびター
ゲットマシンで移行の準備が行われます。ターゲットマシンで、移行元ドメインを受
け入れるドメインが作成されます。移行元ドメインがアクティブでないかバインドさ
れている場合、移行処理はフェーズ 5 に進みます。
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フェーズ 3: 移行元ドメインがアクティブの場合、実行時状態の情報がターゲットマシ
ンに転送されます。移行元ドメインは実行を継続し、同時に Logical Domains Manager
は OS によってこのドメインに対して行われる変更を追跡します。この情報は、ソー
スマシン上のハイパーバイザから取得されて、ターゲットマシン上のハイパーバイザ
にインストールされます。

フェーズ 4: 移行元ドメインが一時停止されます。この時点で、残っているすべての
変更された状態情報がターゲットマシンに再コピーされます。このように、ドメイン
に対する認識可能な中断は、ほとんど、またはまったく発生しません。中断の長さは
ワークロードによって異なります。

フェーズ 5: ソースマシンの Logical Domains Manager からターゲットマシンの Logical
Domains Manager への引き継ぎが行われます。この引き継ぎは、移行先ドメインが実
行を再開し (移行元ドメインがアクティブであった場合)、ソースマシンのドメインが
破棄されると行われます。この時点以降、移行されたドメインは唯一の動作中のドメ
インになります。

ソフトウェアの互換性

移行を行うには、次に示すように、ソースマシンとターゲットマシンの両方で互換性
のあるソフトウェアが実行されている必要があります。

■ 両方のマシンで実行されている Logical Domains Manager のバージョンは、最新
バージョンまたは直前にリリースされたバージョンである必要があります。

■ ライブ移行をサポートするには、ソースとターゲットの両方のマシンに互換性のあ
るバージョンのファームウェアがインストールされている必要があります。どちら
のマシンも少なくとも、この Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアリリースで
サポートされる最低限のファームウェアバージョンで実行されている必要がありま
す。

詳細については、306 ページの「移行におけるバージョン制限」を参照してくださ
い。

移行処理のセキュリティー

Oracle VM Server for SPARC には、移行処理用に次のセキュリティー機能があります。

■ 認証。移行操作は 2 つのマシンで実行されるため、場合によってはユーザーはソー
スマシンとターゲットマシンの両方で認証されている必要があります。特に、スー
パーユーザー以外のユーザーは LDoms Management 権利プロファイルを使用する
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必要があります。ただし、SSL 証明書を使った移行を実行する場合、ユーザーが
ターゲットマシンとソースマシンの両方で認証されている必要はなく、別のユー
ザーを指定することはできません。
ldm migrate-domain コマンドを使用すると、オプションで、ターゲットマシン
上での認証用の代替ユーザー名を指定できます。この代替ユーザー名を指定し
ない場合、移行のコマンドを実行するユーザーの名前が使用されます。例56「ゲ
ストドメインの移行と名前の変更」を参照してください。いずれの場合も、
ユーザーはターゲットマシンのパスワードを入力するよう求められます。ただ
し、-p オプションによる非対話形式の移行では、パスワード入力が省略されま
す。309 ページの「対話型でない移行の実行」を参照してください。

■ 暗号化。Oracle VM Server for SPARC では、機密データが盗まれるのを防ぐため、
および追加のハードウェアや専用のネットワークを不要にするために、SSL を使用
して移行トラフィックを暗号化します。
暗号化装置があるプラットフォームで、ソースマシンとターゲットマシンの
primary ドメインに暗号化装置が割り当てられている場合、移行処理が速くなり
ます。この加速が発生するのは、SSL の処理を暗号化装置にオフロードできるため
です。
CPU に暗号化命令が搭載されたプラットフォームでは、移行操作の速度が自動的
に向上します。この向上が起こるのは、SSL 操作をソフトウェアではなく暗号化命
令によって実行できるためです。

■ FIPS 140-2.ドメイン移行を実行して Oracle Solaris FIPS 140-2 認証 OpenSSL ライブ
ラリを使用するようにシステムを構成できます。304 ページの「ドメイン移行の
FIPS 140-2 モード」を参照してください。

移行のための SSL 証明書の構成

証明書ベースの認証を実行するには、-c オプションを ldm migrate-domain コマンド
で使用します。このオプションは、パスワードファイルおよび代替ユーザーオプショ
ンと相互に排他的です。-c オプションが指定されていない場合、移行操作はパスワー
ド認証を実行します。

 

移行のための SSL 証明書を構成する方法

SSL 証明書を構成するには、このタスクの手順をソースマシンの制御ドメインで実行
する必要があります。

1. /var/share/ldomsmanager/trust ディレクトリがまだ存在していない場合は、この
ディレクトリを作成します。
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src-primary# mkdir /var/share/ldomsmanager/trust

2. ターゲットサーバーからローカルの信頼される証明書ディレクトリに ldmd 証明書を
コピーします。
リモートの ldmd 証明書は、リモートホスト上の /var/share/ldomsmanager/
server.crt です。ローカルの ldmd 信頼される証明書ディレクトリは /var/share/
ldomsmanager/trust です。リモート証明書ファイル target-hostname.pem の名前を、
たとえば tgt-primary.pem に変更します。

3. 信頼される証明書ディレクトリの証明書から /etc/certs/CA ディレクトリへのシン
ボリックリンクを作成します。
REMOTE 変数を、ターゲットサーバー証明書 tgt-primary.pem を示すターゲットサー
バーのホスト名に設定します。

src-primary# ln -s /var/share/ldomsmanager/trust/tgt-primary.pem /etc/certs/CA/

4. svc:/system/ca-certificates サービスを再起動します。
src-primary# svcadm restart svc:/system/ca-certificates

5. 構成が正しいかどうかを検証します。
src-primary# openssl verify /var/share/ldomsmanager/trust/tgt-primary.pem
/var/share/ldomsmanager/trust/tgt-primary.pem: ok

6. ca-certificates サービスがオンラインであるかどうかを検証します。
必要に応じてサービスを再起動するか、有効にします。

src-primary# svcs ca-certificates
/var/share/ldomsmanager/trust/tgt-primary.pem: ok
STATE        STIME    FMRI
online       0:22:38  svc:/system/ca-certificates:default

7. ldmd デーモンを再起動します。
src-primary# svcadm restart ldmd

8. ターゲットサーバーでこれらの手順を繰り返します。

SSL 証明書の削除

.pem ファイルを /var/share/ldomsmanager/trust および /etc/certs/CA ディレク
トリから削除した場合は、まず svc:/system/ca-certificates サービス、次に ldmd
サービスを再起動する必要があります。サービスが再起動されるまで、その .pem
ファイルを使用する移行は許可されたままとなります。

localhost# svcadm restart svc:/system/ca-certificates
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localhost# svcadm restart ldmd

ドメイン移行の FIPS 140-2 モード

 

ドメイン移行を実行して Oracle Solaris FIPS 140-2 認証 OpenSSL ライブラリを使用す
るように Logical Domains Manager を構成できます。Logical Domains Manager が FIPS
140-2 モードの場合、Logical Domains Manager が FIPS 140-2 モードで実行されている
別のシステムへのドメインの移行にのみ使用できます。非 FIPS システムへの移行の試
行は拒否されます。Logical Domains Manager が FIPS 140-2 モードでない場合は、FIPS
140-2 モードの Logical Domains Manager に移行できません。

Logical Domains Manager を FIPS 140-2 モードで正しく起動するには、FIPS メディエー
タを有効にする必要があります。手順については、304 ページの「FIPS 140-2 モー
ドで Logical Domains Manager を実行する方法」を参照してください。

FIPS 140 対応の OpenSSL 実装の詳細およびその使用方法については、『Managing
Encryption and Certificates in Oracle Solaris 11.3』 の 「How to Switch to the FIPS 140-
Capable OpenSSL Implementation」および『Oracle SuperCluster M7-8 Owner’s Guide:
Overview』 の 「Example of Enabling Two Applications in FIPS 140 Mode on an Oracle
Solaris System」を参照してください。

FIPS 140-2 モードで Logical Domains Manager を
実行する方法

始める前に Logical Domains Manager を FIPS 140-2 モードで実行する前に、Logical Domains
Manager の少なくともバージョン 3.2 が実行されていること、および primary ドメイ
ンが少なくとも Oracle Solaris 11.2 OS を実行していることを確認します。

1. FIPS 140-2 OpenSSL メディエータをインストールし、有効にします。

a.   必要に応じて、FIPS 140-2 OpenSSL メディエータをインストールします。
このパッケージは、Oracle Solaris 11.2 OS をインストールするときにデフォルトで
インストールされます。
# pkg install openssl-fips-140

b.   現在の OpenSSL メディエータを一覧表示します。
# pkg mediator openssl
MEDIATOR VER. SRC. VERSION IMPL. SRC. IMPLEMENTATION
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Logical Domains Manager を FIPS 140-2 モードからデフォルトモードに戻す方法

openssl  vendor            local      default

c.   使用可能な OpenSSL メディエータを一覧表示します。
# pkg mediator -a openssl
MEDIATOR VER. SRC. VERSION IMPL. SRC. IMPLEMENTATION
openssl  vendor            vendor     default
openssl  system            system     fips-140

注意 - 切り替え先の OpenSSL 実装がシステムに存在する必要があります。システムに
存在しない実装に切り替えると、システムを使用できなくなる可能性があります。

d.   FIPS 140-2 メディエータを有効にします。
# pkg set-mediator -I fips-140 openssl

e.   リブートします。
# reboot

f.   FIPS 140-2 メディエータが設定されていることを確認します。
# pkg mediator openssl
    MEDIATOR     VER. SRC. VERSION IMPL. SRC. IMPLEMENTATION
    openssl      system            local      fips-140

2. FIPS 140-2 モードを使用するように ldmd デーモンを構成します。

a.   ldmd デーモンを FIPS 140-2 モードにします。
# svccfg -s ldoms/ldmd setprop ldmd/fips1402_enabled = true

b.   ldmd デーモンを再起動します。
# svcadm refresh ldmd
# svcadm restart ldmd

Logical Domains Manager を FIPS 140-2 モードか
らデフォルトモードに戻す方法

1. デフォルトの OpenSSL メディエータに戻すことで、FIPS 140-2 OpenSSL メディ
エータの使用を停止します。
この手順は FIPS 140-2 メディエータがほかのアプリケーションで必要ではない場合の
み実行します。
# pkg set-mediator -I default openssl

2. リブートします。
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# reboot

3. デフォルトモードを使用するように ldmd デーモンを構成します。
# svccfg -s ldoms/ldmd setprop ldmd/fips1402_enabled = false

4. ldmd デーモンを再起動します。
# svcadm refresh ldmd
# svcadm restart ldmd

ドメイン移行の制限

次のセクションでは、ドメイン移行の制限について説明します。Logical Domains
Manager ソフトウェアおよびシステムファームウェアのバージョンは、移行を許可す
るために相互に互換している必要があります。また、ドメイン移行を正常に完了する
ためには、特定の CPU 要件を満たす必要があります。

ソースとターゲットのプラットフォームおよびシステムファームウェアバージョンの
すべての組み合わせにおいて、ライブ移行は認定もサポートもされていません。それ
らのライブ移行を実行できない組み合わせには、代わりにコールド移行を実行できま
す。

移行におけるバージョン制限

このセクションでは、ライブ移行を実行する際のバージョン制限について説明しま
す。

■ Logical Domains Manager のバージョン。一方のシステムで最新バージョンの
Logical Domains Manager が動作し、他方のシステムで少なくとも直前のバージョン
の Logical Domains Manager が動作している場合は、どちらの方向でもライブ移行
を実行できます。

■ Oracle Solaris OS のバージョン。少なくとも Oracle Solaris 10 9/10 OS を実行する
ゲストドメインのライブ移行を実行できます。Oracle Solaris 10 10/09 OS 以前の
Oracle Solaris OS のバージョンを実行するゲストドメインのライブ移行を実行する
ことはできません。これらの古い Oracle Solaris OS バージョンをブートし、このよ
うなドメインのコールド移行を実行することは引き続き可能です。

■ システムファームウェアのバージョン。一般に、ソースマシンとターゲットマシ
ンの両方が適切な最小バージョンのシステムファームウェアをサポートしている
場合は、2 つのシステム間でのライブ移行を実行できます。『Oracle VM Server for
SPARC 3.4 インストールガイド』 の 「最小のシステムファームウェアバージョ
ン」を参照してください。
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移行における CPU 間の制限

UltraSPARC T2、UltraSPARC T2 Plus、または SPARC T3 サーバー、および SPARC T5
サーバー以降のサーバーの間ではライブ移行操作を実行できません。

perf-counters の設定に関する移行の制限

perf-counters プロパティー値が設定されているドメインの移行を実行するときは注
意が必要です。

perf-counters プロパティー値が global に設定されているドメインの移行を実行す
る前に、perf-counters プロパティー値が global に設定されているほかのドメイン
がターゲットマシン上にないことを確認します。

移行操作中、perf-counters プロパティーは、パフォーマンスアクセス機能がソース
マシン、ターゲットマシン、またはその両方で使用可能かどうかに基づき、異なる方
法で扱われます。
perf-counters プロパティー値は次のように扱われます。

■ ソースマシンのみ。perf-counters プロパティー値はターゲットマシンに伝搬さ
れません。

■ ターゲットマシンのみ。移行されるマシンの perf-counters プロパティー値
は、perf-counters= と同等になるように更新されます。

■ ソースマシンとターゲットマシン。perf-counters プロパティー値は、移行され
るドメインからターゲットマシン上の移行されたドメインに伝搬されます。

perf-counters プロパティーの詳細については、357 ページの「パフォーマンス
カウンタプロパティーの使用」およびldm(1M) のマニュアルページを参照してくださ
い。

linkprop=phys-state の設定における移行の制限

物理 NIC 補助デバイスを持ち、linkprop=phys-state が設定されている仮想ネット
ワークデバイスは、物理 NIC を補助デバイスとして持たない (net-dev=) ターゲット
ドメインに移行できます。linkprop=phys-state 制約はハード要件ではないため、使
用可能な net-dev 値を持たないマシンにこのようなドメインが移行された場合、この
制約は維持されますが満たされません。linkprop プロパティーが phys-state として
保持され続け、ネットワークデバイスリンク状態はリンクが稼働中であると示されま
す。
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ドメインの移行

多数の仮想デバイスを持つドメインにおける移行の制
限

場合によって、多数の仮想デバイスを持つドメインを移行すると、ターゲットマシン
上の制御ドメインは通常より応答性が低くなります。この期間中、ldm コマンドはハ
ングアップしたように見え、標準の Oracle Solaris OS コマンドの完了まで通常よりも
長くかかります。

この中断は、移行されたドメインに関連付けられた受信中の多数の仮想デバイスを処
理している仮想サーバーによって発生します。この処理が完了すると、制御ドメイン
は通常の状態に戻り、すべてのストールした ldm コマンドが完了します。

ドメインによって使用される仮想デバイスの数を 1000 以下に制限することによって、
この種の中断を最小限に抑えることができます。

ドメインの移行

ldm migrate-domain コマンドを使用して、あるホストマシンから別のホストマシン
へのドメインの移行を開始できます。

注記 - ドメインを移行する場合、cid および mblock プロパティーを使用して割り当て
た名前付きリソースは破棄されます。代わりに、ドメインはターゲットシステム上の
匿名リソースを使用します。

アクティブなドメインを実行中に移行する方法については、309 ページの「アク
ティブなドメインの移行」を参照してください。バインドされたドメインまたはアク
ティブでないドメインを移行する方法については、316 ページの「バインドされた
ドメインまたはアクティブでないドメインの移行」を参照してください。

移行のオプションとオペランドについては、ldm(1M) のマニュアルページを参照して
ください。

注記 - ドメインの移行が完了したら、新しい構成をソースシステムとターゲットシス
テムの両方の SP に保存します。その結果、ソースシステムまたはターゲットシステ
ムで電源再投入が実行されれば、移行したドメインの状態は正常です。
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予行演習の実行

ldm migrate-domain コマンドに -n オプションを指定すると、移行のチェックは実
行されますが、ドメインの移行は行われません。満たしていない要件がある場合、
エラーとして報告されます。予行演習の結果により、実際の移行を試みる前に構成エ
ラーを修正できます。

注記 - 論理ドメインには動的な性質があるため、予行演習が正常に実行されても実際
の移行が失敗したり、逆に予行演習が失敗しても実際の移行が成功したりする可能性
があります。

対話型でない移行の実行

SSL 証明書方法を使用して、非対話式の移行操作を実行します。非対話式の移行操作
を開始するためのレガシーの ldm migrate-domain -p filename コマンドの使用は非
推奨ですが、このコマンドは引き続き使用可能です。
-p オプションの引数として指定するファイル名には、次の特性が必要です。

■ ファイルの最初の行にパスワードが指定されている必要があります。
■ パスワードは平文である必要があります。
■ パスワードの長さは 256 文字以下である必要があります。

パスワード末尾の改行文字と最初の行のあとのすべての行は無視されます。

ターゲットマシンのパスワードを格納するファイルは、適切にセキュリティー保護す
る必要があります。この方法でパスワードを格納する場合は、ファイルのアクセス権
の設定が 400 または 600 であること、つまり root 所有者 (特権ユーザー) のみがファイ
ルの読み取りまたは書き込みを許可されていることを確認します。

アクティブなドメインの移行

アクティブなドメインを移行するときは、移行元ドメイン、ソースマシン、
およびターゲットマシンに対して特定の要件と制限があります。詳細について
は、306 ページの「ドメイン移行の制限」を参照してください。

ヒント - ソースマシンとターゲットマシンの両方のプライマリドメインに仮想 CPU をさ
らに追加することで、移行全体の時間を短縮できます。各 primary ドメインのコア全
体を 2 個以上にすることをお勧めしますが、必須ではありません。
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移行処理の間にドメインの「時間が遅れ」ます。このタイムロスの問題を軽減するに
は、移行元ドメインと、Network Time Protocol (NTP) サーバーなどの外部時間ソース
を同期します。ドメインを NTP クライアントとして構成すると、ドメインの日時は移
行が完了してからすぐに修正されます。

ドメインを Oracle Solaris 10 NTP クライアントとして構成するには、『System
Administration Guide: Network Services』 の 「Managing Network Time Protocol
(Tasks)」を参照してください。ドメインを Oracle Solaris 11 NTP クライアントとして
構成する場合は、『Introduction to Oracle Solaris 11 Network Services』 の 「Managing
Network Time Protocol (Tasks)」を参照してください。

注記 - 移行の最後の中断フェーズで、ゲストドメインがわずかに遅延することがあり
ます。特に、TCP のようにプロトコルに再試行メカニズムが含まれる場合、または
NFS over UDP のようにアプリケーションレベルで再試行メカニズムが存在する場合、
この遅延によって認識できるようなネットワーク通信の遅延が発生しないようにして
ください。ただし、ゲストドメインが Routing Information Protocol (RIP) のようにネッ
トワークの影響を受けやすいアプリケーションを実行する場合、操作を試みるとドメ
インでわずかな遅延や中断が発生することがあります。この遅延は、ゲストネット
ワークインタフェースが破損してしていて、中断フェーズ中に再作成されるときの短
い期間に発生します。

CPU のドメイン移行要件

次に、移行を実行する場合の CPU に対する要件および制限を示します。

■ ターゲットマシンには、移行元ドメインによって使用されている仮想 CPU の数に
対応できる十分な空き仮想 CPU が存在する必要があります。

■ ゲストドメインの cpu-arch プロパティーにより、プロセッサの種類が異なるシス
テム間でドメインを移行できます。cpu-arch 値を変更するには、ゲストドメイン
がバウンドまたは非アクティブ状態である必要があります。
サポートされる cpu-arch プロパティー値は次のとおりです。
■ native は CPU 固有のハードウェア機能を使用して、ゲストドメインが同じ

CPU タイプのプラットフォーム間でのみ移行できるようにします。nativeはデ
フォルト値です。

■ migration-class1 は、SPARC T4 以降の SPARC プラットフォーム用の CPU
間移行ファミリです。これらのプラットフォームでは、移行中と移行後のハー
ドウェア暗号化をサポートするため、サポートされる CPU には下限がありま
す。
この値は、UltraSPARC T2、UltraSPARC T2 Plus、または SPARC T3 プラット
フォーム、または Fujitsu M10 プラットフォーム とは互換性がありません。

■ sparc64-class1 は、SPARC64 プラットフォーム用の CPU 間移行ファミリで
す。sparc64-class1 値は SPARC64 の命令に基づいているため、generic 値よ
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り多い命令数が含まれています。そのため、generic 値に比べてパフォーマン
スに影響しません。
この値は Fujitsu M10 サーバー とのみ互換性があります。

■ generic はすべてのプラットフォームで使用される最低レベルの一般的な CPU
ハードウェア機能を使用して、ゲストドメインが CPU タイプに依存しない移行
を実行できるようにします。

次の isainfo -v コマンドは、cpu-arch=generic のとき、および cpu-
arch=migration-class1 のときに、システムで使用可能な命令を示します。
■ cpu-arch=generic

# isainfo -v

64-bit sparcv9 applications

        asi_blk_init vis2 vis popc

32-bit sparc applications

        asi_blk_init vis2 vis popc v8plus div32 mul32

■ cpu-arch=migration-class1

# isainfo -v

64-bit sparcv9 applications

        crc32c cbcond pause mont mpmul sha512 sha256 sha1 md5

        camellia des aes ima hpc vis3 fmaf asi_blk_init vis2

        vis popc

32-bit sparc applications

        crc32c cbcond pause mont mpmul sha512 sha256 sha1 md5

        camellia des aes ima hpc vis3 fmaf asi_blk_init vis2

        vis popc v8plus div32 mul32

generic 値を使用すると、native 値の使用と比較して、ゲストドメインのパ
フォーマンスが低下する場合があります。パフォーマンスの低下は、ゲストドメ
インが特定の CPU のネイティブハードウェア機能を使用する代わりに、すべての
サポートされている CPU タイプで使用可能な汎用 CPU 機能のみを使用するため、
発生する可能性があります。これらの機能を使用しないことで、generic 値によ
り、さまざまな機能をサポートする CPU を使用するシステム間で、ドメインのマ
イグレーションの柔軟性が得られます。
SPARC T4 以上のシステム間でドメインを移行する場合、cpu-arch=migration-
class1 を設定して、ゲストドメインのパフォーマンスを向上させることができま
す。パフォーマンスは generic 値の使用によって向上しますが、native 値もゲス
トドメインの最適なパフォーマンスを実現します。
cpu-arch プロパティーが native に設定されているときに psrinfo -pv コマンド
を使用すると、次のようにプロセッサタイプを判断できます。

# psrinfo -pv

The physical processor has 2 virtual processors (0 1)

  SPARC-T5 (chipid 0, clock 3600 MHz)
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cpu-arch プロパティーが native 以外の値に設定されている場合、psrinfo -pv
の出力にはプラットフォームタイプが表示されません。代わりに、このコマンドは
sun4v-cpu CPU モジュールがロードされていることを示します。

# psrinfo -pv

The physical processor has 2 cores and 13 virtual processors (0-12)

  The core has 8 virtual processors (0-7)

  The core has 5 virtual processors (8-12)

    sun4v-cpu (chipid 0, clock 3600 MHz)

メモリーの移行要件

ターゲットマシンのメモリー要件は次のとおりです。

■ ドメインの移行に対応できる十分な空きメモリー
■ 空きメモリーは互換性のあるレイアウトで使用できる必要がある

互換性要件は、SPARC プラットフォームごとに異なります。ただし、少なくとも、サ
ポートされる最大ページサイズを基準にした実アドレスと物理アドレスの配置が、移
行されるドメイン内のメモリーブロックごとに保持されている必要があります。

ターゲットマシンでサポートされる最大ページサイズを確認するには、pagesize コ
マンドを使用します。

少なくとも Oracle Solaris 11.3 OS を実行しているゲストドメインの場合は、移行され
るドメインが小さい使用可能な空きメモリーブロックに収まるように、移行される
ドメインのメモリーブロックが移行中に自動的に分割される可能性があります。メモ
リーブロックは、最大ページサイズに整列された境界でのみ分割できます。

オペレーティングシステム、ファームウェア、またはプラットフォームのその他のメ
モリーレイアウト要件によって、特定の移行中のメモリーブロックの分割が妨げられ
ることがあります。この状況により、ドメインで使用可能な空きメモリーの合計容量
が十分な場合でも移行が失敗する可能性があります。

物理 I/O デバイスの移行要件

物理デバイスに直接アクセスするドメインは移行できません。たとえば、I/O ドメイ
ンは移行できません。ただし、物理デバイスが関連付けられているデバイスは移行で
きます。
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詳細については、314 ページの「PCIe エンドポイントデバイスの移行要件」および
314 ページの「PCIe SR-IOV 仮想機能の移行要件」を参照してください。

仮想 I/O デバイスの移行要件

移行元ドメインによって使用されるすべての I/O サービスが、ターゲットマシン上で
使用できる必要があります。つまり、次に示す状態になっている必要があります。

■ 移行元ドメインで使用されている各仮想ディスクバックエンドが、ターゲットマシ
ンで定義されている必要があります。この共有ストレージは、SAN ディスク (NFS
または iSCSI プロトコルを介して使用可能なストレージ) にすることができます。
定義する仮想ディスクバックエンドは、ソースマシンと同じボリュームおよびサー
ビス名である必要があります。バックエンドへのパスはソースマシンとターゲット
マシンで異なる場合がありますが、同じバックエンドを参照している必要がありま
す。

注意 - ソースマシンとターゲットマシンで仮想ディスクバックエンドへのパスが同じ
ストレージを参照していなくても、移行は成功します。ただし、ターゲットマシンで
のドメインの動作は予測不能になり、ドメインを使用できない可能性があります。こ
の問題を解決するには、ドメインを停止し、構成の問題を修正してから、ドメインを
再起動します。これらの手順を実行しない場合、ドメインは矛盾した状態のままにな
る可能性があります。

■ 移行元ドメインの各仮想ネットワークデバイスには、対応する仮想ネットワークス
イッチがターゲットマシン上に必要です。各仮想ネットワークスイッチの名前は、
ソースマシンでデバイスが接続されている仮想ネットワークスイッチと同じである
必要があります。
たとえば、移行元ドメインの vnet0 が switch-y という名前の仮想スイッチサービ
スに接続されている場合、ターゲットマシン上のドメインは、switch-y という名
前の仮想スイッチサービスを提供する必要があります。

注記 - 移行先ドメインが必要なネットワークリソースにアクセスできるように、
ターゲットマシン上の物理ネットワークが正しく構成されている必要があります。
正しく設定されていない場合、一部のネットワークサービスが移行完了後のドメイ
ンで使用できなくなる可能性があります。

たとえば、ドメインが正しいネットワークサブネットに確実にアクセスできる必要
があるような場合です。また、ドメインがターゲットマシンから必要なリモートシ
ステムに到達できるよう、ゲートウェイ、ルーター、またはファイアウォールを適
切に構成することが必要な場合もあります。
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移行元ドメインによって使用されていた、自動的に割り当てられる範囲内の MAC
アドレスは、ターゲットマシンで使用可能である必要があります。

■ 仮想コンソール端末集配信装置 (vcc) サービスがターゲットマシン上に存在し、1
つ以上のポートが空いている必要があります。移行時には明示的なコンソール制
約は無視されます。移行先ドメイン名をコンソールグループとして使用し、制御
ドメインで使用可能な任意の vcc デバイスで使用可能なポートを使用して、移行
先ドメインのコンソールが作成されます。制御ドメインで使用可能なポートがない
場合は、サービスドメインで使用可能な vcc デバイスで使用可能なポートを使用
して、コンソールが作成されます。デフォルトのグループ名との間に衝突がある場
合、移行は失敗します。

■ 移行されるドメインによって使用されている各仮想 SAN がターゲットマシンで定
義されている必要があります。

PCIe エンドポイントデバイスの移行要件

PCIe エンドポイントデバイスが構成されている I/O ドメインでは、ドメインの移行を
実行できません。

直接 I/O 機能については、143 ページの「Creating an I/O Domain by Assigning PCIe
Endpoint Devices」を参照してください。

PCIe SR-IOV 仮想機能の移行要件

PCIe SR-IOV 仮想機能が構成されている I/O ドメインでは、ドメインの移行を実行で
きません。

SR-IOV 機能の詳細については、第8章「PCIe SR-IOV 仮想機能の使用による I/O ドメ
インの作成」を参照してください。

暗号化装置の移行要件

暗号化装置のあるプラットフォームで、暗号化装置がバインドされているゲストドメ
インが暗号化装置の動的再構成 (DR) をサポートしているオペレーティングシステム
上で実行されている場合は、そのゲストドメインを移行できます。

移行の開始時に、Logical Domains Manager は移行元ドメインが暗号化装置の DR をサ
ポートしているかどうかを判定します。サポートされている場合、Logical Domains
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Manager はドメインからすべての暗号化装置の削除を試みます。移行の完了後、移行
したドメインに暗号化装置が再度追加されます。

注記 - ターゲットマシンで暗号化装置の制約を満たすことができない場合でも、移行
処理はブロックされません。このような場合、移行先ドメインの暗号化装置の数が移
行処理前よりも減少する可能性があります。

アクティブなドメインの遅延再構成

ソースマシンまたはターゲットマシン上でアクティブな遅延再構成処理が実行されて
いる場合、移行を開始できません。移行の進行中に、遅延した再構成操作を開始する
ことは許可されません。

アクティブなドメインで電源管理のエラスティックポ
リシーが有効にされている場合のマイグレーション

ソースマシンとターゲットマシンのいずれかで電源管理 (PM) のエラスティックポリ
シーが有効になっている場合に、ライブ移行を実行できます。

ほかのドメインの操作

マシンでの移行が完了するまで、移行中のドメインの状態や構成が変更される可能性
がある操作はブロックされます。ドメイン自体に対するすべての操作のほか、マシン
上のほかのドメインに対するバインドや停止などの操作もブロックされます。

OpenBoot PROM からまたはカーネルデバッガで実
行中のドメインの移行

ドメインの移行を実行するには、Logical Domains Manager と、移行元ドメインで実行
している Oracle Solaris OS の間の調整が必要です。移行元ドメインが OpenBoot または
カーネルデバッガ (kmdb) で実行中の場合、この調整は不可能です。その結果、移行の
試みは失敗します。

移行されるドメインが OpenBoot で実行されている場合は、次のメッセージが表示さ
れます。
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primary# ldm migrate ldg1 system2
Migration is not supported while the domain ldg1 is in the 'OpenBoot Running' state
Domain Migration of LDom ldg1 failed

移行されるドメインがカーネルデバッガ (kmdb) で実行されている場合は、次のメッ
セージが表示されます。
primary# ldm migrate ldg1 system2
Migration is not supported while the domain ldg1 is in the 'Solaris debugging' state
Domain Migration of LDom ldg1 failed

バインドされたドメインまたはアクティブでないドメインの移
行

バインドされたドメインまたはアクティブではないドメインは移行時に実行していな
いので、そのようなドメインに適用されるドメイン移行の制限はわずかです。した
がって実行時状態がコピーされないため、SPARC T3 から SPARC T5 プラットフォー
ムや Fujitsu M10 プラットフォーム へというように異なるプラットフォーム間であっ
ても移行できます。

バインドされたドメインを移行するには、ターゲットマシンが移行元ドメインの
CPU、メモリー、および入出力の制約を満たす必要があります。このような制約が満
たされない場合、移行は失敗します。

注意 - バインドされたドメインを移行する場合、実行時状態情報がターゲットマシ
ンと交換されないため、仮想ディスクバックエンドの options および mpgroup 値が
チェックされません。このチェックは、アクティブなドメインを移行するときに行わ
れます。

アクティブでないドメインの移行には、このような要件はありません。ただし、ター
ゲットマシンは、あとでバインドが試みられるときに、移行先ドメインの制約を満た
す必要があります。満たしていない場合、ドメインのバインドは失敗します。

注記 - ドメインの移行が完了したら、新しい構成をソースシステムとターゲットシス
テムの両方の SP に保存します。その結果、ソースシステムまたはターゲットシステ
ムで電源再投入が実行されれば、移行したドメインの状態は正常です。

仮想 I/O デバイスの移行要件

アクティブでないドメインの場合、仮想 I/O (VIO) の制約のチェックは実行されませ
ん。そのため、VIO サーバーが存在しなくても移行は正常に実行されます。アクティ
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ブでないドメインと同様に、そのドメインがバインドされる時点では、VIO サーバー
が存在し、使用可能になっている必要があります。

PCIe エンドポイントデバイスの移行要件

PCIe エンドポイントデバイスが構成されている I/O ドメインでは、ドメインの移行
を実行できません。この要件は、バインドされたドメインには適用されますが、アク
ティブでないドメインには適用されません。

直接 I/O (DIO) 機能については、143 ページの「Creating an I/O Domain by Assigning
PCIe Endpoint Devices」を参照してください。

PCIe SR-IOV 仮想機能の移行要件

PCIe SR-IOV 仮想機能が構成されている I/O ドメインでは、ドメインの移行を実行で
きません。この要件は、バインドされたドメインには適用されますが、アクティブで
ないドメインには適用されません。

SR-IOV 機能の詳細については、第8章「PCIe SR-IOV 仮想機能の使用による I/O ドメ
インの作成」を参照してください。

進行中の移行のモニタリング

移行が行われている間、移行元ドメインと移行先ドメインは、ステータスの出力での
表示が異なります。ldm list コマンドの出力には、移行中のドメインの状態が表示
されます。
FLAGS フィールドの 6 列目は、次のいずれかの値になります。

■ s – 移行元であるドメイン。
■ t – 移行のターゲットである移行されるドメイン。
■ e – ユーザー介入が必要なエラーが発生しました。

次のコマンドは、ldg-src ドメインが移行のソースであることを示しています。
# ldm list ldg-src
NAME       STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
ldg-src    suspended  -n---s          1     1G       0.0%  2h 7m

次のコマンドは、ldg-tgt ドメインが移行のターゲットであることを示しています。
# ldm list ldg-tgt
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NAME       STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
ldg-tgt    bound      -----t  5000    1     1G

ステータス出力の詳細形式では、移行についての追加情報が示されます。ソースマシ
ンのステータス出力では、処理が完了した割合と、ターゲットマシンおよび移行先ド
メインの名前が表示されます。同様に、ターゲットマシンのステータス出力では、処
理が完了した割合と、ソースマシンおよび移行元ドメインの名前が表示されます。

次のコマンドでは、ldg-src ドメインの移行処理の進捗状況が表示されます。
# ldm list -o status ldg-src
NAME
ldg-src
 
STATUS
    OPERATION    PROGRESS    TARGET 
    migration    17%         system2

進行中の移行の取り消し

移行の開始後に、ldm コマンドが KILL 信号で中断された場合、移行処理は中止され
ます。移行処理が中止された場合、移行先ドメインは破棄され、移行元ドメインはア
クティブであった場合は再開されます。ldm コマンドの制御シェルが失われた場合、
移行はバックグラウンドで続行されます。

ライブ移行を取り消した場合、ターゲットマシン上に作成されたドメインインスタン
スのメモリーの内容をハイパーバイザが「スクラブする」必要があります。このス
クラブ処理はセキュリティー上の理由から実行され、この処理を完了してからでない
と、そのメモリーを空きメモリーのプールに返すことができません。このスクラブの
進行中に、ldm コマンドが応答しなくなります。その結果、Logical Domains Manager
がハングアップしているように見えます。そのため、ほかの ldm コマンドを実行しよ
うとする前に、スクラブリクエストが終了するまで待ちます。この処理には長い時間
がかかることがあります。たとえば、500G バイトのメモリーを備えたゲストドメイン
では、この処理の完了に SPARC T4 サーバー上では最大 7 分かかることがあります。

移行の失敗からの回復

移行元ドメインがすべての実行時状態情報を移行先ドメインに送信したあと、移行先
ドメインがドメインが再開されたことを確認できるまでの間にネットワーク接続が失
われた場合、移行操作は終了します。

次の手順を実行して、移行が正常に完了したかどうかを判定する必要があります。

1. 移行先ドメインが処理を正常に再開したかどうかを判定します。移行先ドメイン
は次の 2 つのいずれかの状態になります。
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■ 移行が正常に完了した場合、移行先ドメインは通常の状態になっています。
■ 移行が失敗した場合、ターゲットマシンでは移行先ドメインがクリーンアップ

され、削除されます。
2. 移行先ドメインが処理を正常に再開した場合、エラー状態になっているソースマ

シンのドメインを安全に削除できます。一方、移行先ドメインが存在しない場
合は、ソースマシンのドメインはまだマスターバージョンのドメインであり、
回復する必要があります。このドメインを回復するには、ソースマシンで ldm
cancel-operation コマンドを実行します。このコマンドによって、エラー状態が
クリアされ、ドメインが元の状態に復元されます。

移行の例

例   54 SSL 証明書を使用したゲストドメイン移行の実行

この例は、ldg1 ドメインを system2 という名前のマシンに移行する方法を示してい
ます。移行操作が開始する前に、ソースマシンとターゲットマシンの両方で SSL 証明
書を構成済みである必要があります。302 ページの「移行のための SSL 証明書を構
成する方法」を参照してください。
# ldm migrate-domain -c ldg1 system2

例   55 ゲストドメインの移行

この例は、ldg1 ドメインを system2 という名前のマシンに移行する方法を示してい
ます。
# ldm migrate-domain ldg1 system2
Target Password:

ターゲットマシンのパスワード入力を求められずにこの移行を実行するには、次のコ
マンドを使用します。
# ldm migrate-domain -p pfile ldg1 system2

-p オプションには、引数としてファイル名を指定します。指定するファイルには、
ターゲットマシンのスーパーユーザーパスワードを指定します。この例では、pfile
にターゲットマシン (system2) のパスワードが含まれています。

例   56 ゲストドメインの移行と名前の変更

この例では、移行処理の一部としてドメインの名前を変更する方法を示します。移
行の一部として、ソースマシン上の ldg-src ドメインの名前がターゲットマシン
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(system2) では ldg-tgt に変更されます。さらに、ターゲットマシンでの認証には
ldm-admin ユーザーを使用します。

# ldm migrate ldg-src ldm-admin@system2:ldg-tgt
Target Password:

例   57 移行の失敗メッセージ

この例では、ターゲットマシンが最新の移行機能をサポートしていない場合に表示さ
れる可能性があるエラーメッセージを示します。

# ldm migrate ldg1 dt212-346
Target Password:
The target machine is running an older version of the domain
manager that does not support the latest migration functionality.

Upgrading to the latest software will remove restrictions on
a migrated domain that are in effect until it is rebooted.
Consult the product documentation for a full description of
these restrictions.

The target machine is running an older version of the domain manager
that is not compatible with the version running on the source machine.

Domain Migration of LDom ldg1 failed

例   58 ターゲットマシンでのドメインの移行ステータスの取得

この例では、移行の進行中に移行先ドメインでステータスを取得する方法を示しま
す。この例では、ソースマシンは t5-sys-1 です。

# ldm list -o status ldg-tgt
NAME
ldg-tgt
 
STATUS
    OPERATION    PROGRESS    SOURCE
    migration    55%         t5-sys-1

例   59 ソースマシンでのドメインの解析可能な移行ステータスの取得

この例では、移行の進行中に移行元ドメインで解析可能なステータスを取得する方法
を示します。この例では、ターゲットマシンは system2 です。

# ldm list -o status -p ldg-src
VERSION 1.6
DOMAIN|name=ldg-src|
STATUS
|op=migration|progress=42|error=no|target=system2
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リソースの管理

この章では、Oracle VM Server for SPARC システムでリソース管理を実行するための情
報を提供します。
この章では、次の項目について説明します。

■ 321 ページの「リソースの再構成」
■ 323 ページの「リソースの割り当て」
■ 324 ページの「CPU の割り当て」
■ 328 ページの「ハードパーティションによるシステムの構成」
■ 334 ページの「ドメインへの物理リソースの割り当て」
■ 339 ページの「メモリーの動的再構成の使用」
■ 347 ページの「リソースグループの使用」
■ 348 ページの「電源管理の使用」
■ 348 ページの「動的なリソース管理の使用」
■ 351 ページの「ドメインリソースの一覧表示」
■ 357 ページの「パフォーマンスカウンタプロパティーの使用」
■ 360 ページの「リソース管理の問題」

リソースの再構成

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアを実行しているシステムは、仮想 CPU、仮
想 I/O デバイス、暗号化装置、メモリーなどのリソースを構成できます。一部のリ
ソースは実行中のドメインで動的に構成可能ですが、他のリソースは停止中のドメ
インで構成する必要があります。制御ドメインでリソースを動的に構成できない場
合は、まず遅延再構成を開始する必要があります。遅延再構成は、制御ドメインのリ
ブートが完了するまで構成処理を延期します。
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動的再構成
動的再構成 (DR)により、オペレーティングシステム (OS) の実行中にリソースの追加
や削除を行うことができます。特定のリソースタイプの動的再構成が実行可能かどう
かは、論理ドメインで実行されている OS でのサポート状況に依存します。
動的再構成は、次のリソースに対してサポートされています。

■ 仮想 CPU – Oracle Solaris 10 OS および Oracle Solaris 11 OS のすべてのバージョンで
サポート

■ CPU コア全体 – 『Oracle VM Server for SPARC 3.4 インストールガイド』 の 「完全
に認定された Oracle Solaris OS バージョン」を参照してください

■ 仮想 I/O デバイス – Oracle Solaris 10 10/08 OS および Oracle Solaris 11 OS 以上でサ
ポート

■ 暗号化装置 – Oracle Solaris 10 1/13 OS および Oracle Solaris 11 OS 以上でサポート
■ メモリー – 339 ページの「メモリーの動的再構成の使用」を参照
■ 物理 I/O デバイス – サポートなし

DR 機能を使用するには、変更対象のドメインで Logical Domains DR デーモン (drd) が
実行されている必要があります。drd(1M) のマニュアルページを参照してください。

遅延再構成
DR 操作がただちに行われるのに対して、遅延再構成操作は次の状況で行われます。

■ OS の次回のリブート後
■ OS が実行されていない場合、論理ドメインを停止して起動したあと

一般に、遅延再構成操作は制御ドメインに限定されます。ほかのすべてのドメインの
場合、リソースの動的再構成が可能でないかぎり、構成を変更するためにドメインを
停止する必要があります。

遅延再構成操作は制御ドメインに限定されます。動的に実行できない操作をサポート
するために、ルートドメインで遅延再構成が進行中の場合、実行できるコマンドの数
が限られます。これらのサブコマンドには、add-io、set-io、remove-io、create-
vf、および destroy-vf があります。また、ルートドメインで ldm start-reconf コ
マンドを実行することもできます。ほかのすべてのドメインの場合、リソースの動的
再構成が可能でないかぎり、構成を変更するためにドメインを停止する必要がありま
す。

遅延再構成の進行中は、そのドメインがリブートするまで、または停止して起動する
まで、そのドメインに対するその他の再構成リクエストは延期されます。

ldm cancel-reconf コマンドは、ドメイン上の遅延再構成操作を取り消します。遅延
再構成機能の使用法については、ldm(1M) マニュアルページを参照してください。
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注記 - ほかの ldm remove-* コマンドで仮想 I/O デバイスの遅延再構成処理をすでに
実行している場合は、ldm cancel-reconf コマンドを使用できません。ldm cancel-
reconf コマンドはこの環境で失敗します。

遅延再構成を使用して、制御ドメインでのリソースを減らすことができます。制御ド
メインから多数の CPU を削除するには、360 ページの「ドメインから多数の CPU
を削除すると失敗することがある」を参照してください。制御ドメインから多くのメ
モリーを削除するには、341 ページの「制御ドメインのメモリーを減らす」を参照
してください。

注記 - primary ドメインが遅延再構成状態である場合、Oracle VM Server for SPARC で
管理されるリソースは、primary ドメインがリブートしたあとでのみ電源管理されま
す。OS で直接管理されるリソース (Solaris Power Aware Dispatcher で管理される CPU
など) は、この状態の影響は受けません。

遅延再構成中に実行を許可される CPU 構成操作は 1 つだけであ
る

遅延再構成中の primary ドメイン上で複数の CPU 構成操作を実行しようとしないで
ください。さらに CPU 構成リクエストを発行しようとすると、それらの要求は拒否さ
れます。

回避方法: 次のいずれかの操作を実行します。

■ その遅延再構成を取り消し、別の遅延再構成を開始して、以前の遅延再構成から失
われた構成の変更をリクエストします。

■ CPU の数が正しくない制御ドメインをリブートし、そのドメインがリブートした
あとで割り当てを修正します。

リソースの割り当て

リソース割り当てメカニズムでは、リソース割り当て制約を使用してバインド時にド
メインへリソースを割り当てます。

リソースの割り当ての制約は、ドメインにリソースを割り当てるときに、システムが
満たしている必要があるハード要件です。この制約が満たされない場合、リソースの
割り当てとドメインのバインドはいずれも失敗します。
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注意 - 各ドメインが互いにサービスを提供し合っている 2 つのドメイン間で循環型依
存関係を作成しないでください。そのような構成は、一方のドメインが機能停止す
ると、他方のドメインも使用できなくなるという単一点障害状態を作り出します。ま
た、循環型依存関係の構成では、ドメインが最初にバインドされたあとは、それらを
バインド解除できなくなります。

Logical Domains Manager はドメインの循環型依存関係の作成を防ぎません。

循環型依存関係のためにドメインをバインド解除できない場合は、その依存関係の原
因となっているデバイスを削除してから、それらのドメインのバインド解除を試みて
ください。

CPU の割り当て

別々のドメインで同じコアからスレッドを実行した場合、予期しないパフォーマンス
の低下が発生する可能性があります。Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアは、論
理ドメインのバインドプロセス中に、CPU アフィニティー機能を使用して CPU 割り
当てを最適化し、これは、ドメインが起動可能になる前に発生します。同じコア内の
スレッド間のキャッシュ共有を改善するため、この機能では同じコアからのスレッド
が同じ論理ドメインに割り当てられるように試みられます。

ほかに手段がないかぎり、CPU アフィニティーではドメイン間のコア共有が回避され
るように試みられます。ドメインにコアの一部が割り当てられ、より多くのストラン
ドがリクエストされる場合は、まずコアの一部からのストランドがバインドされ、次
に必要に応じて、リクエストを満たすように別の空きコアが配置されます。
CPU の割り当てメカニズムでは、CPU リソースについて次のような制約が使用されま
す。

■ コア全体の制約。この制約は、CPU コアを仮想 CPU ではなくドメインに割り当て
るように指定します。ドメインでコアの最大数の制約が有効にされていないかぎ
り、ldm set-core または ldm set-vcpu コマンドをそれぞれ使用して、コア全体
の制約を追加または削除できます。ドメインは非アクティブか、バインドされてい
るか、アクティブです。ただし、制約を適用する要求を満たす十分なコアが使用可
能である必要があります。最悪の状況の例として、別のドメイン要求とコアを共有
するドメインがコア全体の制約を要求する場合、要求を満たすために、空きリスト
からのコアを使用できる必要があります。最良の状況の例として、コアのすべての
仮想 CPU がコア境界上にすでに存在するため、CPU リソースを変更せずに、制約
が適用されます。

■ コアの最大数 (max-cores) の制約。この制約は、バインドされているか、またはア
クティブなドメインに割り当て可能なコアの最大数を指定します。
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コア全体の制約を適用する方法

コアの最大数の制約を設定する前に、ドメインでコア全体の制約が有効になっている
ことを確認します。

1. ドメインにコア全体の制約を適用します。

primary# ldm set-core 1 domain-name

2. ドメインでコア全体の制約が有効になっていることを確認します。

primary# ldm ls -o resmgmt domain-name

max-cores が unlimited に設定されていることに注意します。コアの最大数の制約を
有効にするまで、ドメインをハードパーティション分割と一緒に使用することはでき
ません。

例   60 コア全体の制約の適用

この例は、ldg1 ドメインにコア全体の制約を適用する方法を示しています。最初のコ
マンドは制約を適用し、2 番目のコマンドはそれが有効にされていることを確認しま
す。

primary# ldm set-core 1 ldg1
primary# ldm ls -o resmgmt ldg1
NAME
ldg1

CONSTRAINT
    cpu=whole-core
    max-cores=unlimited

コアの最大数の制約を適用する方法

コアの最大数の制約を設定する前に、ドメインでコア全体の制約が有効になっている
ことを確認します。

コアの最大数の制約は、アクティブでないドメインでのみ有効化、変更、または無効
化でき、バインドされているドメインまたはアクティブなドメインでは実行できませ
ん。制御ドメインでコアの最大数の制約を更新すると、ldm set-domain コマンドに
よって遅延再構成が自動的に開始されます。

1. ドメインでコアの最大数の制約を有効にします。

primary# ldm set-domain max-cores=max-number-of-CPU-cores domain-name

第 15 章 リソースの管理 325



コアの最大数の制約を適用する方法

注記 - それらのコアに関連付けられている暗号化装置は、コアの追加に影響されませ
ん。このため、システムがドメインに対して自動的に、関連付けられている暗号化装
置の追加を行うことはありません。ただし、暗号化装置は、コアの最後の仮想 CPU
が削除されるときにのみ、自動的に削除されます。この操作によって、暗号化装置の
「孤立」を避けます。

2. コア全体の制約が有効にされていることを確認します。

primary# ldm ls -o resmgmt domain-name

3. ドメインをバインドし、再起動します。

primary# ldm bind domain-name
primary# ldm start domain-name

この時点で、ハードパーティション分割を使ったドメインを使用できます。

例   61 コアの最大数の制約の適用

この例は、max-cores プロパティーを設定してコアの最大数を 3 つのコアに制限し、
制約が有効にされていることを確認する方法を示しています。

primary# ldm set-domain max-cores=3 ldg1
primary# ldm ls -o resmgmt ldg1
NAME
ldg1

CONSTRAINT
    cpu=whole-core
    max-cores=3

この時点で、ハードパーティション分割を使ったドメインを使用できます。

次の例では、バインドされていない非アクティブな ldg1 ドメインからコアの最大数
の制約を削除しますが、コア全体の制約はそのまま残します。

primary# ldm stop ldg1
primary# ldm unbind ldg1
primary# ldm set-domain max-cores=unlimited ldg1

また、ldg1 ドメインからコアの最大数の制約とコア全体の制約の両方を削除するに
は、次のように、コアの代わりに仮想 CPU を割り当てます。

primary# ldm set-vcpu 8 ldg1

いずれの場合も、ドメインをバインドし、再起動します。

primary# ldm bind ldg1
primary# ldm start ldg1
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コア全体の制約と他のドメイン機能の相互作用

このセクションでは、コア全体の制約と次の機能の相互作用について説明します。

■ 327 ページの「CPU の動的再構成」
■ 327 ページの「動的なリソース管理」

CPU の動的再構成

コア全体の制約には、CPU の動的再構成 (DR) との完全な互換性があります。ドメイ
ンがコア全体の制約で定義されている場合、ldm add-core、ldm set-core、または
ldm remove-core コマンドを使用して、アクティブなドメインのコアの数を変更でき
ます。

ただし、バインドされているドメインまたはアクティブなドメインが遅延再構成モー
ドでない場合、コアの数はコアの最大数を超えることはできません。この最大数はコ
アの最大数の制約により設定され、コア全体の制約が有効化されたときに自動的に有
効になります。コアの最大数の制約を満たさない CPU DR 操作はすべて失敗します。

動的なリソース管理

コア全体の制約には、動的リソース管理 (DRM) との完全な互換性があります。
コア全体の制約と DRM の間の期待される相互作用は次のようになります。

■ ドメインに対して DRM ポリシーが存在する間は、そのドメインをコア全体の制約
付きからコア全体の制約なしに、またはコア全体の制約なしからコア全体の制約付
きに切り替えることはできません。たとえば、次のように表示されます。
■ ドメインがコア全体の制約付きである場合は、ldm set-vcpu コマンドを使用

して複数の仮想 CPU を指定したり、コア全体の制約を削除したりすることはで
きません。

■ ドメインがコア全体の制約付きでない場合は、ldm set-core コマンドを使用
して複数のコア全体を指定したり、コア全体の制約を追加したりすることはで
きません。

■ ドメインがコア全体の制約付きであるときに、attack、decay、vcpu-min、また
は vcpu-max 値を指定する場合、この値はコア全体の倍数である必要があります。
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ハードパーティションによるシステムの構成

このセクションでは、Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアによるハードパーティ
ション分割およびハードパーティション分割を使用して、Oracle CPU ライセンス要件
に準拠する方法を説明します。

ソフトウェアのライセンスに対するオラクルのハードパーティション分割の要件に
ついては、Partitioning: Server/Hardware Partitioning (http://www.oracle.com/us/
corporate/pricing/partitioning-070609.pdf)を参照してください。

■ CPU コアと CPU スレッド。これらのシステムで使用されるプロセッサには複数の
CPU コアがあり、それぞれに複数の CPU スレッドが含まれます。

■ ハードパーティション分割と CPU 全体のコア。ハードパーティション分割は、
CPU のコア全体の構成を使用して適用されます。CPU のコア全体の構成には、
個々の CPU スレッドではなく、CPU のコア全体が割り当てられているドメインが
あります。デフォルトで、ドメインは CPU スレッドを使用するように構成されて
います。
ドメインをコア全体の構成でバインドすると、システムは指定された数の CPU コ
アとそのすべての CPU スレッドをドメインで作成および構成します。CPU コア全
体の構成を使用すると、バインドされたドメインまたはアクティブなドメインに動
的に割り当て可能な CPU コア数が制限されます。

■ Oracle ハードパーティションライセンス。Oracle ハードパーティション分割の
ライセンス要件に準拠するには、Oracle VM Server for SPARC によるハードパー
ティション分割に関する説明 (http://www.oracle.com/technetwork/server-
storage/vm/ovm-sparc-hard-partitioning-1403135.pdf)を参照してくださ
い。
次のように、CPU コア全体を使用する必要もあります。
■ Oracle ハードパーティションライセンスを使用するアプリケーションを実行す

るドメインは、CPU コア全体および max-cores で構成する必要があります。
■ Oracle ハードパーティションライセンスを使用するアプリケーションを実行し

ないドメインは、CPU コア全体で構成する必要はありません。たとえば、制御
ドメインで Oracle アプリケーションを実行しない場合、そのドメインは CPU
のコア全体で構成する必要はありません。

ドメインの構成のチェック

ldm list-o コマンドを使用して、ドメインが CPU コア全体で構成されているかどう
か、およびドメインに割り当てられている CPU コアを表示する方法を判断します。

■ ドメインが CPU コア全体で構成されているかどうかを判断するには

primary# ldm list -o resmgmt domain-name
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出力にコア全体の制約が表示され、max-cores プロパティーでドメインに構成さ
れている CPU コアの最大数を指定していることを確認します。ldm(1M) マニュア
ルページを参照してください。
次のコマンドは、ldg1 ドメインが CPU コア全体および最大 5 つのコアで構成され
ていることを示します。

primary# ldm list -o resmgmt ldg1

NAME

ldg1

CONSTRAINT

   whole-core

   max-cores=5

■ ドメインがバインドされると、CPU コアがドメインに割り当てられます。ドメイ
ンに割り当てられている CPU コアを表示するには

primary# ldm list -o core domain-name

次のコマンドは、ldg1 ドメインに割り当てられているコアを表示します。

primary# ldm list -o core ldg1

NAME 

ldg1

CORE 

CID PCPUSET 

1 (8, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 15) 

2 (16, 17, 18, 19, 20, 21, 22, 23)

CPU コア全体によるドメインの構成

このセクションのタスクでは、CPU コア全体で新しいドメインを作成する方法、CPU
コア全体で既存のドメインを構成する方法、CPU コア全体で primary ドメインを構成
する方法について説明します。

CPU コア全体を使用するようにドメインを構成するには、次のコマンドを使用しま
す。
ldm set-core number-of-CPU-cores domain

このコマンドは、ドメインの CPU コアの最大数、つまり max-cores も指定しま
す。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

max-cores と CPU コアの割り当ては、個別のコマンドで処理されます。これらのコマ
ンドを使用して、CPU コアを個別に割り当てたり、キャップを設定したり、またはそ
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CPU コア全体で新しいドメインを作成する方法

の両方を実行したりすることができます。max-cores が設定されていない場合でも、コ
アへの割り当て単位を設定できます。ただし、Oracle VM Server for SPARC システムに
ハードパーティション分割を構成している場合に、システムをこのモードで実行する
ことは許可されません。

■ add-core、set-core、または rm-core サブコマンドを使用して、指定した数の
CPU コアをドメインに割り当てます。

■ create-domain または set-domain サブコマンドを使用して max-cores プロパ
ティー値を指定して、max-cores を設定します。
Oracle VM Server for SPARC システムでハードパーティション分割を構成する場
合、キャップを設定する必要があります。

CPU コア全体で新しいドメインを作成する方法

注記 -  オプションでコアの最大数の制約を設定する場合にのみ、ドメインを停止し、
バインドを解除する必要があります。

1. ドメインを作成します。
primary# ldm create domain-name

2. ドメインの CPU 全体のコアの数を設定します。
primary# ldm set-core number-of-CPU-cores domain

3. (オプション) ドメインに max-cores プロパティーを設定します。
primary# ldm set-domain max-cores=max-number-of-CPU-cores domain

4. ドメインを構成します。
この構成時には必ず、ldm add-core、ldm set-core、または ldm rm-core コマンド
を使用してください。

5. ドメインをバインドし、起動します。
primary# ldm bind domain-name
primary# ldm start domain-name

例   62 2 つの CPU コア全体による新規ドメインの作成

この例では、2 つの CPU コア全体で ldg1 ドメインを作成します。最初のコマンドで
は、ldg1 ドメインを作成します。2 番目のコマンドは、2 つの CPU コア全体で ldg1
ドメインを構成します。

この時点で、ドメインの構成をさらに実行することができます
が、330 ページの「CPU コア全体で新しいドメインを作成する方法」の手順 3 で説
明する制限を受けます。
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CPU コア全体で既存のドメインを構成する方法

3 番目と 4 番目のコマンドは、ldg1 ドメインのバインドと起動方法を示しており、そ
の時点で、ldg1 ドメインを使用できます。
primary# ldm create ldg1
primary# ldm set-core 2 ldg1
...
primary# ldm bind ldg1
primary# ldm start ldg1

CPU コア全体で既存のドメインを構成する方法

ドメインがすでに存在し、CPU スレッドを使用するように構成されている場合は、
CPU コア全体を使用するように構成を変更できます。

1. (オプション) ドメインを停止し、バインド解除します。
この段階は、コアの最大数の制約も設定する場合にのみ必要となります。
primary# ldm stop domain-name
primary# ldm unbind domain-name

2. ドメインの CPU 全体のコアの数を設定します。
primary# ldm set-core number-of-CPU-cores domain

3. (オプション) ドメインに max-cores プロパティーを設定します。
primary# ldm set-domain max-cores=max-number-of-CPU-cores domain

4. (オプション) ドメインを再バインドし、再起動します。
この段階は、コアの最大数の制約も設定する場合にのみ必要となります。
primary# ldm bind domain-name
primary# ldm start domain-name

例   63 4 つの CPU コア全体による既存のドメインの構成

この例では、4 つの CPU コア全体で構成することによって、既存のドメイン ldg1 の
構成を更新します。
primary# ldm set-core 4 ldg1

CPU コア全体で primary ドメインを構成する方法

CPU スレッドを使用するように primary ドメインが構成されている場合は、CPU コ
ア全体を使用するように構成を変更できます。

1. (オプション) primary ドメインを遅延再構成モードにします。
遅延再構成の開始は、max-cores プロパティーを変更する場合にのみ必要となりま
す。
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CPU コア全体で primary ドメインを構成する方法

primary# ldm start-reconf primary

2. primary ドメインの CPU コア全体の数を設定します。
primary# ldm set-core number-of-CPU-cores primary

3. (オプション) primary ドメインに max-cores プロパティーを設定します。
primary# ldm set-domain max-cores=max-number-of-CPU-cores primary

4. (オプション) primary ドメインをリブートします。
システム構成に応じて、適切な手順を使用して、primary ドメインをリブートしま
す。149 ページの「PCIe エンドポイントを構成した状態のルートドメインのリブー
ト」を参照してください。

ドメインのリブートは、max-cores プロパティーを変更する場合にのみ必要となりま
す。

例   64 2 つの CPU コア全体を使用した制御ドメインの構成

この例では、primary ドメインに CPU コア全体を構成します。最初のコマンド
は、primary ドメインで遅延再構成モードを開始します。2 番目のコマンドは、2 つ
の CPU コア全体で primary ドメインを構成します。3 つ目のコマンドは max-cores
プロパティーを 2 に設定し、4 つ目のコマンドは primary ドメインをリブートしま
す。

primary# ldm start-reconf primary
primary# ldm set-core 2 primary
primary# ldm set-domain max-cores=2 primary
primary# shutdown -i 5

オプションの段階 1 と 4 は、max-cores プロパティーを変更する場合にのみ必要とな
ります。

その他の Oracle VM Server for SPARC 機能とハー
ドパーティション化されたシステムとの相互作用

このセクションでは、パーティション化されたシステムがほかの Oracle VM Server for
SPARC 機能と通信する方法を説明します。

CPU の動的再構成

CPU コア全体で構成されているドメインで CPU 動的再構成を使用できます。ただ
し、追加または削除できるのは、個々の CPU スレッドではなく、CPU コア全体のみ
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CPU コア全体で primary ドメインを構成する方法

に限ります。システムのハードパーティション分割状態は CPU 動的再構成機能によっ
て保守します。さらに、CPU コアが動的にドメインに追加された場合、最大数が適用
されます。そのため、CPU DR コマンドは CPU の最大数を超えようとすると、失敗し
ます。

注記 - max-cores プロパティーは、ドメインを停止するかバインド解除しないかぎ
り、変更できません。そのため、コア全体の制約を設定したときに指定した値から、
コアの最大数を増やすには、まずドメインを停止し、バインド解除する必要がありま
す。

バインドされているか、アクティブなドメインに CPU コア全体を動的に追加または削
除し、バインドされているか、アクティブなドメインの CPU コア全体の数を動的に設
定するには、次のコマンドを使用します。

ldm add-core number-of-CPU-cores domain

ldm rm-core number-of-CPU-cores domain

ldm set-core number-of-CPU-cores domain

注記 - ドメインがアクティブでない場合、これらのコマンドはドメインの CPU コアの
最大数も調整します。ドメインがバインドされているか、アクティブな場合、これら
のコマンドはドメインの CPU コアの最大数に影響しません。

例   65 ドメインへの 2 つの CPU コア全体の動的な追加

この例では、2 つの CPU コア全体を ldg1 ドメインに動的に追加する方法を示してい
ます。ldg1 ドメインは CPU コア全体で構成されたアクティブなドメインです。最初
のコマンドは ldg1 ドメインがアクティブであることを示しています。2 番目のコマ
ンドは、ldg1 ドメインが CPU コア全体および最大 4 つの CPU コアで構成されている
ことを示します。3 番目と 5 番目のコマンドは、2 つの CPU コア全体の追加の前と後
の、ドメインに割り当てられている CPU コアを示します。4 番目のコマンドは 2 つの
CPU コア全体を ldg1 ドメインに動的に追加します。

primary# ldm list ldg1
NAME    STATE   FLAGS   CONS  VCPU  MEMORY UTIL  UPTIME
ldg1    active  -n----  5000  16    2G     0.4%  5d 17h 49m
primary# ldm list -o resmgmt ldg1
NAME
ldg1

CONSTRAINT
   whole-core
        max-cores=4
primary# ldm list -o core ldg1
NAME 
ldg1

CORE 
CID PCPUSET 
1 (8, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 15) 
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2 (16, 17, 18, 19, 20, 21, 22, 23)
primary# ldm add-core 2 ldg1
primary# ldm list -o core ldg1
NAME 
ldg1

CORE 
CID PCPUSET 
1 (8, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 15) 
2 (16, 17, 18, 19, 20, 21, 22, 23) 
3 (24, 25, 26, 27, 28, 29, 30, 31)
4 (32, 33, 34, 35, 36, 37, 38, 39)

CPU 動的リソース管理

動的リソース管理 (DRM) を使用して、一部のドメインで CPU リソースを自動的に管
理できます。

電源管理

ハードパーティション化されたドメインごとに、個別の電源管理 (PM) ポリシーを設
定できます。

ドメインのリブートまたは再バインド

CPU コア全体で構成されているドメインは、ドメインが再起動されるか、システム全
体が再起動された場合でも、CPU コア全体で構成されたままになります。ドメインは
バインドされている間ずっと、同じ物理 CPU コアを使用します。たとえば、ドメイン
がリブートされた場合、リブートの前とあとで同じ物理 CPU コアを使用します。また
は、ドメインがバインドされている間に、システム全体の電源がオフにされた場合、
システムの電源が再度オンにされたときに、そのドメインが同じ物理 CPU コアで構成
されます。ドメインをバインド解除してから再バインドするか、システム全体を新し
い構成で再起動した場合、ドメインは別の物理 CPU コアを使用することがあります。

ドメインへの物理リソースの割り当て

Logical Domains Manager はドメインに割り当てられる物理リソースを自動的に選択し
ます。また、Oracle VM Server for SPARC 3.4 ソフトウェアを使用すれば、上級管理者
がドメインに割り当てるか削除する物理リソースを明示的に選択することもできま
す。
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ドメインへの物理リソースの割り当て

ユーザーが明示的に割り当てるリソースは名前付きリソースと呼ばれます。自動的に
割り当てられるリソースは匿名リソースと呼ばれます。

注意 - 上級管理者でないかぎり、名前付きリソースは割り当てないでください。

物理リソースを制御ドメインおよびゲストドメインに明示的に割り当てることができ
ます。制御ドメインはアクティブなままになるため、物理リソース割り当てを行う
前に、オプションで制御ドメインを遅延再構成モードにできます。または、物理割
り当てを行うと、遅延再構成が自動的にトリガーされます。338 ページの「制御ド
メインでの物理リソースの管理」を参照してください。物理リソースの制限について
は、338 ページの「ドメインでの物理リソース管理の制限」を参照してください。
次の物理リソースを制御ドメインおよびゲストドメインに明示的に割り当てることが
できます。

■ 物理 CPU。cid プロパティーを設定して、ドメインに物理コア ID を割り当てま
す。
cid プロパティーは、構成するシステムのトポロジについて知識のある管理者の
みが使用するようにしてください。この高度な構成機能は、特定の割り当て規則を
強制的に適用します。これは、システムのパフォーマンス全体に影響を与える可能
性があります。
このプロパティーは次のいずれかのコマンドを実行して設定できます。

ldm add-core cid=core-ID[,core-ID[,...]] domain-name

ldm set-core cid=core-ID[,core-ID[,...]] domain-name

ldm rm-core [-f] cid=core-ID[,core-ID[,...]] domain-name

cid プロパティーの値としてコア ID を指定した場合、core-ID はドメインに対して
明示的に割り当てられるか削除されます。

注記 - ldm add-core コマンドを使用して、(匿名の) コアリソースをすでに使用し
ているドメインに名前付きのコアリソースを追加することはできません。

■ 物理メモリー。mblock プロパティーを設定して、一連の隣接した物理メモリー領
域をドメインに割り当てます。各物理メモリー領域は、物理メモリー開始アドレス
とサイズで指定します。
mblock プロパティーは、構成するシステムのトポロジについて知識のある管理
者のみが使用するようにしてください。この高度な構成機能は、特定の割り当て規
則を強制的に適用します。これは、システムのパフォーマンス全体に影響を与える
可能性があります。
このプロパティーは次のいずれかのコマンドを実行して設定できます。
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physical-bindings 制約を削除する方法

ldm add-mem mblock=PA-start:size[,PA-start:size[,...]] domain-name

ldm set-mem mblock=PA-start:size[,PA-start:size[,...]] domain-name

ldm rm-mem mblock=PA-start:size[,PA-start:size[,...]] domain-name

ドメインに対して、メモリーブロックを割り当てるか削除するには、mblock プロ
パティーを設定します。有効な値には、コロン (:) で区切られた物理メモリー開始
アドレス (PA-start) とメモリーブロックサイズ (size) が含まれます。

注記 - mblock または cid プロパティーを設定した場合、動的再構成 (DR) を使用し
て、実行中のドメイン間でメモリーまたはコアリソースを移動することはできませ
ん。ドメイン間でリソースを移動するには、ドメインがバインドされている状態また
はアクティブでない状態であることを確認します。制御ドメインの物理リソースの管
理については、338 ページの「制御ドメインでの物理リソースの管理」を参照して
ください。

注記 - ドメインを移行する場合、cid および mblock プロパティーを使用して割り当て
た名前付きリソースは破棄されます。代わりに、ドメインはターゲットシステム上の
匿名リソースを使用します。

ドメインのリソース制約を表示するには、ldm list-constraints コマンドを使用で
きます。physical-bindings 制約はドメインに物理的に割り当てられているリソース
タイプを指定します。ドメインが作成されると、物理リソースがそのドメインに割り
当てられるまで、physical-bindings 制約が解除されます。

physical-bindings 制約は、次の場合に特定の値に設定されます。

■ mblock プロパティーが指定されている場合 memory
■ cid プロパティーが指定されている場合 core
■ cid と mblock の両方のプロパティーが指定されている場合 core,memory

physical-bindings 制約を削除する方法

ゲストドメインの physical-bindings 制約を削除するには、まず物理的にバインド
されているリソースをすべて削除する必要があります。

1. ドメインのバインドを解除します。
primary# ldm unbind domain-name

2. 名前付きリソースを削除します。
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物理的にバインドされていないすべてのリソースを削除する方法

■ 名前付きコアを削除するには:

primary# ldm set-core cid= domain-name

■ 名前付きメモリーを削除するには:

primary# ldm set-mem mblock= domain-name

3. CPU またはメモリーリソースを追加します。

■ CPU リソースを追加するには:

primary# ldm add-vcpu number domain-name

■ メモリーリソースを追加するには:

primary# ldm add-mem size[unit] domain-name

4. ドメインを再バインドします。
primary# ldm bind domain-name

物理的にバインドされていないすべてのリソースを削
除する方法

physical-bindings 制約が設定されていないゲストドメインを制約するには、まず物
理的にバインドされていないリソースをすべて削除する必要があります。

1. ドメインのバインドを解除します。
primary# ldm unbind domain-name

2. リソースの数を 0 に設定します。

■ CPU リソースを設定するには:

primary# ldm set-core 0 domain-name

■ メモリーリソースを設定するには:

primary# ldm set-mem 0 domain-name

3. 物理的にバインドされている CPU またはメモリーリソースを追加します。

■ CPU リソースを追加するには:

primary# ldm add-core cid=core-ID domain-name

■ メモリーリソースを追加するには:

primary# ldm add-mem mblock=PA-start:size domain-name
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4. ドメインを再バインドします。

primary# ldm bind domain-name

制御ドメインでの物理リソースの管理

制御ドメインから physical-bindings 制約を追加したり削除したりするには、前の
セクションの該当する手順に従います。ただし、ドメインのバインドを解除する代わ
りに、制御ドメインを遅延再構成にします。

匿名リソースと物理的にバインドされている名前付きリソース間の制約を変更する
と、自動的に遅延再構成がトリガーされます。ldm start-reconf primary コマンド
を使用すれば、明示的に遅延再構成になることもできます。

すべての遅延再構成の変更と同様に、プロセスを完了するには、ドメイン (この場合
は制御ドメイン) のリブートを実行する必要があります。

注記 - 制御ドメインが遅延再構成モードの場合、制御ドメインで ldm add-mem コマ
ンドおよび ldm rm-mem コマンドを使用して、無限のメモリー割り当てを実行できま
す。ただし、ldm set-core コマンドを使用して、制御ドメインに対して実行できる
コア割り当ては1 つだけです。

ドメインでの物理リソース管理の制限

物理リソースの割り当てには、次の制限が適用されます。

■ 同じドメイン内で、物理メモリーバインドと非物理メモリーバインド、または物理
コアバインドと非物理コアバインドを行うことはできません。

■ 同じドメイン内で、非物理メモリーバインドと物理コアバインド、または非物理コ
アバインドと物理メモリーバインドを使用することはできます。

■ ドメインに物理リソースを追加すると、対応するリソースタイプが物理バインドと
して制約されます。

■ physical-bindings=core のドメインに対して匿名 CPU を追加または削除しよう
とすると、失敗します。

■ バインド解除されたリソースの場合、ldm bind コマンドを実行した場合にのみ、
リソースの割り当てとチェックを行うことができます。

■ ドメインから物理メモリーを削除する場合、以前に追加された正確な物理メモリー
ブロックを削除する必要があります。

■ 物理メモリーの範囲はオーバーラップできません。
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■ 物理リソースをドメインに割り当てるには、ldm add-core cid= コマンドまたは
ldm set-core cid= コマンドのみ使用できます。

■ ldm add-mem mblock= または ldm set-mem mblock= コマンドを使用して複数の
物理メモリーブロックを割り当てると、すぐにほかのバインドとの競合が発生して
いないかどうかについてアドレスとサイズがチェックされます。

■ 一部のコアが割り当てられているドメインでは、それらのコアの残りの CPU が空
いていて使用可能である場合に、コア全体のセマンティクスを使用できます。

メモリーの動的再構成の使用

メモリーの動的再構成 (DR) は、容量ベースであり、アクティブな論理ドメインでの
任意の容量のメモリーの追加または削除を可能にします。
メモリー DR 機能を使用するための要件と制限は次のようになります。

■ メモリー DR 操作は任意のドメインで実行できます。ただし、ドメインで同時に実
行できるメモリー DR 操作は 1 つだけです。

■ メモリー DR 機能では、操作に関与するメモリのアドレスとサイズが 256M バイト
単位であることが要求されます。341 ページの「メモリー配置」を参照してくだ
さい。

■ 空きメモリープールに存在する、この単位に基づかないメモリーは、メモリー DR
機能を使用してドメインに割り当てることはできません。343 ページの「単位が
調整されていないメモリーの追加」を参照してください。

メモリー DR 操作を使用してドメインのメモリーを再構成できない場合、メモリーを
再構成する前にドメインを停止する必要があります。そのドメインが制御ドメインの
場合、まず遅延再構成を開始する必要があります。

特定の状況では、Logical Domains Manager は、リクエストされたメモリー割り当てを
8K バイトまたは 4M バイトの倍数のいずれかに切り上げます。次の例は ldm list-
domain -l コマンドの出力例を示しています。ここでは、実際に割り当てられている
サイズより制約値の方が小さくなっています。

Memory:
          Constraints: 1965 M
          raddr          paddr5          size
          0x1000000      0x291000000     1968M

メモリーの追加

ドメインがアクティブの場合、ldm add-memory コマンドを使用してドメインにメモ
リーを動的に追加できます。指定されたメモリーサイズがドメインの現在のメモリー
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サイズを超えている場合は、ldm set-memory コマンドで動的にメモリーを追加する
こともできます。

メモリーの削除

ドメインがアクティブの場合、ldm remove-memory コマンドを使用してドメインから
動的にメモリーを削除できます。指定されたメモリーサイズがドメインの現在のメモ
リーサイズよりも小さい場合、ldm set-memory コマンドで動的にメモリーを削除す
ることもできます。

メモリーの削除操作には長い時間が必要な場合があります。指定のドメインに対して
ldm list -l コマンドを実行すると、ldm remove-memory コマンドの進捗状況を追
跡できます。

ldm remove-memory コマンドを中断する (Control-C を押す) か、ldm cancel-
operation memdr コマンドを発行して、進行中の削除要求を取り消すことができま
す。メモリー削除要求を取り消すと、削除要求の未処理の部分、つまりドメインから
まだ削除されていない部分のメモリーのみが影響を受けます。

部分的なメモリー DR 要求

動的にメモリーをドメインに追加する、またはドメインから削除するリクエストは、
部分的にしか実現されない可能性があります。この結果は、追加または削除にそれぞ
れ適したメモリーが使用できるかどうかによって異なります。

注記 - ドメインから削除されたメモリーは、他のドメインに追加される前にクリアさ
れます。

制御ドメインのメモリーの再構成

メモリー DR 機能を使用して、制御ドメインのメモリーを再構成できます。制御ドメ
インでメモリー DR 要求を実行できない場合、まず遅延再構成を開始する必要があり
ます。

メモリー DR 操作には長い時間を要する場合があるため、アクティブなドメインから
大量のメモリーを削除する場合は、メモリー DR 操作は適さない可能性があります。
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具体的には、システムの初期構成時には、遅延再構成を使用して制御ドメインのメモ
リーを減らすようにしてください。

制御ドメインのメモリーを減らす

制御ドメインのメモリーを出荷時デフォルト構成から減らすには、メモリー DR では
なく遅延再構成を使用します。このような場合、ホストシステムのメモリーすべてを
制御ドメインが所有します。アクティブなドメインは、要求されたメモリーのすべて
を追加できること、またはより一般的には放棄できることを保証されていないため、
この目的にメモリー DR 機能は適していません。むしろ、そのドメインで実行されて
いる OS が、要求を最大限に満たすことを試みます。さらに、メモリーの削除操作に
は長い時間が必要な場合があります。これらの問題は、制御ドメインのメモリーを
最初に減らすときのように、大量のメモリー操作が関与する場合にはさらに悪化しま
す。

以上の理由により、次の手順に従って遅延再構成を使用してください。

1. ldm start-reconf primary コマンドを使用して、制御ドメインを遅延再構成
モードにします。

2. 必要に応じて、制御ドメインにより所有されているホストシステムのリソースを
分割します。

3. 必要な場合は、ldm cancel-reconf コマンドを使用して手順 2 の操作を元に戻
し、やり直します。

4. 制御ドメインをリブートして、再構成の変更を有効にします。

動的再構成と遅延再構成

制御ドメインで遅延再構成が保留されている場合、他のドメインについてのメモリー
再構成要求はすべて拒否されます。制御ドメインで遅延再構成が保留中されていない
場合、メモリー DR をサポートしないドメインについてのメモリー再構成要求はすべ
て拒否されます。それらのドメインの場合、リクエストは、遅延再構成リクエストに
変換されます。

メモリー配置

メモリー再構成のリクエストは、そのリクエストが適用されるドメインの状態に応じ
て、配置の要件が異なります。

第 15 章 リソースの管理 341



メモリーの動的再構成の使用

アクティブなドメインのメモリー配置

■ 動的追加および削除。動的追加と動的削除では、メモリーブロックのアドレスとサ
イズが 256 MB 単位になります。操作の最小サイズは 256M バイトです。
この単位に基づかない要求や、境界サイズよりも大きい削除要求は拒否されます。
メモリー配置を調整するには、次のコマンドを使用します。
■ ldm add-memory。このコマンドで --auto-adj オプションを指定した場合、追

加されるメモリーの量は 256 MB 単位であるため、ドメインに実際に追加され
るメモリーの量が増えることがあります。

■ ldm remove-memory。このコマンドで --auto-adj オプションを指定した場
合、削除されるメモリーの量は 256 MB 単位であるため、ドメインから実際に
削除されるメモリーの量が減ることがあります。

■ ldm set-memory。このコマンドは、追加または削除操作として扱われます。--
auto-adj オプションを指定すると、前に説明したように、追加または削除さ
れるメモリーの量は 256M バイト単位になります。この調整により、ドメイン
のメモリーサイズが増加する可能性があります。

■ 遅延再構成。メモリーブロックのアドレスとサイズは 4M バイト単位です。この単
位に基づかない要求を行なった場合、要求は 4M バイト単位に切り上げられます。

バインドされているドメインのメモリー配置

バインドされているドメインの、メモリーブロックのアドレスとサイズは 4M バイト
単位です。この単位に基づかない要求を行なった場合、要求は 4M バイト単位に切り
上げられます。そのため、ドメインの結果のメモリーサイズが指定よりも大きくなる
ことがあります。

ldm add-memory、ldm set-memory、および ldm remove-memory コマンドに --
auto-adj オプションを使用すると、結果のメモリーサイズが 256M バイト単位に切り
上げられます。そのため、結果のメモリーが指定よりも大きくなることがあります。

アクティブでないドメインのメモリー配置

ldm add-memory、ldm set-memory、および ldm remove-memory コマンドに --
auto-adj オプションを使用すると、結果のメモリーサイズが 256M バイト単位に
切り上げられます。アクティブでないドメインについては、単位の要件はありませ
ん。342 ページの「バインドされているドメインのメモリー配置」に記載されてい
る制限は、このようなドメインがバインドされたあとで有効になります。
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単位が調整されていないメモリーの追加

メモリー DR 機能では、アクティブなドメインに動的に追加または削除されるメモ
リーのアドレスとサイズが 256M バイト単位であることが要求されます。このため、
この単位に調整されていないメモリーを、メモリー DR を使用してアクティブドメイ
ンから削除することはできません。

また、空きメモリープールに存在するメモリーがこの単位に調整されていない場合、
それらをメモリー DR を使用してアクティブなドメインに追加することもできませ
ん。

単位が調整されたすべてのメモリーが割り当てられたあとで、ldm add-memory コマ
ンドを使用して、単位が調整されていない残りのメモリーをバインドされたドメイン
またはアクティブでないドメインに追加できます。また、このコマンドを使用して、
遅延再構成操作を行い、単位が調整されていない残りのメモリーを制御ドメインに追
加できます。

次の例は、残り 2 つの 128M バイトのメモリーブロックを primary および ldom1 ドメ
インに追加する方法を示しています。ldom1 ドメインはバインドされた状態です。

次のコマンドは、制御ドメインで遅延再構成操作を開始します。

primary# ldm start-reconf primary
Initiating a delayed reconfiguration operation on the primary domain.
All configuration changes for other domains are disabled until the
primary domain reboots, at which time the new configuration for the
primary domain also takes effect.

次のコマンドは、128M バイトのメモリーブロックの 1 つを制御ドメインに追加しま
す。

primary# ldm add-memory 128M primary
------------------------------------------------------------------------------
Notice: The primary domain is in the process of a delayed reconfiguration.
Any changes made to the primary domain will only take effect after it reboots.
------------------------------------------------------------------------------

primary# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
primary          active     -ndcv-  SP      8     2688M    0.1%  23d 8h 8m

primary# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
primary          active     -n-cv-  SP      8     2560M    0.5%  23d 8h 9m
ldom1            bound      ------  5000    1     524M

次のコマンドは、ほかの 128M バイトのメモリーブロックを ldom1 ドメインに追加し
ます。

primary# ldm add-mem 128M ldom1
primary# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
primary          active     -n-cv-  SP      8     2560M    0.1%  23d 8h 9m
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ldom1            bound      ------  5000    1     652M

メモリー DR の例
次の例は、メモリー DR 操作を実行する方法を示しています。関連する CLI コマンド
については、ldm(1M) のマニュアルページを参照してください。

例   66 アクティブなドメインでのメモリー DR 操作

この例は、アクティブなドメイン ldom1 に対し、動的にメモリーの追加と削除を行う
方法を示しています。

ldm list の出力の「Memory (メモリー)」フィールドに、各ドメインのメモリーが表
示されます。
primary# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
primary          active     -n-cv-  SP      4     27392M   0.4%  1d 22h 53m
ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.4%  1d 1h 23m
ldom2            bound      ------  5001    2     200M

次の ldm add-mem コマンドに指定するメモリーは 256M バイトの倍数である必要があ
るため、このコマンドはエラーで終了します。次の ldm add-mem コマンドは --auto-
adj オプションを使用しているため、追加するメモリーの量として 200M を指定して
いますが、メモリーの量は 256M バイトに切り上げられます。
primary# ldm add-mem 200M ldom1
The size of memory must be a multiple of 256MB.

primary# ldm add-mem --auto-adj 200M ldom1
Adjusting request size to 256M.
The ldom1 domain has been allocated 56M more memory
than requested because of memory alignment constraints.

primary# ldm list
NAME            STATE   FLAGS   CONS    VCPU    MEMORY  UTIL    UPTIME
primary         active  -n-cv-  SP      4       27392M  5.0%    8m
ldom1           active  -n----  5000    2       2304M   0.5%    1m
ldom2           bound   ------  5001    2       200M

ldm rm-mem コマンドに指定するメモリーは 256M バイトの倍数である必要があるた
め、このコマンドはエラーで終了します。同じコマンドに --auto-adj オプションを
追加すると、メモリーの量が次の 256M バイトの境界まで切り下げられるため、メモ
リーの削除は成功します。
primary# ldm rm-mem --auto-adj 300M ldom1
Adjusting requested size to 256M.
The ldom1 domain has been allocated 44M more memory
than requested because of memory alignment constraints.

primary# ldm list
NAME            STATE   FLAGS   CONS    VCPU    MEMORY  UTIL    UPTIME
primary         active  -n-cv-  SP      4       27392M  0.3%    8m
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ldom1           active  -n----  5000    2       2G      0.2%    2m
ldom2           bound   ------  5001    2       200M

例   67 バインドされたドメインでのメモリー DR 操作

この例は、バインドされたドメイン ldom2 に対してメモリーの追加と削除を行う方法
を示しています。

ldm list の出力の「Memory (メモリー)」フィールドに、各ドメインのメモリーが表
示されます。最初の ldm add-mem コマンドは、ldom2 ドメインに 100M バイトのメモ
リーを追加します。次の ldm add-mem コマンドには --auto-adj オプションが指定さ
れているため、さらに 112M バイトのメモリーが ldom2 に動的に追加されます。

ldm rm-mem コマンドは、ldom2 ドメインから 100M バイトを動的に削除します。同
じコマンドに --auto-adj オプションを指定して 300M バイトのメモリーを削除する
と、メモリーの量は次の 256 M バイトの境界まで切り下げられます。
primary# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
primary          active     -n-cv-  SP      4     27392M   0.4%  1d 22h 53m
ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.4%  1d 1h 23m
ldom2            bound      ------  5001    2     200M          

primary# ldm add-mem 100M ldom2

primary# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
primary          active     -n-cv-  SP      4     27392M   0.5%  1d 22h 54m
ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.2%  1d 1h 25m
ldom2            bound      ------  5001    2     300M       

primary# ldm add-mem --auto-adj 100M ldom2
Adjusting request size to 256M.
The ldom2 domain has been allocated 112M more memory
than requested because of memory alignment constraints.

primary# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
primary          active     -n-cv-  SP      4     27392M   0.4%  1d 22h 55m
ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.5%  1d 1h 25m
ldom2            bound      ------  5001    2     512M          

primary# ldm rm-mem 100M ldom2
primary# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
primary          active     -n-cv-  SP      4     27392M   3.3%  1d 22h 55m
ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.2%  1d 1h 25m
ldom2            bound      ------  5001    2     412M          

primary# ldm rm-mem --auto-adj 300M ldom2
Adjusting request size to 256M.
The ldom2 domain has been allocated 144M more memory
than requested because of memory alignment constraints.

primary# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
primary          active     -n-cv-  SP      4     27392M   0.5%  1d 22h 55m
ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.2%  1d 1h 26m
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ldom2            bound      ------  5001    2     256M

例   68 ドメインのメモリーサイズの設定

この例は、ldm set-memory コマンドを使用してドメインに対するメモリーの追加と
削除を行う方法を示しています。

ldm list の出力の「Memory (メモリー)」フィールドに、各ドメインのメモリーが表
示されます。
primary# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
primary          active     -n-cv-  SP      4     27392M   0.5%  1d 22h 55m
ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.2%  1d 1h 26m
ldom2            bound      ------  5001    2     256M

次の ldm set-mem コマンドは、primary ドメインのサイズを 3400M バイトに設定す
る操作を試みます。その結果として発生するエラーは、指定された値が 256M バイト
単位でないことを示します。同じコマンドに --auto-adj オプションを追加すると、
メモリーの一部を正常に削除し、256M バイトの境界を維持することができます。こ
のコマンドは、ドメインがメモリーを使用しているため、要求されたメモリーのすべ
てを削除できなかったことを示す警告も発行します。
primary# ldm set-mem 3400M primary
An ldm set-mem 3400M command would remove 23992MB, which is not a multiple
of 256MB. Instead, run ldm rm-mem 23808MB to ensure a 256MB alignment.

primary# ldm set-mem --auto-adj 3400M primary
Adjusting request size to 3.4G.
The primary domain has been allocated 184M more memory
than requested because of memory alignment constraints.
Only 9472M of memory could be removed from the primary domain
because the rest of the memory is in use.

次の ldm set-mem コマンドは、バインドされた状態にある ldom2 ドメインのメモ
リーサイズを 690M バイトに設定します。同じコマンドに --auto-adj オプションを
追加すると、ldom2 にさらに 78M バイトのメモリーが動的に追加され、256M バイト
の境界が維持されます。
primary# ldm set-mem 690M ldom2
primary# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
primary          active     -n-cv-  SP      4     17920M   0.5%  1d 22h 56m
ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.6%  1d 1h 27m
ldom2            bound      ------  5001    2     690M          

primary# ldm set-mem --auto-adj 690M ldom2
Adjusting request size to 256M.
The ldom2 domain has been allocated 78M more memory
than requested because of memory alignment constraints.

primary# ldm list
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
primary          active     -n-cv-  SP      4     17920M   2.1%  1d 22h 57m
ldom1            active     -n----  5000    2     2G       0.2%  1d 1h 27m
ldom2            bound      ------  5001    2     768M
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リソースグループの使用

リソースグループは、システム内のリソースを表示するための代替方法を提供しま
す。リソースは、プロセッサコア、メモリー、および I/O バス間のベースとなる物理
関係に基づいてグループ化されます。異なるプラットフォーム、さらに SPARC T5-
2、SPARC T5-8 など、同じサーバーファミリ内の異なるプラットフォーム構成が、
ハードウェアの違いを反映する異なるリソースグループを持つことができます。ldm
list-rsrc-group コマンドを使用してリソースグループ情報を表示します。

リソースグループのメンバーシップは、ハードウェア構成によって静的に定義されま
す。ldm remove-core コマンドと ldm remove-memory コマンドを使用すると、特定
のリソースグループからのリソースを操作できます。

■ remove-core サブコマンドは、ドメインから削除する CPU コアの数を指定しま
す。-g オプションを使用してリソースグループを指定した場合、削除対象として
選択されるコアはすべて、そのリソースグループのものになります。

■ remove-memory サブコマンドは、指定された量のメモリーを論理ドメインから削
除します。-g オプションを使用してリソースグループを指定した場合、削除対象
として選択されるメモリーはすべて、そのリソースグループのものになります。

これらのコマンドについては、ldm(1M) のマニュアルページを参照してください。

例については、356 ページの「リソースグループ情報の一覧表示」を参照してくだ
さい。

リソースグループの要件と制限

リソースグループ機能は、SPARC T5 サーバー、SPARC T7 シリーズサーバー、
SPARC M5 サーバー、SPARC M6 サーバー、SPARC M7 シリーズサーバー、SPARC
S7 シリーズサーバー、および Fujitsu M10 サーバーでのみ使用できます。
リソースグループ機能には、次の制限があります。

■ これは、UltraSPARC T2、UltraSPARC T2 Plus、SPARC T3、および SPARC T4 プ
ラットフォームでは使用できません。

■ ldm list-rsrc-group コマンドは、これらのサポートされていないプラット
フォームに関する情報を何も表示せず、ldm remove-core および ldm remove-
memory コマンドの -g バリアントは機能しません。

■ サポートされるプラットフォームでは、domain-name の代わりに _sys_ を指定する
と、すべてのシステムメモリーが別のリソースグループ内の空きメモリーに移動さ
れます。このコマンドは、サポートされていないプラットフォームでは無操作で
す。
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電源管理の使用

電源管理 (PM) を有効にするには、まずバージョン 3.0 以上の ILOM ファームウェアで
PM ポリシーを設定する必要があります。このセクションでは、Oracle VM Server for
SPARC ソフトウェアで PM を使用するために必要な情報をまとめます。
PM 機能および ILOM 機能の詳細は、次を参照してください。

■ 付録A 電源管理の使用
■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』の「消費電力の

モニタリング」
■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 機能更新およびリリースノート』

動的なリソース管理の使用

ポリシーを使用して、DR 操作を自動的に実行する方法を決定できます。現時点で
は、仮想 CPU の動的リソース管理を制御するポリシーのみを作成できます。

注意 - CPU の動的なリソース管理 (DRM) には、以下の制限が影響します。

■ UltraSPARC T2 および UltraSPARC T2 Plus プラットフォームでは、PM エラス
ティックポリシーが設定されている場合に、DRM を有効にすることができませ
ん。

■ UltraSPARC T2 および UltraSPARC T2 Plus プラットフォームでは、DRM が有効に
なっている間は、パフォーマンスポリシーからエラスティックポリシーへの変更は
すべて遅延されます。

■ ドメインの移行処理を実行する前に、必ず CPU の DRM を無効にしてください。
それ以外の場合、エラーメッセージが表示されます。

■ PM エラスティックポリシーが設定されていると、ファームウェアで正規化された
利用率がサポートされている場合にのみ DRM を使用できます (8.2.0)。

リソース管理ポリシーでは、論理ドメインで仮想 CPU を自動的に追加および削除でき
る条件について指定します。ポリシーを管理するには、ldm add-policy、ldm set-
policy、および ldm remove-policy コマンドを使用します。
ldm add-policy [enable=yes|no] [priority=value] [attack=value] [decay=value]
  [elastic-margin=value] [sample-rate=value] [tod-begin=hh:mm[:ss]]
  [tod-end=hh:mm[:ss]] [util-lower=percent] [util-upper=percent] [vcpu-min=value]
  [vcpu-max=value] name=policy-name domain-name...
ldm set-policy [enable=[yes|no]] [priority=[value]] [attack=[value]] [decay=[value]]
  [elastic-margin=[value]] [sample-rate=[value]] [tod-begin=[hh:mm:ss]]
  [tod-end=[hh:mm:ss]] [util-lower=[percent]] [util-upper=[percent]] [vcpu-min=[value]]
  [vcpu-max=[value]] name=policy-name domain-name...
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ldm remove-policy [name=]policy-name... domain-name

これらのコマンドの詳細およびリソース管理ポリシーの作成については、ldm(1M) マ
ニュアルページを参照してください。

ポリシーは、tod-begin プロパティーと tod-end プロパティーで指定された期間の
間有効です。tod-begin で指定される時間は、tod-end で指定される時間より 24 時
間制での早い時間である必要があります。デフォルトでは、tod-begin および tod-
end プロパティーの値はそれぞれ 00:00:00 と 23:59:59 です。デフォルト値を使用する
場合、ポリシーは常に有効です。

ポリシーは、priority プロパティーの値を使用して、動的リソース管理 (DRM) ポ
リシーの優先順位を指定します。優先順位の値を使用して、単一ドメイン上の DRM
ポリシー間、および単一システム上の DRM が有効なドメイン間の関係が決定されま
す。数値が低いほど、優先度は高く (良く) なります。有効な値は、1 から 9999 までで
す。デフォルト値は 99 です。
priority プロパティーの動作は、次のように、空き CPU リソースのプールの利用度
に依存します。

■ プール内の空き CPU リソースが使用可能です。この場合、priority プロパ
ティーによって、1 つのドメインに複数の重複するポリシーが定義されている場合
に、どの DRM ポリシーが有効になるのかが決まります。

■ プール内の空き CPU リソースが使用可能ではありません。この状況で
は、priority プロパティーによって、リソースを同じシステムの低い優先順位の
ドメインから高い優先順位のドメインに動的に移動できるかどうかを指定します。
ドメインの優先順位は、そのドメインで有効になっている DRM ポリシーによって
指定された優先順位です。
たとえば、優先順位の高いドメインは、優先順位の低い DRM ポリシーを持つ別の
ドメインから CPU リソースを取得できます。このリソース取得機能は、DRM ポリ
シーが有効になっているドメインのみに適用されます。priority 値が等しいドメ
インは、この機能の影響を受けません。そのため、すべてのポリシーに対してデ
フォルトの優先順位が使用されている場合、ドメインは優先順位の低いドメインか
らリソースを取得できません。この機能を活用するには、値が等しくならないよう
に priority プロパティーの値を調整します。

たとえば、ldg1 ドメインと ldg2 ドメインの両方で DRM ポリシーが有効になって
いるとします。ldg1 ドメインの priority プロパティーは 1 で、ldg2 ドメインの
priority プロパティーの値 (2) より優先されます。次の状況では、ldg1 ドメインは
ldg2 ドメインから CPU リソースを動的に削除して自分に割り当てることができま
す。

■ ldg1 ドメインにさらに CPU リソースが必要である。
■ 空き CPU リソースのプールがすべて使用されている。

このポリシーは、util-high および util-low プロパティー値を使用して、CPU 使用
率の上限と下限を指定します。利用率が util-high の値を超えた場合、仮想 CPU の
数が vcpu-min から vcpu-max までの値の範囲に収まるまで、仮想 CPU がドメインに
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追加されます。利用率が util-low の値を下回った場合、仮想 CPU の数が vcpu-min
から vcpu-max までの値の範囲に収まるまで、仮想 CPU がドメインから削除されま
す。vcpu-min に達すると、仮想 CPU をそれ以上動的に削除できません。vcpu-max
に達すると、仮想 CPU をそれ以上動的に追加できません。

例   69 リソース管理ポリシーの追加

たとえば、数週間に渡ってシステムの標準利用率を観測したあと、リソース使用状況
を最適化するためにポリシーを設定する場合があります。使用率がもっとも高いの
は、毎日太平洋標準時の午前 9:00 -午後 6:00、使用率が低いのは、毎日太平洋標準時
の午後 6:00 -午前 9:00 です。
このシステム利用率の観測に基づき、システム全体の利用率に従って次の高利用率ポ
リシーと低利用率ポリシーを作成することにします。

■ 高: 毎日太平洋標準時の午前 9:00 -午後 6:00
■ 低: 毎日太平洋標準時の午後 6:00 -午前 9:00

次の ldm add-policy コマンドで、高利用率時に ldom1 ドメインで使用される high-
usage ポリシーを作成します。
次の high-usage ポリシーは次のことを行います。

■ tod-begin プロパティーと tod-end プロパティーを設定することで、開始時間と
終了時間がそれぞれ午前 9:00 と午後 6:00 であることを指定します。

■ util-lower プロパティーと util-upper プロパティーを設定することで、ポリ
シー分析を実行する上限と下限がそれぞれ 25 パーセントと 75 パーセントであるこ
とを指定します。

■ vcpu-min プロパティーと vcpu-max プロパティーを設定することで、仮想 CPU の
最小数と最大数がそれぞれ 2 と 16 であることを指定します。

■ attack プロパティーを設定することで、任意の 1 回のリソース制御サイクルで追
加される仮想 CPU の最大数は 1 であることを指定します。

■ decay プロパティーを設定することで、任意の 1 回のリソース制御サイクルで削除
される仮想 CPU の最大数は 1 であることを指定します。

■ priority プロパティーを設定することで、このポリシーの優先順位が 1 であるこ
とを指定します。優先順位が 1 であるため、別のポリシーが有効になることが可能
であっても、このポリシーが実施されます。

■ name プロパティーを設定することで、ポリシーファイルの名前が high-usage で
あることを指定します。

■ enable や sample-rate など、指定されていないプロパティーではデフォルト値を
使用します。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

primary# ldm add-policy tod-begin=09:00 tod-end=18:00 util-lower=25 util-upper=75 \
vcpu-min=2 vcpu-max=16 attack=1 decay=1 priority=1 name=high-usage ldom1

次の ldm add-policy コマンドで、低利用率時に ldom1 ドメインで使用される med-
usage ポリシーを作成します。
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次の med-usage ポリシーは次のことを行います。

■ tod-begin プロパティーと tod-end プロパティーを設定することで、開始時間と
終了時間がそれぞれ午後 6:00 と午前 9:00 であることを指定します。

■ util-lower プロパティーと util-upper プロパティーを設定することで、ポリ
シー分析を実行する上限と下限がそれぞれ 10 パーセントと 50 パーセントであるこ
とを指定します。

■ vcpu-min プロパティーと vcpu-max プロパティーを設定することで、仮想 CPU の
最小数と最大数がそれぞれ 2 と 16 であることを指定します。

■ attack プロパティーを設定することで、任意の 1 回のリソース制御サイクルで追
加される仮想 CPU の最大数は 1 であることを指定します。

■ decay プロパティーを設定することで、任意の 1 回のリソース制御サイクルで削除
される仮想 CPU の最大数は 1 であることを指定します。

■ priority プロパティーを設定することで、このポリシーの優先順位が 1 であるこ
とを指定します。優先順位が 1 であるため、別のポリシーが有効になることが可能
であっても、このポリシーが実施されます。

■ name プロパティーを設定することで、ポリシーファイルの名前が high-usage で
あることを指定します。

■ enable や sample-rate など、指定されていないプロパティーではデフォルト値を
使用します。ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

primary# ldm add-policy tod-begin=18:00 tod-end=09:00 util-lower=10 util-upper=50 \
 vcpu-min=2 vcpu-max=16 attack=1 decay=1 priority=1 name=med-usage ldom1

ドメインリソースの一覧表示

このセクションでは、ldm サブコマンドの構文の使用法、フラグや利用統計情報など
の出力項目の定義、および出力として表示されるものと同様の例について説明しま
す。

マシンが読み取り可能な出力

ldm list コマンドの出力を使用するスクリプトを作成する場合は、常に -p オプショ
ンを使用して、マシンが読み取り可能な形式で出力を生成します。

すべての ldm サブコマンドの構文の使用法を表示するには、次のコマンドを使用しま
す。

primary# ldm --help

ldm サブコマンドの詳細は、ldm(1M) マニュアルページを参照してください。
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フラグの定義

ドメインの出力 (ldm list) では、次のフラグを表示できます。コマンドに長形式お
よび解析可能オプション (-l -p) を使用すると、flags=normal,control,vio-service
のように、フラグが省略されずに表示されます。このオプションを使用しない場合
は、-n-cv- のように略語が表示されます。リストフラグ値は位置に依存します。次の
値が、左から順に 6 つの列のそれぞれに表示される可能性があります。
列 1 – ドメインの起動または停止

■ s – 起動または停止

列 2 – ドメインのステータス

■ n – 正常
■ t – 遷移
■ d – リソースがないために起動できない縮退ドメイン

列 3 – 再構成のステータス

■ d – 遅延再構成
■ r – メモリーの動的再構成

列 4 – 制御ドメイン

■ c – 制御ドメイン

列 5 – サービスドメイン

■ v – 仮想 I/O サービスドメイン

列 6 – 移行のステータス

■ s – 移行のソースドメイン
■ t – 移行のターゲットドメイン
■ e – 移行時に発生したエラー

利用統計情報の定義

ldm list コマンドの長形式 (-l) オプションによって、仮想 CPU ごとの利用統計情報
(UTIL) が表示されます。この統計情報は、ゲストオペレーティングシステムの代わり
に仮想 CPU が実行に費やした時間の割合です。仮想 CPU は、ハイパーバイザに制御

352 Oracle VM Server for SPARC 3.4 管理ガイド • 2016 年 8 月



ドメインリソースの一覧表示

が渡される場合を除き、ゲストオペレーティングシステムに代わって実行するものと
考えられます。ゲストオペレーティングシステムが仮想 CPU の制御をハイパーバイザ
に渡さない場合、ゲストオペレーティングシステムの CPU の利用率は常に 100% とし
て表示されます。

論理ドメインについて報告された利用統計情報は、ドメインの仮想 CPU に対する仮想
CPU 利用率の平均です。正規化された利用統計情報 (NORM) は、ゲスト OS の代わりに
仮想 CPU が実行に費やした時間の割合です。この値には、サイクルのスキップなどの
操作が考慮されます。正規化された仮想化は、システムでバージョン 8.2.0 以上のシス
テムファームウェアが実行されている場合にのみ使用可能です。

PM でサイクルのスキップ操作が実行されない場合は、100% の利用率が 100% の正規
化された利用率と等しくなります。PM でサイクルのスキップを 4/8 に調整すると、
100% の利用率が 50% の利用率と等しくなります。これは、CPU の事実上使用可能な
サイクル数が半分だけになることを意味します。したがって、完全に利用されている
CPU の正規化された利用率は 50% となります。仮想 CPU とゲスト OS の両方の正規
化された利用率を表示するには、ldm list または ldm list -l コマンドを使用しま
す。

さまざまなリストの表示
■ インストールされている現在のソフトウェアのバージョンを表示するには:

primary# ldm -V

■ すべてのドメインの省略形式のリストを生成するには:

primary# ldm list

■ すべてのドメインの長形式のリストを生成するには:

primary# ldm list -l

■ すべてのドメインの拡張リストを生成するには

primary# ldm list -e

■ すべてのドメインの解析可能でマシンが読み取り可能なリストを生成するには:

primary# ldm list -p

■ 次に示す 1 つ以上の format オプションを入力して、出力をリソースのサブセット
として生成できます。1 つ以上の形式を指定する場合、スペースなしでコンマを使
用して項目を区切ります。

primary# ldm list -o resource[,resource...] domain-name

■ console – 出力には、仮想コンソール (vcons) および仮想コンソール端末集配
信装置 (vcc) サービスが含まれます。

■ core – 出力には、コア全体が割り当てられているドメインについての情報が含
まれます。
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■ cpu – 出力には、仮想 CPU (vcpu)、物理 CPU (pcpu)、およびコア ID について
の情報が含まれます。

■ crypto– 暗号化装置の出力には、モジュラー演算ユニット (mau)、およびサ
ポートされているその他の暗号化装置 (Control Word Queue、CWQ) などが含ま
れます。

■ disk – 出力には、仮想ディスク (vdisk) および仮想ディスクサーバー (vds) が
含まれます。

■ domain-name – 出力には、変数 (var)、ホスト ID (hostid)、ドメインの状態、
フラグ、およびソフトウェアの状態が含まれます。

■ memory – 出力には、memory が含まれます。
■ network – 出力には、メディアアクセス制御 (mac) アドレス、仮想ネットワー

クスイッチ (vsw)、および仮想ネットワーク (vnet) デバイスが含まれます。
■ physio – 物理入出力には、Peripheral Component Interconnect (pci) およびネット

ワークインタフェースユニット (niu) が含まれます。
■ resmgmt – 出力には、動的なリソース管理 (DRM) のポリシー情報が含まれ、

現在実行中のポリシーと、コア全体の構成に関連する制約の一覧が表示されま
す。

■ serial – 出力には、仮想論理ドメインチャネル (vldc) サービスおよび仮想論
理ドメインチャネルクライアント (vldcc) が表示されます

■ stats – 出力には、リソース管理ポリシーに関連する統計情報が含まれます。
■ status – 出力には、進行中のドメインの移行に関連するステータス情報が含ま

れます。

次の例に、指定可能なさまざまな出力のサブセットを示します。
■ 制御ドメインの CPU 情報を一覧表示するには:

primary# ldm list -o cpu primary

■ ゲストドメインのドメイン情報を一覧表示するには:

primary# ldm list -o domain ldm2

■ ゲストドメインのメモリーおよびネットワーク情報を一覧表示するには:

primary# ldm list -o network,memory ldm1

■ ゲストドメインの DRM ポリシー情報を一覧表示するには:

primary# ldm list -o resmgmt,stats ldm1

■ ドメインの変数とその値を表示するには:

primary# ldm list-variable variable-name domain-name

たとえば、次のコマンドは、ldg1 ドメインの boot-device 変数の値を表示しま
す。

primary# ldm list-variable boot-device ldg1

boot-device=/virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0:a
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■ ドメインにバインドされたリソースを一覧表示するには:

primary# ldm list-bindings domain-name

■ SP に格納されている論理ドメイン構成を一覧表示するには:
ldm list-config コマンドは、サービスプロセッサに格納されている論理ドメ
イン構成を一覧表示します。-r オプションとともに使用する場合、このコマンド
は、制御ドメインに存在する自動保存ファイルの構成を一覧表示します。
構成の詳細については、363 ページの「ドメイン構成の管理」を参照してくださ
い。ほかの例については、ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

primary# ldm list-config

factory-default

3guests

foo [next poweron]

primary

reconfig-primary

構成名の右にあるラベルの意味は、次のとおりです。
■ [current] – 最後にブートされた構成。これは、現在動作している構成に一致

する間、つまり再構成を開始するまでの間のみ表示されます。再構成を行なっ
たあとは、注釈が [next poweron] に変更されます。

■ [next poweron] – 次回電源を再投入するときに使用される構成。
■ [degraded] – 構成は、以前にブートした構成の縮退バージョンです。

■ すべてのサーバーリソース (バインドされたリソースおよびバインドされていない
リソース) を一覧表示するには:

primary# ldm list-devices -a

■ 割り当て可能なメモリーの量を一覧表示するには:

primary# ldm list-devices mem

MEMORY

    PA                   SIZE

    0x14e000000          2848M

■ メモリーのどの部分が論理ドメインで利用不可かを判定するには:

primary# ldm list-devices -a mem

MEMORY

    PA                   SIZE            BOUND

    0x0                  57M             _sys_

    0x3900000            32M             _sys_

    0x5900000            94M             _sys_

    0xb700000            393M            _sys_

    0x24000000           192M            _sys_

    0x30000000           255G            primary

    0x3ff0000000         64M             _sys_
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    0x3ff4000000         64M             _sys_

    0x3ff8000000         128M            _sys_

    0x80000000000        2G              ldg1

    0x80080000000        2G              ldg2

    0x80100000000        2G              ldg3

    0x80180000000        2G              ldg4

    0x80200000000        103G

    0x81bc0000000        145G            primary

■ 使用可能なサービスを一覧表示するには:

primary# ldm list-services

制約の一覧表示

Logical Domains Manager にとって制約とは、特定ドメインへの割り当てが要求され
たリソースを指します。使用可能なリソースに応じて、ドメインに追加するよう
に要求したすべてのリソースを受け取るか、まったく受け取らないかのいずれかで
す。list-constraints サブコマンドは、ドメインに割り当てるように要求したリ
ソースを一覧表示します。

■ 1 つのドメインの制約を一覧表示するには:

# ldm list-constraints domain-name

■ 特定のドメインの制約を XML 形式で一覧表示するには:

# ldm list-constraints -x domain-name

■ すべてのドメインの制約を解析可能な形式で一覧表示するには:

# ldm list-constraints -p

リソースグループ情報の一覧表示

ldm list-rsrc-group コマンドを使用すると、リソースグループに関する情報を表示
できます。

次のコマンドは、すべてのリソースグループに関する情報を表示します。

primary# ldm list-rsrc-group
NAME                        CORE MEMORY IO
/SYS/CMU4                   12   256G   4
/SYS/CMU5                   12   256G   4
/SYS/CMU6                   12   128G   4
/SYS/CMU7                   12   128G   4
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ほかの ldm list-* コマンドと同様、解析可能な出力、詳細出力、および特定のリ
ソースグループおよびドメインに関する情報を表示するためのオプションを指定でき
ます。詳細については、ldm(1M) のマニュアルページを参照してください。

次の例は、-l オプションを使用して、/SYS/CMU5 リソースグループに関する詳細情報
を表示します。
primary# ldm list-rsrc-group -l /SYS/CMU5
NAME                                    CORE   MEMORY    IO
/SYS/CMU5                               12     256G      4

CORE
    CID                                             BOUND
    192, 194, 196, 198, 200, 202, 208, 210          primary
    212, 214, 216, 218                              primary

MEMORY

    PA              SIZE              BOUND
    0xc0000000000   228M              ldg1
    0xc0030000000   127G              primary
    0xc1ffc000000   64M               _sys_
    0xd0000000000   130816M           primary
    0xd1ffc000000   64M               _sys_

IO
    DEVICE          PSEUDONYM         BOUND
    pci@900         pci_24            primary
    pci@940         pci_25            primary
    pci@980         pci_26            primary
    pci@9c0         pci_27            primary

パフォーマンスカウンタプロパティーの使用

パフォーマンスレジスタアクセス制御機能により、パフォーマンスレジスタの特定の
グループに対するドメインのアクセス権を取得、設定、および設定解除できます。

ldm add-domain コマンドと ldm set-domain コマンドを使用して、perf-counters
プロパティーの値を指定します。新しい perf-counters プロパティー値は、次回のリ
ブート時にゲストドメインによって認識されます。perf-counters 値が指定されてい
ない場合、この値は htstrand になります。ldm(1M) マニュアルページを参照してく
ださい。

perf-counters プロパティーには次の値を指定できます。

global ドメインに対し、そのドメインに割り当てられたリソースがアク
セスできるグローバルパフォーマンスカウンタへのアクセスを
許可します。グローバルパフォーマンスカウンタに同時にアクセ
スできるドメインは 1 つだけです。この値は単独で指定すること
も、strand または htstrand 値と一緒に指定することもできま
す。
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strand ドメインに対し、そのドメインに割り当てられた CPU 上に存在
するストランドパフォーマンスカウンタへのアクセスを許可しま
す。この値と htstrand 値を一緒に指定することはできません。

htstrand strand 値と同様に動作し、さらにそのドメインに割り当てられた
CPU 上のハイパー権限モードイベントの計測を可能にします。こ
の値と strand 値を一緒に指定することはできません。

すべてのパフォーマンスカウンタへのすべてのアクセスを無効にするには、perf-
counters= を指定します。

ハイパーバイザにパフォーマンスアクセス機能がない場合、perf-counters プロパ
ティーを設定しようとすると失敗します。

ldm list -o domain コマンドと ldm list -e コマンドは、perf-counters プロパ
ティーの値を表示します。パフォーマンスアクセス機能がサポートされていない場
合、perf-counters 値は出力に表示されません。

例   70 ドメインの作成およびそのパフォーマンスレジスタアクセスの指定

global レジスタセットにアクセスできる新しい ldg0 ドメインを作成します。

primary# ldm add-domain perf-counters=global ldg0

例   71 ドメインのパフォーマンスレジスタアクセスの指定

ldg0 ドメインが global および strand レジスタセットにアクセスできることを指定
します。

primary# ldm set-domain perf-counters=global,strand ldg0

例   72 ドメインがどのレジスタセットにもアクセスできないことの指定

ldg0 ドメインがどのレジスタセットにもアクセスできないことを指定します。

primary# ldm set-domain perf-counters= ldg0

例   73 パフォーマンスアクセス情報の表示

次の例は、ldm list -o domain コマンドを使用してパフォーマンスアクセス情報を
表示する方法を示します。

■ 次の ldm list -o domain コマンドは、global および htstrand パフォーマンス
値が ldg0 ドメインで指定されていることを示します。

primary# ldm list -o domain ldg0

NAME     STATE     FLAGS     UTIL
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NORM

ldg0     active    -n----    0.0% 0.0%

SOFTSTATE

Solaris running

UUID

    062200af-2de2-e05f-b271-f6200fd3eee3

HOSTID

    0x84fb315d

CONTROL

    failure-policy=ignore

    extended-mapin-space=on

    cpu-arch=native

    rc-add-policy=

    shutdown-group=15

    perf-counters=global,htstrand

DEPENDENCY

    master=

PPRIORITY    4000

VARIABLES

    auto-boot?=false

    boot-device=/virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0:a

      /virtualdevices@100/channel@200/disk@0

    network-boot-arguments=dhcp,hostname=solaris,

      file=http://10.129.241.238:5555/cgibin/wanboot-cgi

    pm_boot_policy=disabled=0;ttfc=2000;ttmr=0;

■ 次の ldm list -p -o domain コマンドは、前の例と同じ情報を解析可能な形式で
示します。

primary# ldm list -p -o domain ldg0

VERSION 1.12

DOMAIN|name=ldg0|state=active|flags=normal|util=|norm_util=

UUID|uuid=4e8749b9-281b-e2b1-d0e2-ef4dc2ce5ce6

HOSTID|hostid=0x84f97452

CONTROL|failure-policy=reset|extended-mapin-space=on|cpu-arch=native|rc-add-policy=|

shutdown-group=15|perf-counters=global,htstrand

DEPENDENCY|master=

VARIABLES

|auto-boot?=false
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|boot-device=/virtual-devices@100/channel-devices@200/disk@0

|pm_boot_policy=disabled=0;ttfc=2500000;ttmr=0;

リソース管理の問題

ドメインから多数の CPU を削除すると失敗すること
がある

ゲストドメインから多数の CPU を削除しようとすると、次のエラーメッセージが表示
されることがあります。
Request to remove cpu(s) sent, but no valid response received
VCPU(s) will remain allocated to the domain, but might
not be available to the guest OS
Resource modification failed

この問題を回避するには、ドメインから 1 回につき 100 個未満の CPU を削除します。

動的に追加されたメモリーのブロックがブロック全体
でしか動的に削除できないことがある
動的に追加されたメモリーを管理する際の Oracle Solaris OS によるメタデータの処理
方法が原因で、そのメモリーの適切なサブセットではなく、以前に動的に追加された
メモリーのブロック全体からしか削除できない可能性があります。

この問題が発生するのは、次の例に示すように、ドメインのメモリーサイズが最初は
小さく、そのあとで動的に大きく拡張した場合です。
primary# ldm list ldom1
NAME  STATE FLAGS   CONS VCPU MEMORY UTIL UPTIME
ldom1 active -n--   5000 2    2G     0.4% 23h

primary# ldm add-mem 16G ldom1

primary# ldm rm-mem 8G ldom1
Memory removal failed because all of the memory is in use.

primary# ldm rm-mem 16G ldom1

primary# ldm list ldom1
NAME  STATE FLAGS   CONS VCPU MEMORY UTIL UPTIME
ldom1 active -n--   5000 2    2G     0.4% 23h

この問題を回避するには、ldm add-mem コマンドを使用して、今後削除する可能性が
あるものよりも大きいチャンクではなく、より小さいチャンクでメモリーを連続して
追加します。
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この問題が発生した場合は、次のアクションのいずれかを実行します。

■ ドメインを停止し、メモリーを削除してから、ドメインを再起動します。
■ ドメインをリブートします。これにより、以前に追加されたメモリーが小さいチャ

ンクで動的に削除できるように、Oracle Solaris OS のメモリー管理メタデータが割
り当てられます。
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 16 ♦  ♦  ♦        第    1  6    章 

ドメイン構成の管理

この章では、ドメイン構成の管理について説明します。
この章では、次の項目について説明します。

■ 363 ページの「ドメイン構成の管理」
■ 364 ページの「使用可能な構成回復方法」
■ 371 ページの「構成管理の問題」

ドメイン構成の管理

ドメイン「構成」とは、単一のシステム内のすべてのドメインおよびリソース割り当
ての詳細を示します。構成は、サービスプロセッサ (SP) に保存および格納し、あとで
使用することができます。

SP に構成を保存すると、システムの電源再投入後も構成が保持されます。複数の構成
を保存すると、次に電源投入を試みたときにブートする構成を指定できます。

システムに電源を投入すると、SP は選択された構成をブートします。システムは、同
じドメインセットを実行し、その構成に指定されている同じ仮想化およびリソース割
り当てのパーティション分割を使用します。デフォルトの構成は、最後に保存された
構成です。ldm set-spconfig コマンド、または適切な ILOM コマンドを使用して、
別の構成を明示的に要求することもできます。

注意 - 常に安定した構成を SP に保存し、XML として保存してください。これらの方
法で構成を保存すると、電源の障害後にシステムを回復したり、あとで使用するため
に保存したりすることができます。367 ページの「ドメイン構成の保存」を参照し
てください。

SP に構成を保存するたびに、SP 構成および Logical Domains 制約データベースのロー
カルコピーが制御ドメインに保存されます。このローカルコピーは、ブートセットと
呼ばれます。ブートセットは、システムの電源再投入時に、対応する Logical Domains
制約データベースをロードするために使用されます。
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SPARC T5 サーバー、SPARC T7 シリーズサーバー、SPARC M5 サーバー、SPARC
M6 サーバー、SPARC M7 シリーズサーバー、SPARC S7 シリーズサーバー、および
Fujitsu M10 サーバーでは、制御ドメイン上のブートセットは構成のマスターコピーで
す。起動時に、Logical Domains Manager は自動的にすべての構成を SP と同期するた
め、SP 上の構成は常に制御ドメインに格納されたブートセットと同一になります。

注記 - ブートセットには重要なシステムデータが含まれているため、ディスク障害の
影響を軽減できるように、制御ドメインのファイルシステムでディスクミラーリング
や RAID などのテクノロジが使用されていることを確認してください。

Physical Domain (物理ドメイン)は、単一 Oracle VM Server for SPARC インスタンスに
よって管理されるリソースの範囲です。サポートされている SPARC T シリーズサー
バーおよび SPARC S7 のように、物理ドメインは完全な物理システムになることがあ
ります。または、サポートされている SPARC M シリーズサーバーのように、システ
ムの全体またはシステムのサブセットになることがあります。

使用可能な構成回復方法

Oracle VM Server for SPARC は、次の構成回復方法をサポートします。

■ 自動保存方法。構成が SP で使用できないときに使用されます。
この状況は、次のいずれかの環境で発生する可能性があります。
■ 保存された構成を保持するハードウェアが交換されました
■ 最新の構成の変更を SP に保存することを無視したか、または予期しない電源

再投入が発生したため、構成が最新状態ではありません
■ ldm add-domain 方法。ドメインのサブセットで構成の復元が必要な場合に使用さ

れます
■ ldm init-system 方法。最終手段としてのみ使用してください。この方法は、SP

上の構成と制御ドメインからの自動保存情報の両方が失われているときのみ使用し
てください。

自動保存を使用した構成の復元

ドメイン構成が変更された場合は、現在の構成のコピーが制御ドメインに自動的に保
存されます。この自動保存処理では、SP に構成が明示的に保存されません。
次の状況でも、自動保存処理はただちに行われます。

■ 新しい構成が、SP に明示的に保存されていない場合
■ 構成の変更が、影響を受けるドメインのリブート時まで行われない場合
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SP に保存されている構成が失われた場合、この自動保存処理によって構成を回復で
きます。また、システムの電源再投入後に現在の構成が SP に明示的に保存されな
かった場合も、この処理によって構成を回復できます。このような状況では、次回の
ブート用にマークされた構成よりも日付が新しければ、その構成が再起動時に Logical
Domains Manager によって復元されます。

注記 - 電源管理、FMA、および ASR イベントでは、自動保存ファイルは更新されませ
ん。

自動保存ファイルは、自動または手動で新規または既存の構成に復元できます。デ
フォルトでは、自動保存構成が、対応する実行中の構成よりも新しい場合、メッセー
ジが Logical Domains ログに書き込まれます。したがって、ldm add-spconfig -r コ
マンドを使用して既存の構成を手動で更新するか、または自動保存データに基づいて
新しい構成を作成する必要があります。手動回復を完了するには、このコマンドを使
用したあとで電源の再投入を実行する必要があります。

注記 - 遅延再構成が保留中の場合は、構成の変更はただちに自動保存されます。その
ため、ldm list-config -r コマンドを実行すると、自動保存構成は、現在の構成よ
り新しいものとして表示されます。

ldm *-spconfig コマンドを使用して構成を管理する方法と、自動保存ファイルを手
動で回復する方法については、ldm(1M) マニュアルページを参照してください。

ブートする構成を選択する方法については、386 ページの「サービスプロセッサ
での Oracle VM Server for SPARC の使用」を参照してください。また、ldm set-
spconfig コマンドを使用することもできます (このコマンドについては、ldm(1M) の
マニュアルページを参照)。

自動回復ポリシー

自動回復ポリシーには、制御ドメインに自動的に保存された 1 つの構成が対応する実
行中の構成よりも新しい場合に、構成の回復を処理する方法を指定します。自動回復
ポリシーを指定するには、ldmd SMF サービスの autorecovery_policy プロパティー
を設定します。このプロパティーには、次の値を指定できます。

■ autorecovery_policy=1 – 自動保存構成が、対応する実行中の構成よりも新しい
場合に、警告メッセージをログに記録します。これらのメッセージは、ldmd SMF
ログファイルに記録されます。構成の回復を手動で実行する必要があります。これ
はデフォルトのポリシーです。

■ autorecovery_policy=2 – 自動保存構成が、対応する実行中の構成よりも新し
い場合に、通知メッセージを表示します。この通知メッセージは、毎回の Logical
Domains Manager の再起動後に最初に ldm コマンドが発行されたときに、いずれ
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自動回復ポリシーを変更する方法

かの ldm コマンドの出力になります。構成の回復を手動で実行する必要がありま
す。

■ autorecovery_policy=3 – 自動保存構成が、対応する実行中の構成よりも新しい
場合に、構成を自動的に更新します。この処理により、次の電源再投入時に使用さ
れる SP 構成が書き換えられます。この構成を利用可能にするには、電源再投入を
もう 1 回実行する必要があります。この構成は、制御ドメインに保存されている、
より新しい構成で更新されます。このアクションは、現在実行中の構成には影響
を与えません。この処理は、次の電源再投入時に使用される構成にのみ影響しま
す。新しい構成が SP に保存され、次回システムの電源再投入時にこの構成がブー
トされるというメッセージも記録されます。これらのメッセージは、ldmd SMF ロ
グファイルに記録されます。

自動回復ポリシーを変更する方法

1. 制御ドメインにログインします。

2. 管理者になります。
Oracle Solaris 11.3 については、『Securing Users and Processes in Oracle Solaris 11.3』 の
第 1 章, 「About Using Rights to Control Users and Processes」を参照してください。

3. autorecovery_policy プロパティー値を表示します。
# svccfg -s ldmd listprop ldmd/autorecovery_policy

4. ldmd サービスを停止します。
# svcadm disable ldmd

5. autorecovery_policy プロパティー値を変更します。
# svccfg -s ldmd setprop ldmd/autorecovery_policy=value

たとえば、自動回復を実行するようにポリシーを設定するには、プロパティー値を 3
に設定します。

# svccfg -s ldmd setprop ldmd/autorecovery_policy=3

6. ldmd サービスをリフレッシュして再起動します。
# svcadm refresh ldmd
# svcadm enable ldmd

例   74 ログへの記録から自動回復への自動回復ポリシーの変更

次の例は、autorecovery_policy プロパティーの現在の値を表示し、その値を新し
い値に変更する方法を示しています。このプロパティーの元の値は 1 です。この場
合、自動保存の変更はログに記録されます。ldmd サービスの停止および再起動には
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自動回復ポリシーを変更する方法

svcadm コマンド、プロパティー値の表示および設定には svccfg コマンドが使用され
ます。
# svccfg -s ldmd listprop ldmd/autorecovery_policy
ldmd/autorecovery_policy integer 1
# svcadm disable ldmd
# svccfg -s ldmd setprop ldmd/autorecovery_policy=3
# svcadm refresh ldmd
# svcadm enable ldmd

ドメイン構成の保存

1 つのドメインまたはシステム上のすべてのドメインのドメイン構成を保存すること
ができます。

名前付きの物理リソースを除き、次の方法では実際のバインドが保持されません。た
だし、その方法では、それらのバインドを作成するために使用した制約が保持されま
す。構成を保存および復元すると、ドメインは同じ仮想リソースを持ちますが、同じ
物理リソースにバインドされるとは限りません。名前付き物理リソースは、管理者に
よって指定されたとおりにバインドされます。

■ 1 つのドメインの構成を保存するには、ドメインの制約を含む XML ファイルを作
成します。

# ldm list-constraints -x domain-name >domain-name.xml

次の例は、ldg1 ドメインの制約を含む ldg1.xml XML ファイルを作成する方法を
示しています。

# ldm list-constraints -x ldg1 >ldg1.xml

■ システム上のすべてのドメインの構成を保存するには、すべてのドメインの制約を
含む XML ファイルを作成します。

# ldm list-constraints -x >file.xml

次の例は、システム上のすべてのドメインの制約を含む config.xml XML ファイ
ルを作成する方法を示しています。

# ldm list-constraints -x >config.xml

ドメイン構成の復元
このセクションでは、ゲストドメインおよび制御 (primary) ドメインの XML ファイ
ルからドメイン構成を復元する方法について説明します。

■ ゲストドメインのドメイン構成を復元するには、ldm add-domain -i コマンドを
使用します (このコマンドについては、368 ページの「XML ファイルからのドメ
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XML ファイルからのドメイン構成の復元方法 (ldm add-domain)

イン構成の復元方法 (ldm add-domain)」で説明します)。primary ドメインの制約
を XML ファイルに保存することはできますが、そのファイルをこのコマンドの入
力として使用することはできません。

■ primary ドメインのドメイン構成を復元するには、ldm init-system コマンドお
よび XML ファイルのリソース制約を使用して、primary ドメインを再構成しま
す。また、ldm init-system コマンドを使用して、XML ファイルに記述されてい
るほかのドメインを再構成できます。ただし、それらのドメインは構成が完了して
も無効のままである可能性があります。368 ページの「XML ファイルからのド
メイン構成の復元方法 (ldm init-system)」を参照してください。

XML ファイルからのドメイン構成の復元方法 (ldm add-domain)

この手順は、ゲストドメインでは有効ですが、制御 (primary) ドメインでは有効では
ありません。primary ドメイン、または XML ファイルで記述されているその他のド
メインの構成を復元する場合は、368 ページの「XML ファイルからのドメイン構成
の復元方法 (ldm init-system)」を参照してください。

1. 入力用に作成した XML ファイルを使用してドメインを作成します。
# ldm add-domain -i domain-name.xml

2. ドメインをバインドします。
# ldm bind-domain [-fq] domain-name

-f オプションは、無効なバックエンドデバイスが削除された場合でも、ドメインを強
制的にバインドします。-q オプションは、コマンドがより迅速に実行されるように、
バックエンドデバイスの検証を無効にします。

3. ドメインを起動します。
# ldm start-domain domain-name

例   75 XML ファイルからの 1 つのドメインの復元

次の例は、1 つのドメインを復元する方法を示しています。最初に、XML ファイルか
ら ldg1 ドメインを復元します。次に、復元した ldg1 ドメインをバインドして再起動
します。
# ldm add-domain -i ldg1.xml
# ldm bind ldg1
# ldm start ldg1

XML ファイルからのドメイン構成の復元方法 (ldm init-system)

この手順では、XML ファイルで ldm init-system コマンドを使用して、以前に保存
された構成を再作成する方法について説明します。
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XML ファイルからのドメイン構成の復元方法 (ldm init-system)

注意 - ldm init-system コマンドは、物理 I/O コマンドが使用された構成を正し
く復元しない可能性があります。そのようなコマンドは、ldm add-io、ldm set-
io、ldm remove-io、ldm create-vf、および ldm destroy-vf です。詳細について
は、『Oracle VM Server for SPARC 3.4リリースノート』 の 「ldm init-system コマンド
で、物理的な I/O 変更が行われたドメイン構成が正しく復元されないことがある」を
参照してください。

始める前に ldm list-constraints -x コマンドを実行して、XML 構成ファイルを作成してお
く必要があります。このファイルには、1 つまたは複数のドメインの構成を記載しま
す。

1. primary ドメインにログインします。

2. システムが factory-default 構成であることを確認します。
primary# ldm list-config | grep "factory-default"
factory-default [current]

システムが factory-default 構成でない場合は、408 ページの「出荷時デフォルト
構成を復元する方法」を参照してください。

3. 管理者になります。
Oracle Solaris 11.3 については、『Securing Users and Processes in Oracle Solaris 11.3』 の
第 1 章, 「About Using Rights to Control Users and Processes」を参照してください。

4. XML ファイルからドメイン構成を復元します。
# ldm init-system [-frs] -i filename.xml

構成を有効にするためには、primary ドメインをリブートする必要があります。-r オ
プションは、構成後に primary ドメインをリブートします。-r オプションを指定しな
い場合は、手動でリブートを行う必要があります。
-s オプションは、仮想サービス構成 (vds、vcc、および vsw) のみ復元し、リブートし
なくても実行できます。
-f オプションは、出荷時のデフォルト構成チェックをスキップし、システム上ですで
に構成された内容に関係なく処理を続行します。-f オプションは慎重に使用してくだ
さい。ldm init-system コマンドは、システムが出荷時のデフォルト構成であると想
定するため、XML ファイルで指定された変更が直接適用されます。システムが出荷時
のデフォルト以外の構成の場合に -f を使用すると、システムが XML ファイルで指定
された構成どおりにならない可能性が高くなります。XML ファイル上の変更と初期構
成の組み合わせによっては、1 つ以上の変更がシステムに適用されない可能性があり
ます。
primary ドメインは、ファイルで指定されたとおりに再構成されます。XML ファイル
内に構成がある primary 以外の任意のドメインは、再構成されますが、非アクティブ
のままです。
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サービスプロセッサの接続の問題への対処

例   76 XML 構成ファイルからのドメインの復元

次の例は、ldm init-system コマンドを使用して factory-default 構成から
primary ドメインおよびシステム上のすべてのドメインを復元する方法を示していま
す。

■ primary ドメインを復元します。-r オプションは、構成後に primary ドメイン
をリブートするために使用します。primary.xml ファイルには、以前に保存した
XML ドメイン構成が含まれます。

primary# ldm init-system -r -i primary.xml

■ システム上のすべてのドメインを復元します。システムのドメインを config.
xml XML ファイル内の構成で復元します。config.xml ファイルには、以前に
保存した XML ドメイン構成が含まれます。ldm init-system コマンドによっ
て、primary ドメインが自動的に再起動されます。ほかのドメインは復元されま
すが、バインドされずに再起動されます。

# ldm init-system -r -i config.xml

システムのリブート後、次のコマンドは、ldg1 および ldg2 ドメインをバインド
してリブートします。

# ldm bind ldg1

# ldm start ldg1

# ldm bind ldg2

# ldm start ldg2

サービスプロセッサの接続の問題への対処
SPARC T7 シリーズサーバー、SPARC M7 シリーズサーバー、および SPARC S7 シ
リーズサーバーでは、ldmd サービスと SP の間で通信するために ILOM 相互接続が使
用されます。
ドメイン構成を管理するために ldm コマンドを使用しようとし、SP との通信エラーが
原因で失敗した場合は、プラットフォームに適用される次の回復手順を実行します。

■ SPARC T7 シリーズサーバー、SPARC M7 シリーズサーバー、および SPARC
S7 シリーズサーバー: ILOM 相互接続の状態をチェックし、ilomconfig-
interconnect サービスを再度有効にします。40 ページの「ILOM 相互接続構成を
確認する方法」および 41 ページの「ILOM 相互接続サービスを再度有効にする方
法」を参照してください。

■ SPARC T3、SPARC T4、SPARC T5、SPARC M5、および SPARC M6 サーバー:
ldmd サービスを再起動します。

primary# svcadm enable ldmd

これらの手順で通信の復元に失敗した場合は、SP を再起動します。
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構成管理の問題

構成管理の問題

init-system が、保存した XML ファイルからゲスト
ドメインに対する名前付きコアの制約を復元しない

名前付きコアリソースをドメインに割り当てた場合、ldm init-system コマンドを使
用すると、その名前付きリソースのドメインへの再度割り当てが失敗することがあり
ます。これは、ldm init-system コマンドは primary ドメインの遅延再構成を開始
しますが、遅延再構成ごとに実行できる仮想 CPU 操作は 1 つのみのため、発生するこ
とがあります。そのためこのコマンドを使用しても、保存した XML ファイルからゲ
ストドメインに対する名前付き CPU コアの制約を復元できません。

回避方法: 次の手順を実行します。

1. primary ドメイン用の XML ファイルを作成します。

primary# ldm list-constraints -x primary > primary.xml

2. ゲストドメイン (複数可) 用の XML ファイルを作成します。

primary# ldm list-constraints -x domain-name[,domain-name][,...] > guest.xml

3. システムの電源を再投入し、出荷時のデフォルト構成でブートします。
4. XML 構成を primary ドメインに適用します。

primary# ldm init-system -r -i primary.xml

5. XML 構成をゲストドメイン (複数可) に適用します。

primary# ldm init-system -f -i guest.xml
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 17 ♦  ♦  ♦        第    1  7    章 

ハードウェアエラーの処理

この章には、Oracle VM Server for SPARC でハードウェアエラーを処理する方法に関す
る情報が含まれます。
この章では、次の項目について説明します。

■ 373 ページの「ハードウェアエラー処理の概要」
■ 374 ページの「FMA を使用した障害のあるリソースのブラックリスト登録また

は構成解除」
■ 375 ページの「障害のあるリソースまたは見つからないリソースを検出したあと

のドメイン復旧」
■ 379 ページの「ドメインの縮退化」
■ 379 ページの「I/O リソースを退避としてマーク」

ハードウェアエラー処理の概要

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアでは、SPARC T5、SPARC M5、および
SPARC S7 シリーズサーバー以降の SPARC エンタープライズクラスのプラットフォー
ムに対応した次の RAS 機能が追加されています。

■ 障害管理アーキテクチャー (FMA) によるブラックリスト登録。FMA が障害のある
CPU またはメモリーのリソースを検出した場合、Oracle VM Server for SPARC はそ
れらをブラックリストに登録します。ブラックリストに登録されている障害のある
リソースは、FMA によって修復されたとマークされるまでは、どのドメインにも
再割り当てできません。

■ 復旧モード。リソースに障害があるかリソースが見つからないためにブートできな
いドメイン構成を自動的に復元します。

Fujitsu M10 プラットフォームも回復モードをサポートしています。障害のあるリソー
スのブラックリスト登録はサポートされていませんが、Fujitsu M10 プラットフォーム
の自動交換機能には同様の機能が用意されています。
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FMA を使用した障害のあるリソースのブラックリスト登録また
は構成解除

FMA は、障害のあるリソースを検出すると、Logical Domains Manager に通知します。
それを受けて、Logical Domains Manager は実行中のドメインのすべてでそのリソース
の使用を停止しようと試みます。障害のあるリソースが今後ドメインに割り当てられ
ないようにするために、FMA はブラックリストにリソースを追加します。

Logical Domains Manager は、CPU およびメモリーリソースについてのみブラックリス
ト登録をサポートしており、I/O リソースについてはサポートしません。

障害のあるリソースが使用中ではない場合、Logical Domains Manager は使用可能なリ
ソースのリストからそのリソースを削除します (ldm list-devices の出力で確認でき
ます)。この時点で、以後ドメインに再割り当てできないように、このリソースは内部
的に「ブラックリスト登録済み」としてマークされます。

障害のあるリソースが使用中の場合、Logical Domains Manager はリソースを退避し
ようと試みます。実行中のドメインでサービスの中断を避けるため、Logical Domains
Manager は先に CPU またはメモリーの動的再構成を使用して障害のあるリソースの退
避を試みます。コアをターゲットとして自由に使える場合、Logical Domains Manager
は障害の発生したコアを再マップします。この「ライブ退避」が成功した場合、以後
ドメインに割り当てできないように、障害のあるリソースは内部的に「ブラックリス
ト登録済み」とマークされ、ldm list-devices の出力に表示されなくなります。

ライブ退避が失敗した場合、Logical Domains Manager は、障害のあるリソースを内部
的に「退避保留」とマークします。このリソースは、影響を受けるゲストドメインが
リブートまたは停止されるまで、実行中のドメインで引き続き使用されているため、
通常どおりに ldm list-devices の出力に表示されます。

影響を受けるゲストドメインが停止またはリブートすると、Logical Domains Manager
は障害のあるリソースを退避すること、および以後ドメインに再割り当てできない
ように、内部的に「ブラックリスト登録済み」とマークすることを試みます。そのよ
うなデバイスは、ldm の出力に表示されません。保留中の退避が完了すると、Logical
Domains Manager はゲストドメインの起動を試みます。ただし、十分なリソースが使
用可能ではないためにゲストドメインが起動できない場合、ゲストドメインは「縮
退」とマークされ、手動復旧を実行するためにユーザーの介入を求める次の警告メッ
セージがログに記録されます。

primary# ldm ls
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  NORM  UPTIME
primary          active     -n-cv-  UART    368   2079488M 0.1%  0.0%  16h 57m
gd0              bound      -d----  5000    8

warning: Could not restart domain gd0 after completing pending evacuation.
The domain has been marked degraded and should be examined to see
if manual recovery is possible.
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システムの電源が再投入されたときに、FMA は障害の残るリソースの退避リクエスト
を繰り返し、Logical Domains Manager は障害のあるリソースを退避して内部的に「ブ
ラックリスト登録済み」とマークすることによってそれらのリクエストを処理しま
す。

FMA によるブラックリスト登録をサポートするよりも前に、障害のあるリソースが
原因でパニック状態になったゲストドメインは、パニックとリブートの無限ループが
発生することがあります。ゲストドメインがリブートするときにリソースの退避とブ
ラックリスト登録を使用すると、パニックとリブートのループが回避され、障害のあ
るリソースの使用が試みられることはなくなります。

障害のあるリソースまたは見つからないリソースを検出したあ
とのドメイン復旧

SPARC T5 サーバー、SPARC T7 シリーズサーバー、SPARC M5 サーバー、SPARC
M6 サーバー、SPARC M7 シリーズサーバー、SPARC S7 シリーズサーバー、または
Fujitsu M10 サーバーが電源投入時に障害のあるリソースや欠落しているリソースを
検出した場合、Logical Domains Manager は、残りの使用可能なリソースを使用して
構成済みドメインを回復しようとします。回復が実行されている間、システム (また
は SPARC M5、SPARC M6、および SPARC M7 シリーズサーバー上の物理ドメイン)
は回復モードにあると呼ばれます。回復モードは、デフォルトで有効になっていま
す。378 ページの「回復モードの制御」を参照してください。
電源投入時に、次のような状況のために前回選択された電源投入構成がブートできな
い場合、システムファームウェアは factory-default 構成に戻されます。

■ 構成で各 PCIe スイッチ内の I/O トポロジが前回選択された電源投入構成の I/O ト
ポロジと一致しません

■ 前回選択された電源投入構成の CPU リソースまたはメモリーリソースがシステム
にすでに存在しません。

回復モードが有効になっている場合、Logical Domains Manager は、すべてのアクティ
ブなドメインおよびバインドされたドメインを最後に選択された電源投入構成から回
復します。その結果得られる実行中の構成は、縮退構成と呼ばれます。縮退構成は、
SP に保存され、新しい SP 構成が保存されるか物理ドメインが電源再投入されるま
で、アクティブな構成のままとなります。

注記 - 復旧後、縮退構成はすでに実行中の構成となっているため、縮退構成をアク
ティブにするために物理ドメインを電源投入する必要はありません。

物理ドメインが電源投入されると、システムファームウェアは最初に前回のオリジナ
ルの電源投入構成をブートしようとします。つまり、見つからないハードウェアや障
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害のあるハードウェアがその間に交換された場合、システムはオリジナルの通常構成
をブートできます。前回選択された電源投入構成がブート可能ではなく、関連する縮
退構成が存在する場合、ファームウェアはその縮退構成をブートしようとします。縮
退構成がブート可能ではないか存在しない場合、factory-default 構成がブートされ、復
旧モードが呼び出されます。
復旧操作は、次の順序で行われます。

■ 制御ドメイン。Logical Domains Manager は、制御ドメインを復旧するために、
CPU、メモリー、I/O 構成、および I/O サービスを復元します。
復旧可能なすべてのドメインに必要となる CPU またはメモリーの量が使用可能な
残りの量よりも大きい場合は、CPU またはコアの数がその他のドメインのサイズ
に比例して削減されます。たとえば、各ドメインに CPU とメモリーが 25% ずつ割
り当てられた 4 ドメインシステムの場合、得られる縮退構成でも CPU とメモリー
が各ドメインに 25% ずつ割り当てられます。primary ドメインにもともと最大で
2 つのコア (16 個の仮想 CPU) と 8G バイトのメモリーが搭載されていた場合、制
御ドメインのサイズは縮小されません。
その他のドメインに割り当てられているルートコンプレックスおよび PCIe デバイ
スは、制御ドメインから削除されます。制御ドメインによって所有されているルー
トコンプレックス上の仮想機能は、再作成されます。制御ドメインに割り当てられ
ていて見つからないルートコンプレックス、PCIe デバイス、物理機能、または仮
想機能は、縮退としてマークされます。その後、Logical Domains Manager は制御ド
メインをリブートして変更をアクティブにします。

■ ルートドメイン。制御ドメインがリブートしたら、Logical Domains Manager はルー
トドメインを復旧します。必要に応じて、CPU およびメモリーの量はその他の復
旧可能なドメインに比例して削減されます。ルートコンプレックスは、システム
に物理的に存在しなくなった場合に退避としてマークされます。復旧操作中、こ
のルートコンプレックスはドメインに構成されません。ルートドメインは、ルート
ドメインに割り当てられているルートコンプレックスが少なくとも 1 つ使用可能で
あれば、復旧されます。使用可能なルートコンプレックスがない場合、ルートドメ
インは復旧されません。Logical Domains Manager は、ルートドメインをブートし、
ルートドメインによって所有されている物理機能上に仮想機能を再作成します。ま
た、ルートドメインによって貸し出されている PCIe スロットを削除します。見つ
からない PCIe スロット、物理機能、および仮想機能は、退避としてマークされま
す。ドメインによって提供される仮想 I/O サービスは、可能な場合は再作成されま
す。

■ I/O ドメイン。 Logical Domains Manager は I/O ドメインを復旧します。システムで
見つからない PCIe スロットおよび仮想機能は、退避としてマークされます。必要
な I/O デバイスがどれも存在しない場合、ドメインは復旧されず、そのドメインの
CPU およびメモリーのリソースはその他のドメインが使用できます。ドメインに
よって提供される仮想 I/O サービスは、可能な場合は再作成されます。

■ ゲストドメイン。ゲストドメインは、そのドメインを提供するサービスドメインが
少なくとも 1 つ復旧された場合のみ、復旧されます。ゲストドメインを復旧できな
い場合、その CPU およびメモリーのリソースはその他のゲストドメインが使用で
きます。
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可能な場合、元の構成で指定された同量の CPU 数とメモリー量がドメインに割り当て
られます。その CPU 数およびメモリー量が使用可能でない場合、それらのリソースは
比例して削減され、残りの使用可能なリソースを消費します。名前付きリソースをド
メインに割り当てたあとで回復モードで回復された場合、その名前付きリソースがド
メインに再度割り当てられることはありません。

注記 - システムが復旧モードの場合は、ldm list-* コマンドのみを実行できます。そ
の他の ldm コマンドはすべて、復旧操作が完了するまで無効です。

Logical Domains Manager は、バインドされたドメインおよびアクティブなドメインを
復旧しようとします。バインドされていないドメインの既存のリソース構成は、その
ままの状態で新しい構成にコピーされます。

復旧操作中に使用可能なリソースは、前にブートされた構成よりも少なくなることが
あります。その結果、Logical Domains Manager が復旧できるのは、前に構成されたド
メインのいくつかのみになることがあります。また、復旧されたドメインには、元の
構成のすべてのリソースが含まれないことがあります。たとえば、バインドされたド
メインを復旧すると、I/O リソースが前の構成よりも少なくなる可能性があります。
ドメインの I/O デバイスが存在しなくなった場合や、親サービスドメインを復旧でき
なかった場合、そのドメインは復旧されない可能性があります。

復旧モードでは、その手順をLogical Domains Manager SMF ログ /var/svc/log/
ldoms-ldmd:default.log に記録します。Logical Domains Manager が復旧を開始した
とき、制御ドメインをリブートしたとき、復旧が完了したときに、メッセージがシス
テムコンソールに書き込まれます。

注意 - 復旧されたドメインが完全に動作可能であることは保証されません。ドメイン
には、OS インスタンスやアプリケーションを実行するために不可欠なリソースが含
まれないことがあります。たとえば、復旧されたドメインにはネットワークリソース
のみがあり、ディスクリソースがない可能性があります。復旧されたドメインに、ア
プリケーションを実行するために必要なファイルシステムが見つからない可能性もあ
ります。ドメインでマルチパス化された I/O を使用すると、I/O リソースが見つからな
い影響が軽減されます。

復旧モードのハードウェアおよびソフトウェア要件

■ ハードウェア要件 – 回復モード機能は、SPARC T5 サーバー、SPARC T7 シリーズ
サーバー、SPARC M5 サーバー、SPARC M6 サーバー、SPARC M7 シリーズサー
バー、SPARC S7 シリーズサーバー、および Fujitsu M10 サーバーでサポートされ
ています。

■ ファームウェア要件 – SPARC T5 サーバー、SPARC M5 サーバー、および SPARC
M6 サーバーでは、少なくともバージョン 9.1.0.a のシステムファームウェア。
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SPARC T7 シリーズサーバーおよび SPARC M7 シリーズサーバーでは、少なくと
もバージョン 9.4.3 のシステムファームウェア。SPARC S7 シリーズサーバーで
は、リリースされたバージョンのシステムファームウェア。Fujitsu M10 サーバー
では、少なくともバージョン XCP2230 のシステムファームウェア。

■ ソフトウェア要件 – PCIe スロットを貸し出す primary 以外のルートドメインは、
少なくとも Oracle Solaris 10 1/13 OS または Oracle Solaris 11.2 OS を実行している必
要があります。

縮退構成

物理ドメインごとに、SP に縮退構成を 1 つのみ保存することができます。縮退構成が
すでに存在する場合、新しく作成される縮退構成と置換されます。

縮退構成を直接対話的操作することはできません。システムファームウェアは、必要
に応じて、次の電源投入構成を縮退バージョンで透過的にブートします。このような
透過性により、システムは見つからないリソースを再認識した電源再投入後に、元の
構成をブートできます。アクティブな構成が縮退構成の場合は、ldm list-spconfig
の出力で [degraded] とマークされます。

アクティブな構成が縮退構成の場合、自動保存機能は無効になります。縮退構成がア
クティブなときに新しい構成を SP に保存すると、その新しい構成が通常の非縮退構
成になります。

注記 - 前に見つからなかったリソースがその後の電源再投入で再認識された場合、そ
のリソースは通常構成の内容に影響を及ぼしません。ただし、復旧モードをトリガー
した構成をその後選択すると、SP は、すでにすべてのハードウェアが使用可能になっ
ている、元の非縮退構成をブートします。

回復モードの制御

ldmd/recovery_mode SMF プロパティーは、復旧モードの動作を制御します。回復
モードは、デフォルトで有効になっています。

ldmd/recovery_mode プロパティーが存在しないか、または auto に設定されている
場合は、回復モードが有効になっています。

ldmd/recovery_mode プロパティーが never に設定されている場合、Logical Domains
Manager は何もアクションを実行せずに回復モードを終了し、物理ドメインは出荷時
のデフォルト構成を実行します。
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注記 - 復旧モードが有効ではないのにシステムファームウェアが復旧モードをリクエ
ストする場合は、リクエストが行われたあとで次のコマンドを発行して復旧モードを
有効にします。

primary# svccfg -s ldmd setprop ldmd/recovery_mode = astring: auto
primary# svcadm refresh ldmd
primary# svcadm restart ldmd

このシナリオでは、システムに対する変更がない場合のみ、つまりシステムが factory-
default 構成のままである場合のみ、復旧モードがただちに開始されます。

回復モードを有効にすることに加えて、回復中のルートドメインのブートのタイムア
ウト値を指定できます。デフォルトでは、ldmd/recovery_mode_boot_timeout プロ
パティーの値は 30 分です。有効な値は 5 分以上です。

ドメインの縮退化

FMA によるリソースのブラックリスト登録によってリソースが不十分な状態のまま
であるためにドメインが起動できない場合、そのドメインは縮退としてマークされま
す。ドメインはバインドされた状態を維持するため、そのドメインに割り当てられて
いる残りのリソースをその他のドメインに再割り当てすることはできません。

I/O リソースを退避としてマーク

復旧モードで見つからないことが検出された I/O リソースは、退避としてマークさ
れ、ldm リスト出力ではアスタリスク (*) が表示されます。
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 18 ♦  ♦  ♦        第    1  8    章 

その他の管理タスクの実行

この章では、ここまでの章では説明していない Oracle VM Server for SPARC ソフト
ウェアの使用とタスクに関する情報について説明します。
この章では、次の項目について説明します。

■ 381 ページの「CLI での名前の入力」
■ 383 ページの「/etc/system ファイルのプロパティー値の更新」
■ 383 ページの「負荷が大きいドメインの停止処理がタイムアウトする可能性」
■ 384 ページの「Oracle VM Server for SPARC による Oracle Solaris OS の運用」
■ 386 ページの「サービスプロセッサでの Oracle VM Server for SPARC の使用」
■ 387 ページの「ドメインの依存関係の構成」
■ 391 ページの「CPU およびメモリーアドレスのマッピングによるエラー発生箇

所の確認」
■ 393 ページの「ユニバーサル固有識別子の使用」
■ 394 ページの「仮想ドメイン情報コマンドと API」
■ 394 ページの「論理ドメインチャネルの使用」
■ 397 ページの「多数のドメインのブート」
■ 398 ページの「Oracle VM Server for SPARC システムの正常な停止と電源の再投

入」
■ 399 ページの「Logical Domains 変数の永続性」
■ 401 ページの「割り込み制限の調整」
■ 403 ページの「ドメイン I/O の依存関係の一覧表示」
■ 404 ページの「Logical Domains Manager デーモンの有効化」
■ 405 ページの「自動保存構成データの保存および復元」
■ 407 ページの「出荷時デフォルト構成とドメインの無効化」

CLI での名前の入力

通常、Logical Domains Manager 名は最大 256 文字の長さにできます。
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次のセクションでは、Logical Domains Manager CLI での命名に関する制限について説
明します。

■ 変数名
■ 最初の文字は、英字、数字、またはスラッシュ (/) である必要があります。
■ 以降の文字は、英字、数字、または句読点である必要があります。

■ 仮想ディスクバックエンド、仮想スイッチデバイス名、およびパスファイル名で使
用されるファイル名
名前は、英字、数字、または句読点のみを含める必要があります。

■ 構成名
ドメイン構成名 (または SP 構成名) の長さは SP によって制限されます。この制限
は現在約 69 文字ですが、プラットフォームによって異なる可能性があります。
指定する SP 構成名が長すぎる場合は、次のエラーが発生します。

primary# ldm add-spconfig \

test567890123456789212345678931234567894123456789512345678961234567897

Error: Operation failed because an invalid configuration name was given

■ 仮想デバイスサービスとクライアントの名前
仮想デバイス名は、OpenBoot PROM によって使用される devalias プロパティー
を作成するために使用されます。ただし、OpenBoot PROM では 31 文字より長い
devalias 名はサポートされません。
31 文字を超える仮想デバイス名を指定した場合、コマンドは成功しますが、対応
する devalias プロパティーは作成されません。このコマンドは次の警告も発行し
ます。

primary# ldm add-vds primary-vds012345678901234567890 primary

Warning: Device name primary-vds012345678901234567890 is too long to create devalias

■ ハードウェアパス名
これらの名前は、物理リソースへのパスです。これらの名前は、ldm add-vsan コ
マンドで iportを指定したり、ldm list-rsrc-group コマンドでリソースグループ
を指定するために使用されます。

■ その他のすべての名前
■ 最初の文字は、英字または数字である必要があります。
■ 以降の文字は、英字、数字、または次のいずれかの文字 -_+#.:;~() である必

要があります。
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/etc/system ファイルのプロパティー値の更新

/etc/system ファイルを手動で変更しないでください。このファイルは、/etc/
system.d ディレクトリ内のファイルでチューニングプロパティー値が指定されてい
る場合、リブート時に自動的に生成されます。

チューニングプロパティー値を追加または変更する方
法

1. 既存の /etc/system ファイルおよび /etc/system.d のファイルでチューニングプロ
パティー値を検索します。
たとえば、vds:vd_volume_force_slice プロパティーの値を指定するには、プロパ
ティーがすでに設定されているかどうかを確認します。

# grep 'vds:vd_volume_force_slice' /etc/system /etc/system.d/*

2. プロパティー値を更新します。

■ プロパティーが /etc/system.d のファイルのいずれかで見つかった場合は、既
存のファイルでプロパティー値を更新します。

■ プロパティーが /etc/system ファイルで見つかった、またはプロパティーが見つ
からない場合は、次の例のような名前で /etc/system.d ディレクトリ内にファ
イルを作成します。

/etc/system.d/com.company-name:ldoms-config

負荷が大きいドメインの停止処理がタイムアウトする可能性

ldm stop-domain コマンドは、ドメインが完全に停止する前にタイムアウトする可能
性があります。このような状況が発生すると、Logical Domains Manager によって次の
ようなエラーが返されます。

LDom ldg8 stop notification failed

しかし、ドメインが停止要求をまだ処理している可能性があります。ldm list-
domain コマンドを使用して、ドメインのステータスを確認します。たとえば、次のよ
うに表示されます。
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# ldm list-domain ldg8
NAME         STATE   FLAGS  CONS   VCPU MEMORY  UTIL UPTIME
ldg8         active  s----  5000   22   3328M   0.3% 1d 14h 31m

前述のリストには、ドメインがアクティブと表示されていますが、s フラグはドメイ
ンが停止処理中であることを示しています。これは、一時的な状態であるはずです。

次の例は、ドメインがすでに停止していることを示しています。

# ldm list-domain ldg8
NAME         STATE   FLAGS  CONS   VCPU MEMORY  UTIL UPTIME
ldg8         bound   -----  5000   22   3328M

ldm stop コマンドは shutdown コマンドを使用してドメインを停止します。通常、
シャットダウンシーケンスの実行には、ldm stop -q コマンドの実行によるクイッ
ク停止よりも大幅に時間がかかります。ldm(1M) マニュアルページを参照してくださ
い。

シャットダウンシーケンスが長時間になると、次のようなタイムアウトメッセージが
生成される場合があります。

domain-name stop timed out. The domain might still be in the process of shutting down.
Either let it continue, or specify -f to force it to stop.

このシャットダウンシーケンスの実行中は、ドメインに s フラグも表示されます。

Oracle VM Server for SPARC による Oracle Solaris OS の運
用

このセクションでは、Logical Domains Manager によって作成された構成のインスタン
スが作成されたあとで、Oracle Solaris OS を使用する際の動作がどのように変化するか
について説明します。

Oracle Solaris OS の起動後には OpenBoot ファー
ムウェアを使用できない

Oracle Solaris OS の起動後には、OpenBoot ファームウェアは使用できません。これ
は、OpenBoot ファームウェアがメモリーから削除されるためです。

Oracle Solaris OS から ok プロンプトを表示するには、Oracle Solaris OS halt コマンド
を使用してドメインを停止する必要があります。
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Oracle VM Server for SPARC による Oracle Solaris OS の運用

サーバーの電源再投入の実行

Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアを実行しているシステムで、サーバーの電
源の再投入が必要になる保守を行う場合は、必ず最初に現在の論理ドメイン構成を SP
に保存する必要があります。

現在のドメイン構成を SP に保存するには、次のコマンドを使用します。
# ldm add-config config-name

Oracle Solaris OS ブレークの結果

Oracle Solaris OS ブレークは次のようにして開始できます。

1. 入力デバイスが keyboard に設定されているときに、L1-A キーシーケンスを押し
た場合。

2. 仮想コンソールが telnet プロンプトにあるときに、send break コマンドを入力
した場合。

このようなブレークを開始すると、Oracle Solaris OS は次のプロンプトを発行します。
c)ontinue, s)ync, r)eset, h)alt?

このようなタイプのブレークが発生したあとのシステムの動作を表す文字を入力しま
す。

制御ドメインのリブート結果

reboot および shutdown -i 5 コマンドを使用して、制御 (primary) ドメインをリ
ブートできます。

■ reboot:
■ ほかのドメインが構成されていない場合。正常な停止を行わずに制御ドメイン

をリブートします。電源は切られません。
■ ほかのドメインが構成されている場合。正常な停止を行わずに制御ドメインを

リブートします。電源は切られません。
■ shutdown -i 5:

■ ほかのドメインが構成されていない場合。正常な停止後にホストの電源が切ら
れ、SP で電源が投入されるまで切られたままとなります。

■ ほかのドメインが構成されている場合。適切に停止してリブートします。電源
は切られません。
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サービスプロセッサでの Oracle VM Server for SPARC の使用

Oracle VM Server for SPARC システムのコマンド行から uadmin 1 0 コマンドを実行す
ると、それ以降のリセットでシステムが ok プロンプトに戻らない場合があります。
この誤った動作は、auto-reboot? 変数が true に設定されている場合にのみ発生しま
す。auto-reboot? が false に設定されている場合は、期待どおりに動作します。こ
の問題を回避するには、uadmin 2 0 コマンドを使用するか、常に auto-reboot? を
false に設定して実行します。

ルートドメインの役割を持つドメインをリブートした結果について
は、149 ページの「PCIe エンドポイントを構成した状態のルートドメインのリブー
ト」を参照してください。

サービスプロセッサでの Oracle VM Server for SPARC の使用

このセクションでは、Logical Domains Manager で Integrated Lights Out Manager (ILOM)
サービスプロセッサ (Service Processor、SP) を使用するときに関する情報について説明
します。ILOM ソフトウェアの使用法については、使用しているプラットフォーム固
有のドキュメント (http://www.oracle.com/technetwork/documentation/sparc-
tseries-servers-252697.html) を参照してください。

既存の ILOM コマンドに、config オプションを 1 つ追加できます。
-> set /HOST/bootmode config=config-name

このオプションを使用すると、次回の電源投入時の構成を出荷時構成 (factory-
default) などの別の構成に設定できます。

ホストの電源が投入されているか切断されているかにかかわらず、このコマンドを実
行できます。次回のホストリセットまたは電源投入時に有効になります。

論理ドメイン構成をリセットするには、このオプションを factory-default に設定
します。
-> set /HOST/bootmode config=factory-default

また、ldm add-config コマンドを使用して Logical Domains Manager で作成され、
サービスプロセッサ (SP) に保存されているほかの構成を選択することもできます。
Logical Domains Manager の ldm add-config コマンドで指定した名前を使用して、
ILOM の bootmode コマンドでその構成を選択できます。たとえば、ldm-config1 と
いう名前の構成が保存されているとすると、次のように指定します。
-> set /HOST/bootmode config=ldm-config1

ここで、システムの電源再投入を実行して、新しい構成をロードする必要がありま
す。

ldm add-config コマンドの詳細は、ldm(1M) マニュアルページを参照してくださ
い。
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ドメインの依存関係の構成

ドメインの依存関係の構成

Logical Domains Manager を使用して、ドメイン間の依存関係を確立できます。依存す
る 1 つ以上のドメインを持つドメインは、マスタードメインと呼ばれます。別のドメ
インに依存するドメインは、スレーブドメインと呼ばれます。

master プロパティーを設定することによって、各スレーブドメインに最大 4 つのマ
スタードメインを指定できます。たとえば、次に示すコンマで区切られたリストで
は、pine スレーブドメインに 4 つのマスタードメインを指定しています。
# ldm add-domain master=alpha,beta,gamma,delta pine

alpha、beta、gamma、および delta マスタードメインはすべて、stop の失敗ポリ
シーを指定します。

各マスタードメインには、マスタードメインに障害が発生した場合のスレーブドメイ
ンの動作を指定できます。たとえば、マスタードメインに障害が発生した場合、そ
のスレーブドメインでパニックを発生させる必要があることがあります。スレーブド
メインに複数のマスタードメインがある場合は、各マスタードメインが同じ失敗ポリ
シーを持つ必要があります。そのため、失敗した最初のマスタードメインは、定義済
みの失敗ポリシーをそのすべてのスレーブドメインでトリガーします。
マスタードメインの障害ポリシーは、failure-policy プロパティーに次のいずれか
の値を設定することによって制御できます。

■ ignore は、すべてのスレーブドメインを無視します
■ panic は、すべてのスレーブドメインにパニックを発生させます (ldm panic コマ

ンドを実行することと似ています)
■ reset は、すべてのスレーブドメインをただちに停止して再起動します (ldm stop

-f コマンド、ldm start コマンドの順に実行することと似ています)
■ stop は、すべてのスレーブドメインを停止します (ldm stop -f コマンドを実行

することと似ています)

この例では、マスタードメインの障害ポリシーが次のように指定されています。
primary# ldm set-domain failure-policy=ignore apple
primary# ldm set-domain failure-policy=panic lemon
primary# ldm set-domain failure-policy=reset orange
primary# ldm set-domain failure-policy=stop peach
primary# ldm set-domain failure-policy=stop alpha
primary# ldm set-domain failure-policy=stop beta
primary# ldm set-domain failure-policy=stop gamma
primary# ldm set-domain failure-policy=stop delta

このメカニズムを使用して、ドメイン間の明示的な依存関係を作成できます。たとえ
ば、ゲストドメインが、サービスドメインに暗黙に依存し、その仮想デバイスを提供
しているとします。ゲストドメインが依存しているサービスドメインが実行されてい
ない場合、ゲストドメインの入出力はブロックされます。ゲストドメインをサービス
ドメインのスレーブドメインとして定義することによって、サービスドメインが停止

第 18 章 その他の管理タスクの実行 387



ドメインの依存関係の構成

した場合のゲストドメインの動作を指定できます。このような依存関係が確立されて
いない場合、ゲストドメインはサービスドメインが使用可能になるのを待機します。

注記 - Logical Domains Manager では、依存サイクルを作成するようなドメインの依存
関係は作成できません。詳細は、389 ページの「依存サイクル」 を参照してくださ
い。

ドメインの依存関係の XML の例は、『Oracle VM Server for SPARC 3.4 開発者ガイ
ド』 の 「ドメインの情報 (ldom_info) リソース」を参照してください。

ドメインの依存関係の例

次の例は、ドメインの依存関係を構成する方法を示します。

例   77 ドメインの依存関係を使用した障害ポリシーの構成

最初のコマンドは、twizzle というマスタードメインを作成します。このコマン
ドは、failure-policy=reset を使用して、twizzle ドメインに障害が発生し
た場合にスレーブドメインをリセットするように指定します。2 つめのコマンド
は、primary というマスタードメインに変更を加えます。このコマンドは、failure-
policy=reset を使用して、primary ドメインに障害が発生した場合にスレーブドメ
インをリセットするように指定します。3 つめのコマンドは、2 つのマスタードメイン
twizzle と primary に依存する、chocktaw というスレーブドメインを作成します。
このスレーブドメインは、master=twizzle,primary を使用して、マスタードメイン
を指定します。twizzle または primary のいずれかのドメインに障害が発生した場
合、chocktaw ドメインはリセットされます。

primary# ldm add-domain failure-policy=reset twizzle
primary# ldm set-domain failure-policy=reset primary
primary# ldm add-domain master=twizzle,primary chocktaw

例   78 マスタードメインを割り当てるためのドメインの変更

この例は、ldm set-domain コマンドを使用して orange ドメインに変更を加
え、primary をマスタードメインとして割り当てます。2 つめのコマンドは、ldm
set-domain コマンドを使用して、orange および primary を tangerine ドメインの
マスタードメインとして割り当てます。3 つめのコマンドは、これらすべてのドメイ
ンに関する情報を一覧表示します。

primary# ldm set-domain master=primary orange
primary# ldm set-domain master=orange,primary tangerine
primary# ldm list -o domain
NAME             STATE      FLAGS   UTIL
primary          active     -n-cv-  0.2%
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ドメインの依存関係の構成

SOFTSTATE
Solaris running

HOSTID
    0x83d8b31c

CONTROL
    failure-policy=ignore

DEPENDENCY
    master=

------------------------------------------------------------------------------
NAME             STATE      FLAGS   UTIL
orange           bound      ------

HOSTID
    0x84fb28ef

CONTROL
    failure-policy=ignore

DEPENDENCY
    master=primary

------------------------------------------------------------------------------
NAME             STATE      FLAGS   UTIL
tangerine        bound      ------

HOSTID
    0x84f948e9

CONTROL
    failure-policy=ignore

DEPENDENCY
    master=orange,primary

例   79 解析可能なドメインリストの表示

次に、解析可能な出力を使用した一覧表示の例を示します。

primary# ldm list -o domain -p

依存サイクル

Logical Domains Manager では、依存サイクルを作成するようなドメインの依存関係は
作成できません。依存サイクルとは、スレーブドメインが自身に依存したり、マス
タードメインがそのスレーブドメインのいずれかに依存したりすることになる、2 つ
以上のドメイン間の関係です。

Logical Domains Manager は、依存関係を追加する前に、依存サイクルが存在するかど
うかを確認します。Logical Domains Manager は、スレーブドメインから検索を開始
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し、マスターアレイによって指定されているすべてのパスに沿って、パスの最後に到
達するまで検索を行います。途中で依存サイクルが見つかると、エラーとして報告さ
れます。

次の例は、依存サイクルがどのように作成されるかを示します。最初のコマンド
は、mohawk というスレーブドメインを作成します。このドメインは、マスタードメイ
ンに primary を指定します。その結果、mohawk は、次の図に示すような依存関係の
連鎖で primary に依存します。

図   26 単一のドメインの依存関係

2 つめのコマンドは、primary というスレーブドメインを作成します。このドメイン
は、マスタードメインに counter を指定します。その結果、次の図に示すような依存
関係の連鎖で、mohawk が primary に依存し、primary が counter に依存します。

図   27 複数のドメインの依存関係

3 つめのコマンドは、counter ドメインと mohawk ドメインとの間に依存関係の作成を
試みます。これによって、次の図に示すような依存サイクルが生成されます。

図   28 ドメインの依存サイクル

次のエラーメッセージが表示されて ldm set-domain コマンドが失敗します。

# ldm add-domain master=primary mohawk
# ldm set-domain master=counter primary
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CPU およびメモリーアドレスのマッピングによるエラー発生箇所の確認

# ldm set-domain master=mohawk counter
Dependency cycle detected: LDom "counter" indicates "primary" as its master

CPU およびメモリーアドレスのマッピングによるエラー発生箇
所の確認

このセクションでは、Oracle Solaris 障害管理アーキテクチャー (FMA) によって報告さ
れた情報と、障害としてマークされている論理ドメインリソースを相互に関連付ける
方法について説明します。

FMA では、物理 CPU 番号に関する CPU エラーと、物理メモリーアドレスに関するメ
モリーエラーを報告します。

エラーが発生した論理ドメインと、そのドメイン内の対応する仮想 CPU 番号または実
メモリーアドレスを確認する場合は、マッピングを実行する必要があります。

CPU マッピング

特定の物理 CPU 番号に対応しているドメインとそのドメイン内の仮想 CPU 番号を調
べることができます。

最初に、次のコマンドを使用してすべてのドメインの解析可能な長形式のリストを生
成します。

primary# ldm list -l -p

リストの VCPU セクションで、物理 CPU 番号に等しい pid フィールドを持つエントリ
を探します。

■ このようなエントリが見つかった場合、CPU はそのエントリが表示されたドメイ
ンに存在し、そのドメイン内の仮想 CPU 番号がエントリの vid フィールドに指定
されています。

■ このようなエントリが見つからない場合、CPU はどのドメインにも存在しませ
ん。

メモリーのマッピング

特定の物理メモリーアドレス (PA) に対応しているドメインとそのドメイン内の実メモ
リーアドレスを調べることができます。
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CPU およびメモリーアドレスのマッピングによるエラー発生箇所の確認

最初に、すべてのドメインの解析可能な長形式のリストを生成します。

primary# ldm list -l -p

リストの MEMORY セクションの行を検索します。この場合、PA は pa から (pa + size -
1) の包括範囲内にあります。つまり、pa <= PA <= (pa + size - 1) です。pa および size
は、行で対応するフィールドの値を指します。

■ このようなエントリが見つかった場合、PA はそのエントリが表示されたドメイン
に存在し、そのドメイン内の対応する実アドレスが ra + (PA - pa) によって求めら
れます。

■ このようなエントリが見つからない場合、PA はどのドメインにも存在しません。

CPU およびメモリーのマッピングの例

例   80 ドメイン構成の特定

次のコマンドは、論理ドメイン構成の解析可能な長形式のリストを生成します。

primary# ldm list -l -p
VERSION 1.6
DOMAIN|name=primary|state=active|flags=normal,control,vio-service|
cons=SP|ncpu=4|mem=1073741824|util=0.6|uptime=64801|
softstate=Solaris running
VCPU
|vid=0|pid=0|util=0.9|strand=100
|vid=1|pid=1|util=0.5|strand=100
|vid=2|pid=2|util=0.6|strand=100
|vid=3|pid=3|util=0.6|strand=100
MEMORY
|ra=0x8000000|pa=0x8000000|size=1073741824
IO
|dev=pci@780|alias=bus_a
|dev=pci@7c0|alias=bus_b
...
DOMAIN|name=ldg1|state=active|flags=normal|cons=5000|
ncpu=2|mem=805306368|util=29|uptime=903|
softstate=Solaris running
VCPU
|vid=0|pid=4|util=29|strand=100
|vid=1|pid=5|util=29|strand=100
MEMORY
|ra=0x8000000|pa=0x48000000|size=805306368
...
DOMAIN|name=ldg2|state=active|flags=normal|cons=5001|
ncpu=3|mem=1073741824|util=35|uptime=775|
softstate=Solaris running
VCPU
|vid=0|pid=6|util=35|strand=100
|vid=1|pid=7|util=34|strand=100
|vid=2|pid=8|util=35|strand=100
MEMORY
|ra=0x8000000|pa=0x78000000|size=1073741824
...
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ユニバーサル固有識別子の使用

例   81 物理 CPU 番号に対応する仮想 CPU の特定

論理ドメイン構成は、例80「ドメイン構成の特定」 に示されています。この例では、
物理 CPU 番号が 5 であるドメインと仮想 CPU、および物理アドレス 0x7e816000 に
対応するドメインおよび実アドレスを特定する方法について説明します。

リストで pid フィールドが 5 である VCPU エントリを探すと、論理ドメイン ldg1 の下
に次のエントリが見つかります。

|vid=1|pid=5|util=29|strand=100

したがって、物理 CPU 番号 5 はドメイン ldg1 に存在し、そのドメイン内には仮想
CPU 番号 1 があります。

リストの MEMORY エントリを探すと、ドメイン ldg2 の下に次のエントリが見つかりま
す。

ra=0x8000000|pa=0x78000000|size=1073741824

この場合、0x78000000 <= 0x7e816000 <= (0x78000000 + 1073741824 - 1)、つまり、pa
<= PA <= (pa + size - 1) となります。したがって、PA はドメイン ldg2 にあり、対応す
る実アドレスは 0x8000000 + (0x7e816000 - 0x78000000) = 0xe816000 です。

ユニバーサル固有識別子の使用

各ドメインにはユニバーサル固有識別子 (UUID) が割り当てられます。UUID は、ドメ
インの作成時に割り当てられます。レガシードメインについては、ldmd デーモンの初
期化時に UUID が割り当てられます。

注記 - ldm migrate-domain -f コマンドを使用して、古いバージョンの Logical
Domains Manager を実行しているターゲットマシンにドメインを移行した場合、UUID
は消失します。古いバージョンの Logical Domains Manager を実行しているソースマシ
ンからドメインを移行すると、移行の一環として、そのドメインに新しい UUID が割
り当てられます。それ以外の場合、UUID は移行されます。

ldm list -l、ldm list-bindings、または ldm list -o domain コマンドを実行す
ると、ドメインの UUID を取得できます。次の例は、ldg1 ドメインの UUID を示して
います。

primary# ldm create ldg1
primary# ldm ls -l ldg1
NAME             STATE      FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
ldg1             inactive   ------

UUID
    6c908858-12ef-e520-9eb3-f1cd3dbc3a59
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仮想ドメイン情報コマンドと API

primary# ldm ls -l -p ldg1
VERSION 1.6
DOMAIN|name=ldg1|state=inactive|flags=|cons=|ncpu=|mem=|util=|uptime=
UUID|uuid=6c908858-12ef-e520-9eb3-f1cd3dbc3a59

仮想ドメイン情報コマンドと API

virtinfo コマンドを使用して、実行中の仮想ドメインに関する情報を収集すること
ができます。また、仮想ドメイン情報 API を使用して、仮想ドメインに関する情報を
収集するプログラムを作成することもできます。
コマンドまたは API を使用して、仮想ドメインについて収集できる情報の一覧を、次
に示します。

■ ドメインの種類 (実装、制御、ゲスト、I/O、サービス、ルート)
■ 仮想ドメインマネージャーにより決定されるドメイン名
■ ドメインのユニバーサル固有識別子 (UUID)
■ ドメインの制御ドメインのネットワークノード名
■ ドメインが実行されているシャーシのシリアル番号

virtinfo コマンドについては、virtinfo(1M) のマニュアルページを参照してくださ
い。API については、libv12n(3LIB) および v12n(3EXT) のマニュアルページを参照し
てください。

論理ドメインチャネルの使用

Oracle VM Server for SPARC では、論理ドメインチャネル (LDC) を使用して、すべて
の通信 (コンソール、仮想 I/O、制御トラフィックなど) を実装します。LDC は、2 つ
のエンドポイント間の通信を可能にするために使用される方法です。通常、各エンド
ポイントは異なるドメインにありますが、それらのエンドポイントを同じドメインに
配置してループバック通信を可能にすることができます。

このソフトウェアおよびシステムファームウェアによって、制御ドメインやゲストド
メインに使用できる LDC エンドポイントの大きなプールが提供されます。この LDC
エンドポイントプールは、SPARC T4 サーバー、SPARC T5 サーバー、SPARC T7 シ
リーズサーバー、SPARC M5 サーバー、SPARC M6 サーバー、SPARC M7 シリーズ
サーバー、SPARC S7 シリーズサーバー、および Fujitsu M10 サーバーでのみ使用でき
ます。

LDC エンドポイントプールをサポートするために必要なシステムファームウェアは、
SPARC T4 サーバーの場合は 8.5.2、SPARC T5 サーバー、SPARC M5 サーバー、およ
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び SPARC M6 サーバーの場合は 9.2.1、SPARC T7 シリーズサーバーおよび SPARC M7
シリーズサーバーの場合は 9.4.3、SPARC S7 シリーズサーバーの場合はリリースされ
たバージョン、Fujitsu M10 サーバーの場合は XCP2240 です。
サポートされるプラットフォームや UltraSPARC T2、UltraSPARC T2 Plus、または
SPARC T3 プラットフォーム上で古いバージョンのシステムファームウェアを実行し
ている場合は、次の LDC エンドポイントの制限が引き続き適用されます。

■ UltraSPARC T2 サーバー – 512 個の LDC エンドポイント
■ UltraSPARC T2 Plus サーバー – 768 個の LDC エンドポイント
■ SPARC T3 サーバー – 768 個の LDC エンドポイント
■ SPARC T4 サーバー – 768 個の LDC エンドポイント
■ SPARC T5 サーバー – 768 個の LDC エンドポイント
■ SPARC T7 シリーズサーバー – 768 個の LDC エンドポイント
■ SPARC M5 サーバー – 768 個の LDC エンドポイント
■ SPARC M6 サーバー – 768 個の LDC エンドポイント
■ SPARC M7 シリーズサーバー – 768 個の LDC エンドポイント
■ Fujitsu M10 サーバー – 768 個の LDC エンドポイント

この制限は制御ドメインで問題になることがあります。これは、仮想 I/O データ通信
と、Logical Domains Manager によるほかのドメイン制御の両方に多数の LDC エンドポ
イントが使用される可能性があるからです。

サービスの追加やドメインのバインドを試みたために、LDC エンドポイントの数が
1 つのドメインでの制限を超えてしまった場合、その操作は失敗して、次のようなエ
ラーメッセージが表示されます。
13 additional LDCs are required on guest primary to meet this request,
but only 9 LDCs are available

次のガイドラインを使用すると、LDC エンドポイントの使用計画を正しく立てたり、
制御ドメインで LDC 機能のオーバーフローが発生する可能性のある原因を説明したり
できます。

■ 制御ドメインでは、構成されているほかのドメインの数に関係なく、ハイパーバイ
ザ、障害管理アーキテクチャー (FMA)、およびシステムプロセッサ (SP) とのさま
ざまな通信目的で、約 15 個の LDC エンドポイントを使用します。制御ドメインに
よって使用される LDC エンドポイントの数は、プラットフォーム、および使用さ
れているソフトウェアのバージョンによって異なります。

■ Logical Domains Manager は、ドメイン (自身を含む) ごとに制御トラフィック用の
LDC エンドポイントを制御ドメインに 1 つ割り当てます。

■ 制御ドメインの各仮想 I/O サービスは、そのサービスに接続されているクライア
ントごとに LDC エンドポイントを 1 つ使用します。各ドメインには、仮想ネット
ワーク、仮想ディスク、および仮想コンソールが少なくとも 1 つずつ必要です。

次の式では、これらのガイドラインを取り入れて、制御ドメインで必要とされる LDC
エンドポイントの数を算出します。
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15 + number-of-domains + (number-of-domains x number-of-virtual-services)
= total-LDC-endpoints

number-of-domains は制御ドメインを含むドメインの総数であり、number-of-virtual-
services はこのドメインによって処理される仮想 I/O デバイスの総数です。

次の例は、制御ドメインが 1 つ、追加のドメインが 8 つある場合に、式を使用して
LDC エンドポイントの数を算出する方法を示しています。

15 + 9 + (8 x 3) = 48 LDC エンドポイント

次の例では、ゲストドメインが 45 あり、各ドメインに 5 つの仮想ディスク、2 つの仮
想ネットワーク、および 1 つの仮想コンソールがあります。計算によって次の結果が
得られます。

15 + 46 + 45 x 8 = 421 LDC エンドポイント

使用しているプラットフォームでサポートされている LDC エンドポイントの数に応じ
て、Logical Domains Manager が構成を受け入れるか拒否するかが決まります。

制御ドメインで LDC エンドポイントを使い果たした場合は、サービスドメインまた
は I/O ドメインを作成して仮想 I/O サービスをゲストドメインに提供することを検討
してください。このアクションを実行すると、制御ドメインではなく、I/O ドメイン
とサービスドメインに LDC エンドポイントを作成できます。

ゲストドメインでも、LDC エンドポイントを使い果たす可能性があります。このよう
な状況は、inter-vnet-link プロパティーが on に設定されることで、相互に直接接
続するゲストドメインに追加の LDC エンドポイントが割り当てられるために起こるこ
とがあります。

次の式では、inter-vnet-link=off のときにゲストドメインで必要とされる LDC エ
ンドポイントの数を算出します。

2 + number-of-vnets + number-of-vdisks = total-LDC-endpoints

2 は仮想コンソールと制御トラフィックを表し、number-of-vnets はゲストドメインに
割り当てられている仮想ネットワークデバイスの総数、number-of-vdisks はゲストドメ
インに割り当てられている仮想ディスクの総数です。

次の例は、inter-vnet-link=off で、仮想ディスクと仮想ネットワークが 2 つずつあ
る場合に、式を使用して 1 ゲストドメインあたりの LDC エンドポイント数を算出する
方法を示しています。

2 + 2 + 2 = 6 LDC エンドポイント

次の式では、inter-vnet-link=on のときにゲストドメインで必要とされる LDC エン
ドポイントの数を算出します。

2 + [[(number-of-vnets-from-vswX x number-of-vnets-in-vswX)] ...] +
number-of-vdisks = total-LDC-endpoints
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2 は仮想コンソールと制御トラフィックを表し、number-of-vnets-from-vswX は vswX 仮
想スイッチからゲストドメインに割り当てられている仮想ネットワークデバイスの総
数、number-of-vnets-in-vswX は vswX 仮想スイッチ上の仮想ネットワークデバイスの総
数、number-of-virtual-disks はゲストドメインに割り当てられている仮想ディスクの総
数です。

次の例は、inter-vnet-link=on で、仮想ディスクと仮想スイッチが 2 つずつある場
合に、式を使用して 1 ゲストドメインあたりの LDC エンドポイント数を算出する方法
を示しています。最初の仮想スイッチには 8 つの仮想ネットワークがあり、そのうち
の 4 つがドメインに割り当てられます。2 つめの仮想スイッチは、8 つすべての仮想
ネットワークをドメインに割り当てます。

2 + (4 x 8) + (8 x 8) + 2 = 100 LDC エンドポイント

Oracle VM Server for SPARC 3.4 ソフトウェアを使用して作成する仮想ネットワークデ
バイスは、デフォルトで inter-vnet-link=auto が設定されています。この機能で
は、数がこのしきい値を超えたときに inter-vnet を自動的にオフにします。ただし、
LDC チャネルの数を削減するには、inter-vnet-link=on で作成した仮想ネットワー
クデバイスは inter-vnet-link=off に明示的に変更する必要があります。詳細につ
いては、240 ページの「Inter-Vnet LDC チャネル」を参照してください。

引き続き inter-vnet-link=off を設定して、そのドメイン、または仮想ネットワー
クデバイスが存在するドメインの LDC エンドポイントの数を減らすことができます。
ただし、off プロパティー値は、仮想スイッチを含むサービスドメインには影響しま
せん (サービスドメインでは各仮想ネットワークデバイスへの LDC 接続を引き続き必
要とするため)。このプロパティーが off に設定されていると、LDC チャネルは inter-
vnet 通信に使用されません。代わりに、LDC チャネルは仮想ネットワークデバイスと
仮想スイッチデバイス間の通信のみに割り当てられます。ldm(1M) マニュアルページ
を参照してください。

注記 - inter-vnet リンクの割り当てを無効にすると、LDC エンドポイントの数が減りま
すが、ゲスト間のネットワークパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があります。
このパフォーマンス低下が生じるのは、ゲスト間のすべての通信トラフィックが、あ
るゲストドメインから別のゲストドメインに直接移動するのではなく、仮想スイッチ
を経由するからです。

多数のドメインのブート

使用しているサーバーに応じて、次の数のドメインをブートできます。

■ 物理的なパーティションあたり Fujitsu M10 サーバー で最大 256
■ 物理ドメインあたり SPARC M7 シリーズサーバーで最大 128
■ 物理ドメインあたり SPARC M6 サーバーで最大 128
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■ 物理ドメインあたり SPARC M5 サーバーで最大 128
■ SPARC T7 シリーズサーバーで最大 128
■ SPARC T5 サーバーで最大 128
■ SPARC T4 サーバーで最大 128
■ SPARC T3 サーバーで最大 128
■ UltraSPARC T2 Plus サーバーで最大 128
■ UltraSPARC T2 Plus サーバーで最大 64

未割り当ての仮想 CPU を使用できる場合は、それらをサービスドメインに割り当て
て、仮想 I/O リクエストの処理に役立てます。32 を超えるドメインを作成する場合
は、サービスドメインに 4 - 8 個の仮想 CPU を割り当ててください。ドメインの最大
構成ではサービスドメインに CPU が 1 つしか含まれない場合、ドメインを構成して
使用する際は、この単一の CPU に余分な負荷を与えないようにします。仮想スイッチ
(vsw) サービスは、マシン内で使用可能なすべてのネットワークアダプタに分散させ
てください。たとえば、Sun SPARC Enterprise T5240 サーバー上で 128 ドメインをブー
トする場合は、4 つの vsw サービスを作成し、各サービスに 32 の仮想ネット (vnet)
インスタンスを割り当てます。vsw サービスあたり 32 を超える vnet インスタンスを
割り当てると、サービスドメインでハードハングが発生することがあります。

最大構成を実行するには、ゲストドメインをサポートするために適切な量のメモリー
がマシンに必要です。このメモリー量は、使用しているプラットフォームと OS に
よって異なります。『Oracle Solaris 10 8/11 Installation Guide: Planning for Installation and
Upgrade』および『Installing Oracle Solaris 11.3 Systems』のうち、使用しているプラッ
トフォームのドキュメントを参照してください。

ドメインで使用されている vsw サービスが複数のドメイン内の多数の仮想ネットワー
クにサービスを提供していると、ゲストドメイン内のメモリーやスワップ領域の使用
量が増加します。この増加は、vsw に接続されているすべての vnet インスタンス間
のピアツーピアリンクによるものです。サービスドメインでは、追加のメモリーを設
定すると役立ちます。64 を超えるドメインを実行する場合の推奨される最小サイズは
4G バイトです。10 以下のドメインをグループにまとめて起動し、ブートが完了する
まで待機してから次のグループを起動します。この方法は、ドメインにオペレーティ
ングシステムをインストールする際にも適用されます。リンクの数は、inter-vnet リン
クを無効にすることで減らすことができます。『Oracle VM Server for SPARC 3.4 管理
ガイド』 の 「Inter-Vnet LDC チャネル」を参照してください。

Oracle VM Server for SPARC システムの正常な停止と電源の
再投入

構成を SP に保存したあとで構成に変更を加えた場合は、Oracle VM Server for SPARC
システムの電源を切って再投入する前に、保持する必要のある最新の構成を必ず保存
してください。
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アクティブなドメインが複数存在するシステムの電源
を切る方法

1. I/O ドメイン以外のすべてのドメインをシャットダウンし、停止して、バインドを解
除します。

2. アクティブな I/O ドメインをすべてシャットダウンし、停止して、バインドを解除し
ます。

3. ドメインを init 状態 5 に変更します。
primary# shutdown -i 5

shutdown コマンドを使用する代わりに、init 5 コマンドを使用することもできま
す。

システムの電源を再投入する方法
1. システムの電源を切ります。

399 ページの「アクティブなドメインが複数存在するシステムの電源を切る方
法」を参照してください。

2. SP を使用してシステムの電源を入れます。

Logical Domains 変数の永続性

変数の更新はリブートの場合には保持されますが、電源を再投入した場合には、制御
ドメインの OpenBoot ファームウェアから開始されるか、変数の更新後に SP に構成が
保存されていないかぎり保持されません。
次のような状態に注意してください。

■ バインドされているゲストドメインが存在せず、遅延再構成が進行中でない場合に
制御ドメインがリブートすると、SP はシステムの電源の再投入を実行します。

■ ゲストドメインがバインドされているか、アクティブな場合 (または制御ドメイン
で遅延再構成が進行中の場合) に制御ドメインがリブートすると、SP はシステムの
電源の再投入を実行しません。

ドメインの Logical Domains 変数は、次のいずれかの方法で指定できます。

■ OpenBoot プロンプトを使用する。
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■ Oracle Solaris OS の eeprom(1M) コマンドを使用する。
■ Logical Domains Manager CLI (ldm) を使用する。
■ 制限された方法で、サービスプロセッサ (SP) から bootmode コマンドを使用す

る。この方法は、特定の変数が factory-default 構成に存在する場合にのみ、そ
れらの変数でのみ使用できます。

これらのいずれかの方法を使用して行われた変数の更新が、ドメインをリブートして
も必ず保持されるようにしてください。また、それらの変数の更新はこのあと SP に
保存されたすべてのドメイン構成に必ず適用されます。
Oracle VM Server for SPARC 3.4 ソフトウェアでは、更新された変数が期待どおりに保
持されない場合があります。

■ どの方法で変数を更新した場合でも、変数はそのドメインをリブートしても保持さ
れます。ただし、システムの電源を再投入すると、新しい論理ドメイン構成が SP
に保存されていないかぎり、それらは保持されません。
ただし、制御ドメインでは、OpenBoot ファームウェアのコマンドまたは eeprom
コマンドのどちらかを使用して行われた更新は、そのあとに新しい論理ドメイ
ン構成を SP に保存しなくても、システムの電源を再投入したあとも保持されま
す。eeprom コマンドは、SPARC T4 以降のサーバーでこの動作をサポートしま
す。

Logical Domains 変数の変更について懸念がある場合は、次のいずれかの手順を実行し
ます。

■ システムで ok プロンプトを表示し、変数を更新します。
■ Logical Domains Manager を無効にして変数を更新します。

# svcadm disable ldmd

update variables

# svcadm enable ldmd

■ Live Upgrade を実行し、次のコマンドを実行します。

# svcadm disable -t ldmd

# luactivate be3

# init 6

ntpdate コマンドなどを使用して論理ドメイン上の時間または日付を変更すると、そ
の変更はドメインをリブートしても保持されますが、ホストの電源を再投入した場合
は保持されません。時間の変更を保持するには、時間が変更された構成を SP に保存
して、この構成からブートします。

これらの問題を解決するために、15375997、15387338、15387606、および 15415199 の
バグ ID が報告されています。
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割り込み制限の調整

ハードウェアは無限の数の割り込みを提供するため、Oracle Solaris は各デバイスが使
用できる割り込みの数を制限します。デフォルトの制限は一般的なシステム構成の
ニーズに一致する必要がありますが、特定のシステム構成ではこの値の調整が必要に
なることがあります。

注記 - これらの制限は、SPARC M7 シリーズサーバーおよび SPARC T7 シリーズサー
バーには適用されません。

PCIe バスで I/O 仮想化を有効にすると、割り込みハードウェアリソースが各 I/O ド
メインに割り当てられます。各ドメインは有限の数のこれらのリソースに割り当て
られ、何らかの割り込み割り当ての問題につながる場合があります。この状況は、
UltraSPARC T2、UltraSPARC T2 Plus、SPARC T3、SPARC T4、SPARC T5、SPARC
M5、および SPARC M6 プラットフォームにのみ影響します。

Oracle Solaris コンソール上のこの警告は、I/O デバイスドライバの接続中に、供給され
た割り込み数が使い果たされたことを意味します。

WARNING: ddi_intr_alloc: cannot fit into interrupt pool

特に、システムが複数の論理ドメインにパーティション化されている場合や、任意の
ゲストドメインに割り当てられる I/O デバイスの数が多すぎる場合は、この制限に調
整が必要になることがあります。Oracle VM Server for SPARC では、全割り込み数を小
さいセットに分けて、ゲストドメインに割り当てます。ゲストドメインに割り当てら
れる I/O デバイスが多すぎる場合、その割り込み供給が少なすぎるため、各デバイス
にデフォルトの割り込み数を提供できないことがあります。そのため、ゲストドメイ
ンは、すべてのドライバを完全に接続する前にその割り込み供給量を使い果たしてし
まいます。

ドライバの中には、その割り込み数を Oracle Solaris OS で自動的に調整できるように
するオプションのコールバックルーチンを提供するものもあります。このようなドラ
イバにはデフォルトの制限が適用されません。

::irmpools および ::irmreqs MDB マクロを使用して、割り込みがどのように使用
されているかを調べます。::irmpools マクロは、プールに分けられた割り込みの総
供給量を表示します。::irmreqs マクロは、各プールにマップされているデバイスを
表示します。デバイスごとに、::irmreqs は、オプションのコールバックルーチンに
よってデフォルトの制限が強制されるかどうか、各ドライバがリクエストした割り込
みの数、および各ドライバの割り込みの数を表示します。

これらのマクロは接続に失敗したドライバの情報を表示しませんが、その情報を使用
すると、デフォルトの制限を調整できる範囲を計算できます。デフォルトの制限を調
整することによって、コールバックルーチンを提供せずに複数の割り込みを使用する
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デバイスが、より少ない数の割り込みを使用するように強制できます。このようなデ
バイスについては、デフォルトの制限を小さくして、ほかのデバイスで使用できる割
り込みを解放します。

デフォルトの制限を調整するには、/etc/system ファイル内の
ddi_msix_alloc_limit プロパティーを 1-8 の値に設定します。次に、その変更が反
映されるようにシステムをリブートします。

/etc/system プロパティー値の正しい作成または更新について
は、383 ページの「/etc/system ファイルのプロパティー値の更新」を参照してく
ださい。

パフォーマンスを最大にするには、開始時に大きな値を割り当て、システムが警告な
しで正常にブートするまで、それらの値を少しずつ減らします。::irmpools および
::irmreqs マクロを使用して、接続されているすべてのドライバに対する調整の影響
を評価します。

たとえば、ゲストドメインで Oracle Solaris OS のブート中に次の警告が出されるとし
ます。

WARNING: emlxs3: interrupt pool too full.
WARNING: ddi_intr_alloc: cannot fit into interrupt pool

::irmpools および ::irmreqs マクロは次の情報を表示します。

# echo "::irmpools" | mdb -k
ADDR             OWNER   TYPE   SIZE  REQUESTED  RESERVED
00000400016be970 px#0    MSI/X  36    36         36

# echo "00000400016be970::irmreqs" | mdb -k
ADDR             OWNER   TYPE   CALLBACK NINTRS NREQ NAVAIL
00001000143acaa8 emlxs#0 MSI-X  No       32     8    8
00001000170199f8 emlxs#1 MSI-X  No       32     8    8
000010001400ca28 emlxs#2 MSI-X  No       32     8    8
0000100016151328 igb#3   MSI-X  No       10     3    3
0000100019549d30 igb#2   MSI-X  No       10     3    3
0000040000e0f878 igb#1   MSI-X  No       10     3    3
000010001955a5c8 igb#0   MSI-X  No       10     3    3

この例に示されるデフォルトの制限は 1 デバイスにつき 8 回の割り込みですが、こ
れはシステムへの最後の emlxs3 デバイスの接続を受け入れるのに十分な割り込み
数ではありません。emlxs のすべてのインスタンスが同じように動作すると考えれ
ば、emlxs3 はおそらく 8 回の割り込みをリクエストしています。

36 回の割り込みの総プールサイズから、すべての igb デバイスで使用された 12 回
の割り込みを引くことにより、24 回の割り込みを emlxs デバイスに使用できます。
24 回の割り込みを 4 で割ると、1 デバイスにつき 6 回の割り込みによって、すべての
emlxs デバイスが同じパフォーマンスで接続できることになります。そのため、次の
調整が /etc/system ファイルに追加されます。

set ddi_msix_alloc_limit = 6
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ドメイン I/O の依存関係の一覧表示

/etc/system プロパティー値の正しい作成または更新について
は、383 ページの「/etc/system ファイルのプロパティー値の更新」を参照してく
ださい。

システムが警告なしで正常にブートすると、::irmpools および ::irmreqs マクロは
次の更新された情報を表示します。

primary# echo "::irmpools" | mdb -k
ADDR             OWNER   TYPE   SIZE  REQUESTED  RESERVED
00000400018ca868 px#0    MSI/X  36    36         36
 
# echo "00000400018ca868::irmreqs" | mdb -k
ADDR             OWNER   TYPE   CALLBACK NINTRS NREQ NAVAIL
0000100016143218 emlxs#0 MSI-X  No       32     8    6
0000100014269920 emlxs#1 MSI-X  No       32     8    6
000010001540be30 emlxs#2 MSI-X  No       32     8    6
00001000140cbe10 emlxs#3 MSI-X  No       32     8    6
00001000141210c0 igb#3   MSI-X  No       10     3    3
0000100017549d38 igb#2   MSI-X  No       10     3    3
0000040001ceac40 igb#1   MSI-X  No       10     3    3
000010001acc3480 igb#0   MSI-X  No       10     3    3

ドメイン I/O の依存関係の一覧表示

ドメインの I/O 操作は、多くの場合、サービスドメインまたは I/O ドメインなどの別
のドメインによって提供されます。たとえば、サービスドメインが仮想デバイスをエ
クスポートできたり、ルートドメインが物理デバイスへの直接アクセスを提供できた
りします。

サービスドメインまたはルートドメインが停止すると依存関係にあるドメインもサー
ビスが中断されるので、これらの暗黙的な I/O の依存関係に注意してください。

ldm list-dependencies コマンドを使用すると、ドメイン間の I/O の依存関係を表示
できます。ドメインの依存関係の一覧表示に加えて、特定のドメインの依存関係を表
示するように出力を反転させることができます。

次の一覧は、ldm list-dependencies コマンドを使用して表示できる I/O の依存関係
の種類を示しています。

VDISK 仮想ディスクサーバーによってエクスポートされている仮想ディ
スクバックエンドに仮想ディスクが接続されるときに作成される
依存関係

VNET 仮想ネットワークデバイスが仮想スイッチに接続されるときに作
成される依存関係

IOV SR-IOV 仮想機能が SR-IOV 物理機能と関連付けられるときに作成
される依存関係
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Logical Domains Manager デーモンの有効化

次の ldm list-dependencies コマンドは、ドメイン依存関係情報を表示できる方法
のいくつかを示しています。

■ 詳細なドメイン依存関係情報を表示するには、-l オプションを使用します。

primary# ldm list-dependencies -l

DOMAIN         DEPENDENCY      TYPE      DEVICE

primary

svcdom

ldg0           primary         VDISK     primary-vds0/vdisk0

                               VNET      primary-vsw0/vnet0

               svcdom          VDISK     svcdom-vds0/vdisk1

                               VNET      svcdom-vsw0/vnet1

ldg1           primary         VDISK     primary-vds0/vdisk0

                               VNET      primary-vsw0/vnet0

                               IOV       /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

               svcdom          VDISK     svcdom-vds0/vdisk1

                               VNET      svcdom-vsw0/vnet1

                               IOV       /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0.VF0

■ 依存項目の詳細情報を依存関係によってグループ化して表示するには、-l オプ
ションと -r オプションの両方を使用します。

primary# ldm list-dependencies -r -l

DOMAIN         DEPENDENT       TYPE      DEVICE

primary        ldg0            VDISK     primary-vds0/vdisk0

                               VNET      primary-vsw0/vnet0

               ldg1            VDISK     primary-vds0/vdisk0

                               VNET      primary-vsw0/vnet0

                               IOV       /SYS/MB/NET0/IOVNET.PF0.VF0

svcdom         ldg0            VDISK     svcdom-vds0/vdisk1

                               VNET      svcdom-vsw0/vnet1

               ldg1            VDISK     svcdom-vds0/vdisk1

                               VNET      svcdom-vsw0/vnet1

                               IOV       /SYS/MB/NET2/IOVNET.PF0.VF0

Logical Domains Manager デーモンの有効化

Logical Domains Manager デーモン ldmd は、Oracle VM Server for SPARC ソフトウェア
パッケージがインストールされると自動的に有効になります。このデーモンが有効に
なると、論理ドメインを作成、変更、および制御できます。

SPARC T7 シリーズサーバー、SPARC M7 シリーズサーバー、および SPARC S7 シ
リーズサーバーでは、ILOM 相互接続サービスによって、ldmd デーモンとサービスプ
ロセッサ (SP) の間の通信が可能になります。ilomconfig-interconnect サービスは
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Logical Domains Manager デーモンを有効にする方法

デフォルトで有効です。ILOM 相互接続サービスが有効になっていることを確認する
には、40 ページの「ILOM 相互接続構成を確認する方法」を参照してください。

注意 - ilomconfig-interconnect サービスを無効にしないでください。このサービス
を無効にすると、論理ドメインや OS が正しく動作しなくなることがあります。

Logical Domains Manager デーモンを有効にする方
法

ldmd デーモンが無効になっている場合、次の手順に従ってこのデーモンを有効にしま
す。

1. svcadm コマンドを使用して、Logical Domains Manager デーモンの ldmd を有効に
します。
# svcadm enable ldmd

svcadm コマンドの詳細は、svcadm(1M) マニュアルページを参照してください。

2. Logical Domains Manager が実行中であることを確認します。
ldm list コマンドを実行すると、システム上で現在定義されているすべてのドメイ
ンが一覧表示されます。特に、primary ドメインが表示され、状態が active になっ
ているはずです。次のサンプル出力は、システム上に primary ドメインのみが定義さ
れていることを示します。

# ldm list
NAME             STATE    FLAGS   CONS    VCPU  MEMORY   UTIL  UPTIME
primary          active   ---c-   SP      64    3264M    0.3%  19d 9m

自動保存構成データの保存および復元

次のセクションでは、自動保存構成ディレクトリと制約データベースファイルを保存
および復元する方法について説明します。

自動保存構成ディレクトリの保存および復元

制御ドメインでオペレーティングシステムを再インストールする前に、自動保存
構成ディレクトリを保存し復元することができます。制御ドメイン上でオペレー
ティングシステムを再インストールした場合は常に、/var/share/ldomsmanager/
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自動保存ディレクトリの保存および復元方法

autosave-autosave-name ディレクトリにあるそのドメインの自動保存構成データを保
存および復元する必要があります。

tar または cpio コマンドを使用して、ディレクトリのすべての内容を保存および復
元できます。

注記 - 各自動保存ディレクトリには、関連する構成の前回の SP 構成更新のタイムスタ
ンプが含まれています。自動保存ファイルを復元すると、タイムスタンプが同期しな
くなることがあります。この場合、復元された自動保存構成は、以前の状態 ([newer]
または最新) で表示されます。

自動保存構成の詳細は、『Oracle VM Server for SPARC 3.4 管理ガイド』 の 「ドメイン
構成の管理」を参照してください。

自動保存ディレクトリの保存および復元方法

1. 自動保存ディレクトリを保存します。
# cd /
# tar -cvpf autosave.tar var/share/ldomsmanager/autosave-*

2. (オプション) クリーンな復元操作を行えるように、既存の自動保存ディレクトリを削
除します。
自動保存ディレクトリには、以前の構成によって残されたファイルなどの不要なファ
イルが含まれていることがあります。このようなファイルは、SP にダウンロードされ
た構成を破壊することがあります。このような場合、この例に示すとおり、復元操作
の前に自動保存ディレクトリを削除します。
# cd /
# rm -rf var/share/ldomsmanager/autosave-*

3. 自動保存ディレクトリを復元します。
これらのコマンドは、/var/share/ldomsmanager ディレクトリ内のファイルおよび
ディレクトリを復元します。
# cd /
# tar -xvpf autosave.tar

Logical Domains の制約データベースファイルの保
存および復元

制御ドメイン上でオペレーティングシステムをアップグレードした場合は常に、
Logical Domains の制約データベースファイル /var/share/ldomsmanager/ldom-
db.xml を保存および復元する必要があります。
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出荷時デフォルト構成とドメインの無効化

また、制御ドメインのファイルデータを破損するその他のいずれかの操作 (ディスク
スワップなど) を実行した場合は、/var/share/ldomsmanager/ldom-db.xml ファイ
ルも保存および復元します。

注記 - /var/share/ldomsmanager ディレクトリは、すべてのブート環境間で共
有されています。/var/opt/SUNWldm は、下位互換性を目的とした /var/share/
ldomsmanager へのシンボリックリンクです。

出荷時デフォルト構成とドメインの無効化

初期構成では、プラットフォームが 1 つのオペレーティングシステムのみをホストす
る単一のシステムとして表示されますが、この構成は出荷時デフォルト構成と呼ばれ
ます。論理ドメインを無効にする場合には、ほかのドメインに割り当てられている可
能性のあるすべてのリソース (CPU、メモリー、I/O) にシステムがふたたびアクセスで
きるように、この構成の復元も必要になる場合があります。

このセクションでは、すべてのゲストドメインを削除し、ドメインのすべての構成を
削除し、構成を出荷時のデフォルトに戻す方法について説明します。

すべてのゲストドメインを削除する方法

1. すべてのドメインを停止します。

primary# ldm stop-domain -a

2. primary ドメインを除き、すべてのドメインのバインドを解除します。

primary# ldm unbind-domain ldom

注記 - 制御ドメインが必要とするサービスを I/O ドメインが提供している場合、その
I/O ドメインのバインドを解除できないことがあります。この場合は、この手順をス
キップします。

3. primary ドメインを除き、すべてのドメインを削除します。

primary# ldm remove-domain -a
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すべてのドメイン構成を削除する方法

すべてのドメイン構成を削除する方法

1. サービスプロセッサ (SP) 上に格納されているすべてのドメインの構成を一覧表示し
ます。
primary# ldm list-config

2. factory-default 構成を除き、SP に保存されたすべての構成(config-name) を削除し
ます。
各構成に対して次のコマンドを使用します。

primary# ldm rm-config config-name

以前 SP に保存した構成がすべて削除されると、制御ドメイン (primary) のリブート
時に次に使用されるドメインが factory-default になります。

出荷時デフォルト構成を復元する方法

1. 出荷時デフォルト構成を選択します。
primary# ldm set-config factory-default

2. 制御ドメインを停止します。
primary# shutdown -i5 -g0 -y

3. システムの電源再投入を実行して、出荷時デフォルト構成をロードします。
-> stop /SYS
-> start /SYS

Logical Domains Manager を無効にする方法

Logical Domains Manager を無効にしても動作中のドメインは停止しませんが、新しい
ドメインの作成、既存のドメインの構成の変更、またはドメインの状態のモニターを
行う機能は無効になります。

注意 - Logical Domains Manager を無効にすると、エラー報告や電源管理などの一部の
サービスが無効になります。エラー報告については、factory-default 構成の場合
は、制御ドメインをリブートしてエラーの報告を復元することはできます。ただし、
電源管理を再度有効にすることはできません。また、一部のシステム管理またはモニ
タリングツールは Logical Domains Manager に依存しています。
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サービスプロセッサから出荷時デフォルト構成を復元する方法

制御ドメインから Logical Domains Manager を無効にします。
primary# svcadm disable ldmd

サービスプロセッサから出荷時デフォルト構成を復元
する方法

サービスプロセッサから出荷時デフォルト構成を復元できます。

1. サービスプロセッサから出荷時デフォルト構成を復元します。
-> set /HOST/bootmode config=factory-default

2. システムの電源再投入を実行して、出荷時デフォルト構成をロードします。
-> reset /SYS
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 A ♦  ♦  ♦        付  録  A 

電源管理の使用

 

この付録では、Oracle VM Server for SPARC システムで電源管理を使用するための情報
を提供します。

電源管理の使用

電源管理 (PM) を有効にするには、まず Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0
ファームウェアで PM ポリシーを設定する必要があります。このセクションでは、
Oracle VM Server for SPARC ソフトウェアで PM を使用するために必要な情報をまとめ
ます。
ILOM の詳細については、次のドキュメントを参照してください。

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』の「消費電力の
モニタリング」

■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 機能更新およびリリースノート』

電源ポリシーは任意の時点でのシステムの電力使用量を管理します。ベースとなるプ
ラットフォームに PM 機能が実装されていれば、次の電源ポリシーがサポートされま
す。

■ 無効。システムは、使用可能なすべての電力を使用できます。
■ パフォーマンス。パフォーマンスにわずかな影響しか与えない次の PM 機能を 1 つ

以上有効にします。
■ CPU コアの自動無効化
■ CPU クロックサイクルのスキップ
■ CPU の動的な電圧および周波数スケーリング (DVFS)
■ コヒーレンシリンクのスケーリング
■ Oracle Solaris Power Aware Dispatcher (PAD)

■ エラスティック。パフォーマンスのセクションで説明した PM 機能を使用して、現
在の使用率レベルに合うようにシステムの電力使用量を調整します。たとえば、リ
ソースの使用率が低いと、電力状態も引き下げられます。
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電源管理の使用

電源管理システムの機能

PM の機能は次のとおりです。

■ CPU コアの自動的な無効化。エラスティックまたはパフォーマンスのポリシーが
有効になっている場合、CPU コアのすべてのハードウェアスレッド (ストランド)
がドメインにバインドされていないときに、Logical Domains Manager によってそ
のコアが自動的に無効化されます。この機能は、UltraSPARC T2、UltraSPARC T2
Plus、SPARC T3、および SPARC T4 プラットフォームでのみ使用できます。

■ CPU クロックサイクルのスキップ。エラスティックポリシーが有効な場合、
Logical Domains Manager は、ドメインにバインドされている次の CPU リソースで
命令を実行するクロックサイクル数を自動的に調整します。
■ プロセッサ (Oracle Solaris 10 または Oracle Solaris 11 OS を実行する SPARC T3

または SPARC T4)
■ コア (Oracle Solaris 10 OS を実行するドメイン上の SPARC M5 のみ)
■ コアのペア (Oracle Solaris 10 OS を実行するドメイン上の SPARC T5 または

SPARC M6 のみ)
■ SPARC キャッシュクラスタ (SCC) (Oracle Solaris 10 OS を実行するドメイン上の

SPARC T7 シリーズサーバー、SPARC M7 サーバー、および SPARC S7 シリー
ズサーバーのみ)

プロセッサ、コア、コアのペア、または SCC にバインドされたストランドがない
場合、Logical Domains Manager はサイクルスキッピングも適用します。

■ CPU の動的な電圧および周波数スケーリング (DVFS)。 エラスティックポリシー
が有効な場合、Logical Domains Manager は、Oracle Solaris 10 OS を実行している
ドメインにバインドされているプロセッサまたは SCC のクロック周波数を自動
的に調整します。Logical Domains Manager は、バインドされたストランドがない
SPARC T5、SPARC M5、および SPARC M6 プロセッサのクロック周波数も低下
します。SPARC T7 シリーズサーバーでは、クロック周波数は SCC で削減されま
す。この機能は、SPARC T5 サーバー、SPARC T7 シリーズサーバー、SPARC M5
サーバー、SPARC M6 サーバー、SPARC M7 シリーズサーバー、および SPARC S7
シリーズサーバーでのみ使用できます。

■ コヒーレンシリンクのスケーリング。 エラスティックポリシーが有効な場合、
Logical Domains Manager は、使用中のコヒーレンシリンク数を自動的に調整するよ
うにハイパーバイザに指示します。この機能は、SPARC T5-2 システムでのみ使用
できます。

■ 電力の制限。 SPARC T3 サーバー、SPARC T4 サーバー、SPARC T5 サーバー、
SPARC T7 シリーズサーバー、SPARC M5 サーバー、SPARC M6 サーバー、
SPARC M7 シリーズサーバー、および SPARC S7 シリーズサーバーでは、システ
ムの消費電力を制限するための電力の制限を設定できます。消費電力が電力の制限
を超えている場合、PM は電力を削減する手法を使用します。ILOM サービスプロ
セッサ (SP) を使用して、電力の制限を設定できます。
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次のドキュメントを参照してください。
■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』
■ 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 機能更新およびリリースノー

ト』

ILOM インタフェースを使用して、電力の制限、猶予期間、および制限を超えた場
合の動作を設定できます。電力の制限を超えた期間が猶予期間よりも長くなった場
合、制限を超えた場合の動作が実行されます。
現在の消費電力が電力の制限を超えている場合、CPU の電力状態の引き下げが試
みられます。消費電力が電力の制限以下に低下すると、それらのリソースの電力状
態を引き上げることが許可されます。システムでエラスティックポリシーが有効に
されている場合、リソースの電力状態の引き上げは使用レベルによって引き起こさ
れます。

■ Solaris Power Aware Dispatcher (PAD)。Oracle Solaris 11.1 OS を実行しているゲス
トドメインは、SPARC T5 サーバー、SPARC T7 シリーズサーバー、SPARC M5
サーバー、SPARC M6 サーバー、SPARC M7 シリーズサーバー、および SPARC
S7 シリーズサーバー上で Power Aware Dispatcher (PAD) を使用して、アイドル状
態のリソースや使用率が低いリソースの消費電力を最小限に抑えます。PAD は、
Logical Domains Manager の代わりに、CPU または SCC クロックサイクルのスキッ
プレベルおよび DVFS レベルを調整します。

ILOM 3.0 ファームウェアの CLI を使用して電源ポリシーを構成する手順については、
『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』の「消費電力のモニ
タリング」を参照してください。

消費電力データの表示

電源管理 (PM) 可観測性モジュールおよび ldmpower コマンドを使用すると、ドメイン
の CPU スレッドの消費電力データを表示できます。

ldmd/pm_observability_enabled サービス管理機能 (SMF) プロパティーが true
に設定されているため、PM 可観測性モジュールはデフォルトで有効にされていま
す。ldmd(1M) マニュアルページを参照してください。

ldmpower コマンドには、消費電力レポートデータをカスタマイズできる次のオプ
ションとオペランドがあります。
ldmpower [-ehiprstvx | -o hours | -m minutes] | -c resource [-l domain-name[,domain-name[,...]]]
  [interval [count]]

オプションについては、ldmpower(1M) マニュアルページを参照してください。

このコマンドを非特権ユーザーとして実行するには、LDoms Power Mgmt
Observability 権利プロファイルが割り当てられている必要があります。すでに
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LDoms Management または LDoms Review 権利プロファイルが割り当てられている場
合、ldmpower コマンドを実行するためのアクセス権が自動的に付与されます。

Oracle VM Server for SPARC で権利がどのように使われているかについて
は、30 ページの「Logical Domains Manager プロファイルの内容」を参照してくださ
い。

これらの権利プロファイルは、ユーザー、またはその後ユーザーに割り当てられる役
割に、直接割り当てることができます。これらのプロファイルのいずれかがユーザー
に直接割り当てられている場合、CPU スレッドの消費電力データを表示するために
ldmpower コマンドを正常に使用するには、pfexec コマンド、または pfbash または
pfksh などのプロファイルシェルを使用する必要があります。27 ページの「権利の使
用による論理ドメインの管理の委任」を参照してください。

次の例では、PM 可観測性モジュールを有効にする方法と、ドメインに割り当てられ
ている CPU の消費電力データを収集する方法を示します。

例   82 電源管理可観測性モジュールの有効化

次のコマンドでは、ldmd/pm_observability_enabled プロパティーが現在 false に
設定されている場合に true に設定することによって、PM 可観測性モジュールを有効
にします。
# svccfg -s ldmd setprop ldmd/pm_observability_enabled=true
# svcadm refresh ldmd
# svcadm restart ldmd

例   83 役割および権利プロファイルを使用したプロファイルシェルによる CPU ス
レッドの消費電力データの取得

■ 次の例では、LDoms Power Mgmt Observability 権利プロファイルによっ
て、ldmpower 役割を作成する方法を示します。この役割により、ldmpower コマ
ンドの実行が許可されます。

primary# roleadd -P "LDoms Power Mgmt Observability" ldmpower

primary# passwd ldmpower

New Password:

Re-enter new Password:

passwd: password successfully changed for ldmpower

このコマンドは、sam ユーザーに ldmpower 役割を割り当てます。

primary# usermod -R ldmpower sam

ユーザー sam は ldmpower 役割を前提とし、ldmpower コマンドを使用できます。
たとえば、次のように表示されます。

$ id
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uid=700299(sam) gid=1(other)

$ su ldmpower

Password:

$ pfexec ldmpower

Processor Power Consumption in Watts

DOMAIN  15_SEC_AVG  30_SEC_AVG  60_SEC_AVG

primary 75          84          86

gdom1   47          24          19

gdom2   10          24          26

■ 次の例は、権利プロファイルを使用して ldmpower コマンドを実行する方法を示し
ています。
権利プロファイルをユーザーに割り当てます。

primary# usermod -P +"LDoms Power Mgmt Observability" sam

次のコマンドは、ユーザーが sam であり、All、Basic Solaris User、および
LDoms Power Mgmt Observability 権利プロファイルが有効であることを確認す
る方法を示しています。

$ id

uid=702048(sam) gid=1(other)

$ profiles

All

Basic Solaris User

LDoms Power Mgmt Observability

$ pfexec ldmpower

Processor Power Consumption in Watts

DOMAIN  15_SEC_AVG  30_SEC_AVG  60_SEC_AVG

primary 75          84          86

gdom1   47          24          19

gdom2   10          24          26

例   84 プロセッサの消費電力データの表示

次の例に、ldmpower を使用して、ドメインのプロセッサ消費電力データを報告する
方法を示します。

■ 次のコマンドは、すべてのドメインについて、15 秒、30 秒、60 秒のプロセッサの
移動平均消費電力データを表示します。

primary# ldmpower

Processor Power Consumption in Watts

DOMAIN  15_SEC_AVG  30_SEC_AVG  60_SEC_AVG

primary 75          84          86

gdom1   47          24          19

gdom2   10          24          26
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■ 次のコマンドは、すべてのドメイン (primary、gdom1、および gdom2) について、
外挿消費電力データを表示します。

primary# ldmpower -x

System Power Consumption in Watts

DOMAIN  15_SEC_AVG  30_SEC_AVG  60_SEC_AVG

primary 585/57.47%  701/68.96%  712/70.22%

gdom1   132/12.97%  94/9.31%    94/9.30%

gdom2   298/29.27%  218/21.47%  205/20.22%

■ 次のコマンドは、gdom2 および gdom5 ドメインについて、プロセッサの瞬間消費
電力データを表示します。10 秒ごとに 5 回データを報告します。

primary# ldmpower -itl gdom2,gdom5 10 5

Processor Power Consumption in Watts

DOMAIN          TIMESTAMP               INSTANT

gdom2           2013.05.17 11:14:45     13

gdom5           2013.05.17 11:14:45     24

gdom2           2013.05.17 11:14:55     18

gdom5           2013.05.17 11:14:55     26

gdom2           2013.05.17 11:15:05     9

gdom5           2013.05.17 11:15:05     16

gdom2           2013.05.17 11:15:15     15

gdom5           2013.05.17 11:15:15     19

gdom2           2013.05.17 11:15:25     12

gdom5           2013.05.17 11:15:25     18

■ 次のコマンドは、すべてのドメインについて、最近 12 時間の平均消費電力データ
を表示します。データは最後にリクエストされた 1 時間ごとの計算から 1 時間の間
隔で表示されます。

primary# ldmpower -eto 12

Per domain MINIMUM and MAXIMUM power consumption ever recorded:

primary         2013.05.17 08:53:06     3                Min Processors

primary         2013.05.17 08:40:44     273              Max Processors

gdom1           2013.05.17 09:56:35     2                Min Processors

gdom1           2013.05.17 08:53:06     134              Max Processors

gdom2           2013.05.17 10:31:55     2                Min Processors

gdom2           2013.05.17 08:56:35     139              Max Processors

primary         2013.05.17 08:53:06     99               Min Memory

primary         2013.05.17 08:40:44     182              Max Memory

gdom1           2013.05.17 09:56:35     13               Min Memory

gdom1           2013.05.17 08:53:06     20               Max Memory
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gdom2           2013.05.17 10:31:55     65               Min Memory

gdom2           2013.05.17 08:56:35     66               Max Memory

Processor Power Consumption in Watts

12 hour's worth of data starting from 2013.05.16 23:17:02

DOMAIN          TIMESTAMP               1 HOUR AVG

primary         2013.05.17 09:37:35     112

gdom1           2013.05.17 09:37:35     15

gdom2           2013.05.17 09:37:35     26

primary         2013.05.17 10:37:35     96

gdom1           2013.05.17 10:37:35     12

gdom2           2013.05.17 10:37:35     21

primary         2013.05.17 11:37:35     85

gdom1           2013.05.17 11:37:35     11

gdom2           2013.05.17 11:37:35     23

...
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用語集

この用語集では、Oracle VM Server for SPARC のドキュメントで使用されている用語、略語、および頭
字語を定義します。

A

API Application Programming Interface (アプリケーションプログラミングインタフェース)。

ASN Abstract Syntax Notation (抽象構文記法)。

Auditing (監
査)

システムに対する変更を追跡し、変更を加えたユーザーを識別すること。

auditreduce 監査証跡ファイルの監査レコードをマージおよび選択するコマンド
(auditreduce(1M) のマニュアルページを参照)。

Authorization
(承認)

Oracle Solaris OS 特権を使用してタスクやデータアクセスを実行する権限を持つユー
ザーを判断する方法。

B

bge Broadcom BCM57xx デバイスの Broadcom ギガビット Ethernet ドライバ。

BSM Basic Security Module (基本セキュリティーモジュール)。

bsmconv BSM を有効化するコマンド (bsmconv(1M) のマニュアルページを参照)。

bsmunconv BSM を無効化するコマンド (bsmunconv(1M) のマニュアルページを参照)。

C

CMT Chip MultiThreading (チップマルチスレッディング)。
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Compliance (適合性)

Compliance
(適合性)

システムの構成が事前に定義されたセキュリティープロファイルに適合しているかど
うかを確認すること。

Configuration
(構成)

サービスプロセッサ上に保存されている論理ドメイン構成の名前。

Constraints
(制約)

Logical Domains Manager にとって制約とは、特定ドメインへの割り当てが要求された
リソースを指します。使用可能なリソースに応じて、ドメインに追加するように要求
したすべてのリソースを受け取るか、まったく受け取らないかのいずれかです。

Control
Domain (制御
ドメイン)

Logical Domains Manager を使用してほかの論理ドメインとサービスを作成および管理
する特権ドメイン。

CWQ Control Word Queue (暗号化装置)。

D

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol (動的ホスト構成プロトコル)。

DIO Direct I/O (直接 I/O)。

DMA Direct Memory Access (ダイレクトメモリーアクセス)。CPU を使用せずにメモリーと
デバイス (ネットワークカードなど) との間でデータを直接転送する機能です。

DMP Dynamic MultiPathing (動的マルチパス) (Veritas)。

Domain (ドメ
イン)

Logical Domain (論理ドメイン)を参照してください。

DPS Data Plane Software (データプレーンソフトウェア)。

DR Dynamic Reconfiguration (動的再構成)。

drd Logical Domains Manager の Oracle Solaris OS 動的再構成デーモン (drd(1M) のマニュア
ルページを参照)。

DRM Dynamic Resource Management (動的なリソース管理)。

DS Domain Services (ドメインサービス) モジュール。

DVD Digital Versatile Disc (デジタル多用途ディスク)。

E

EFI Extensible Firmware Interface (拡張ファームウェアインタフェース)。
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I/O

ETM Encoding Table Management (エンコーディングテーブル管理) モジュール。

F

FC_AL Fiber Channel Arbitrated Loop (ファイバチャネル調停ループ)。

FMA Fault Management Architecture (障害管理アーキテクチャー)。

fmd Oracle Solaris OS 障害管理デーモン (fmd(1M) のマニュアルページを参照)。

fmthard ハードディスクのラベルを生成するコマンド (fmthard(1M) のマニュアルページを参
照)。

format ディスクのパーティション分割および保守ユーティリティー (format(1M) のマニュア
ルページを参照)。

G

Gb Gigabit (ギガビット)。

GLDv3 Generic LAN Driver version 3 (汎用 LAN ドライバ version 3)

Guest Domain
(ゲストドメ
イン)

I/O ドメインおよびサービスドメインのサービスを使用し、制御ドメインによって管
理されます。

H

Hardening (強
化)

セキュリティーを強化するために Oracle Solaris OS の構成を変更すること。

Hypervisor
(ハイパーバ
イザ)

オペレーティングシステムとハードウェア層の間に配置されるファームウェア層。

I

I/O 内部ディスクおよび PCIe コントローラとそれに付属するアダプタやデバイスなどの
入出力装置。
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I/O Domain (I/O ドメイン)

I/O Domain
(I/O ドメイ
ン)

物理 I/O デバイスに対する直接の所有権と直接のアクセス権を持ち、仮想デバイスの
形式でほかの論理ドメインとこれらのデバイスを共有するドメイン。

IB InfiniBand。

IDE Integrated Drive Electronics。

IDR Interim Diagnostics Release。

ILOM Integrated Lights Out Manager。オペレーティングシステムとは無関係にサーバーを管
理できるようにする、ハードウェアとサポートソフトウェアから成る専用システム。

ioctl input/output control call (I/O 制御コール)。

IPMP Internet Protocol Network Multipathing (インターネットプロトコルネットワークマルチ
パス)。

K

kaio Kernel Asynchronous Input/Output (カーネル非同期 I/O)。

KB Kilobyte (K バイト)。

KU Kernel Update (カーネル更新)。

L

LAN Local-Area Network (ローカルエリアネットワーク)。

LDAP Lightweight Directory Access Protocol。

LDC Logical Domain Channel (論理ドメインチャネル)。

ldm Logical Domains Manager ユーティリティー (ldm(1M) マニュアルページを参照)。

ldmd Logical Domains Manager デーモン。

lofi ループバックファイル。

Logical
Domain (論理
ドメイン)

リソースの個別の論理的なグループで構成される仮想マシンであり、単一のコン
ピュータシステム内に独自のオペレーティングシステムと識別情報を保有します。ド
メインとも呼ばれます。
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NIS

Logical
Domains
Manager

論理ドメインを作成および管理したり、リソースをドメインに割り当てたりするため
の CLI。

M

MAC Media Access Control address (メディアアクセス制御アドレス) の略で、Logical Domains
Manager によって自動的に割り当てることも、手動で割り当てることも可能。

MAU Modular Arithmetic Unit (モジュラー演算ユニット)。

MB Megabyte (M バイト)。

MD サーバーデータベース内のマシン記述。

mem、memory メモリー単位 – バイト単位でのデフォルトのサイズ。G バイト (G)、K バイト (K)、ま
たは M バイト (M) を指定することもできます。ゲストドメインに割り当てることがで
きる、サーバーの仮想化されたメモリーです。

metadb Solaris Volume Manager メタデバイス状態データベースの複製の作成と削除を行うコマ
ンド (metadb(1M) のマニュアルページを参照)。

metaset ディスクセットを構成するコマンド (metaset(1M) のマニュアルページを参照)。

mhd 多重ホストディスク制御操作を実行するコマンド (mhd(7i) のマニュアルページを参
照)。

MIB Management Information Base (管理情報ベース)。

Minimizing
(最小化)

最低限必要な数のコア Oracle Solaris OS パッケージをインストールすること。

MMF MultiMode Fiber (マルチモードファイバ)。

MMU Memory Management Unit (メモリー管理ユニット)。

mpgroup 仮想ディスクフェイルオーバーのマルチパスグループ名。

mtu Maximum Transmission Unit (最大転送単位)。

N

NIS Network Information Service (ネットワーク情報サービス)。
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NIU

NIU Network Interface Unit (ネットワークインタフェースユニット)(オラクルの Sun SPARC
Enterprise T5120 および T5220 サーバー)。

NTS Network Terminal Server (ネットワーク端末サーバー)。

NVRAM Non-Volatile Random-Access Memory (非揮発性ランダムアクセスメモリー)。

nxge NIU 10Gb Ethernet アダプタのドライバ。

O

OID オブジェクトの識別子であり、MIB の各オブジェクトを一意に特定するシーケンス番
号。

OVF Open Virtualization Format。

P

P2V Oracle VM Server for SPARC 物理から仮想への変換ツール。『Oracle VM Server for
SPARC 3.3 Administration Guide』 の 第 19 章, 「Oracle VM Server for SPARC Physical-
to-Virtual Conversion Tool」を参照してください。

PA Physical Address (物理アドレス)。

PCI Peripheral Component Interconnect バス。

PCI-X PCI 拡張バス。

PCIe PCI Express バス。

pcpu 物理 CPU。

Physical
Domain (物理
ドメイン)

単一 Oracle VM Server for SPARC インスタンスによって管理されるリソースの範囲。
サポートされている SPARC T シリーズサーバーおよび SPARC S シリーズサーバーの
ように、物理ドメインは完全な物理システムになることがあります。または、サポー
トされている SPARC M シリーズサーバーのように、システムの全体またはシステム
のサブセットになることがあります。

Physical
Function (物
理機能)

SR-IOV 仕様に定義されたとおりに SR-IOV 機能をサポートする PCI 機能。物理機能
は SR-IOV 機能構造を含み、SR-IOV 機能を管理するために使用されます。物理機能
は他の PCIe デバイスと同じように検出、管理、および操作が可能な多機能の PCIe 機
能です。物理機能は、すべての構成リソースを含み、PCIe デバイスを構成または制御
するために使用できます。
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Service Domain (サービスドメイン)

physio 物理入出力。

PICL Platform Information and Control Library (プラットフォーム情報とコントロールライブ
ラリ)。

picld PICL デーモン (picld(1M) のマニュアルページを参照)。

PM 仮想 CPU およびメモリーの電源管理。

praudit 監査証跡ファイルの内容を出力するコマンド (praudit(1M) のマニュアルページを参
照)。

PRI Priority (優先度)。

R

RA Real Address (実アドレス)。

RAID Redundant Array of Inexpensive Disks。独立したディスクを組み合わせて 1 つの論理ユ
ニットにすることができます。

RPC Remote Procedure Call (リモート手続き呼び出し)。

S

SAN ストレージエリアネットワーク。

SASL Simple Authentication and Security Layer。

SAX Simple API for XML パーサー。XML ドキュメントをトラバースします。SAX パー
サーはイベントベースで、主にストリーミングデータに使用されます。

SCSA Sun Common SCSI Architecture。

SCSI HBA SCSI ホストバスアダプタ。

Service
Domain (サー
ビスドメイ
ン)

仮想スイッチ、仮想コンソールコネクタ、仮想ディスクサーバーなどのデバイスをほ
かの論理ドメインに提供する論理ドメイン。

Service
Processor
(SP、サービ

システムコントローラ (SC) とも呼ばれる SP は、物理マシンをモニターし実行しま
す。
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Service Processor (SP、サービスプロセッサ)

スプロセッ
サ)

SMA System Management Agent (システム管理エージェント)。

SMF Service Management Facility (サービス管理機能)。

SMI Structure of Management Information (管理情報構造)。MIB で使用する管理対象オブジェ
クトを定義し、グループ化します。

SNMP Simple Network Management Protocol (簡易ネットワーク管理プロトコル)。

SR-IOV Single Root I/O Virtualization (単一ルート I/O 仮想化)。

SSH Secure Shell。

ssh Secure Shell コマンド (ssh(1) のマニュアルページを参照)。

sshd Secure Shell デーモン (sshd(1M) のマニュアルページを参照)。

SunVTS Sun Validation Test Suite。

svcadm サービスインスタンスの操作 (svcadm(1M) のマニュアルページを参照)。

System
Controller
(SC、システ
ムコントロー
ラ)

「サービスプロセッサ」も参照してください。

T

TLS Transport Layer Security。

U

UDP User Diagram Protocol (ユーザーダイアグラムプロトコル)。

Unicast (ユニ
キャスト)

1 つの送信者と 1 つの受信者の間でネットワークを介して行われる通信。

uscsi ユーザー SCSI コマンドインタフェース (uscsi(7I) のマニュアルページを参照)。

UTP Unshielded Twisted Pair (シールドなし・より対線)。
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volfs

V

var 変数。

VBSC Virtual Blade System Controller (仮想ブレードシステムコントローラ)。

vcc、vconscon ゲストドメインに割り当てる特定のポート範囲の仮想コンソール端末集配信装置サー
ビス。

vcons、vconsoleシステムレベルのメッセージにアクセスするための仮想コンソール。接続は、特定の
ポートで制御ドメイン上の vconscon サービスに接続することによって実現します。

vcpu Virtual Central Processing Unit (仮想中央演算処理装置)。サーバーの各コアは、仮想
CPU として表現されます。

vdc Virtual Disk Client (仮想ディスククライアント)。

vdisk 仮想ディスクは、さまざまな種類の物理デバイス、ボリューム、またはファイルに関
連付けられた総称的なブロック型デバイスです。

vds、vdiskserver仮想ディスクサーバー。これを使用すると、論理ドメインに仮想ディスクをインポー
トできます。

vdsdev、
vdiskserverdevice

仮想ディスクサーバーデバイス。仮想ディスクサーバーによってエクスポートされま
す。このデバイスには、ディスク全体、ディスクのスライス、ファイル、またはディ
スクボリュームを指定できます。

Virtual
Function (仮
想機能)

物理機能に関連付けられている PCI 機能。仮想機能は、物理機能や同じ物理機能に関
連付けられているほかの仮想機能と 1 つまたは複数の物理リソースを共有する軽量の
PCIe 機能です。仮想機能は、その独自の動作に対してのみ構成リソースの使用が許可
されます。

vldc Virtual Logical Domain Channel Service (仮想論理ドメインチャネルサービス)。

vldcc Virtual Logical Domain Channel Client (仮想論理ドメインチャネルクライアント)。

vnet 仮想ネットワークデバイス。仮想 Ethernet デバイスを実装し、仮想ネットワークス
イッチ (vswitch) を使用するシステム内のほかの vnet デバイスと通信します。

VNIC 仮想ネットワークインタフェースカードで、これは物理ネットワークデバイスから作
成し、ゾーンに割り当て可能な物理ネットワークデバイスの仮想インスタンスです。

vNTS Virtual Network Terminal Service (仮想ネットワーク端末サービス)。

vntsd ドメインコンソールの Oracle Solaris OS 仮想ネットワーク端末サーバーデーモン
(vntsd(1M) のマニュアルページを参照)。

volfs ボリューム管理ファイルシステム (volfs(7FS) のマニュアルページを参照)。
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vsw、vswitch

vsw、vswitch 仮想ネットワークデバイスを外部ネットワークに接続し、仮想ネットワークデバイス
間でのパケットの切り替えも行う仮想ネットワークスイッチ。

VTOC Volume Table Of Contents (ボリューム構成テーブル)。

VxDMP Veritas Dynamic MultiPathing。

VxVM Veritas Volume Manager。

X

XFP eXtreme Fast Path。

XML eXtensible Markup Language。

XMPP eXtensible Messaging and Presence Protocol。

Z

ZFS Zettabyte File System。

zpool ZFS ストレージプール (zpool(1M) のマニュアルページを参照)。

ZVOL ZFS ボリュームエミュレーションドライバ。
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あ
アクセス

ゲストドメインからファイバチャネル仮想機
能, 134

移行
SSL 証明書の使用, 319
ゲストドメイン, 319
ゲストドメインと名前の変更, 319
対話型でない, 319
ドメイン, 300

移行の制限
I/O ドメイン, 63
PVLAN, 274

移行のための SSL 証明書
構成, 302

Oracle Solaris 11, 302
移行の FIPS 140-2 モード, 304
依存サイクル, 389
一覧表示

InfiniBand 仮想機能, 117
PVLAN 情報, 276
ドメインリソース, 351
マシンが読み取り可能な出力としてのリソー
ス, 351
リソース制約, 356

インストール
DVD からの Oracle Solaris OS の, 48
ISO ファイルからの Oracle Solaris OS の, 49
JumpStart (Oracle Solaris 10) を使用した, 51
インストールサーバーが VLAN 内に存在する
ときのゲストドメイン, 272
ゲストドメインへの Oracle Solaris OS の, 46

エクスポート
1 つのスライスディスクとしての ZFS ボリュー
ム, 186

1 つのスライスディスクとしてのファイルまた
はボリューム, 185
CD イメージ, 193
DVD イメージ, 193
ISO イメージ, 193
仮想ディスクとしてのファイルおよびボリュー
ム

lofi, 188
ガイドライン, 187

仮想ディスクとしての物理ディスク, 181
仮想ディスクとしての物理ディスクスライス,
182
仮想ディスクバックエンド, 175
サービスドメインからゲストドメインへの CD
または DVD イメージ, 194
サービスドメインからゲストドメインへの ISO
イメージ, 195
スライス 2, 183
ディスクスライス

間接的, 188
直接的, 188

バックエンド
比較, 186

バックエンド, サマリー, 187
ファイル, 183
複数回の CD または DVD イメージ, 195
フルディスクとしての ZFS ボリューム, 184
フルディスクとしてのファイル, 184
フルディスクとしてのファイルまたはボリュー
ム, 183
ボリューム, 183

下位互換性, 186
エラー

CPU とメモリーアドレスのマッピングを使用
したトラブルシューティング, 391
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か
下位互換性

ボリュームのエクスポート, 186
解析可能なドメインリスト

表示, 389, 389
ガイドライン

I/O ドメインの作成, 64
仮想ディスクとしてのファイルおよびボリュー
ムのエクスポート, 187

確認
ILOM 相互接続構成, 40
仮想 SCSI HBA の存在, 217
ドメイン構成, 328

格納
ZFS ファイルの使用によるディスクイメージ,
200
ZFS ボリュームの使用によるディスクイメー
ジ, 200
ZFS を使用したディスクイメージ, 199

仮想機能, 87
Ethernet, 88, 90
Ethernet の作成, 90, 90
Ethernet の破棄, 90, 95
Ethernet プロパティーの変更, 97
I/O ドメインからの InfiniBand の削除, 114
I/O ドメインからの削除, 100
I/O ドメインからのファイバチャネルの削除,
132
I/O ドメインの作成, 105
I/O ドメインへの Ethernet の追加, 99
I/O ドメインへの InfiniBand の追加, 113
I/O ドメインへのファイバチャネルの追加, 131
InfiniBand, 108
InfiniBand の一覧表示, 117
InfiniBand の作成, 109
InfiniBand の破棄, 111
上の Ethernet VNIC の作成, 104
ゲストドメインからファイバチャネルへのアク
セス, 134
デバイス固有のファイバチャネルプロパ
ティー, 122
の使用による I/O ドメインの Ethernet ネット
ワークブート, 102
ファイバチャネル, 121
ファイバチャネルの作成, 124

ファイバチャネルの制限事項, 122
ファイバチャネルの破棄, 128
ファイバチャネルのプロパティーの変更, 131
ファイバチャネルの要件, 121, 122
ルートドメインからの InfiniBand の削除, 117
ルートドメインへの InfiniBand の追加, 116
を使用した I/O ドメインの作成, 105

仮想機能のファイバチャネル World-Wide Name
割り当て, 123

仮想スイッチ, 238
Oracle Solaris 11 ドメインに外部接続するため
の構成, 257
ドメインへの外部接続を提供するための Oracle
Solaris 10 サービスドメイン上の構成, 259
プライマリインタフェースとしての構成, 38

仮想ディスク, 171, 180
1 つのスライスディスクとしてのバックエンド
エクスポート, 178
format コマンドおよび, 198
SCSI および, 198
Solaris ボリュームマネージャーでの使用, 204
VxVM での使用, 205
ZFS での使用, 199, 206
オプションの変更, 176
管理, 174
削除, 176
タイムアウト, 190, 197
タイムアウトオプションの変更, 176
追加, 175
ディスク識別子, 173
ディスク名, 173
バックエンド, 180
バックエンド excl オプション, 179
バックエンド ro オプション, 178
バックエンド slice オプション, 180
バックエンドオプション, 178
バックエンドのエクスポート, 175
表示, 177
物理ディスクからのエクスポート, 181
物理ディスクスライスからのエクスポート, 182
フルディスクとしてのバックエンドエクスポー
ト, 177
ボリュームマネージャーでの使用, 203
マルチパス, 188, 190
マルチパスの構成, 190
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問題, 206
仮想デバイス

I/O, 24
仮想コンソール端末集配信装置 (vcc), 25
仮想スイッチ (vsw), 25
仮想ディスククライアント (vdc), 25
仮想ディスクサービス (vds), 25
仮想ネットワーク (vnet), 24

仮想デバイス識別子, 249
仮想ドメイン情報

API, 394
virtinfo, 394

仮想入出力, 24
仮想ネットワーク, 232

パフォーマンスの最大化, 236, 237
仮想ネットワーク端末サーバーデーモン (vntsd),
25

有効化, 40
仮想ネットワークデバイス, 240

物理ネットワーク帯域幅の量の制御, 246
仮想マシン, 22
仮想 CPU

対応する物理 CPU 番号の特定, 393
仮想 SCSI HBA

SCSI および, 229
管理, 215
識別子, 214
存在の確認, 217
タイムアウト, 218, 229
デバイス名, 214
マルチパス, 220
マルチパスの構成, 223
見え方, 219

仮想 SCSI HBA と仮想 SAN の構成, 220
管理

primary 以外のルートドメイン上の SR-IOV 仮
想機能, 167
primary 以外のルートドメイン上の直接 I/O デ
バイス, 166
仮想 SCSI HBA, 215
仮想ディスク, 174
制御ドメイン上の物理リソース, 338
ドメイン構成, 363
リソースグループ, 347

管理特権の委任

権利プロファイル, 27
起動

ゲストドメイン, 43
クローニング

ブートディスクイメージ, 202
計画

Ethernet SR-IOV, 89
PCIe SR-IOV 仮想機能の, 87
直接 I/O (DIO), 148
直接 I/O (Direct I/O、DIO), 148

ゲストコンソール
ネットワークを介した接続, 60

ゲストドメイン, 23
移行, 319
移行と名前の変更, 319
起動, 43
作成, 43
すべて削除, 407

結合
単一グループへのコンソール, 61

減少
制御ドメイン上のメモリー, 341

権利プロファイル
割り当て, 27, 28

コア全体の制約
適用, 325

コアの最大数の制約
適用, 325

更新
/etc/system ファイル, 383
PVLAN, 275

構成
CPU コア全体を使用した既存のドメイン, 331
CPU コア全体を使用した制御ドメイン, 331
CPU コア全体を使用したドメイン, 329
NAT およびルーティングのための仮想スイッ
チおよびサービスドメイン, 256
Oracle Solaris 10 システム上の NAT, 258
Oracle Solaris 11 システム上の NAT, 256
Oracle Solaris 11 ドメインに外部接続するため
の仮想スイッチ, 257
Oracle VM Server for SPARC 環境での IPMP, 259
PMP グループへの仮想ネットワークデバイス,
259, 261
移行のための SSL 証明書, 302
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Oracle Solaris 11, 302
仮想 SCSI HBA マルチパス, 223
仮想ディスクマルチパス, 190
サービスドメインでの IPMP, 263
サービスドメイン内の ZFS プール, 199
ジャンボフレーム, 282
制御ドメイン, 35
ドメインの依存関係, 387
ドメインへの外部接続を提供するための Oracle
Solaris 10 サービスドメイン上の仮想スイッチ,
259
ハードパーティションを使用したシステム, 328
パフォーマンスレジスタアクセス, 357
ブートの選択, 26
物理リンクステータスの更新, 265
プライマリインタフェースとしての仮想スイッ
チ, 38

構成解除
障害のあるハードウェアリソース, 374

コヒーレンシリンクのスケーリング, 412
コマンド行インタフェース, 24
コンソール

単一グループへの結合, 61
ロギング, 59

コンソールグループ
使用, 61

さ
サーバー

電源再投入の実行, 385
サービスドメイン, 23, 24

ZFS プール, 199
サービスプロセッサ (SP)

出荷時デフォルト構成の復元, 409
での Oracle VM Server for SPARC の使用, 386
物理マシンのモニタリングと実行, 22

最大化
仮想ネットワークパフォーマンス, 236, 237

再バインド
CPU コア全体を使用したシステム, 334

削除, 100
参照 破棄
I/O ドメインからの Ethernet 仮想機能, 100

I/O ドメインからのファイバチャネル仮想機能,
132
physical-bindings 制約, 336
PVLAN, 275
仮想ディスク, 176
すべてのゲストドメイン, 407
すべてのドメイン構成, 408
ドメインからのメモリー, 340
物理的にバインドされていないリソース, 337
ルートドメインからの InfiniBand 仮想機能, 117

作成
CPU コア全体を使用したドメイン, 330
Ethernet 仮想機能, 90, 90
Ethernet 仮想機能上の VNIC, 104
I/O ドメインの Ethernet 仮想機能, 105
InfiniBand 仮想機能, 109
PCIe バス全体からルートドメインを, 68
PVLAN, 275
ゲストドメイン, 43
構成解除されたシステムのディスクイメージス
ナップショット, 202
制御ドメインのデフォルトサービス, 34
ディスクイメージスナップショット, 201, 201
ファイバチャネル仮想機能, 124
役割, 29

識別
InfiniBand 機能, 119

システムコントローラ 参照 サービスプロセッサ
(SP)
自動保存構成ディレクトリ

復元, 405
保存, 405

ジャンボフレーム
構成, 282
ジャンボフレームに対応していないバージョン
の Oracle Solaris 10 vnet および vsw ドライバと
の互換性, 286

縮小
制御ドメインの CPU およびメモリーリソース,
37

出荷時デフォルト構成
サービスプロセッサからの復元, 409
復元, 408

取得
ドメインの移行ステータス, 320
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使用
VLAN, 270
ベリファイドブート, 31
リンクベースの IPMP, 264

障害管理アーキテクチャー (FMA)
ブラックリスト登録, 373

障害のあるハードウェアリソース
構成解除, 374
ブラックリスト登録, 374
を含むドメインの復旧, 375

障害ポリシー
ドメインの依存関係に対する構成, 388

承認
ldm サブコマンド, 31

消費電力データ
表示, 413

スライス 2
エクスポート, 183

制御
回復モード, 378

制御ドメイン, 23
構成, 35
メモリーの減少, 341
メモリーの再構成, 340
リブート, 38, 385

制御ドメインのデフォルトサービス
作成, 34

制御ドメインの CPU およびメモリーリソース
縮小, 37

制限
PVLAN, 274
物理ネットワーク帯域幅, 247
リソースグループ, 347

制限事項
Ethernet SR-IOV, 89
primary 以外のルートドメイン, 163
SR-IOV, 82
直接 I/O, 147
ファイバチャネル仮想機能, 122

接続
ネットワークを介したゲストコンソールへの,
60

設定
電力の制限, 412
ドメインのメモリーサイズ, 346

物理ネットワーク帯域幅の制限, 247

た
退避された I/O リソース, 379
タイムアウトオプション

仮想ディスク, 176
対話型でないドメインの移行, 319
遅延再構成, 322, 341
調整

割り込み制限, 401
直接 I/O (DIO)

primary 以外のルートドメイン上のデバイスの
管理, 166
計画, 148
制限事項, 147
問題, 159
要件, 146

追加
I/O ドメインからの InfiniBand 仮想機能, 114
I/O ドメインへの Ethernet 仮想機能, 99
I/O ドメインへの InfiniBand 仮想機能, 113
I/O ドメインへのファイバチャネル仮想機能,
131
仮想ディスク, 175
単位が調整されていないメモリー, 343
ドメインへのメモリー, 339
ルートドメインへの InfiniBand 仮想機能, 116

停止
高負荷のドメイン, 383

ディスクイメージ
ZFS ファイルの使用による格納, 200
ZFS ボリュームの使用による格納, 200
ZFS を使用した格納, 199
構成解除されたシステムのスナップショットの
作成, 202
スナップショットの作成, 201, 201

ディスクスライス 参照 物理ディスクスライス
デーモン

drd, 322
ldmd, 24
vntsd, 25

適用
コア全体の制約, 325
コアの最大数の制約, 325
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デバイス固有のプロパティー
Ethernet SR-IOV, 102

電源管理 (PM), 412, 412, 412, 412, 412, 413
CPU, 334
可観測性モジュール

有効化, 414
機能, 412
使用, 348, 411

電源再投入
サーバー上での実行, 385

電力の制限, 412
動的再構成デーモン (drd), 322
動的再構成 (DR), 322, 341

CPU, 327, 332
部分的なメモリー要求, 340
メモリー, 339

動的なパス選択, 192
動的なリソース管理, 327, 334

使用, 348
特定

ドメイン構成, 392
ドメイン

移行, 300
依存関係, 387
依存関係の構成, 387
依存サイクル, 389
クローンの使用によるプロビジョニング, 201
高負荷の停止, 383
サービス, 24
縮退としてマーク, 379
定義, 20
ドメインの依存関係に対する障害ポリシーの構
成, 388
の種類, 23, 23
のタイプ, 23, 23
無効化, 407
役割, 23, 23

ドメイン移行の制限, 306
ドメイン構成

XML ファイルからの復元ldm add-domain, 370
XML ファイルからの復元ldm init-system,
368
永続的, 26
確認, 328
管理, 363

自動回復ポリシー, 366
自動保存を使用した復元, 364
縮退, 378
すべて削除, 408
特定, 392
の自動回復ポリシー, 365
復元, 364, 368
保存, 364, 367

ドメイン構成の回復モード, 373
制御, 378

ドメイン構成の自動回復ポリシー, 365, 366
ドメインコンソール

へのアクセスの制御, 53
ドメインの移行, 308

CPU の要件, 310
OpenBoot PROM からまたはカーネルデバッガ
で, 315
PCIe エンドポイントデバイスの要件, 314, 317
SR-IOV 仮想機能の要件, 314, 317
アクティブ, 309
アクティブドメインの遅延再構成, 315
アクティブなドメインで電源管理のエラス
ティックポリシーが有効になっている場合, 315
暗号化ユニットの要件, 314
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